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富士見ファンタジア文庫










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その者、大たい志しを抱いだき、万事に備そなうる計を持つ。

　天地の理ことわりを知り、己おのれの利を求めず、不ふ義ぎを喜ばずして真の喜ぶところを喜ぶ。




　その者、気高き風の女王の盟めい友ゆう。

　神話の中より生まれ出いで、軍ぐん勢ぜいの守り手と共に戦場を駆かけ抜ぬける猛たけき戦いくさ乙おと女め。




　その胸むねに宿るは信しん義ぎを愛する慈じ愛あいの心。

　母と交かわされし誓ちかいの下もと、強きをくじいて万民を助く。

　その目に宿るは万ばん難なんを排はいす堅かたき意志。

　父より受け継つがれし契けい約やくの下、森しん羅らを切り裂さき万象を打ち砕くだく。













　


　第一章　鉄てつ壁ぺきの城じよう砦さい






　　　　　１




　その小さな丘おかのはるか南方に見えるのは、夕日に照らされ真っ赤になった巨きよ大だいな城砦であった。

「あれがトゥールスレン城砦ですか」

　彼か方なたへと視し線せんを向けながら、その若わかい男は感かん情じようのこもらない声で言った。

　男は、名をジェレイドといった。

　今の肩かた書がきは反はん乱らん軍ぐんの指し導どう者しや、あるいは統とう率そつ者しやという非ひ常じように大たい層そうなものである。しかし一軍の指導者という割わりには、その体たい格かくはあまりにも貧ひん相そうという一言に尽つきた。

　背せは高いが体つきはひょろりと細い。ややゆったりとした衣い装しようと大きなマントを身に着けることで誤ご魔ま化かそうとしているようにも見えるが、それでも袖そでから見える手首の細さは隠かくせない。さらに見た目通りの非力であることを証しよう明めいするかのように、腰こしに差している剣けんもひどく細い作りになっていた。

　ジェレイドははるか彼方の砦とりでの陣じん容ようを見終えると、懐ふところから眼め鏡がねを取り出してかけた。視力が改かい善ぜんされるというドワーフにしか作ることのできない高こう価かな工芸品である。しかしどうも寸すん法ぽうが大きいのか、ずり落ちてくる眼鏡を幾いく度ども中指でかけ直そうとする。

「ミーア、本当にどうにかなるんですか？　あの鉄壁の城壁が」

　ジェレイドは傍かたわらに控ひかえていた少女に声をかけた。

「なんとかしなきゃいけないんでしょ。じゃあなんとかするしかないじゃない」

　返ってきたのは一分の迷まよいも感じさせない凜りんとした声であった。

「あなたの答えは間ま違ちがってはいませんが、答えにはなっていませんね」

　嘆たん息そくしつつ、その少女──ミーアを見やる。

　それは見み目め麗うるわしく、そして何よりも凜り々りしさを感じさせる少女であった。

　身の丈たけはジェレイドよりかなり低いが、同年ねん齢れいの少女と比くらべればほぼ平へい均きん的だろう。

　しなやかな手と足。そして腰こしの先まで届とどく長い髪かみは綺き麗れいな青緑に染そめられ、風にそよぐ春の草原を思わせた。また髪と同じように青緑を基き調ちようとしたその衣服は、いささか奇き抜ばつともいえるほど露ろ出しゆつの多い意い匠しようではあったが、それが逆ぎやくに少女の持つ神しん秘ぴ性せいを増ぞう幅ふくさせているかのようだった。

　特に印象的なのはその瞳ひとみだろう。いかなる誘ゆう惑わくをもってしても、決して歪ゆがめることなどできないであろう真まっ直すぐな輝かがやきを持った瞳。

「そういうあんたの言い回しは回りくどいったらないわね。大だい丈じよう夫ぶよ、いくら頑がん丈じようっていってもあれだけ古い城砦なら、あたしが命を削けずるつもりでやればどうにかなるわ」

　命を削る。それが冗じよう談だんではなく、文字通り少女の寿じゆ命みようを縮ちぢめるのだということを、ジェレイドは知っていた。

「……いいんですか、ミーア。本当にそれで」

「どうこう言ってられるような状じよう況きようじゃないんでしょ？　いいのよ、あんたはあたしにやれって命令すれば」

「正直、そんな命令は勘かん弁べんして欲ほしいところですが」

　歯に衣きぬ着せぬミーアの物言いに、ジェレイドは再さい度ど嘆息した。今の地位に就ついてしまってからというもの、嘆息する回数は格かく段だんに増ふえた。

「分かりました。どのみち僕ぼくたちはこれまでも、そしてこれからも崖がけっぷちですからね。いいでしょう、ミーア。あなたの命、僕がもらいます」

「それでいいのよ。でも誰だれかに後ろから刺されることは覚悟していてね？　今のあたしは人気者なんだから」

「ええ、分かってます。寿命を削ることに比べれば安い代だい償しようですよ」

　二人はまったく表情を変えずにそんな会話を終えると、もはや用はないとばかりにはるか彼方の城砦に背を向け、来た道を戻もどりだした。

　少し歩いたところで、二人の前に馬の轡くつわを取っていた一人の少年が姿すがたを見せる。

　歳としは十五ぐらいだろう。生意気な盛さかりの年齢ということもあってかその顔は見事な仏ぶつ頂ちよう面づらであったが、顔にも体つきにも子こ供どもっぽさが残っているせいか今二つ迫はく力りよくがなかった。

「ったく、いつまで待たせんだよ。景色眺ながめるだけのくせに」

　そう言った少年の口調は表情に相ふさ応わしい刺とげ々とげしさがあった。

「それはすいませんでしたね、クライス」

　しかしジェレイドの返答には申し訳わけないと思っているような響ひびきは皆かい無むだった。クライスと呼よばれた少年の表情が一層険けわしくなるが、やがて諦あきらめたように首を振ふる。

「いいよ、どうせ言うだけ無む駄だだしな。さっさと乗れよ」

「ええ、そうさせて頂いただきましょう」

　少クラ年イスの手を借りて馬に乗る。女ミー性アを差し置いて一人だけ馬を使うというのはいささか男として抵てい抗こうがないわけではないが、仕方がない。ここではジェレイドが指導者であり、ミーアの上の立場にあるからだ。ただでさえ見る者の心を奮ふるい立たせそうな容よう貌ぼうをしているミーアと違い、ジェレイドはとても一軍の統率者とは思えぬほど見た目は貧相である。女性を差し置いて馬に乗るだけで多少でも見み栄ばえがよくなるというのならば、躊ちゆう躇ちよはできなかった。

　もっとも、クライスに言わせれば「本当は歩くのが嫌きらいなだけなんだろ」ということになり、ジェレイド自身その言を否ひ定ていすることはできず、さらにジェレイドを知る者ならば誰一人として弁べん護ごすらできなかっただろう。

　一人の少年と馬を加え、森の中を歩く。やがてすぐに森は開け、次に彼らの前に現あらわれたのは、屈くつ強きような男たちであった。

　彼らの見た目は様々だった。猟りよう師しのような格好をした男がいる。槍やりと盾たてを身に付けた傭よう兵へいのような若わか者ものがいる。ドワーフでさえも真っ青な巨きよ大だいな戦せん斧ぷを持った熊くまのような大男がおり、こんな場所にいるのがあまりにも場ば違ちがいだと思えるほどの十三歳さいぐらいの小さな修しゆう道どう女じよの姿もあった。

　彼らはジェレイドたちを目にすると、背せ筋すじを正して迎むかえた。

　そして彼らの後ろに控ひかえるのは──万を超こえる軍ぐん勢ぜいであった。

　すべての兵士たちは一言も私し語ごを発することなくジェレイドとミーアの二人に視し線せんを注ぎ、その言葉を待ち構かまえていた。それは彼らが二人のことを心底崇すう拝はいしている証あかしでもあった。

「ミーア、僕の声を拡かく大だいしてもらえますか」

　ジェレイドは小声で傍かたわらの少女に言った。

　ミーアは頷うなずくと、目を閉とじて呟つぶやいた。自由なる風の精せい霊れいよ、隣に突つっ立ってる貧ひん弱じやくな男の言葉をこの場に集つどうすべての意い志しある者に届とどけてやって──と。

　かつて黒神ハルモニアは人々に精霊と交信する力を与あたえた。それは今は黒くろ魔ま術じゆつという名で知られており、人々は意志の力で精霊と契けい約やくを交かわし、その助力を乞こい、奇き跡せきを起こすことができる。

　しかし精霊の存そん在ざいを感じ取って交信するには特とく殊しゆな才さい能のうが必要である。さらに精霊が契約を結んでくれるのは、よほど精霊に気に入られたときか、あるいは術者が精霊に有う無むを言わさぬほどの強い意志の持ち主である場合だけである。ミーアがあけすけな言葉遣づかいで事も無げに精霊を従したがわせているのは、彼女がとてつもなく有能な風の精霊の使い手であることの証しよう明めいでもあった。

「さて、みなさん──」

　ジェレイドが悠ゆう然ぜんと口を開いた。

　その声量は決して大きくなかったにもかかわらず、風の精霊に運ばれこの場に集っていた万を超えるすべての人々の耳へと届いていた。

「間もなく我われ々われはトゥールスレン城じよう砦さいへと到とう達たつします。このトゥールスレン城砦は古いにしえの帝てい国こくの時代に作られたものであり、その城じよう壁へきは現在の我々には作ることのできぬ技ぎ術じゆつが使われ、〝鉄てつ壁ぺき〟の二つ名で知られています。城壁の高さは十間けん（約十八メートル）にも上のぼり、幅はばも同等の厚あつみがあります。王国建国以来、この鉄壁の城砦を外部から陥かん落らくさせた者はいません。しかしトゥールスレン城砦は我々が南下するに当たって最大の障しよう害がいとなり、逆に現在南から北上中の王国軍にとっては最良の橋きよう頭とう堡ほとなります。それゆえに、我々は王国軍の主力が到達するよりも早く、いかなる犠ぎ牲せいを払はらってでもあの城砦を陥落させねばなりません。まして我々は先日キホルテ平原において、小規き模ぼな戦いではありますが王国軍に敗北を喫きつしました。これ以上敗北を重ねることになれば、誰も我々に手を貸かしてくれなくなるでしょう」

　一軍の指し導どう者しやの深しん刻こくな言葉に、兵士たちは目に見えて怯ひるんだ様子だった。

　過か去こ一度も敵てきの手に奪うばわれたことのない城砦を落とさねばならない。しかも、いかなる犠牲を払ってでも。これだけ萎い縮しゆくさせるようなことを口にすれば、兵士たちが怯むのは当然だった。

　そもそも、トゥールスレン城砦が一度も敵の手に落ちたことがないという事実には一つ別の理由があるのだ。それは城砦が国の中央に位置するということである。国くに境ざかいからも遠く、それゆえに争いに巻まき込こまれることが極きよく端たんに少なかったのだ。攻せめられなければ敵の手に落ちることもないのは道理である。

　だがジェレイドとしては、兵士たちにそんなことを教えるつもりは毛頭なかった。障害が大きければ大きいほど、掛かけ金が大きければ大きいほど、勝利したときの見返りもまた大きくなる。これは賭かけなのだ。城砦を陥落させ、その勝利を大きく喧けん伝でんすることができれば、さらなる味方を募つのることもできる。勝てる保ほ証しようがあるわけではないが、どの道、今の自分たちにはもう後がないのだから。

　しかし、ただ鞭むちのみを与えるわけにはいかない。ジェレイドは声の調子を心もち強くして続けた。

「ですがみなさん。恐おそれる必要はありません。我々には神より遣わされし〈風の戦いくさ乙おと女め〉が付いているのです。ボルネリア領りようでの戦いで我らを勝利に導みちびいたのも、そしてまた先のキホルテ平原で敗退した我らの同どう胞ほうを残ざん虐ぎやくな王国軍の追つい撃げきから救ったのもまた彼女です。〈風の戦乙女〉ある限かぎり、我々は決して希望を失う必要はないのです──」

　ここでジェレイドはミーアを見た。反はん乱らん軍の希望を。

　その意を受けてミーアが一歩進み出る。

　兵士たちの間に漂ただよっていた少なからぬ悲ひ壮そう感が、途と端たんにどこかへ消え去ったようにさえ感じられた。

「困こまったわね。正直、こんなとこで話を振ふられてもなんて言っていいのか分かんないんだけど──」

　ミーアは十七歳の少女という見た目に相ふさ応わしい軽い口調で言った。影えい響きようされたように、兵士たちから苦く笑しようがこぼれる。

「みんな。今いま更さら恐おそれることは何もないわ。あたしたちはこれまでも幾いく度どとなく苦境に立たされてきたけど、それでも生きて勝ち残ってきたわ。それは明日も例外じゃない。あたしたちの前じゃどんな障害も意味をなさないってことを見せ付けてやるのよ！」

　少女の威い勢せいに応おうじるように、兵士たちが同意の声を上げた。その意気は時と共に増ふえていき、そして最さい高こう潮ちように高まったところでミーアは続けた。

「大だい丈じよう夫ぶ。鉄壁だかなんだか知らないけど、たかが石を積み上げただけの壁かべなんて絶ぜつ対たいにあたしがなんとかして見せる。何も今までと変わることはないわ。みんなはただあたしの後ろに付いて来るだけでいい。ここで勝たなきゃあたしたちにはもう後がないわ。でも、明日勝てば、あたしたちは新たな家を得ることができる」

　ここでミーアは拳こぶしを振り上げた。それはまさしく名のある画が匠しようが描えがいた伝説の戦乙女の聖せい画がのような光景であった。

「明日はあたしも命を懸かけて戦うわ。だからみんなもあたしに続いて！　自由なる大地のために！」

　自由なる大地のために！　兵士たちが唱和し、大地に声が轟とどろき、そして彼ら反乱軍の象しよう徴ちようたる青緑の旗がひらめく。

　王国暦れき八三年第五の月中ちゆう旬じゆんのことであった。
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　　　　　２




　トゥールスレン城砦はベールセール王国の中央よりやや北、同名の平原の中央に位置する。主な役やく割わりは王国の中心を南北に走る中央街かい道どうの治安維い持じである。この中央街道は南は王都ヴァンフィールへ、北は王国第二の都市オルガスタへと続き、その重要さは他に類を見ない。無む論ろん、この中央街道以外にも網あみの目のように張はり巡めぐらされたいくつもの街道が存そん在ざいするが、街道の広さや質しつ、利便性などの点において中央街道に勝まさる街道は存在しない。

　トゥールスレン城砦最大の武ぶ器きは、なんといっても巨大な城壁である。その高さは十間（約十八メートル）以上、幅も同等である。

　これほどの厚あつみがあれば並なみの攻こう城じよう兵へい器きでは打ち砕くだくことは不ふ可か能のうである。一方でこれほどの高さがあれば、接せつ近きんする敵に真上から一方的に矢を射い掛かけることができ、また丸太や石を落とすだけで簡かん単たんに敵てき兵へいの命を脅おびやかすことができる。攻める側からすれば、上部に到達できる長さをもった梯はし子ごを用意するだけでも大変な労力が必要となり、さらに矢の降ふり注ぐ中、その梯子を城じよう壁へきに立てかけるには、より大きな犠ぎ牲せいを強しいられることとなる。よしんばうまく梯子から進入を果たせたとしても、奥行きのある城壁の上では隊列を整えた兵士たちが槍やりと盾たてを手に待ち構かまえており、突とつ破ぱは容よう易いではない。

　これほどの高さと厚みを持つ城壁は、ベールセール王国には他に存在しない。この城壁を持つがゆえにトゥールスレン城砦は鉄壁の二つ名で知られ、王国建国以来、敵性勢せい力りよくに奪だつ取しゆされたことは一度もないのだ。

　ただ一つ惜おしまれることがあるとすれば、それは国の中央に位置するということにある。これほどの防ぼう御ぎよ力りよくを秘ひめた城砦が、たとえば北の仇きゆう国こくレアニール連合王国との国こつ境きようにでもあれば、侵しん略りやくによる犠牲はもっと減へっていただろう──そう嘆なげく軍人は少なくない。

　これには理由がある。この城砦を作ったのはベールセール王国ではなく、王国建国以前に存在した古いにしえの帝てい国こくだったためだ。彼らは中央集権制せい度どの下もとで多くの奴ど隷れいを従したがえ、そして何よりも現代には失われてしまった高い建けん築ちく技ぎ術じゆつを持っていたがゆえに、これほどの強固にして巨きよ大だいな城壁を構築することができたのである。ベールセール王国が勢力を結集すれば同じ高さと厚みをもった城壁を作ることはできるが、決して同等の堅牢さを再現することはできないだろう。特に重要なのは城砦の生命線たる井戸である。トゥールスレン城砦に作られたそれは深く頑丈な作りになっており、大量の綺麗な水を供給することができる。しかし今の王国には、それほどの井戸を作ることはできない。できることは、城壁にいくばくかの修繕を施しつつ利用することだけだった。

　普ふ段だん駐ちゆう屯とんしている兵士の数は五百。これは城砦の規模からすれば少ない数字であるが、それでも攻め落とそうと思えばその三倍から五倍以上の軍勢が必要となる。だがそれほどの軍勢が国内を動けば察知するのはたやすく、前もって兵を増やすことで守り抜ぬくこともまたたやすい。

　それは王国暦八十三年第五の月のこのときも例外ではなく、やがて来るであろう反はん乱らん軍ぐんに備そなえ、駐屯している兵の数も四倍の二千人にまで増やされていた。




　　　　　◆




「おい、聞いたか？　いよいよ反乱軍が近づいてるらしいぜ」

「ああ、相当な数らしいな。大丈夫なのかよ、この城じよう砦さい」

　トゥールスレン城砦防ぼう衛えいの責せき任にん者しやであるルヘルド男だん爵しやくがそんな兵士たちの会話を耳にしたのは、城壁の上を見回っているときであった。

「何をしている？　任にん務むの最中に私し語ごは厳げん禁きんだと知っているはずだろう」

　声をかけると、二人の兵士は文字通り飛び上がった。

「だ、男爵さま!?」

「これは失礼しました！」

「……まあいい。仕事に戻もどれ」

　もともとトゥールスレンという名は、古いにしえに通りがかった異い国こくの吟ぎん遊ゆう詩人が名付けたもので、〈風の通り道〉という意味があるらしい。それは文字通りトゥールスレン平原には年がら年中強い風が吹ふき込むことに由来する。城壁の上ともなれば冷たい風にさらされ続けることとなり、さらにこの日は第五の月だというのに朝から暗雲が太陽を遮さえぎっていたためか肌はだ寒ざむささえ感じられるほどだった。兵士たちにしてみれば、私語の一つもしなければ凍こごえてしまうのだろう。

　一方で、兵士たちの不安をこのままにしておくわけにもいかなかった。こういう些さ末まつな私語が全体の士気に思わぬ影えい響きようを与あたえることもある。城砦の責任者として、少しでも不安な要よう因いんは取り除のぞく必要があった。ルヘルド男爵は少し声の調子を落として言い添そえた。

「そう案ずることもあるまい。間もなく国王陛へい下かの派は遣けんなされた援えん軍ぐんも到とう着ちやくする。それに先ごろ、我わが王国の一部隊が反乱軍を相手に勝利したという報ほうが届とどいたばかりではないか。数だけの反乱軍など必要以上に恐おそれることもあるまい」

「は、はあ。確たしかに……」

　二人の兵士は一いち応おうはそれで納なつ得とくしたように頷うなずいた。だが、そんな言葉だけで彼らの気が休まることはないだろう。

　ルヘルドにしても、兵士たちが不安になる気持ちはよく分かるのだ。

　つい先日、このトゥールスレン城砦の南、キホルテ平原において王国軍の一部隊が反乱軍を相手に勝利したのは事実である。

　だがそれは事実のすべてではない。確かに王国軍の勝利は圧あつ倒とう的だった。しかし反乱軍の一人の少女のために、完勝とする機会を逃のがしたのだ。その少女は風の黒くろ魔ま術じゆつを行使し、たった一人で王国軍の追つい撃げきを防ふせいだという。

　一体どのような黒魔術を使えば軍勢の追撃を防げるというのか。それはどこか掴み所のない話ではあったが、不確かであるがゆえに兵士たちを動どう揺ようさせていた。

　もともと反乱軍の実じつ態たいというのは、今に至いたってもはっきりしていない。なぜ農民だけの集しゆう団だんが、強大な私兵と莫ばく大だいな財ざい力りよくを有する一いち侯こう爵しやくに勝利することができたのか。

　その状じよう況きように輪をかけたのが、肝かん心じんの王国軍の勝利についての情報である。ルヘルド自身、疑ぎ問もんを抱いだかずにはいられなかった。王国軍の一部隊が勝利したというのは本当のことだろうが、一体どのような戦いであったのかということがさっぱり伝わってこないのだ。さらにそのことを証明するかのように、王国軍を勝利に導みちびいた立役者──その名さえ耳にしたことがない。

「実はその戦いで敗れたのは王国軍であり、軍の上じよう層そう部ぶは敗北を隠かくすために嘘うその報告をしているのではないか」

　そんな囁ささやきさえ耳にするほどだ。

　城砦の周囲を警けい戒かいしている斥せつ候こうの一隊が、北から所しよ属ぞく不明の軍勢が接せつ近きんしつつあることを告げたのはこのときのことであった。




「男爵さま！　反乱軍と思おぼしき軍勢が接近しつつあります！」

「……ついに来たか」

　ルヘルド男爵はその報告に武む者しや震ぶるいをしつつ、自分と部下たちを奮ふるい立たせるように語気を強めた。

「門を閉とざして配置に付け！　慌あわてる必要などまったくないぞ、国王陛下が派遣なされた援軍はすぐ間近にまで来ているのだからな！」

　上官が動揺を見せなければ、部下もまた同様である。まして国王が派遣した万を超こえる軍勢が接近しつつあるのは誰もが知る事実なのだ。その援軍が来るまでの間、守り抜くことさえできればそれでいい。そしてトゥールスレン城砦には、それを可能にするだけの防ぼう御ぎよ力りよくがある。

　当初、兵士たちは落ち着いて迎げい撃げきの準じゆん備びを整え始めた。だが、時間と共に兵士たちの中に動揺を隠かくせない者が出始めた。

「な、なんだあの数は……！」

　城砦の北側に姿すがたを現した軍勢は、時を追うごとにその数を増していった。

　反乱軍が軍旗として掲かかげる青緑の布ぬの地じが次々と大地を覆おおい、近づいてくる。その数はどう見ても自分たちの五倍はいるのではないかと思われた。

　ルヘルド男爵もまた意外に思った。確たしかに、王国の北部全ぜん域いきから兵を募つのっていた反乱軍の兵力は、一万をはるかに超えると予想されてはいた。しかし実じつ際さいにそれほどの兵力を動かすには、兵ひよう糧ろうという要素一つ考えても至し難なんである。まして彼らはほとんどが農民の出なのだ。訓練を受けてない一万の兵を行軍させるなど、たやすいことではない。

　だが眼がん前ぜんには一万に達するであろう軍勢が現実に存在している。少なくとも彼らの指導者は決して無む能のうな男ではないらしい──それだけは認みとめねばならなかった。

　反乱軍がおかしな動きを見せ始めたのはその直後である。

　彼らは陣じんの構こう築ちくも行わず、矢の届とどかぬところで隊列を整え始めたのだ。それはこのまま城しろ攻ぜめに移うつろうとしているようにしか見えなかった。

　これはルヘルドにとって三つの点でまったく理り解かい不能な事態だった。

　第一に、反乱軍は何日もの行軍の末にこの場所へたどり着いたのだ。行軍というものはただ歩くだけではあるが確かく実じつに兵士たちに疲つかれを残す。その兵士たちに休息を取らせようともしないとはどういうことか。

　第二に、彼らはこの城じよう砦さいを包囲しようともしていない。反乱軍には見たところ充じゆう分ぶんな兵力があるのだ。ならばこの城砦を包囲して周囲に防御に優すぐれた陣地を構築し、外部との接せつ触しよくを断たつのが城攻めの常道というものである。

　第三に、攻城兵器の類たぐいが一いつ切さい見えない。破は城じよう槌ついはおろか梯はし子ごさえ用意している様子がないのだ。それで一体どうやってこの堅けん城じようを落とすというのか。

　確かにこのトゥールスレン城砦には王国軍の援軍が迫せまっており、反乱軍からすれば短期間で攻め落とす必要があるのは事実である。だが、この城砦は闇やみ雲くもに攻め寄せたところで落ちるような城砦ではない。

　兵法を知らないのか。それともこれも策さくの内なのか。

　軍勢の中から、二人の騎き兵へいが進み出てきたのはそのときである。

　まさかたった二人で攻めてくるとは思えない。それゆえに、ルヘルドも最初は軍使の類かと思った。だがいつまでたっても軍使の証あかしである白い旗を掲かかげる様子がない。

　その上──奇き妙みようなことに、二人のうち一人はまるで子こ供どもではないかと思えるほどに小こ柄がらだった。

　それもそのはずである。それは年とし端はもいかぬ少女だったのだ。

「……まさか」

　そのときルヘルド男だん爵しやくは、反乱軍に関するある噂うわさのことを思い出していた。

　農民の集しゆう団だんに過すぎないはずの反乱軍が侯こう爵しやくを相手に勝利することができたのは、信じがたいことだが一人の少女の存そん在ざいが大きいのだという。

　その少女は風の精せい霊れいを操あやつる黒くろ魔ま術じゆつを用い、反乱軍を奇き跡せき的な勝利へと導みちびいてきたというのだ。彼女の名は知られていない。だが、何と呼ばれているかはルヘルド男爵の耳にさえ届とどいていた。いわく、〈風の戦いくさ乙おと女め〉。

　他に考えようがなかった。あの少女こそが反乱軍の間で半ば神しん格かく化かされている〈風の戦乙女〉なのではないのか。ルヘルドは背せ筋すじに冷たい汗あせが流れるのを感じた。

　やがてその少女は、城じよう壁へきからどうにか矢が届くぐらいの距きよ離りまで近づいたところで馬の足を止めた。そしてまるで品定めするかのように、ゆっくりと城壁を観察し始める。

　不意に、少女が両手を大きく広げた。そして何を言っているのかは分からないが、その口が小さく動くのが見えた。

　平原に吹ふきすさぶ風に変化が表れたのはそのときであった。

　この季節、〈風の通り道〉ことトゥールスレン平原では北から南へと風が吹き込んでいる。だがこのとき、その北風が徐じよ々じよに弱まったかと思うと、ついには止まってしまったのだ。

　しかしそれも一いつ瞬しゆんのことで、また風は元通り吹き始めた。ただし──逆の方向に。

「な……なんだ？　何が起こっている？」

　北から南へ吹くはずの風が、逆に吹いている。それは何年もこの地で過ごしてきたルヘルド男爵にとっても初めてのことだった。

　その原げん因いんに気付くことができたのは、平原に生える草が目に入ったのがきっかけだった。

　風になびく平原の草。そのすべてが、一様にある方向になびいていたのだ。そして、その中心にいるのは──あの少女であった。

　もはや間ま違ちがいがなかった。風は南から北へと風向きを変えたわけではなく──少女に向かって吹き込んでいたのだ。あるいはそれは、風が少女に集まっていると表現すべきかもしれない。




　不意に、風が収おさまった。




　少女がゆっくりと右手を掲げ、同時にすべての雑ざつ音おんがなくなった。ルヘルドも兵士たちも、誰だれもが静まり返ってこの異い常じような事じ態たいに身み構がまえている。

　このとき、何かの叫さけび声と共に少女が右手を振ふり下ろした。それはまるで手に持った鎚つちを振り下ろすかのようでさえあった。

　その直後である。

　少女の長い髪かみが、大きく風になびいた。

　少女の振り下ろした拳こぶしの先から、何かが生じた。

　それは目には見えなかった。だがそれが通り過ぎた地面には、まるで巨大な岩でも転がしたかのような痕こん跡せきが残り、ものすごい速度で何かが接近していることだけは分かった。

　身構える時間すらなかった。その何かは、ルヘルドの足元の城壁に衝しよう突とつした。

「くっ！　うおおっ!?」

　まるで大きな地じ震しんでも生じたかのような衝撃が体を襲おそい、同時に雷かみなりでも落ちたかのような轟ごう音おんが耳を貫つらぬいた。

　立っていることもできず、悲鳴と共にルヘルドは尻しり餅もちをついた。直後、まるで余よ韻いんのように風が押おし寄せてルヘルドの髪をなびかせる。

「な、何だ今のは!?」

「あ、あいつだ！　あいつが何かしたんだ！」

　兵士たちが口々に怯おびえた声を出す。

「くそっ、どうなっている!?」

　ルヘルドは城壁に手をついて立ち上がると、はるか彼か方なたの少女を見やった。

　そして少女が先ほどと同じ動作をしていることに気付く。平原に吹きすさぶ風が、再ふたたび少女に集まっていく。

「まさか──」

　少女の拳が、また叫び声と共に突つき出された。

　同時に目に見えぬ何かが地を削けずり取りながら接せつ近きんし──そして耳をつんざくような轟音と共に、再び足元の城壁が揺ゆれる。今度は揺れただけではない。ピシピシという耳みみ障ざわりな音と共に、ひびが入っていくのがはっきりと分かった。

　もはや間違いなかった。あの少女こそが〈風の戦乙女〉。そして彼女は、風の黒魔術でこの城壁を打ち崩くずそうとしているのだ。いかなる攻城兵器をもってしても決して崩すことなどできないと謳うたわれたこの鉄てつ壁ぺきを、ただの黒魔術で。

　そして三み度たび、少女は腕うでを広げた。再び彼女の元に風が集まっていく。

　すでにこの城壁は大きな打撃を受けている。足元の石いし畳だたみから絶たえることなく聞こえてくるきしむような悲鳴がそれを裏うら付づけている。信じがたいことだが、あんな黒魔術を何度も喰くらえば鉄壁を謳われたこの城壁といえど崩れ落ちるかもしれない。

　ルヘルドは半ば恐きよう怖ふに駆かられて叫んだ。

「誰でもいい、弓を持て！　あいつを殺せ、今すぐにだ！」

　少女のただならぬ力に怖おそれを抱いだいていた兵士たちは、すぐにルヘルドの命令に従したがった。

　たちまち恐怖に駆られたように、何百もの矢が宙ちゆうを駆ける。矢はまるで吹き込む風に吸すい込まれるように少女に向かって飛来した。

　にもかかわらず、一本たりとも命中することはなかった。

「そんな馬ば鹿かな！」

　それは、信じ難い光景だった。

　矢は確実に少女の方へと向かって飛んでいた。だが少女に当たる寸すん前ぜんになって、まるで見えない壁かべに当たったかのように急に軌き道どうを変えたのだ。

　その間にも、少女に風が集まっていく。

　そしてついに──少女が腕を振り下ろした。

「うわああ───────────!?」

　兵士たちの絶叫が響きわたった。

　このとき、ルヘルド男爵は確かに感じた。少女が腕を突き出すと同時に、その腕の先から女じよ性せいのような風ふう貌ぼうをした巨きよ大だいな風の精せい霊れいが生まれ、そして向かってくるのを。

　本来、精霊の存そん在ざいを感じ取るのは容よう易いなことではない。それが出来るのはごく一ひと握にぎりの人々だけである。

　しかし命の危き険けんに直面したこのとき、ルヘルドの体は驚おどろくべき感受性を発はつ揮きして迫せまり来くる風の精霊の存在を感じ取ることができたのだ。

　もう少しだけ時間があれば、あるいはルヘルドも黒くろ魔ま術じゆつ師しとしての才さい能のうを開花することができたかもしれない。だが、彼にはもはやそんな猶ゆう予よは残されてはいなかった。

　次の瞬しゆん間かん、ルヘルドは人間の体では到とう底てい耐たえることのできぬ衝撃に吹き飛んでいた。

　凄すさまじい轟音と共に石が砕くだけ散る。鉄壁を謳われたトゥールスレン城じよう砦さいの城壁は、二丈じよう（約六メートル）の長さに亘わたって崩くずれ落ちていた。

「あ……ありえない……！」

　崩れた城壁の残ざん骸がいの中で、血まみれになりつつルヘルドは呻うめいた。

　最後の力を振り絞しぼり、自分をこんな目に遭あわせた少女を見ようとする。

　そのときであった。ルヘルドの視し界かいに映うつったのは、力を使い果たしたように馬上から崩れ落ちる少女の姿すがただった。

　だがあらかじめそうなることを予想していたのか、傍そばにいたもう一人の男が難なんなくその体を受け止めると、馬首を翻ひるがえしその場を去っていく。




　それが、ルヘルド男だん爵しやくが目にした最後の光景であった。




　　　　　◆




　通常の攻こう城じよう戦せんならば、城壁に一いつ箇か所しよ穴あなが空いた程てい度どではまだ勝敗が決するには至いたらない。狭せまい侵しん入にゆう路ろが一つあるだけでは、一度に突とつ入にゆうできる兵の数にも限かぎりがある。防ぼう衛えい側は穴の裏うら側がわで凹おう型に隊列を組み、進入してくる敵てき兵へいに三方向から槍やりと矢を浴びせれば追い返すのはたやすい。

　だが、このときばかりはそうはいかなかった。

　鉄壁を謳われたトゥールスレン城砦の城壁。その城壁を黒魔術という人知を超こえた力によって奪うばわれた王国軍の兵士たちは、戦意よりも恐おそれという感情が勝まさっていた。

　その上、彼らは指し揮き官かんたるルヘルド男爵を失っていた。その行動は後手に回らざるを得なかった。

　一方で反はん乱らん軍ぐんの動きは違ちがった。

　このとき、まるでこうなることが分かっていたかのように、数百の騎き兵へい部隊が風のような速さで近づいたのだ。

　彼らは馬上槍や鉄の甲かつ冑ちゆうといった重い武ぶ具ぐは身に付けず、代わりに全員が弓を構えていた。そして馬の速度を落とすことなく砕けた城じよう壁へきへと殺さつ到とうし、一いつ斉せいに矢を放つ。数百本の矢は、どうにか反乱軍の侵入を阻そ止しせんと隊列を整えようとしていた兵士たちに降り注いだ。たちまち体のどこかを射い抜ぬかれた兵士たちが悲鳴をあげ、血を撒まき散らしながら地面をのたうち回る。その一撃は他の兵士たちに恐怖を覚えさせ、辺りを混こん乱らんさせるには充じゆう分ぶんだった。

　反乱軍の本隊が行動を開始したのはこのときである。

　万に達する大軍ぐん勢ぜいが一斉に城壁めがけて襲おそい掛かかってきたのである。誰の目にもその攻撃を阻はばむことは不ふ可か能のうのように映うつった。

　それでもルヘルド男爵の下でよく訓練されていた彼らは必死に戦った。矢を放ち、城壁の上から丸太を投げ落とし、負ふ傷しよう者しやを運んで槍やり衾ぶすまを形成し、万の軍勢を迎むかえ撃うつ。

　しかし指揮官を失い、頼たのみとしていた鉄壁の城壁に穴を開けられ、さらに五倍もの敵に攻せめ立てられては、勝負が決するのも時間の問題だった。崩くずれた城壁に殺到する反乱兵の数はみるみる増ふえていき、ついに圧あつ力りよくに屈くつするように槍衾も破やぶられ、城砦の中へと侵入を許ゆるす。

　それが合図だった。王国兵たちはこの城砦の陥かん落らくを悟さとり、一人の例外もなく自分を待っている死の未来に恐きよう怖ふした。

　このとき、一部の兵士たちはある悪あく魔まの誘ゆう惑わくに気付いた。

　反乱軍が攻撃を仕掛けてきたのは城壁が砕くだけた北側だけだった。つまり、まだ自分たちにはいくらでも逃にげ道があるのだということに。

　それは兵士としては最も忌いむべき行動であった。だが、命には代えられない。彼らは自ら南の門を開くと、我われ先さきにと城砦を逃げ出し始めた。

　もはや二千人の王国兵は、一人の例外もなく戦意を失ってしまい、降こう伏ふくし、あるいは逃とう亡ぼうした。




　こうして難なん攻こう不落を謳うたわれたトゥールスレン城砦は、最初の敗北を喫きつすることとなる。




　　　　　３




　城壁と名のつく建築物には、通つう常じよういくつもの塔とうが作られる。塔には無数の穴が開いており、そこから矢を射ることで城壁に取り付こうとする敵兵を撃退するのである。

　クライスという名の反はん抗こう期き真っ盛さかりの少年は、その塔の一つに登って頂ちよう上じようから見える光景を眺ながめていた。

　トゥールスレン平原の全ぜん域いきが見渡せる、なんとも豪ごう快かいな光景である。こういうところこそが逢おう瀬せには最さい適てきの場所なのだろうと思う。だが次には逢瀬という言葉の意味を思い出し、つい赤面してしまうところが少年の少年たる所ゆ以えんであった。

「な、なあ、ソフィア。寒くないか？」

　クライスは後ろを振ふり返った。

　そこにいたのはこんな無ぶ骨こつな城じよう砦さいとはあまりにも不ふ釣つり合あいな、修しゆう道どう女じよの衣服を身にまとった少女だった。名をソフィアといい、十四という年ねん齢れいに見合った可か憐れん、あるいは清せい楚そという言葉の似に合あう少女である。

「はい、大だい丈じよう夫ぶです。気持ちいい風です」

「そっか。ならいいんだ」

　言って、クライスは思わずソフィアから目を逸そらした。

　吹き付ける北風が、少女の髪かみとそして服の裾すそをはためかせていたことに気き恥はずかしさを覚えてしまったためである。
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　とそのとき、城砦の中央にある砦とりでの頂上では、それまで掲かかげられていたベールセール王国の赤い旗が降おろされ、代わりに反乱軍の象しよう徴ちようとなっている青緑の旗が掲げられようとしていた。

　青と緑。グリア大陸では、青は蒼そう神しんラクリナースを、そして緑は緑神アトラスを象徴している。ラクリナースは水や風、形なきものを作ったとされる女め神がみで、自由の象徴とされている。そしてアトラスは大地を作った神で、農民たちに幅はば広ひろく信しん仰こうされている。反乱軍は自由を求めて決起した農民たちの集しゆう団だんであり、その軍旗が青緑と定められるのはごく当然のなりゆきだった。宿敵王国軍の赤い旗との対比の意味もある。

　そしてついに、鉄てつ壁ぺきを謳うたわれたトゥールスレン城砦に青緑の旗が掲げられた。

　同時に外からその光景を見ていた兵士たちが歓かん声せいを上げる。一万人の歓声だ。それはまるで大地が鳴動しているようだった。

「すげえよな。ちょっと前まで鍬くわ振ってた俺おれたちに、よくこんなことができたもんだ」

「ええ、本当に。みなさん、がんばりましたから」

　といっても、すべての功こう績せきは〈風の戦乙女〉ことミーア一人にあるといってもいい。彼女がこの城壁に穴を開けることができたがゆえに、反乱軍はほとんど被ひ害がいらしき被害もなくこの城砦を手に入れることができたのだから。

　しかしそのミーアは、現げん在ざい病びよう床しようの身だ。力を使い果たしたことが原げん因いんらしい。

　彼女が城壁を崩した直後、馬から崩れ落ちたあのときは、全ての兵士たちの間に衝しよう撃げきが走ったものだ。今回の戦いがそうであったように、反乱軍がここまでやってこれたのはミーアの力が大きいということを誰もが知っているからだ。

　ミーアが倒たおれるということは、反乱軍が倒れるというのも同どう義ぎであるといっても過か言ごんではない。幸いなことにミーアの容よう態たいは寝ねていれば治るという話ではあるが、この件けんではクライスでさえ、ジェレイドに少々を反感を抱いだかずにはいられなかった。賢けん者じやなどと偉えらそうに呼よばれているのだから、ミーア一人に負ふ担たんを押おし付けないで済すむような、もっといい策でも考え出してくれればいいのにと思う。末まつ端たんの兵士ともなれば、ジェレイドにもっと露ろ骨こつな皮肉を口にする者さえいるという。

　だが、いずれにせよ反乱軍は新たな家を手に入れることができたのだ。

「これがあればもう雨に悩なやまされることもないし、山さん賊ぞくだって王国軍だって怖こわくないよな。こんな分ぶ厚あつい壁かべ、ミーアでもなきゃ崩せるわけないし」

「でも……。ちょっと不安です」

　ソフィアが冷たい石の壁に触ふれながら言う。何を不安がる必要があるのか見当もつかず、訊たずね返す。

「不安って、何がだ？」

「あ。いえ。些さ細さいなことなんですけど。こんなに大きなお城しろを手に入れたことが、今後もっと大きな戦いを引き起こす原因になったりしないかって思ってしまって……」

　と、そこまで言いかけたところでソフィアははっとしたように息を呑のむと、無理に作ったとしか思えない笑え顔がおを浮うかべる。

「す、すいません。戦いのことなんて何にも知らないわたしがこんなこと言ったってしょうがないですよね」

「……大丈夫、きっとジェレイドがまたうまい奥おくの手を考えてるに違ちがいないさ。あいつ、それしか取り柄えがないしな」

　茶化すようなクライスの口調にソフィアは笑って頷うなずいたが、それもどこか無む理り矢や理り笑っている感じがすることは否いなめなかった。

　ソフィアがこうも気に病やんでいる理由は痛いたいほどよく分かる。なぜなら、ベールセール王国全土を揺ゆるがしているこの反乱が起こった原因の一つが、彼女にあるからだ。

　きっかけは色々だった。地じ震しんが起き、飢き饉きんが発生したにもかかわらず、領りよう主しゆボルネリア侯こうは農民たちを顧かえりみようともせず圧あつ政せいを敷しいた。その結果、クライスでさえ数人の親族を亡なくし、ソフィアはただ一人の家族であった父親を亡くした。それでも農民にできることといえば、平身低頭することでボルネリア侯のご機き嫌げんを伺うかがい、どうにか税ぜいの軽けい減げんを得ようとすることだけだった。

　しかし、国王でさえ侵しん害がいできぬ特とつ権けんを持ったボルネリア侯の返答は無む慈じ悲ひ極きわまりないものだった。税の軽減は認みとめる。ただし──その引き換かえに領内に存そん在ざいする十三歳さいの少女に対し、処しよ女じよ権けんを行使する。それがボルネリア侯の返答だった。

　当時、クライスが住んでいた村には十三歳の少女はソフィアただ一人だった。そしてソフィアは、自ら身を差し出すことで孤こ児じだった自分を世話してくれた村の皆みんなに恩おんを返そうとしたのだ。

　だが、クライスはそれが我が慢まんならなかった。

　なぜこんな理り不ふ尽じんな理由でソフィアが身を差し出さねばならないのか。

　そしてなぜ誰もがこんな理不尽な要求に異い議ぎを挟はさもうとしないのか。

　結果的に──クライスはソフィアを連れ去ろうとした侯こう爵しやくの手下の横おう暴ぼうな騎き士しに、ただ一人立ち向かったのだ。

　もちろん子こ供どもが大人の騎士にかなう道理はない。だがクライスがただ一人立ち向かったのを見て、ついに村人たちも抵てい抗こうの意い志しを示したのだ。村人全員で石を投げ、怒ど号ごうを浴びせ、ついに騎士を追い払はらった。

　こうして最初の反乱が起こった。

　そして、その反乱を率ひきいることになったのが──父の跡あとを継ついで村の長おさという立場にあったジェレイドである。

　そのときの村の人口はわずか百人足らず。武ぶ器きを持って戦えるような男手などせいぜい二十人。もちろん苦労はあった。派は遣けんされた鎮ちん圧あつ軍ぐんに抗することができず、村を捨すてて山中を逃にげ回ったこともあった。それでもジェレイドが策さくをこらして敵を撃げき退たいし、近きん隣りんの村々の協力を得、そして勝利し続けることでここまでやってきたのだ。

『あのとき、ただ一人あなたが体を張はってソフィアを助けようとしたのを見てしまったがゆえに、僕ぼくもその気になってしまったんですよ』

　それは決起してしばらく後にジェレイドが口にした台せり詞ふである。クライスの密ひそかな自じ慢まんでもあった。

　だが、ソフィアは違う。自分のせいでこんな大きな争いを起こしてしまったのではないか──自うぬ惚ぼれではなく、そんな思いがあるのだろう。特にソフィアが信しん奉ぽうする蒼神ラクリナースは調和の神としても知られ、争いを好まない。

　そんないくつかの要因が重なった結果、ソフィアは昔はよく笑う明るい性せい格かくの少女だったのに、最近は塞ふさぎこむことが多くなった。そしてそんな少女に対し、クライスはこうやって眺ながめのいい場所に連れてきて気を紛まぎらわせてやるぐらいのことしかできないでいる。

　自分の十五という年ねん齢れいが、成長の遅おそい体がもどかしくて仕方がない。ジェレイドは決して未成年の兵を戦場に立たせようとしないのだ。それゆえにクライスも未いまだ戦場に出ることは許ゆるされず、小こ姓しようのようなことをやらされているだけである。

　せめてジェレイドのような頭ず脳のうがあれば、あるいはミーアのような黒くろ魔ま術じゆつの才さい能のうがあれば──この戦いをもっと早くに終わらせて、ソフィアに昔の笑え顔がおを取り戻もどさせることもできるだろうに。そう思わずにはいられなかった。















　第二章　王都への帰き還かん
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　それは、まさしく伝でん承しように聞く地じ獄ごくであるとアレスに悟さとらせるに充じゆう分ぶんな光景であった。

　見るものすべてが赤く染そまっている。

　大地も、大気さえも、そして自分の手も足も。

　その赤い大地にうごめくものがあった。無数の亡もう者じやの群むれだ。体の一部を失い、臓ぞう物もつを引きずるようにして赤く染まった大地を這はいずりながら、そして──自分の元へと集まってくる。




　──なぜ殺した？

　──なぜ殺した？

　──なぜおまえに人生を奪うばわれなければならなかった？

　──なぜ愛する人を残して殺されなければならなかった？




　まるで呪じゆ詛そのような声が脳のう裏りに響ひびく。

「あああああああ！」

　アレスは声にならない悲鳴を上げた。

　身を縛しばる亡者から逃のがれるため、剣けんを振ふるう。右手の剣で切り裂さき、左手の剣でなぎ払う。しかし亡者の群れは体の一部を切り落とされ、あるいは叩たたき潰つぶされても、一向に怯ひるむことなく押おし寄よせ、のしかかってくる。




　──なぜ殺した？　なぜ殺した？

　──騎士道を志こころざし、天てん賦ぷの才を与あたえられた者が。

　──なぜ持たざる者を殺したのだ？




　呪詛は途切れることはなく脳裏に響き、血に染まった亡者の群れはアレスの足元に押し寄せ続けた。その数は時を追うごとに増まし、アレスの視界を真っ赤に染めていく。
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「義に兄いさん、義兄さん!?　ちょっと、大だい丈じよう夫ぶ？」

　自分を呼ぶ声に、アレスは意い識しきを覚かく醒せいさせた。

「……夢ゆめか」

　目の前にあったのは、心配そうな顔で覗のぞいている義エレ妹ナの姿すがただった。体中を血に染めた亡者などどこにもいない。

　ややあって、ゆっくりと身を起こす。

「どうしたの？　すっごいうなされてたみたいだけど……」

「いや、なんでもない。昨日の疲つかれが出たせいだろう」

「……そう？　ならいいんだけど」

　この程てい度どで誤ご魔ま化かせたとは思えなかったが、気を遣つかってくれたのかそれ以上追つい及きゆうされることはなかった。

　幸いなことに、口うるさい従者ガルムスの姿は見えない。恐おそらく外で斧おのの素す振ぶりでもやっているのだろう。助かったと心底思う。人を斬きり殺しただけで悪あく夢むにうなされたなどと知られれば、「そんな情なさけない主あるじに仕えた覚えはない」とさぞかし皮肉っぽく口を尖とがらせたことだろう。

　だが、もう一人の方の従者はやはり予想通りのことを口にすることとなる。

《やれやれ、たかが人を斬っただけで悪夢にうなされるとは、情けない限りだな。それほど惰だ弱じやくな精せい神しんの持ち主を契けい約やく者しやに選んだ覚えもないのだが》

　気を落としたパンドラの声が脳のう裏りに響き、アレス以外には決して目に映うつることのない精せい霊れいが音もなく真横に降おり立つ。

　何年という時を共に過すごしていても、その少女の異い質しつさは相変わらず拭ぬぐえない。見た目は十にも満たぬ少女のような容よう姿しをしているが、その表情に浮かぶのはこの世のもの全すべてを見下したかのような、無む邪じや気きだが冷たい笑み。身に着けている黒を基き調ちようとした異い質しつな造ぞう形けいの衣服もまた、少女の冷れい淡たんさを引き立たせる効果を持っているようにしか思えない。

　ただ唯ゆい一いつ幸いなことは、ガルムスと違ちがってその言葉──いや、その存そん在ざいそのものを無む視ししても支し障しようがないことだった。

　それゆえこのときアレスはパンドラには見向きもせず、傍かたわらに置いてあった二本の剣を取ろうとした。

　だが、右の手が剣の柄つかを掴つかんだ瞬しゆん間かん、アレスは思わず体を硬こう直ちよくさせることになる。

　瞬時に脳のう裏りにある記き憶おくが思い起こされたためである。

　人の腕うでを、足を、首を、肉を切り裂く手ごたえが。今さっき夢の中で見たばかりの光景が蘇よみがえり、呪詛のごとき人の叫さけびが耳に響く。

　手が震ふるえ、一瞬ながら呼こ吸きゆうが止まった。

　──ええい、情けない……！

　パンドラが落らく胆たんするのも無理はないと自分でも思う。昨日の流血は必要なことだったのだ、あの流血なくしてこの争そう乱らんは終わらないのだ──何度もそう考えることで自らを納なつ得とくさせようとするものの、手の震えは一向に止まらない。

　それでもどうにか右手の剣を腰こしに収おさめると、ようやく体は平静さを取り戻したようだった。どうやら手に剣を持っていなければそれでいいらしい。自分の体のことながら、単たん純じゆんなものだと自じ嘲ちようする。

「失礼します。アレス卿きようはおられますか」

　誰すい何かの声が天てん幕まくの外から聞こえてきた。

「ああ、ここにいるが？」

「ブライアン将しよう軍ぐん閣かつ下かがお呼よびです。ご足労願えますか？」

　断ことわる理由もない。アレスは素す直なおに従い外に出た。

　このとき、なぜかパンドラがふわふわと空を漂ただよいながら嬉うれしそうに頬ほおを緩ゆるませていたことを、アレスは知らない。

　もしアレスがその表情に気付いていれば、過か去この経けい験けんからまた何かよからぬ運命に巻まき込まれようとしていることが予よ測そくできたかもしれない。だが、今のアレスにはそんなことに気付くほどの余よ裕ゆうはなかった。
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　勇ゆう猛もうさをもって鳴る叩たたき上げの軍人であるブライアン将軍は、出頭したアレスに対し、不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともせず言い放った。

「卿に命ずる。直ちに王都へと帰き還かんし、先の戦勝の詳しよう細さいを国王陛へい下かにご報ほう告こく申し上げるのだ」

　それは内ない容よう自体は単純にして明めい解かいな命令であったが、アレスにとっては素直に承しよう服ふくできかねるものであった。

「……おそれながら閣下。反乱軍との戦いはまだ始まったばかりです。国王陛下への報告は早馬の一頭も出せば済すむこと、騎き士したる私がこの時期に王都へと戻る必要はないのではないのでは──」

「ほう。随ずい分ぶんと生意気なことを申すではないか。つまり、卿がいなければ我わが軍は反乱軍に勝つことはできぬとでも言いたいのか？」

「い……いえ！　決してそのようなことは」

　あまりにも悪意のある言い回しに、アレスは言葉に詰つまると同時に憤いきどおりを覚えた。

　内心で様々な思いがよぎる。相手は将軍である。その命令には騎士として従うべきなのだが、かといってこのような道理に合わぬことを強きよう制せいされるいわれもないはずだ。こうなったら多少将軍の不ふ興きようを買うことを覚かく悟ごしてでも、何か抗こう弁べんすべきではないかと本気で思い始める。

　しかしこのときは二人の間に決定的な亀き裂れつが入ることは避さけられた。

「アレス卿」

　と、ベルフェルド副将のとりなしが入ったためである。

「卿に不満があるのも分からなくはない。実のところ、王都にはすでに勝利の一報は送っておる。しかし、なればこそ国王陛下もより詳細な報告を知りたがっておられるに相そう違いあるまい。それができるのは自ら功を立てた卿の他に人はおらぬ。そもそも戦いくさの勝利を陛下に報告するのは名めい誉よあることでもある。そうは思わぬか」

　ブライアン将軍と違い、ベルフェルド副将にはアレスも個こ人じん的に多少の恩おんがある。そう説得されては顔を立てねばならなかった。

「……分かりました。では直ちに王都へ帰還いたします」

「ふん、最初からそう素直にしたがっておけばいいのだ」

　ブライアン将軍はアレスを睨にらみつけると、これみよがしに付け加えた。

「国王陛下のお気に入りである卿が戦功を上げて帰ってきたとあれば、さぞかし陛下もお喜びであろう。せいぜい取り入る術でも思案しておくことだな」

　アレスは頬の辺りがひきつりそうになるのをどうにか堪こらえ、少なくとも表向きは冷静を装よそおって将軍の前から退たい出しゆつすることに成功した。
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　周囲に人ひと影かげがいなくなったところで、アレスは一人呟つぶやく形ですぐ後ろをふわふわと漂っている精せい霊れいに話しかけた。

「パンドラ、聞きたいことがある」

《何用かな、我わが契けい約やく者しやよ》

「どうにも分からぬ。なぜブライアン将軍は私をこうも邪じや魔ま者もののごとく扱あつかおうとするのだ？　私は先の戦においても将軍の命に従い戦功を上げた。なのにこの時期に王都へ帰還せよなどと、どうみても態ていのいい厄やつ介かい払ばらいではないか」

《ほう、それぐらいのことは汝なんじにも分かるか。では少しだけ教えてやろう。そもそもあの将軍は兵卒から今の地位まで上り詰つめた叩き上げの軍人。元来、家名に頼たよって騎士となったような輩やからのことは好いておらぬ。そういうことだ》

「……どういうことだ？」

　アレスはパンドラの言を計りかね、小首を傾げた。

　パンドラが落らく胆たんするように大きく息を吐はく。

《なんだ、これだけ言ってもまだ分からぬのか。名高きファノヴァール家の四代目よ》

　四代目という言葉を強調され、ようやく気付かされる。

「つまり、私は家名だけで騎士の地位を得たと見られているというのか？」

《その通りだ。心外そうだな》

「確たしかに心外だ！」悔くやしげに吐き捨すてる。「私は馬ば上じよう槍やり試合で優ゆう勝しようを果たしたし、先の戦でも王国軍の勝利に貢こう献けんした。少なくとも家名に頼って騎士になったなどと謗そしりを受ける理由はないはずだ」

《その通りだ。馬上槍試合では同じ出場者であったあの将ブライ軍アンを打ち破やぶって優勝を果たし、そしてつい先日はその将しよう軍ぐんの甥おいに拳こぶしを叩き込み、恥はじをかかせたばかりだ。ブライアンからすれば面おも白しろいことは何もあるまい》

「……ぬ」

　確かにそういう解釈の仕方もあるのかもしれないと、思わず納得してしまう。

「理り不ふ尽じんではないか。私は騎士としてなすべきことをなしただけだぞ、それがなぜ恨うらまれる理由になるというのだ？」

《情けない、子こ供どものようなことを言うな。汝にも薄うす々うす分かっているはずだ、人の心とはそういうものであるとな。何のために六年近くもの間、剣けんを振ふるってきたのだ？》

　あらためてそう言われると、その六年間のことを思い起こさずにはいられなかった。人は往々にして、自分に都合のいいことばかり主張して他者を傷つける。アレスはそんな人々を救うために、人知れず剣を振るってきたのだ。

「そうか、そうだな。結局は自分の蒔まいた種だったということか。分かった、ならば今は私も素直に将軍閣かつ下かの命に従うとしよう」

《なかなかに殊しゆ勝しようではないか。いいことだ、その経けい験けんは必ずや汝を成長させるだろう。それに言っておくが、そう悪いことではないのだぞ。今汝は王都へ戻るべきなのだからな》

　それはアレスにとっては極きわめて不ふ吉きつな言葉だった。

「……奇き妙みようだな。私が戦場から遠とおざかれば、人を斬きる機会も格かく段だんに減へるだろう。そんなことをおまえが望むとも思えぬ。つまり、今私が王都へ戻れば、また別の争いに巻き込まれるというのか？」

《否ひ定ていはせぬ。もっとも、汝の決けつ断だん次し第だいでいくらでも回かい避ひすることもできよう。だがこれだけは覚えておくがいい。もし王都で争いに巻き込まれることがあるとすれば、それはクラウディアという王女のためになるのだとな》

　聞き捨てならない言葉だった。なぜこの精霊は、このような重大なことをさらりと言ってのけるのか、腹はら立だたしささえ覚えてしまう。

「つまり……クラウディアさまのお命に危き機きが迫せまっているとでも言いたいのか!?」

《さてな。道は示しめしたのだ、あとは汝の好きなようにするがよい》

　いつものようにパンドラは不ふ敵てきな笑えみを浮うかべるだけだった。

　このような態度を示したとき、パンドラがこれ以上の情報を教えてくれた例ためしはない。

「くそっ」

　腹立たしさを覚えつつも、アレスは決断を下さざるを得なかった。
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　やがて自分の天てん幕まくへと戻ったアレスは、三人の相手にこう告げることとなる。

「……というわけで、私は王都へと戻らねばならなくなった。本来ならおまえたちにも付いてきてもらうところなのだが……」

　最初に反はん応のうを示したのは従者たるガルムスであった。

「やれやれ。それがおぬしの命令とあれば従うが、しかし解げせぬな。反乱軍との決戦は近いのだろう？　だというのに、なぜ王都へ戻らねばならぬのだ？」

　将軍閣下に嫌きらわれたからだ──とはさすがに答えられなかった。

「確かに私もそう思わないではないが……だが命令を受けた以上は従わねばならん。それに国王陛下に戦勝の報告をすることは武人として名めい誉よなことでもある」

「そうだよな。まあそう深しん刻こくに受け取ることもないんじゃねえの？」

　軽い口調で口を挟はさんだのは、同どう僚りようのローランという近この衛え騎士だった。

　つい昨日までアレスの副官という立場にあった人物だ。しかしその任にんはすでに完かん了りようしており、今はただの同僚という以外に何の繋つながりもない。もっとも、ローランには何か思うところがあるのか、その後もずっとアレスの傍そばを自分の居い場ば所しよのように居い座すわっていた。

「ようは勝利の褒ほう美びに王都での休きゆう暇かをもらえたようなもんじゃねえか。正直うらやましいぜ。ってかなんで俺には話が来ないんだよ？」

「……そう単たん純じゆんなものではないと思うがな」

　こういうときに限っては、そこまで前向きな考えができるローランがうらやましいとさえ思える。

「ごめんなさい、義に兄いさん」申し訳わけなさそうに口を開いたのは義いも妹うとのエレナであった。

「あたしは今ここを離はなれることなんてできないわ。まだたくさんの怪け我が人にんがいるもの、放ほうって行くことなんて無理よ」

　そのことを示すかのように、エレナの服は自分のものではない血で薄うす汚よごれている。今日もまた先の戦いで生まれた何百もの怪我人の治ち療りように当たっていたためだろう。

「分かった、仕方ないな」

　その戦いで多数の怪我人を生み出した一因は自分にあるようなものだ。言ってみればエレナはその後始末をしてくれているのだ、無理に連れ出す気にはなれなかった。

「よし、話は分かった」

　兄妹の会話を聞き終えたところで、ローランが合点がいったように口を挟んだ。

「アレス、こんな血の気の多い男ばかりの場所にエレナ一人を残していくんじゃ心配なんだろ？　安心しろ、エレナは責せき任にんを持って俺おれが護ご衛えいしてやる。おまえは心置きなく王都なりどこへなりと行ってくればいい」

「…………」

「……おいアレス。無言で睨にらみつけるのはやめてくれ。せつない」

「仕方あるまい」と、アレスはローランの言葉を無む視しして言った。「王都へは私一人で戻る。ガルムス、おまえはこの場に残ってエレナの手伝いをしてやってくれ。変な虫がつかぬよう護衛も兼ねてな」

「分かった、それが主の命とあれば従おう」

「そうしてもらえるとあたしも助かるわ。実じつ際さい、よく声かけられて困こまるのよね。かといって怪我人が相手だと無む下げにできないし。でもガルムスがいれば安心だわ」

「…………」

　ローラン一人が不服そうな顔をしていたが、口に出しては何も言うことはなかった。

　こうして反乱軍から〈赤の悪あく魔ま憑つき〉と恐おそれられたアレス・ファノヴァールは王都への帰路に着くこととなる。

　鉄てつ壁ぺきを謳うたわれたトゥールスレン城じよう砦さい陥かん落らくの報が伝わる、その数日前のことだった。
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「──以上が、キホルテ平原における戦いの詳しよう細さいです」

「そうか」

　部下からの報ほう告こくを聞き終えると、国こく務む大臣カルレーン侯こうは深く椅い子すに座すわり直した。

　その鋭するどい目に、憂うれいのような影かげが宿る。

「あのアレスが、それほどの武ぶ勲くんを上げたか」

「は。今やその名は王国軍はおろか反はん乱らん軍にまで知れ渡わたり、〈赤の悪魔憑き〉という大おお仰ぎような二つ名で呼よばれているとか」

「……いかんな」

　カルレーン侯は比ひ類るいなき忠ちゆう誠せい心しんの持ち主として、その名を知られた国家の重じゆう鎮ちんである。その有ゆう能のうさゆえに他国の間者に命を狙ねらわれ、左ひだり腕うでが動かなくなるほどの怪け我がを負ったほどだ。

　その才さい腕わんの国務大臣が現げん在ざい抱かかえる頭ず痛つうの種は、アレスという名の近この衛え騎き士しにあった。

　名高き英えい雄ゆうの家か系けい、ファノヴァール家の四代目。

　ファノヴァール家の忠ちゆう義ぎぶりは知らぬ者はいない。初代ファノヴァール家の当主は自らの命すらも顧かえりみぬかのような勇ゆう猛もう果か敢かんな戦いぶりで王国の建国に貢こう献けんし、ベルセルム一世をして「もしファノヴァール家が王位を望めば甘あまんじて貸かし与あたえよ。我わが王家にはそれだけの借りがある」と言わしめたほどである。

　特に武勇という点においては、アレスは歴代の当主全員をしのぐのではないかと思えるほどの実力を秘ひめている。弱じやつ冠かん十七歳さいで並なみいる先せん輩ぱいの近衛騎士を打ち倒たおして馬上槍試合に優ゆう勝しようするなど、馬ば鹿かげているとしか思えない実じつ績せきだ。その上、王女の命を幾いく度どとなく救うという大功を立て、国王陛へい下かの覚えも良く、当のクラウディア王女ともただならぬ仲という報告が入っている。

　そこでカルレーン侯は一計を案じ、アレスを反乱軍との戦いに送り込んだのだ。

　そのときにいっそ戦死してくれていれば、すべてが丸く収おさまっていたのだ。

　だがその目もく論ろ見みは甘かった。アレスの武勇は千人の敵てきすらも退しりぞけ、その名を更さらに高めることとなった。その戦功が伝われば、もはやアレスの名声は不動のものとなるだろう。次期国王たるハインツ王太子をもしのぐほどの。王太子も聡そう明めいと評ひよう価かは高いが、この状じよう況きようで万が一〝あの秘ひ密みつ〟が諸外国、あるいはあの貴族たち

などにもれるようなことがあれば──小さからぬ波乱が起きることは間違いない。それは祖そ国こくに忠誠を誓ちかう国務大臣として、絶ぜつ対たいに避さけなければならない事じ態たいだった。

「ただ侯こう爵しやくさま。一つ気になることがあります」

「何だ、申してみよ」

「は。実はその後、ブライアン将しよう軍ぐんがアレス卿きようにこう命じられたのです。直ちに王都へ帰き還かんし、先の戦いくさの詳細を国王陛下に報告せよと」

「ほう。しかしそうおかしなことでもなかろう。最初の武勲を国王陛下に報告するのは名めい誉よなことだ」

「確かに。ところが、それとは別に将軍は戦勝の報告を〈風の報しらせ〉にて国王陛下に送っておられるのです」

〈風の報せ〉。風の精せい霊れいに命じて文を遠くの場所に運ばせる黒くろ魔ま術じゆつの一種である。

「当然のことではないか。戦いの詳細は後から報告させるとしても、結果は一いつ刻こくも早く陛下にお伝えするべきだ」

「はい、仰おつしやる通りです。恐おそらく今日中にでもその一報は王都へと到とう着ちやくするでしょう。しかし部下にその報告書の内ない容ようを調べさせたところ──アレス卿の戦功について一言も触ふれられていないらしいのです」

「なんだと？」

　こればかりはカルレーン侯も首を傾かしげざるを得なかった。

　意味が分からない。アレスの戦功を伏ふせておく一方で、アレスを王都に帰還させて陛下に報告させる──そんなことをすればどうなるか。

　と、そこまで考えたところで人の機き微びに聡さとい老練なカルレーン侯は、ブライアン将軍の企たくらみを看かん破ぱした。

「……そうか、出る杭くいは打たれるということか」

「は？」

「いや、なんでもない。報告は以上か？　ならば下がって休むがいい」

「は」

　金貨を与えて部下を下がらせると、一人思案を巡らせる。

　──せっかくだ、ブライアンが用意した札ふだは使わせてもらうとするか。

　ブライアン将軍は叩たたき上げの軍人であり、家名高きアレスのことを好いてはいないのだろう。そのアレスが誰だれにも勝まさる武勲を挙げた。ブライアンにしてみれば面おも白しろくないに違いない。

　恐らくはそれゆえにブライアンは小細工を弄ろうしたのだ。

　王国軍が反乱軍に勝利したという一報を国王陛下に伝える。ただし、その際さいにアレスが活かつ躍やくしたということは黙だまっておく。

　その一方で、当のアレスには国王陛下に自分の手て柄がらを報ほう告こくしてこいと命じる。

　結果、どうなるか。アレスは他人の功こうを横取りするため、前線よりただ一人戻もどってきた卑ひ怯きよう者もの──その謗そしりを免まぬかれることはできまい。出る杭は打たれるという言葉の通り、王都にもアレスを嫌きらう輩やからは多いのだ。

　ブライアン将軍にしてみれば、連れん絡らくに行き違ちがいがあったという一言で済すませることもできる。策さく略りやくというよりは、嫌いやがらせの類たぐいというべきだろう。

　とはいえ、ブライアンは気づいていないかもしれないが、この小細工には一つ弱点がある。

　前線におけるアレスの戦功は末まつ端たんの兵士にまで知れ渡わたっているのだ。多少小細工を弄したところでいつまでも隠かくし通せるものではなく、国王陛下の耳に入るのは時間の問題だ。そうなればアレスを非ひ難なんしたことが逆ぎやくに負い目となって、必然的にアレスの評ひよう価かはこれまで以上に高まることとなるだろう。

「まあよい。要はこれ以上手柄を立てる機会を与えなければいいのだ」

　王都へ戻ってきたアレスを、そのまま王都に閉とじ込こめておく。その間に反乱軍が鎮ちん圧あつされる、あるいはアレスよりさらに大きな武勲を上げる者が生まれれば、アレスが過か剰じように評価される機会はなくなるだろう。

　あるいは不幸な事じ故こに遭あわせるという方法もある。どれだけ戦場で無類の強さを誇ほころうと、食事に毒を混こん入にゆうされてはどうにもなるまい。一いつ介かいの近この衛え騎き士しが国こく務む大臣の権けん力りよくに抗あらがう術すべなどないのだ。ことこの王都においては。

「……しかし〈赤の悪魔憑き〉とはよく言ったものだな」

　あらためて考えると背せ筋すじに冷たいものが走る。

　自分がアレスを戦場へ追いやったことも、ブライアン将軍の小細工も、一歩間違えればアレスの名を高めるきっかけとなろうとしている。こうなるとまるですべての状じよう況きようがアレスという騎士の名を高めるために用意されているような気にさえなってくる。もし本当に悪魔でもとり憑いているというのであれば、むしろ納なつ得とくできるだろう。
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　ベールセール王国でただ一人の王女という地位にある御おん歳とし十三歳さいのクラウディアは、機き嫌げんが悪かった。それは昼に開かれた小さな会食が原げん因いんであった。

　隣りん国ごくの要人を招まねいた、規き模ぼは小さいが重要な会食である。それゆえにクラウディアは真っ昼間から胸むねや腰こしを締しめ付ける王女に相ふさ応わしい正せい装そうをさせられ、そして上品とはいいかねる貴き族ぞくたちの目に晒さらされつつ、王女に相応しい微び笑しようを浮うかべ続けるという演えん技ぎをしなければならなかったのだ。

「まったく……やってられんな、毎日毎日真っ昼間からこのようなことばかり。今日はもう一歩も部屋を出ぬぞ！」

　かくしてクラウディアは、窮きゆう屈くつなドレスを脱ぬぎ捨すてながら愚ぐ痴ちを並ならべ立てるというのが最近の日課となっていた。

「はいはい、今日もご立りつ派ぱでしたわ、クラウディアさまは」

　侍じ女じよのシオーネがそんなクラウディアの着き替がえを手伝いつつ、どうにかなだめようと言葉を並べ立てる。もっとも、同じようなことが連日のように繰くり返されているせいか、シオーネの態たい度どにはどこか手て馴なれた感さえあった。

「しかし男というのはなぜああも単たん純じゆんなのだろうな。少しばかり胸のきついドレスを着るだけでいくらでも鼻を伸のばすのだからな」

「確たしかに、殿との方がたが単純だということには同意いたしますけどね。クラウディアさまのお胸なんて半分以上が詰つめ物ですし」

「……何か言ったか、シオーネ？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、これからちゃんと成長しますわ」

　一国の王女の怒ど気きをはらんだ言葉を一介の侍女はさらりと受け流し、さらに会話を逸そらしてみせる。
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「でも、それを言えばアレスさまだってクラウディアさまが正装なさったときはよく胸の方をご覧らんになっているではありませんか。男なんてそんな生き物なんですよ」

「こら、アレスを他の男どもと一いつ緒しよに──いや待てシオーネ。そもそもなぜここでアレスの名が出てくるのだ？」

　ようやく着替えを終えたところで、クラウディアはどこかひきつったような目でシオーネを睨にらみ付けた。

「あ、すいません。まだご報告してませんでしたね。実はつい先ほどアレスさまがこの王おう城じようへご帰還なされたそうでして」

「なんだとっ!?」

　クラウディアの表ひよう情じように、まるで花が咲さくかのような少女らしい笑みが浮かんだ。

　だがそれも一いつ瞬しゆんのことで、すぐにわざとらしく咳せき払ばらいして平静さを取り戻す。

「し……しかしこの戦時に、なぜアレスだけが戻ってきたのだ？」

「さあ、そこまでは分かりかねますが。とにかく今は謁えつ見けんの間で国王陛下にご報告をなさってるはずですよ」

「そうか。分かった、では行ってみるとしよう」

　言うが早いが、クラウディアは部屋を出て行こうとする。

　その背せ中なかに、ややわざとらしくシオーネは声をかけた。

「あら、今日はもう部屋から一歩も出ないのではなかったのですか？」

「うっ」

　クラウディアの足が止まる。そしてわずかに沈ちん黙もくするが、どうにかうまい答えが見つかったのか怒おこったように振ふり返る。

「そ、そういうわけにいくか。そうだ、わたしに忠ちゆう誠せいを誓ちかった騎士が帰ってきたのだぞ。主あるじとして出で迎むかえるのが当然というものだろうが」

「はいはい、そうですね」

　その返答を見み透すかしていたのか、シオーネはそれ以上問い詰つめようとはしなかった。
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　何のために王都へ戻もどってきたのかは分からないが、またアレスと会うことができるのである。クラウディアの足取りは自然と軽くなっていた。

　だが、謁えつ見けんの間へ通じる王族とその近きん侍じのみが使うことのできる通路まで来たところで、その足は止まることを余よ儀ぎなくされる。

　謁見の間のただならぬ空気に感づいたためであった。

「どうかしましたか、クラウディアさま？」

「……どうも様子がおかしい」

　シオーネの問いかけに小さく答えると、通路の陰かげからそっと中の様子を窺うかがう。

　国王たる父の前で膝ひざを突つくアレスの姿すがたが見え、胸が躍おどるような思いに駆かられる。

　だが、すぐに奇き妙みようなことに気付く。アレスの顔に浮うかぶ表情がどことなく苦しそうな様子だったのだ。

　表情がおかしいのはアレスだけではない。アレスを取り囲む武ぶ官かんや文官たちの顔は、一様に憤いきどおっている様子だ。しかも彼らは例外なくアレスに険けわしい視線を向けている。

　まだ十三歳のクラウディアであってもすぐに分かった。それはまるで、アレスを詰きつ問もんしているかのようだったのだ。

「では確かく認にんするがアレス卿きよう」と、一人の文官が問い質ただした。「卿は王国軍勝利の報を伝えるために王都へ帰き還かんしたのだと主しゆ張ちようするのだな？」

「はい」

　アレスが膝を突いたまま答える。

「どうにも解げせぬな。まず、王国軍勝利の一報はすでに届とどいておる。にもかかわらず、この戦時に前線からわざわざ近衛騎士を帰還させる必要などどこにあるというのだ？」

「で……ですが私は確かにブライアン将しよう軍ぐんに戦勝の報告をするよう命じられたのです」

「そうだ、そこがおかしい。そもそも、卿を王都へ帰還させるなどという報告は受けておらぬ。猛もう将しようの名で知られたブライアン将軍がそのような無意味な命を下すとも思えぬしな」

　そう言われると返す言葉がないのか、アレスはうなだれた。取り囲む官かん吏りたちに、それみたことかと言わんばかりの表情が浮かぶ。

「私からも訊たずねよう」

　次に口を開いたのは国こく務む大臣のカルレーン侯こうであった。

「我わが王国軍が勝利したという報告は受け取っておる。だがその報告には卿が活かつ躍やくしたという話は一いつ片ぺんも記されておらぬ。にもかかわらず、卿はそれが自分の功によるものだと主しゆ張ちようするわけだな？」

「そ、そんなことは！」アレスの表情が驚おどろきに歪ゆがんだ。「もちろん一人の力で勝ったなどとおこがましいことを申し上げるつもりはありません。ただ、私がその兵を率ひきいていたということは明白な事実です！」

　そこは受け流せ馬ば鹿か者もの、とクラウディアは唇くちびるを噛かんだ。

　今のは明らかに挑ちよう発はつだ。あのようにアレスが答えれば、誰もがその態たい度どを不ふ遜そんと受け取らざるを得ない。

　アレスは武人としては右に並ならぶ者などいないが、論ろん戦せんとなれば別だ。ああいった挑発には慣なれていない。明らかにそこを突かれている。

「ほう、なるほど。卿の主張は分かった。しかし、実じつ際さいにその旨むねの報は記されておらぬ。つまり卿はブライアン将軍の方が虚きよ偽ぎの報告をしたというのか？」

　官吏たちが口々にアレスを罵ののしり始めた。あの勇ゆう猛もうで名高いブライアン将軍が嘘うそをつくはずがない、将軍を貶おとしめてまで功が欲ほしいのか──と。

　そんな中で、アレスただ一人が固く唇をかみ締しめている。それは思わずクラウディアでさえも顔を背そむけたくなるような光景であった。

「もうよい」

　そのとき、どこか不ふ機き嫌げんそうな声が響ひびくと同時に、場が静まり返った。

　クラウディアの父、ベルセルム四世の声であった。

「話は分かった。我わが王家に長く仕えてきたファノヴァール家が、嘘ともつかぬことを述のべるためだけにわざわざ戦場を離はなれて戻ってきたとは思えぬ。恐おそらくは何らかの行き違ちがいがあったと見るべきだろう」

　クラウディアは安あん堵どした。父上だけは分かってくれているのだ。あの不器用なアレスが、そんな嘘をつくはずがないと。

「だが……アレス卿」と、ベルセルム四世は続けた。「たとえ卿の活躍が事実であったとしても、それは我が王国軍全体の勝利であって、その功こう績せきを一個こ人じんに帰そうとする卿の態度はいささか不遜と言わざるを得ぬだろう」

「へ、陛へい下か……！」

　アレスの顔に絶ぜつ望ぼうの色が生じた。

「とにかく、戦いくさの功労者が誰であるかなど調べればすぐにでも分かることだ。アレス卿、卿はこの王都においてしばし休息していくがよかろう」

　謁見はそれで終わりのようだった。

　アレスが力なく頭こうべを垂たれ、謁見の間を出て行く。

　クラウディアはその様子をじっと窺うことしかできないでいた。

「……アレスのやつ、誰かに嵌はめられたな」

「ええ、そうなのかもしれませんね。嘘一つつけないような不器用なお方ですし」

「ああ、まったくだ。アレスがああ言っているのだから間違いあるまい、アレスは立りつ派ぱな戦功を立てたのだ。そのことを何者かに妬ねたまれ、あのように嵌められたのだ」

　このときである。クラウディアの瞳に、強い決意の灯がともった。

「よし、休きゆう憩けいは取りやめだ、シオーネ。アレスはわたしに忠ちゆう誠せいを誓ちかったわたしの騎士なのだ。あのような不当な扱あつかいを受けているのを見み過すごすことなどできぬ。主あるじとして、わたしがどうにかしてやらねばなるまい」

「分かりました、クラウディアさま」

　クラウディアは力強い足取りで通路を戻り始めた。シオーネもそれに続きつつ、ふと思い立って口を開く。

「それにしてもアレスさまがあんなに消しよう沈ちんなさっているところなんて見たことがありません。よっぽどご無念だったんでしょうね」

「だろうな。なればこそ、わたしが手を回さねばなるまい」

「それで思い出したんですが、ご存ぞん知じですかクラウディアさま」

「ん？　何がだ？」

「騎士に忠誠を誓われた主の独どく身しんの娘むすめなどは、その騎士に加か護ごを与あたえるため、頬ほおに口付けを与えるという慣ならわしがあるのだそうです。クラウディアさまがそうして差し上げれば、アレスさまもきっとすぐ元気を取り戻されると思うんですけど」

　クラウディアの足がぴたりと止まった。動揺を隠せない紅こう潮ちようした顔で振ふり向く。

「な、何を言い出すのだ突とつ然ぜん。わ、わたしが口付け、だと？」

「はい。口付けです。頬にちゅっと。別に大したことではありませんわ」

「……わたしが、アレスにか？」

「ええ、もちろんです」

「む……」

　クラウディアはしばし無言のまま歩を進めた。

「ほ、本当にそんなことぐらいでアレスは元気になるのか？」

「効こう果かは保ほ証しよういたします。何しろ殿との方がたなんて胸の谷間一つ見せればお喜びになられるんですから」

「いや、しかし……。わたしが、あのアレスにそんなこと……もう騎士になって何年も経たつというのに……」

　なおも渋しぶってみせるクラウディアに、シオーネは静かに現げん実じつを突つきつけることとなる。

「クラウディアさま。わたしがなぜ今になってこのようなことを申し上げているか分かりますか？　クラウディアさまはもうじき、そんなことも
許ゆるされない身になるんですよ？　今が最後の機会なんです」

　はっとしたようにクラウディアは息を呑のんだ。

　そして、どこか哀かなしげに呟つぶやく。

「……そうか。そうだったな」

　だがそれも一いつ瞬しゆんのことだった。すぐに唇を引き締しめ、もはや迷まよいのない足取りで再ふたたび歩き出す。




　　　　　４




　アレスは王おう城じように与えられた一室で、半ば軟なん禁きんの状じよう態たいにあった。

　部屋には滞たい在ざいするに申し分ない家具があったし、呼べば係りの者もやってくる。帯たい剣けんも許ゆるされ外に見み張はりがいるわけでもない。

　出て行こうと思えばいつでも出て行ける。しかしもしそんなことをすれば、今以上に自分の立場が危あやうくなるということは明白だった。

「……パンドラ」

　窓まどから見える城下の町まち並なみを眺ながめながら、一人呟くようにして話しかける。

《なにかな》

　いつものように、間を置くことなく幼おさない少女の声が返って来る。

「知らなかったとは言わせぬぞ。なぜ私がこんな目に遭あうと教えてくれなかったのだ？　おかげで私は陛へい下かにも嫌きらわれこの様ざまなのだぞ」

《別に汝なんじの身に危き機きが迫せまっているわけでもあるまい。である以上、何が起ころうと我われの知ったことではない》

「ああそうか」

　奇き妙みように納なつ得とくできてしまうところが逆ぎやくに忌いま々いましい。

《そう気を落とすこともあるまい。言ったであろ、今汝がこの王都にいるがゆえにできることもあるのだからな》

「……そういえば聞き捨ずてならぬことを言っていたな、クラウディアさまの身に何かがあると。そろそろ何が起こるのか教えてくれてもいいと思うが」

《良かろう、今こそ決けつ断だんと行動には最適なときだからな。我が契けい約やく者しやよ、試みに聞くが今この国の王がもっとも恐おそれていることは何だと思うか？》

　突然何を言い出すのだろうとアレスは首を傾かしげかけたが、この精せい霊れいが口にする以上、決して意味のないことではあるまいと考え直す。

「……国王陛下のご懸け念ねんか。それは反乱が今以上に広がることだろう」

《違う。それは二番目の懸念だ。すでに国王は国軍を差し向けたのだからな、反乱の鎮ちん圧あつは時間の問題だと思っておる。今国王が最も恐れているのは、北の介かい入にゆうだ》

　北。

　今でこそ北というと反乱軍のことを示しめしていると思われがちであるが、本来ベールセール王国において、北という言葉が示すものはただ一つである。

　北の隣りん国ごく〝鉄と氷の国〟レアニール連合王国。

　レアニールは峻しゆん険けんな山地が多く、また冬の寒さはグリア大陸一厳きびしい。それゆえに彼らはベールセールの肥ひ沃よくにして不ふ凍とうの大地を欲ほつし、過か去こ何度も侵しん略りやく戦争を仕し掛かけてきた。そのすべては今のところ失敗に終わっているが、ベールセール側の被ひ害がいは甚じん大だいで、両国の関係は常つねに緊きん迫ぱく状態にある。そして今、ベールセールでは大規き模ぼな反乱が起こり、その鎮圧のために国軍の一部を動員している。

　パンドラの言葉に納得する。レアニールが再ふたたび野望を抱いだくとすれば、今こそが好機なのだ。

　ただ、レアニール連合王国とはその名の通りいくつもの王国が連合してできた国である。内包する王国の数は六つ。その六か国はいずれも仲が悪く、今も内乱が続いているという。それゆえに少なくとも当面はベールセール王国に侵しん攻こうする余よ裕ゆうはない──と考えられているのだ。

　だが、侵略はできぬとしても、間かん接せつ的にベールセール王国の国力を減げん衰すいさせる方法はいくらでもあるのだ。

「つまり……また北の連中がクラウディアさまのお命を狙ねらっていると？」

　ベールセール王国では、過去に第一位の王位継けい承しよう者しやが暗殺され、その結果、国が大いに乱みだれたことがある。それに味をしめたのか、レアニールは度たび々たび王族の命を狙うようになったのだ。アレスがそう懸念するのは当然のことだった。

《違う。確かにあの王女に関連することではあるが、今度はその命が狙われているわけではない。教えてやろう。現げん在ざい、この国には隣国エディンバラの使者がやってきている》

　その次のパンドラの言葉に、アレスは腰こしを抜ぬかすのではないかというほどの驚きよう愕がくに襲おそわれることとなる。




《クラウディアと、そしてエディンバラの皇おう子じとの婚こん姻いんを進めるためにな》




　それは、どんな助言よりも衝しよう撃げき的だった。

　一いつ瞬しゆんで頭が真っ白になる。婚姻。あのクラウディアさまが。

　実のところクラウディア王女の婚礼の噂うわさは、何度か耳にしたことはあった。だが、クラウディアはまだ十三歳さい。成人にもまだ半年早く、たとえ誰かに嫁とつぐことになるとしてもそれはもっと先のことだと思っていたし、実際のところアレスは自ら耳を閉とじる形でその類の話が届とどくのを防ふせいでいたきらいもあった。

《これで分かっただろう。レアニールからすれば、これほど都合の悪い婚姻はない。ゆえに彼らはその妨ぼう害がいを企き図としているのだ。……おい、聞いているのか、アレス》

「あ、ああ」

　アレスは頭を振って意い識しきを目の前の問題に集中しようと試みた。

　自分は騎き士しなのだ。そしてクラウディアは一国の王女。それ以上のことは考えてはいけない。

「確かに……おまえの言う通りだ、レアニールからすれば当然の動きだな」

　国内に反乱という火種を抱かかえているベールセール王国が今もっとも恐おそれているのは、北国レアニール連合王国の介入である。それを防ぐ有ゆう効こうな方法は、友好国エディンバラ皇国との繋つながりを強めること。そのためには両国の間に婚姻関係が結ばれることがもっとも有効なのだ。

《さて、そこでだ──》

　このとき、アレスは思わず背筋に冷たいものを感じることとなる。パンドラの顔に、あの悪あく魔まのごとき不気味な笑えみが浮うかんでいたからだ。

　パンドラがこの顔をするときは、必ず何か良からぬ決断を強しいられる。過去の経験から、アレスはそのことをよく知っていた。

《我が契約者よ。我は汝の願いをかなえるためにここにいる。さて、そこでだ。もしその婚姻を阻そ止しする手立てがあるとすれば、どうする？》

「……冗じよう談だんはよせ」

　千の敵てきを前にしようと微み塵じんも動どう揺ようを見せることのなかった赤き騎士は、ただ搾しぼり出すようにそう口にすることしかできなかった。

　しかしパンドラの口が止まることはなく、紡つむぎだされた話は次のようなものだった。

《現在、この城しろにはエディンバラ皇国の使者がやってきている。両国の婚姻の話を進めるためにやってきた隣国の重じゆう鎮ちんだ。そのため、城では連日のように大小の宴うたげが行われ、当然のように厨ちゆう房ぼうではその準じゆん備びが行われている。

　さて、そこでだ。ベールセール王国では、賓ひん客きやくのために使用されるある杯さかずきがある。友好関係にあるドワーフから贈おくられた巧こう緻ちな細工品だ。そして、この城には北国の間者が一人紛まぎれ込こんでいる。そやつは今、その杯に毒を塗ぬることを目的として暗あん躍やくしているのだ。分かるだろう、もし一国の使者に毒が盛もられるようなことがあれば、大きな国こく際さい問題へと発はつ展てんするのは必ひつ至し。そうなれば婚姻などと言っていられる場合ではない》

「…………」

《しかし杯のある部屋は厳げん重じゆうに警けい備びされており、おいそれと忍しのび込めるような状態ではない。間者は連日機会をうかがっているが、このままでは毒を塗ることなど絶対に不ふ可か能のうだろう。そう、このままならばな。だが──内部からの協力があれば話は別だ。分かるか、我が契約者よ。我が助言と汝の力があれば、警備の兵の一人や二人、どうとでも黙だまらせることができよう》

　過去、このパンドラの助言に驚おどろかされることは多々あった。

　だが、今回の助言はさらに飛び抜ぬけていた。

「……そんなことができると思うのか。私に隣国の使者を殺す手伝いをしろと？」

《安心せよ、宴には緑神アトラスに仕える高位の神官もやってくる。その場で白魔術の加か護ごを受ければ死ぬことはあるまい》

「だが、たとえ死なずともエディンバラと我が国の間に何らかの齟そ齬ごが生じることは間違いないだろう」

《我は助言を与あたえるだけの存そん在ざいだ、そこまでは知らぬ》

「相変わらず都合のいいことだ。とにかくだ、私はこの国に仕える騎士なのだぞ。そのような企たくらみに手を貸かすことなどできるわけがなかろう」

《さて、いつまでそう言っていられるかな。クラウディアという少女の身になってみるがよい、あの少女は自分の意い志しを無む視しして会ったことすらない男との婚姻を強きよう制せいされようとしているのだ。汝なんじはあの少女に忠ちゆう誠せいを誓ちかった騎士なのだろう？　あの少女の望みを叶かなえると誓ったのだろう？　にもかかわらず、このまま放置しておくというのか》

「…………」

　パンドラの言葉が鋭えい利りなナイフとなって臓ぞう腑ふをえぐる。

　アレスにとって、これほどの正せい論ろんはなかった。

《隣国エディンバラといえば草原と騎馬の国として知られている。この国とは習しゆう慣かんも食べ物も違う。そのような場所に、クラウディア一人を放ほうり込んでそれでよしとするのが汝の忠義なのか？　将しよう来らいこの国とエディンバラとの間で争いが起これば、真っ先に殺されるのは間違いなくクラウディアということになるのだぞ？　それでもいいというのか？》

　まるで悪あく魔まの囁ささやきのように耳に響ひびく。アレスは誘惑を振り払うかのように叫んだ。

「どうしろというのだ、私に！　ああパンドラ、確たしかにおまえの言うことは間違ってはいない。だが私はクラウディアさまのことを知っている。ご自分が犠ぎ牲せいになることで二つの国に友好関係が結ばれ、持たざる者の犠牲が少なくなるというのなら喜んでその身を捧ささげられる、そんな方だ。一介の騎士に過すぎない私に、それを阻そ害がいする権けん利りなどない！」

《ほう、そうか。別に構かまわぬぞ、我は汝に助言を与え道を示した。この後どうするかは汝が決めるがよい》

「くっ……！」

　それはまさしく悪魔の決断だった。

　エディンバラ皇国の民衆は羊の乳ちちを飲み、羊の肉を喰くらい、国民皆かい兵へいといわれるほど剽ひよう悍かんな国として知られている。だがそれはベールセール王国の民たみからすると、野や蛮ばんな国として見る風ふう潮ちようがあるのも事実だった。

　アレス自身も、そして恐らくはクラウディアもエディンバラには行ったことがない。もし婚姻の話がまとまれば、クラウディアはそんな見知らぬ国に連れて行かれ、そしてアレスが会ったこともない男に──抱だかれることになるのだ。その男がどんな性せい格かくをしているのかも分からない。もし平気で女じよ性せいに手を上げるような乱らん暴ぼう者ものだったらどうなるか。クラウディアのあのか細い腕うででは、抵てい抗こうなどできはしまい。その上、周囲には味方など一人もいないのだ。

「くっ……！」

　こんな話、知らなければよかったと思う。パンドラからこんなことを聞かなければ、悩なやむ必要などない。

　だが、聞いてしまった。クラウディアという一人の少女に忠誠を誓った騎士として、看かん過かすることはできなかった。

　しかし、いくら考えても決断を下すことはできそうになかった。結果的に、アレスは悩んだときにいつもそうしてきたように、一枚まいの銀貨を取り出した。

　どのような行動を選んでも悔くいは残る。ならばその表おもて裏うらに運命をゆだねる方がいっそ後あと腐くされがなくていい。

　銀貨を親指に載のせ、弾はじく。

　くるくると回る硬こう貨かを手の平で受け止める。硬貨が示しめしたのは──















　間章　オルトスの憂ゆう鬱うつ






　彼は、オルトスと名付けられていた。

　もっとも、そう名付けたのは彼の両親でも親族でもない。そもそも彼らには名前を付けるなどという概がい念ねんすらない。オルトスという名を与あたえたのは、人ニン間ゲンだった。

　オルトスは四度の春を迎むかえた牡おすの馬である。他の馬よりもはるかに秀ひいでた頑がん強きような馬体の持ち主であり、それゆえかその性せい格かくも高こう慢まんという一言に尽つきた。

　仲間の馬であっても彼と目を合わそうとする者はおらず、それどころか前を横切ろうとする者すらいない。

　その性格は馬だけではなく、人ニン間ゲンに対しても遺い憾かんなく発はつ揮きされた。彼にとって、自分の背せに誰かが乗ることなどまったく容よう認にんできることではなかったのだ。それゆえにこれまでにも何人もの騎き手しゆが彼の背に乗ろうとする度たび、自じ慢まんの力強い足で振り落としてきたのである。偉えらそうな顔をして自分の背に乗った挙あげ句く、悲鳴を上げて転がり落ちる人ニン間ゲンを見ることはオルトスにとって快かい感かんですらあった。

「おまえも、もう少し大人しければ買い手もつくんだがなあ」

　それは、オルトスの飼かい主を自じ称しようしているらしい人ニン間ゲンが毎日のように呟つぶやく言葉だった。

　もちろん馬に人ニン間ゲンの言葉など理り解かいできるわけはない。だが、感受性の高い馬ならば雰ふん囲い気きと口調でなんとなくではあるがその意図を理解することができる。オルトスもそんな一頭であった。

「あの、すいません」

　この日も、彼の住む厩きゆう舎しやにいつものように客が訪おとずれる。だが、この日やってきたのは、いささか珍めずらしい客であった。

　本来この馬屋に来る客といえば、くたびれた格かつ好こうをした旅人や傭よう兵へいといったむさ苦しい連中ばかりである。

　だがその客は、若わかい人ニン間ゲンの牝めすだった。こんな獣けもの臭くさい馬屋にはまったく不ふ釣つり合あいな、やたらとひらひらとした服を着ている。その動作はあくまで奥おくゆかしいが、どこかしっかりとした芯しんが感じられた。

「ああ、いらっしゃい。どこかの貴き族ぞくさまにお仕えの方とお見受けしますが」

「ええ、そんなところです。こちらに名馬がいるとお聞きしたのですが」

「うーん、確たしかに一頭疲つかれ知らずの馬はおりますが……これがとんでもない暴あばれ馬でしてな。とても貴族さまにお売りできるような代しろ物ものでは……」

「いえ、そういう馬を探さがしてたんです。大だい丈じよう夫ぶです、こちらの乗り手もとんでもないお方ですので。見せて頂いただけますか？」

「じゃあ……まあ、見るだけ見てみますかい？」

　間もなく、オルトスの眼がん前ぜんに牝が案内されてくる。

「ほら、こいつだよ。オルトスって名だ」

「へえ。何かでそんな名前、聞きましたね」

「ああ、偉い精せい霊れいだかの名前だよ。ほら、他の馬とは馬体も雰囲気もどこか違ちがうだろ？　まあふてぶてしいだけと言うべきなのかもしれないけどな」

「いえ。確かに見事な馬体です」

　その牝は手を伸のばすと、オルトスの体に触ふれようとした。

「よ、よせっ！　そいつに触さわっちゃいかん！」

　制せい止しの声は遅おそすぎた。

　見み世せ物もののように体に触ふれられるのはオルトスの誇ほこりが許ゆるさない。

　他の客にそうしてきたように──オルトスは、差し出されたその手に噛かみ付こうとした。か細い人ニン間ゲンの牝の手など、噛み砕くだくのは容よう易いである。

　だが、その試みは思いもよらぬ形で頓とん挫ざすることとなる。

　パシンという乾かわいた音がした。

　初め、オルトスは自分の身に何が起こっているのか理解できなかった。

　確かに今、自分はこの牝の手を噛もうとした。それなのに、なぜ自分の首が全然違う方向を向いているのか。

　そのとき、鼻っ面つらにわずかに痛いたみを感じた。それでようやく理解する。自分は引ひっ叩ぱたかれたのだと。

　痛みよりも先にまず衝しよう撃げきを受けた。一ひと蹴けりで簡かん単たんにへし折れそうな細い体をした人ニン間ゲンの牝に、したたかな逆ぎやく撃げきを喰くらったのだ。こんな経けい験けんはない。

「だ、大丈夫ですかい!?」

「いえ、お構かまいなく。元気な馬じゃないですか、気に入りました。是ぜ非ひ売って頂いただきたいのですが」

「あ、ああ……。そりゃ、こちらとしちゃ願ったりかなったりだが……」

　どうやら交こう渉しようはうまくいったらしい。二人の間で金貨のやりとりが行われ、オルトスの背に鞍くらがつけられ、口に馬具が付けられていく。

「では行きましょうか、オルトス」

　人ニン間ゲンの牝が轡くつわを取って歩き出す。

　先ほど引っ叩かれた衝撃もあってか、オルトスはしばらくの間素す直なおに従したがった。

　だが、すぐにまた怒いかりが湧わき上がってくる。こんな痩やせ細った牝に先せん導どうされるのはやはり自じ尊そん心しんが許ゆるさない。先ほどは思いもよらぬ反撃に不意を突つかれたが、今度はそうはいかない。自分が人ニン間ゲンなどに素直に従うそこらの馬と同じではないことを示してやらねばならない。

　オルトスは再ふたたび隙すきをついて噛み付こうと、口を開け首を振りかぶった。




　その瞬しゆん間かんだった。




　パシンと小気味いい音がして、オルトスは首くび筋すじに走った鋭するどい痛みにびっくりしたようにたたらを踏ふんだ。

「駄だ目めですよ」

　牝が言った。いつの間に用意してあったのか、その手には鞭むちが握にぎられている。

「いいですか。たとえ馬と人の違いはあっても、女性に手をあげるのは最低です」

　ぞっとした。牝はどこかにこやかにそう口にしているのだが、なぜか恐きよう怖ふを感じる。底が見えない。

　それは獣の本能だった。よく分からないが、この牝には逆さからってはいけない。逆らわない方がいい。

「そうそう。あなたは本当に賢かしこくていい馬ですね。わたしにこれ以上鞭を振ふるうなんてことはさせないでください」

　こうしてオルトスと名づけられたその馬は、生しよう涯がいで最初の白旗を揚あげることとなる。
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　その日の夜。

　アレスの姿すがたは、王おう城じようの一角にあった。

　それも柱の陰かげからコソコソと城内の様子を覗のぞき見るという、もし警けい備び兵へいにでも見つかれば言い訳わけの余よ地ちすらない怪あやしい行動の最中であった。もっとも、パンドラという助言者を持つアレスにとっては、どれほど厳重な警備網であろうと何ら脅きよう威いとはならない。

　アレスの視し線せんの先にあるのは、厨ちゆう房ぼうへの入り口だった。

　もっとも、ただの厨房ではない。そこで作られるのは王族、あるいは国家の賓ひん客きやくのための食事である。

　本来ならばその厨房の重要性を示しめすかのように、昼夜を問わず警備兵が油ゆ断だんなく周囲を警けい戒かいしているはずであった。

　しかしこの晩ばんに限かぎっては、どういうわけか彼らの姿は入り口付近には見えなかった。もっとも、よく探さがせば暗がりの柱の裏うらで二人の兵士が気き絶ぜつしているのが見つかっただろう。

「パンドラ。一体いつ来るのだ、その間者とやらは。警備の兵士を気絶させておいて間違いだったでは済すまされんぞ」

《案ずるな、汝なんじの行動に手て抜ぬかりはなかった。そこに寝ねている二人の兵士は汝の顔を見る間もなく気絶させられておる、汝に容よう疑ぎがかかることもあるまい》

「そ──そういうことを言っているのではない」

　声に思わず動どう揺ようが混まじった。対照的にそんな反はん応のうを楽しんでいるかのように、パンドラは悪いた戯ずらっぽい笑えみを浮うかべる。

《分かっておる、そう急せくでない。心配せずとも間もなくやってくる。我わが助言がただの一度でも誤あやまったことがあるか？》

「……ないな」

　腹はら立だたしくもあったが、確たしかにその実じつ績せきに偽いつわりはない。

《しかし……今いま更さらだが、正直なところ汝がこの助言を受け入れるとは思わなかったぞ》

「うるさい。私は私の意志に基もとづいて行動している、おまえの助言など関係ない」

《そうか。では汝がどのような道を歩むのか、じっくり見せてもらうとしよう》

　しばしの沈ちん黙もくの後。

　果たして、アレスの視界に一人の男が姿を現あらわした。

　その男は、ごく普ふ通つうの侍じ従じゆうの姿をしていた。こんな夜中に城しろの中を出歩いていなければ、とてもではないが毒を盛ろうとしている他国の間者だとは思えなかっただろう。

「あれか？」

《そうだ。覚えておく必要もなかろうが、名をミヘロスという。優ゆう秀しゆうとは言い難がたいが長い時間をかけてこの王城で働く地位を得た辛しん抱ぼう強い間者だ》

　その男は周囲の様子をうかがいながら厨房の入り口まで足を進めた。

　そして──本来そこにいるはずの警備の兵が、今晩に限ってはなぜかいないことに気付いたらしい。

　あの間者にとってその事実は、誰も見ていない道みち端ばたで金貨を見つけたようなものなのだろう。小型の草食動物のようにせわしなく首を振り、辺りを警戒しながら厨房の中へと入っていく。

《少し待っておれ》

　そういってパンドラは中空に身を躍おどらせると、文字通り壁かべの中に入っていった。だがそれも長い間ではなく、先ほどの間者とほぼ同じ頃ころ合あいに戻もどってくる。

《確かく認にんした。あの男は確かに目的の杯さかずきに毒を塗ぬったぞ。大陸のはるか東北に位置する砂さ漠ばくの国で作られた即そつ効こう性せいの猛もう毒どくだ。毒の溶とけ出した酒をわずかでも飲み干ほせば、生き地じ獄ごくを味わった後に死を約束されるであろう》

「そうか。では目的は果たせたわけだ、後始末をして戻るとしよう」

　間者が立ち去るのを待って、先ほど気絶させた二人の兵士の元へ戻ると、その体を引きずって厨房の入り口まで連れて行く。

「しかしこのままで大だい丈じよう夫ぶか？　私の姿は見られていないとしても、もしこの二人が気絶させられていたことに気付いて上役に報ほう告こくすれば、毒が盛られたのではないかと厨房を検けん分ぶんされるのではないのか？」

《安心せよ、人というのは誰も彼も汝ほど献けん身しん的とは限らないのだ。警備の最中に気絶させられたなどと報告すれば、叱しつ責せきを受けるのは他ほかでもないその警備兵たちなのだぞ？　しかし黙だまっていれば何も不都合はない。つまりはそういうことだ》

　アレスは苦虫を噛かんだような顔で吐はき捨すてた。

「……到とう底てい納なつ得とくはできぬが、そういう考え方もあるのだということは理り解かいしてきたぞ」

《それは幸いだ。凡ぼん人じんにとってはそのくらい常識も同然だが、汝にとっては偉い大だいな教訓となろうぞ》

　今、ひょっとして私は馬ば鹿かにされたのではないのか──アレスはそんな思いに駆られることになるが、それは邪じや推すいというべきだろうと考え直し、聞き流すことを選ぶのだった。
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「はぁ……」

　クラウディアは、誰だれにも悟さとられぬよう小さなため息を吐ついた。

　だがそれはまさしく一いつ瞬しゆんのことで、すぐさま熟じゆく練れんの域いきにある見事な微び笑しようを浮うかべ直し、今日の貴き賓ひんに失礼のないよう応おう対たいする。

「いやしかしクラウディア王女殿でん下かの可か憐れんさは噂うわさに違たがいませぬな。これほどの美び姫きを迎むかえられるとあれば、我が皇こう太たい子し殿下もお喜びでしょう」

　そう歯の浮くような世辞を口にした男こそが、今日の貴賓である隣国エディンバラ皇国の使者である。大国の使者というだけあって国王の前であっても物もの怖おじする様子はなく、優秀な国家の重鎮であることが窺うかがい知れる。ただ、その名前も耳にしたはずだがどうにも思い出せなかった。もっとも、どうせ「御ご使し者しやどの」と肩かた書がきで呼べば済すむのだから大した問題でもない。

「うむ。これで両国は縁えん続つづきとなる。まことにめでたいことだ」

　国王ベルセルム四世がそつなく応じる。

　父の言葉に思わずクラウディアは自じ嘲ちよう気味に笑った。娘むすめを見知らぬ男の元へと嫁とつがせることがめでたいとはおかしな世の中だ──と。

　だが、これは王家の人間としては当然の義ぎ務むなのだ。

　十三歳さいの人生を生きてきて、衣食住に困こまったことは一度もない。しかしそれはすべて国民の犠ぎ牲せいの上に成り立った生活である。

　他国へ、見知らぬ地の見知らぬ男の元へ嫁ぐことはその代だい償しようなのだ。一切れのパンを求めながら飢うえで死んでいった者たちからすれば、安すぎる代償だろう。

　それゆえに、どんな男が夫になろうと喜んで付き従したがい、そして異い国こくの地に骨ほねを埋うずめる覚かく悟ごはすでにできている。隣国の使者の前で微笑を浮かべることなど朝飯前だ。

　しかし、ある騎き士しのことが脳のう裏りに浮かんでどうにも気が散ってしまうのだ。使者の名前すら忘れてしまうほどに。

　それは剣けんを持たせれば右に出る者はいない、クラウディア自じ慢まんの騎士である。だが、時折妙みように鋭するどいこともあるが、人の機き微びには疎うといところがあり、簡かん単たんに人に騙だまされてしまうこともよくある。今も城内の一室で半ば軟禁の状態にあるという有様だ。

　もっとも、その件については解決のメドは立っている。王女と騎士という今の関係ならば、手助けの一つや二つはたやすい。だが、隣国へ嫁げばもはや今のように手を貸すことはできない。自分の手助けなしであの不器用な騎士がこれからもちゃんとやっていけるのだろうか。そんな考えが、クラウディアの気を散さん漫まんにさせていた。

「──さて」と、しばらく続いていた歓かん談だんを切り上げるようにベルセルム四世が言った。「話は尽つきぬがいつまでも客人を待たせるわけにもいかぬ。そろそろ宴うたげを始めるとするか」

「結けつ構こうですな。正直なところ、ベールセール自慢の料理を前に、私の腹はらの虫はいつ鳴り出してもおかしくありません。恥はじをかかさぬようにとの国王陛へい下かのご配はい慮りよ、痛いたみ入ります」

　一応冗じよう談だんのつもりなのだろう、会場から上品な笑い声が起こった。

　給きゆう仕じたちが入ってくる。集まった客に酒が振ふる舞まわれ、そして主賓である使者の前には翡ひ翠すいを削けずって作られた見事な細工の杯さかずきが置かれ、最高級のぶどう酒が注がれる。

「では、貴き国こくとの長ちよう久きゆうの友好を祝って」

「はい。では、今日の良き日を祝って」

　国王と使者が、共に杯を掲かかげる。クラウディアも、見る男すべてを魅み了りようするかのような見事な微笑を浮かべてそれに倣ならった。




　宴えん会かい場じようの入り口付近で、騒さわぎが起こったのはそのときだった。




「お、お待ちください！　今ここは通れません！」

「誰か、そやつを止めろ！」

　穏おだやかならぬ兵士たちの騒ぎ声。さらに耳に入ってきたのは、金きん属ぞくと金属とが打ち合わされる音だった。

　祝いの席にはあまりにも不ふ釣つり合あいな様相である。乾かん杯ぱいの雰ふん囲い気きは一いつ瞬しゆんで消え去り、どうしたのかと人々がざわめきだす。

「どうした、何があったのだ」

　ベルセルム四世は警けい備びの責せき任にん者しやである近この衛え騎士を呼びつけそう詰きつ問もんした。

　宴の主しゆ催さい者しやとしての面めん目ぼくを潰つぶされているようなものである。その口調は先ほどまでとは打って変わって厳きびしい響ひびきを伴ともなっていた。

「はっ。それがその、陛へい下かに謁えつ見けんを求めている者がおりまして」

「馬ば鹿かげたことを、この祝いの席でか？　とっとと捕とらえて牢ろうにでも放ほうり込んでおけ」

「はっ、もちろん我われ々われもそうしようとしているのですが……その、謁見を求めている者というのが──」

　そのときだ。入り口に詰つめていた兵士の一人が、派は手でに倒たおれこんだ。

　直後、入り口に現あらわれたのは、赤いマントを翻ひるがえし、見る者に強きよう烈れつな印象を与あたえる強い輝かがやきを放つ双そう眸ぼうの持ち主だった。

　クラウディアははっと息を呑のんだ。その男を見み間ま違ちがえるはずなどない。

「アレス……？」
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　アレスはできる限かぎり礼を失さぬよう悠ゆう然ぜんとした足取りでその宴会場に入った。

　もっとも、その背はい後ごにはすでに気き絶ぜつを強きよう制せいされた兵士たちが数人転がっている。礼れい儀ぎうんぬんを気にする状じよう況きようではないというべきだろう。

　パンドラの呆あきれ気味の声が響く。

《まったく……。汝なんじがそうやすやすと我わが意に添そうとはおかしいと思ったが、まさかこのようなことを考えていたとはな》

「…………」

「アレス卿、気でも違われたか！　隣国の使者を迎むかえたこの宴席で一体何をなされる!?」

　アレスの行ゆく方えを遮さえぎろうと、わらわらと兵士たちが集まってきた。その中には王家の護ご衛えいを務つとめる近衛騎士の姿すがたも見えた。

　アレスは悠ゆう然ぜんと言い放った。

「今がどのようなときかは重々承知している。ただ、どうしても今国王陛下に申し上げなければならぬ儀ぎがあるゆえ」

「ならば然しかるべき時機に、然るべき手しゆ段だんを用いて謁見を申し込むのが筋というものであろう！　このように力ずくで押おし入る必要がどこにあるというのだ!?」

「今でなければならぬ。ただそれだけのことだ」

「……話にならぬな！」

　その近衛騎士は周囲の兵士たちに号令をかけた。会場の入り口を守るように半円の隊形を取らせ、アレスに向かって槍やりを突つき出す。その数はおよそ十人。

「これが最後の機会だ。今すぐその足を止め、投とう降こうなされよ。さもなければ反逆と見なして命を奪うばうことも躊ちゆう躇ちよできぬ」

「残念ですが従えませぬ。どうか私のことはお気になさらず卿の任にん務むを果たされるよう」

「そうか。ならば」

　兵士たちに殺気がみなぎるのを見て、アレスはついに剣けんに手をかけた。ただし、左手だけである。

　しかし、それでも会場内の空気は凍こおりついた。名にしおうファノヴァールの騎士、最年少の馬上槍試合優勝者という武勇の持ち主が、ついに剣を手にしたのである。

「それより、私からも一つだけ訊たずねたい。あなた方はそれでよろしいのか？」

「な……何のことだ？」

　アレスはゆっくりと左手の剣を構えた。

「たった十人で──よろしいのかと訊きいている」

「舐なめおって！」手を振り上げ、部下たちへ合図する。「構かまわん、やれ！」




　こと戦せん闘とうという分野に限っては、アレスの決断力は並外れていた。多人数を相手に戦って勝利を得るには、ただ機先を制せいすしかない。相手が攻こう撃げきの態たい勢せいを整えるのを待ってやる義ぎ理りなど微み塵じんもない。それは誰かから教えられたわけではなく、いくつもの劣れつ勢せいの戦いを生き延のびた者だけがその身に覚えこまされる生せい存ぞん術じゆつである。

　十人の敵てきが槍を手に一いつ斉せいに攻せめてきては、アレスといえどさすがに勝てる気はしない。だが、包ほう囲い網もうを形成して攻撃するとなれば、必ずその瞬間に連れん携けいにほころびが生じる。

　その機会を、アレスは見み逃のがさなかった。

　一斉に攻撃されるその瞬間に自ら打って出、もっとも動きの遅おそい兵士に斬ざん撃げきを浴びせて昏こん倒とうさせたのだ。

「なっ……！」

　その人間離ばなれしたアレスの動きに、誰もが動どう揺ようを誘さそわれる。

　この瞬間、アレスは機先を制すことに成功し、包囲網はその意味を失った。誰もがアレスと一対一で戦うことを強制され、そして二合ごうと剣を交えぬうちに頭や膝ひざ、肩かたに剣を叩たたきつけられ、次々と戦えぬ体になっていく。

　まばたきするほどの間に何人もの兵士たちが地に臥ふすことを強制されると、もはや積極的にアレスの前に立とうとする者はいなかった。

　一方このとき、宴に招しよう待たいされていた客たちも、目の前で起こったその圧あつ倒とう的な剣劇に、怯おびえるどころか半ば呆あつ気けにとられるようにして魅み入いっていた。

　もしこのとき流血があれば、彼らも恐おそれをなして逃にげ出していただろう。だが、次々と倒たおされていく兵士たちは一いつ滴てきたりとも血を流すことはなく、それが十人を相手にたった一人で立ち向かうアレスの戦いぶりを、宴の余よ興きようの剣けん舞ぶか演えん劇げきのようにさえ見せかけていたのだ。

　そしてついに、アレスを遮る者はいなくなっていた。

　アレスは剣を収おさめると悠然と人々の視線の中を歩き、国王陛下の前で膝を突いて臣下の礼を取った。その隣となりで蒼そう白はくになっているクラウディアをできる限り見ないようにしながら。

「……我わが兵をああも簡かん単たんに退しりぞけるとはな」ベルセルム四世の声は、氷のように冷たい響きを持っていた。「なるほど。先のキホルテ平原の戦いにおいて、我が軍を勝利に導みちびいたのが卿であるとの主張は案外間違っておらぬのやもしれん」

　目の前に剣を持った狼ろう藉ぜき者ものがいるにもかかわらず、一いつ片ぺんも動揺する素そ振ぶりすら見せないのはさすがというべきだった。

「恐れながら、陛下に申し上げたき儀がございます」

「ほう」

　ベルセルム四世は目を細めた。

　それは無ぶ粋すいな侵しん入にゆう者しやを見下すような目であった。アレスにしてみれば、代々王家から賜たまわってきた寵ちよう愛あいを裏うら切ぎっているようで胸むねが締しめ付けられる思いだったが、今ばかりは怯ひるんではいられなかった。

「アレス卿。今がどのようなときかわきまえておるのか？」

「重々承知しております。しかし今だからこそ申し上げなければならぬことなのです」

「分かっているのだろうな？　この祝いの席をここまで混こん乱らんさせたのだ。卿は自分の言葉にすべての責せき任にんを負うことになるのだぞ？」

「は。すべてを申し上げた後でならば、いかなる罰ばつも受ける覚かく悟ごにございます」

　アレスの声は堂々として力強く、宴会場全ぜん域いきに響ひびき渡わたった。

　とてもではないがただ乱心したようには見えないのだろう。さすがにベルセルム四世も少しばかり態度をあらためたようだった。

「いいだろう。申してみよ」

「は。では申し上げます。この城しろにミヘロスなる者が侍じ従じゆうの任に就ついておりますが、その者が北の間者だということが分かりました。ミヘロスの狙ねらいはこの婚こん姻いんの阻そ止し。今まさにエディンバラの御使者どのが手にしておられる杯さかずきに、毒を塗ぬったのです」

　それは、本来ならあまりにも突とつ飛ぴに過すぎる話であった。

　にもかかわらず、どよめきばかりで笑い声の一つも上がらなかったのは、アレスの人間離れした戦いを見た直後だったからだろう。

「……確かに聞き逃のがせぬ話だな。なぜ卿にそのようなことが分かった？」

「恐れながら私もかつては伯はく爵しやくの身、独どく自じの情じよう報ほう源げんを持っております。そこから知り得た情報にございます」

「なるほど。だが信しん頼らいできる情報なのか？　間違いないと断言できるのか？」

　このときである。国王に追つい従しようするように周囲から罵ば声せいが上がった。

　どうせまた嘘うそを並ならべ立て、自分の功こうを誇ほこりたいだけなのだろう──と。

　違うというのなら今すぐ毒が入っていることを証しよう明めいしてみせろ──と。

　しかしアレスが動じることはなかった。

「はっ。うだうだと申し上げるつもりはございません。もっとも簡かん単たんな方法でその事実を証明いたしましょう」

　アレスは立ち上がると、未いまだ呆気に取られている使者の前に立った。

「失礼いたします」

「……は？」

　言って、使者の手に握にぎられたままの杯を取り上げる。

　次にアレスが取った行動は、その場に集つどった人々すべてが息を呑のむものだった。

《馬ば鹿か者もの、それはよせアレス！》

　躊ちゆう躇ちよすることなく、その中身をすすったのである。




　この筋すじ書がきは、パンドラから驚きよう嘆たんすべき道を示しめされたあのとき、アレスが自らの行動を決すべく硬こう貨かを投じたときに生まれたものだった。

　投じられた銀貨の表裏。だが、アレスはそれを見み届とどけなかった。そのまま銀貨を握にぎり締しめて懐ふところに戻もどしたのだ。

　自分の運命であるならいざしらず、クラウディアの将しよう来らいを左右しかねない決断なのだ。それを銀貨などに託たくすことはできなかった。

　自分は王家と国家に忠ちゆう誠せいを誓ちかうただの騎士である。クラウディアに対しても、主あるじとしての敬けい愛あいという感かん情じよう以外のものを抱いだくことはない。抱いてはいけない。となれば、硬貨などに決けつ断だんを委ゆだねずとも、なすべきことは一つしかない。

　すなわち、ただの騎士として国家の害を取り除のぞき、ただの騎士として一いつ刻こくも早く戦場に戻って国家の乱らんを鎮しずめることである。

　それゆえに、アレスはこの宴席の場を利用しようと思い立ったのだ。出で過すぎた行こう為いであることは百も承しよう知ちしているが、その結果隣りん国ごくの使者を毒死から救えたとなれば誰もがその功を認みとめざるを得ないだろう。戦場へ戻ることも許ゆるされるだろう──と。




　冷たい酒が喉のどに滑すべり落ちる。

　あまり味に変化はないように思えた。もっとも、アレス自身酒という飲み物をそれほど飲み慣なれているわけではない。

　だが、何か刺し激げき物ぶつのようなものがピリッと舌したを突つく感かん触しよくがあった。

　それでも体には何の変化も訪おとずれない。ひょっとしてすべては勘かん違ちがいだったのではないか、パンドラに嵌はめられたのではないのかと、そう思いかけた、そのときであった。

　視し界かいが揺ゆれた。

　ぐらぐらと、地じ震しんが起きたかのように平へい衡こう感覚がなくなってくる。

「……ご覧らんくださいませ。はるか遠方の国より運ばれた猛もう毒どくの効こう果かにございます」

　それだけを口にするのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　胸を締め付けられるような苦しさを感じた。さらに心しん臓ぞうが脈を打つ速度が早くなり、呼こ吸きゆうが速くなった。

「はあ、はあ。はあっ、はあっ、はっ、はっ、はっ、はっ」

　息が苦しい。気が違ったかのように呼吸を繰くり返しているにもかかわらず、喉のどを締め付けられているかのように、まったく体に空気が入ってこない。

　眩め暈まいは時を追うごとに悪化し、ついには完全に平衡を失った。
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　このときになって、初めて会場内に悲鳴が上がった。

　同時にアレスは気付いた。いつの間にか自分が地面に横になっていたことに。知らぬ間に倒れこんでいたのだ。だがそれにしては体のどこにも痛いたみがない。

　体が麻ま痺ひしてきていたためだった。手も足も、体全てから感覚が消えていた。

「アレス！　アレス！　この馬鹿者が！」

　悲鳴に混まじって、クラウディアの声が聞こえたような気がした。

　視界が黒い霞かすみがかったように暗くなっていき、もはや周囲で何が起こっているのかも分からない。これはさすがに洒しや落れにならないなと、自じ嘲ちよう気味に思う。

《やれやれ。この程てい度どで死ぬでないぞ、すぐに高位の神官がやってくる。それまでは何としてでも踏ふみとどまるがいい》

　だが、このようなときであってもパンドラの声だけは脳のう裏りに響いた。

　邪じや魔まをするな、と声にならぬ声で怒ど鳴なりつける。この程度で死ぬつもりなど毛頭ないが、どうせなら最後に聞くのはクラウディアさまの声がいい──と思いながら。

　そしてついに、アレスは意い識しきを失った。




　　　　　３




　それは、アレス自身からすればごく一いつ瞬しゆんのことであった。

　ついさっきまで、自分は確たしかにクラウディアの婚こん姻いんを祝う宴うたげの席にいたはずである。

　ところが、このときまず目に映うつったのは天てん井じようだった。

「……なんだ？　どうなっている？」

　まず、自分が横になっていることに気付く。

　そして思い出した。人前で毒をかっくらうという馬鹿げた行動に出、その結果地じ獄ごくのごとき苦しみを味わわされていたことを。

　だが、このときは何も異い常じようはなかった。声は出るし、息苦しくもない。手もちゃんと動いた。麻痺の欠かけ片らも残っていない。視界にも何の問題もない。すでに日は落ちたらしく周囲は薄うす暗ぐらいが、少なくともここがおとぎ話に聞く冥めい界かいのようには見えない。恐らく高位の神官が治ち癒ゆを施ほどこしてくれたのだろう。

　とはいえ、自分は祝いの席で国王の兵士に剣を振るい、反はん逆ぎやくにも等しいことをしでかしたのである。ひょっとしてここは牢ろう屋やなのではないかとさえ思ったが、清せい潔けつなベッドの上にいるところを見るとそうでもさそうだった。

《お目覚めかな、我わが契けい約やく者しやよ》

　そしてこのときを見計らったかのように、天井から小こ柄がらな少女が降おりてくる。

「パンドラか。教えてくれ、あれからどうなったのだ？」

《…………》

「……ん？」

　いつもならすぐに返ってくるはずの言葉が返ってこない。どうしたのかとアレスは顔を上げ、そしてようやく気付いた。

　パンドラの顔が、かつて見たことがないほどに不ふ機き嫌げんそうだということに。

《我が契約者よ》

「な、なんだ？」

《正直、我は腹はらを立てておるのだ。汝なんじはああも無む駄だに命を危き険けんにさらしたのだからな》

「しかし他ほかに方法は思い浮うかばなかったのだ、仕方あるまい。それにおまえにとっても悪いことではないはずだ。北の謀ぼう略りやくを防ふせいだという功が認みとめられれば、私が戦場に戻もどることも許ゆるされようからな」

　パンドラは意外そうに目をしばたかせた。

《ふむ、それは意外だな。剣けんを振ふり回し、占うらないに運命を委ゆだねることしか能のうのない汝が、そこまで考えていたとは》

「……散々な言われようだな」

《まあいい、汝の成長は我が黄たそ昏がれの主あるじもお喜びになられよう。いささか詰つめは甘あまいが今回のところは大目に見てやろう》

　別に許される筋合いでもないはずだが──という言葉をアレスは飲み込んだ。事じ情じようはどうあれ、せっかく直してくれた機嫌をすぐまた損そこねる必要もない。

《ちょうどいい、汝に客が来るぞ。何があったか知りたければ、そやつに聞くがいい》

「客？」

　アレスは問い返したが、パンドラはもう用はないとばかり床ゆかに沈しずんでいった。やはりあれはまだ少し怒おこっているのだろうかと思う。

　だがパンドラの告げた事実自体に誤あやまりはなく、誰かの足音が近づいてくる。

　扉とびらが開き、入ってきたのは、意外な人物であった。

「あ、アレスさま！　目を覚まされたのですね！」

「……シオーネか？」

　シオーネ。クラウディア専せん属ぞくの侍じ女じよである。なぜ彼女がここに──と思う間もなく、シオーネはアレスの傍そばまでやってくると、指を突つきつけ喧けん々けんと怒り出した。

「もう、何を考えておられるのですか！　毒が入ってると分かってる酒を飲むなんて！」

「え？　あ、ああ」

　明らかに怒っていた。パンドラと同じように。

　シオーネは普ふ段だんからクラウディアという我がの強い少女の後ろに控ひかえているせいだろうか、アレスからしてみればどこか大人しい侍女という印象を抱いだいていたが、このときの態度は正反対のものだった。そのあまりの隔へだたりに圧あつ倒とうされて、しどろもどろとなる。

「し……仕方がなかったのだ。あのときはああする他にうまい方法が見つからなかった。事実、そのおかげで大事な国こく賓ひんが死ぬことは避さけられた。そうではないか？」

　かろうじてどうにかそれだけ口にする。

　するとシオーネは腰こしに手を当て、大げさにため息を吐ついた。

「はあ……。もういいです、アレスさまなら必ずそう仰おつしやると思ってましたから」

　今のは納なつ得とくしてくれたのか、それとも呆あきれられたのかと考えてみるが、答えは分かりそうになかった。

　ただ一つ確かなことは、今こそが話題を変える好機であるということである。

「そ、それよりシオーネ。教えてくれ、私はどれぐらい寝ね込こんでいたのだ？　私が寝ていた間に何があったのだ？」

「はいはい、順を追ってお話しします。あれからまだ半日しか経たってませんわ。司教さまが白しろ魔ま術じゆつで毒素を中和してくださったおかげで、アレスさまの命は助かったんです。当たり前ですけど宴うたげは騒そう然ぜんとなって中ちゆう断だんされてしまいましたわ。でも、結果として誰一人亡なくなることもなかったんですから大きな問題になることはなさそうです」

「それは良かった。私も命を懸かけたかいがあったな」

　思わずそう口にすると、シオーネがじろりと睨にらんでくる。

「ど、どうかしたのか？」

「……いえ、もういいですわ。それであの後、国王陛へい下か直々の指し揮きで、徹てつ底てい的な調ちよう査さが行われたんです。なにしろ最初はアレスさまが功を上げるために自作自じ演えんで芝しば居いを打ったんだと非ひ難なんしてた方もおられるぐらいでしたから。でも、調査の結果はみんな腰を抜ぬかすものでしたわ。杯に残っていた酒には毒が残ってましたし、何よりミヘロスって方の部屋から毒が発見されたんです。それで観念したのか、北の間者であることを認みとめて知りうる限かぎりの情じよう報ほうを提てい供きようする代わりに亡命させるという取引が行われたとか。あ、これは国家の機き密みつ事じ項こうですので誰にも言っちゃいけませんよ？」

　そういってシオーネは悪いた戯ずらっぽく微ほほ笑えんだ。一体どこでそんな機密を聞き知ったのか疑ぎ問もんに思ったが、まあ王女の侍女ともなれば色々な情報網もうがあるのだろうと納得する。

　それにしても、ミヘロスというあの男にはさぞかし不運な一日となったわけだ。だが、同情する気にはなれない。人を殺そうとしたことを考えれば当然の報むくいだ。

「ただ──」とシオーネは続けた。「実はですね。つい先ほど、とんでもない報告が来て、毒のことなんて置いてけぼりにされるぐらい城中大おお騒さわぎになってるんですよ」

「聞き捨ずてならないな。何かあったのか？」

「ええ。なんでも、トゥールスレン城じよう砦さいが反乱軍の手に落ちたとかで」

「なんだと!?　あの鉄てつ壁ぺきの城砦がか!?」

　それはアレス自身も驚おどろきを隠かくせないものだった。

「はい。おかげで国王陛下も調査を一時中断して国こく防ぼうのための会議を開かれておりますし、もうアレスさまのことなど忘わすれ去られてしまったような雰ふん囲い気きなんです。でもこれで、アレスさまが宴会に乱入したことを表立って非難しようという人ももう出てこないと思いますわ」

「……それは良かった」

　アレスは言ったが、その言葉には感情がまったくこもっていなかった。その思考はすでに反乱軍との戦いへと向けられていたためである。

　鉄壁の二つ名で知られる不落の城砦。それが反乱軍の手に落ちたともなれば、王国軍の戦せん略りやくは大きく崩くずれる。

　最大の問題は補ほ給きゆうだ。トゥールスレン城砦という橋きよう頭とう堡ほがあれば、そこに多量の軍ぐん需じゆ物ぶつ資しをためこむことで、たとえ王都との補給路が一時的に断絶することがあっても後方の憂うれいなく戦いを続けることができる。

　しかしその橋頭堡がなくなったとなれば、常つねに補給路を確保するために人員を割さかねばならなくなる。この補給路は進軍を続けるに従って伸のび続け、王国軍の負ふ担たんは増ぞう大だいしていき、侵しん攻こう速度も遅おそくならざるを得ない。

　結果的に、早期に反乱を鎮ちん圧あつして国内の混こん乱らんを鎮しずめるという国王陛下の意向は難むずかしくなり──そして、人々の犠ぎ牲せいは増ふえるだろう。

　アレスが一つの決心をしたのはこのときであった。あの城砦が落ちたとなれば、いつまでもこうしてくすぶっているわけにはいかない。一刻も早く戦場に戻らなければならなかった。

「シオーネ、一つ頼たのみたいことがある」

「なんでしょう？　わたしにできることでしたら」

「明朝、宵よいのうちに馬を一頭用意して頂いただきたい」

「え……？」

　聡そう明めいな侍じ女じよが悩なやんだのは一瞬だけだった。すぐにアレスの言葉の意味を察する。

「まさか、このまま黙だまって出立なされるおつもりですか？　その、戦場に」

「そのつもりだ。それが一番後あと腐くされがない。城しろを抜け出すだけなら簡かん単たんだが、馬がなければどうしようもないからな」

「で、ですけど……。それでは無礼だと受け取られることにならないでしょうか？　あんなことがあったばかりです、陛下に一度お会いになられてからの方が……。陛下もきっと感かん謝しやのお言葉を賜たまわられるでしょうし」

「別に恩おん賞しようが欲ほしくて毒を飲んだわけではないし、隣エデイ国ンバラの使者の命は救えたのだろう？　ならばそれで充じゆう分ぶんだ、これ以上咎とがめを受けることはないだろうし、私が再ふたたび戦場に赴おもむき、新たな功を立てることができれば文もん句くを言う者もいなくなるだろう。むしろ一いつ介かいの騎き士しがいつまでも戦場を離はなれている方がおかしい」

「……そこまで考えていらっしゃったのですか。でも……でも、クラウディアさまのことはどうするのです？　まさか一度もお会いにならずに出立されるおつもりですか？」

「…………」

　一瞬だけアレスは言葉に詰つまったが、すぐに声を絞しぼり出した。

「むしろその方がいい。シオーネ、あなたも重々承しよう知ちのはずだ。クラウディアさまも婚こん姻いんの話が持ち上がるお年とし頃ごろ。そろそろ私のような無ぶ粋すいな男は近づくべきではないと」

「そ、そんなこと……」

　シオーネは何か言い返そうとしたが、それ以上抗こう弁べんしようとはしなかった。一介の侍女として、それ以上のことを口にしてはならないことをわきまえているのだろう。

　やがて静かに頷うなずく。

「……分かりました。城じよう壁へきの南東に使用人が使ってる小さな通用口があるのはご存ぞん知じですよね？　明朝、そこにいらっしゃってください。一頭馬を用意しておきますから」

「ああ。頼む。くれぐれも、クラウディアさまには内ない密みつにな」

「……分かってますわ」

　シオーネはどことなく深しん刻こくな顔で頷き、部屋を出て行った。

　──もしこのことがクラウディアさまに知られたら、さぞ叱しかられるだろうな。

　そう考えると、思わず気が重くなる。

　まだ正式な婚姻が結ばれたわけではないのだから、少しぐらい会いに行っても咎められることはないのではないか。何度となくそんな思いに駆かられるが、堪こらえる。

　自分は一介の騎士。相手は王女。むしろ、今までのように何度も会いに行っていたことが異い常じようだったのだ。今後は自重すべきなのだ。たとえクラウディアに会うことはできずとも、その理想を叶かなえる手伝いはできるのだから──。
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　翌よく朝あさ。

　アレスは密ひそかに部屋を出ると、まだ薄うす暗ぐらく人気のない城しろの中を進み、外へ出た。

　もちろん出入り口などの要所には見み張はりの兵士がいた。しかもつい昨日、間者が要人の暗殺を企くわだてていたことが明らかになったばかりである。警けい戒かいは普ふ段だんより強化されていたものの、人知を超こえた力を持つ精せい霊れいを味方につけたアレスの姿すがたを見み出いだすことはできなかった。

　やがて目的地である城壁の勝手口へと到とう着ちやくする。

　そこでは昨日の約束どおり、シオーネが馬を連れて待機していた。

「……妙みようだな」

　だが、すぐ様子がおかしいことに気付く。

　侍女の格かつ好こうをしていたのでシオーネかと思い込んでしまったが、その少女の体たい格かくが妙に小さかったのだ。少なくともシオーネではない。

　一体誰だれだろうと首を傾かしげかけたそのとき。少女がアレスに気付いた。

「ようやく来たな、アレス。遅おそいではないか──と言いたいところだが、まあこんなところだろうな」

「クラウディアさま!?」

　それは侍女の格好をしていたものの、間ま違ちがいなくクラウディアだった。

「なぜクラウディアさまがこのようなところにおられるのです!?」

「安心せよ、何も問題などない。まさか一国の王女がこのような格好をしているとは誰も思うまいからな。それにこの方法はこれまでにも一度も失敗したことがないであろう？」

　クラウディアはひらひらとした侍女の服をつまみながら平然と答えた。

　言われてアレスも思い出す。

　過か去こ、クラウディアは何度となくこの侍女に化けるという方法で城を抜ぬけ出したことがある。もちろんそのときはアレスも護ご衛えいとして付き合わされ、大たい抵ていはひどい目に遭あわされたものだ。

「って、いえ、そういうことを言っているのではありません！　一体何のためにこんなところへ──」

「おまえこそ一体何を言っているのだ？　おまえはわたしに忠ちゆう誠せいを誓ちかったわたしの騎士なのだ。その騎士が再び戦場へ出向くとあれば、主たるわたしが見送るのは当然のことであろう」

「え……」

　その言葉に、素す直なおに嬉うれしいと思ってしまう。

　このまま人知れず、誰にも会うことなく王都を去ろうとしていたのだ。だが、クラウディアは来てくれた。自分を見送るために。

「それにしてもアレス。昨日のあれは何だったのだ？　いきなり宴えん会かいの場へ乱らん入にゆうし、あまつさえ毒の入った酒を呷あおるなど、気が触ふれてるとしか思えんぞ」

「は。申し訳わけありません。私もいささか反省しておりますが……何しろ他に方法がなかったものですから」

「まったくだ。結果的にうまくいったのはいいが、次からはわたしに相談してからにしろ。もう少しうまい方法を考えてやる」

「は」

　その言葉にアレスは口では頷きつつも、これまでのようにクラウディアに直ちよく接せつ助力を頼たのむといったことはもうできないだろうと考えてもいた。

　クラウディアは嫁よめ入り直前の王女なのだ。本来ならこのような人気のない場所で、しかも一対一で会うことすら避さけなければならない。一介の騎士が相談を請こうことなどもっての外だ。

　だがそう分かってはいても、クラウディアの心こころ遣づかいは嬉しい。胸むねにこみ上げるような嬉しさは堪え切れなかった。

「そうだ、クラウディアさま。一つだけ、今のうちに申し上げておきます」

「うん？　なんだ？」

「ご婚約……。おめでとうございます」

　アレスは頭を下げた。それは礼を尽つくすためというよりは、クラウディアに自分の顔を見せたくないという思いの方が強かった。

「……うむ、そうだな」

　どことなく寂さびしげな声だった。

「相手は大国エディンバラ皇国の皇太子だ。わたしの相手としてはちょうどよかろう。それよりアレス、おまえにも言っておきたいことがある」

「は？　なんでしょう？」

「今はまだよい。しかしわたしが隣りん国ごくへ嫁とつげば、もうおまえに助力などできなくなる。先日のようにどこぞの将しよう軍ぐんの悪わる知ぢ恵えに嵌はめられて窮きゆう地ちに陥おとしいれられるようなことがあっても、軽々しく助けてやることもできぬ」

「……ご存知だったのですか。そんな事情まで」

「当然だ、伊だ達てに王女殿でん下かなどという肩かた書がきを持っているわけではないのだからな。正直、心配でならぬぞ。おまえは時折妙に鋭するどいこともあるが、大抵は人の機き微びに疎うといからな」

　クラウディアは悪いた戯ずらっぽい笑えみを浮うかべた。

　それを受けてアレスも、わざとらしいほどに礼を尽くして返した。

「お言葉ですがクラウディアさま、どうかお気になさらず。そうなれば私の方こそクラウディアさまのわがままな命令に振ふり回されずに済すみますので」

「ほう言ってくれるな。よかろう、ならばせいぜい下手を打たぬよう気をつけるがいい」

「は。クラウディアさまもどうかその本ほん性しようがバレて婚約破は棄きなどにならぬようお気をつけくださいませ。一度悪い噂うわさが付きまとえば縁えん談だんなど二度とやってこないでしょうから」

「そうか。そうかもしれぬな。ではそのときはおまえが責せき任にんを取ってくれ。よく言うであろう、毒を喰くらわば皿までとな」

　アレスは平静を装よそおおうとして失敗し、愕がく然ぜんとしたように顔を上げた。

　そこには、腕うでを組んでそっぽをむいたクラウディアの顔があった。

「じょ、冗じよう談だんだ。何を本気にしておるのだ、この馬ば鹿か者ものめ」

「……は。もちろん、分かっております」

　そうだ。冗談に決まっている。いかなる理由があろうと、一いつ介かいの騎き士しと一国の王女が一いつ緒しよになるなどということはありえないのだから。

　どこか居い心ごこ地ちの悪い沈ちん黙もくが場を支し配はいした。何か言うべきなのだろうが、何も言葉が思い浮かばない。

　それはクラウディアも同じなのか、思い出したように連れていた大きな馬の首くび筋すじをなでた。馬の方は気持ち良さそうにも見えなかったが、さりとて嫌いやがる様子もない。

「アレス。この馬はな、名をオルトスというそうだ」

「はあ。それにしても大きな馬ですね」

「ああ、シオーネに命じておまえのために用意した馬だからな。知ってるか、シオーネは牧場育ちでな、何気に動物を見る目だけはあるらしい。このオルトスも気き性しようは荒あらいが馬力と持じ久きゆう力りよくだけはどんな馬にも勝まさると聞いておる。何人もの騎手を振り落としてきたらしいがおまえなら乗りこなせるだろう」

「ありがとうございます。これなら一いつ刻こくの無駄もなく戦場へ戻もどること叶かないましょう」

　確かに見たところ、その馬には他の馬とは違ちがう何かが感じられるような気がした。特にその目だ。普ふ通つう、馬の目といえばくりくりとして可か愛わいげや愛あい嬌きようの一つも感じられるものだが、この馬はまったくの例外らしく、極きわめてふてぶてしいのだ。まるで周囲にあるすべてのものを──人間さえも、値ね踏ぶみしているかのように睨にらみつけている。

　しかしその体たい躯くが丈じよう夫ぶであることは確かなようで、充分に名馬の器うつわであるように思える。

「アレス。実を言うとな、わたしは不安で仕方がないのだ」

　不意に、クラウディアが沈しずんだ声で言った。

「今戦場へ戻れば、おまえはまた危き険けんにさらされる。再び人を斬きることにも。それならばまだおまえをこのまま王都に置いておく方がいいのかとも思ったのだ」

「覚かく悟ごの上です。誰かがやらねばならぬことなのですから」

「うむ……。そうだな。ゆえに行くなと言うつもりはない。ただ、これだけは覚えていて欲ほしい。もしこの反はん乱らんが長期化するようならば、わたしにも王女として一つ考えがある」

「考え、ですか？」

「そうだ。まあそれまでに反乱が鎮ちん圧あつされれば何も問題はないのだがな。だが、その策さくを実行するにはアレス、おまえが必要となるだろう。だから……よいかアレス。絶ぜつ対たいに死ぬな。この馬オルトスならばどれだけ戦場を駆かけ巡めぐった後でも、まだ逃にげるだけの余よ力りよくを持っているはずだ。もし命に危険を感じれば、必ず逃げ戻るのだ。どれだけ生き恥はじをさらすことになろうと死んではならんぞ。絶対にだ！」

「……分かりました。お約束します」

　危険な戦場へ向かうのである。そのような約束を守れる根拠はまったくなかったが、それでもクラウディアの気遣いに報むくいるためにも、アレスは力強く答えた。

「よい返事だ。では行くがよい、わたしの騎士よ」

「は」

　オルトスに近づき、騎乗しようとする。

　クラウディアがどこか声をひきつらせたように言ったのはそのときだった。

「そ、そうだ、一つ忘わすれておった。ちょっと待て、アレス」

「は？　なんでしょう？」

　アレスは不思議に思った。クラウディアの顔がまるで熱でもあるかのように赤くなっていたためだ。

「大丈夫ですかクラウディアさま。なんだかお顔の色が優すぐれないようですが」

「な、なんでもない！　それよりアレス、おまえの主あるじとして一つだけ忘れていることがあった。ちょ、ちょっとこっちへ来い」

「はあ」

　黙だまって命に従したがい、クラウディアの傍そばに立つ。十三歳さいの小こ柄がらな少女は自然とアレスを見上げるような格好になった。

「むう。無む駄だに背せを高くしおって。少しはわたしのことも考えろというものだ」

「……は？」

「い、いやなんでもない。それよりそこに膝ひざをつけ」

「は？　なぜでしょう？」

「いいから、早くしろ！　王女の前で臣下の礼を取ることに不満でもあるのか！」

「いえ、そのようなことはありませんが──」

　よくわからないがクラウディアの機き嫌げんは急に悪化している。こういうときは素す直なおに従っておくのが吉きちであると経けい験けん上知っていたアレスは、何も言わず膝をついた。

「……む。まだ高いな。ええい、頭を下げろ、アレス」

「はあ」

　まるで臣下の礼のように跪ひざまずいて頭こうべを垂たれる。

「め、目をつぶれ」

　なぜそんなことをしなければならないのか。疑ぎ問もんは尽つきなかったが、ここまでくれば毒を喰くらわば皿までであった。言われた通り目を閉とじる。

「よし。そのままいいというまで目を開けるなよ？」

「は」

　クラウディアが近づいてくる気配があった。

　直後、左頬ほおに柔やわらかく暖あたたかい何かが触ふれるのを感じた。

「……え？」

　反はん射しや的に目を開ける。

　文字通り息のかかる距きよ離りに、クラウディアの紅こう潮ちようした顔があった。

「こ、こら、目を開けるなと言ったであろうが！」

「え。い、いや、しかしその」

　自分がクラウディアに何をされたのかを悟さとり、アレスの顔もまた一いつ瞬しゆんにして紅潮する。こういうとき何を言えばいいのか分からず、自然黙り込んでしまう。

「……な、なにをとぼけた顔をしておるのだ？　一国の王女の接せつ吻ぷんを与あたえられたのだぞ、せめてもう少し喜べ。か、勘かん違ちがいするでないぞ。おまえはわたしに忠ちゆう誠せいを誓ちかった騎き士しなのだからな。それゆえ加か護ごを与えただけのこと。そ、それだけの話なのだからな」

「は、はあ」

　アレスは顔を真っ赤にしたまま硬こう直ちよくした。お礼というか、とにかく何か口にしなければならないような気はするのだが、言葉が出てこない。

　結果、アレスができることはたった一つしかなかった。とりあえず理由を作ってこの場から去ることであった。

「……ク、クラウディアさまのお心遣いに報いるためにも、必ずや戦功を打ち立て、一刻も早くこの戦いくさを終わらせて参ります」

「う、うむ。行け、アレスよ」

「ははっ。そ、それでは」

　オルトスに飛び乗る。途と端たんに馬の目の色が変わった。手た綱づなをまったく操そう作さしていないにもかかわらず、主あるじを振ふり落とすかのように急加速する。

　だが、それで落馬するようなアレスではなかった。両足でその馬体を押おさえつけるようにして難なんなく走らせ、城じよう下かを駆け抜ぬける。いささか唐とう突とつな別れ方となってしまったが、これ以上クラウディアと顔を合わせずに済すむのならむしろ幸いというべきだった。

　──これが限げん界かいなのだ。

　今の接吻はあくまで主が忠誠を誓った騎士に加護を与えたに過ぎない。それ以上の意味などない。

　その想おもいに応こたえるために、クラウディアのために騎士としてなすべきことはただ一つ。剣を振るうだけである。

　もはや悪あく夢むを見るからなどという理由で躊ちゆう躇ちよしてなどいられない。できれば血など一いつ滴てきも流さないにこしたことはない。だが、必要であれば容よう赦しやなく剣を振るわねばならないのだ。誰であろうと傷きずつけ、あるいはその命を奪うばい、一刻も早くこの国に安あん寧ねいを取り戻し──そして、クラウディアが後こう顧この憂うれいなく隣りん国ごくへ嫁とつげるようにしなければならない。

　と、そのとき。またオルトスが暴あばれだした。何が気に入らないのか跳はねるように体を上下させ、アレスを振り落とそうとする。

「なるほど、話通りの暴れ馬だな」

　あまり人を乗せて走ったことがないのだろう。本来ならそういった馬は怪け我がをさせぬよう少しずつ人に慣らしていくところだが、今はそんな時間もない。それにこの立りつ派ぱな体格ならそう簡かん単たんに怪我を負うこともないだろうし、明け方ということもあってか周囲に人ひと影かげもない。暴れたいならそうさせてやるまでだった。

　アレスはオルトスの耳に顔を近づけて言った。

「人の言葉など理り解かいできぬだろうが言っておこう。私はいま些さ細さいなことに気を遣う余よ裕ゆうはない。満足するだけ暴れたなら、とっとと素直に走れ」




　　　　　◆




　このとき、オルトスと名づけられたその馬に、決して小さくない葛かつ藤とうがあったことは、誰も知らない。

　それまで彼にとって人ニン間ゲンという乗り手とは、ただ振り落とすだけの存そん在ざいであった。

　だが、この日ばかりは違った。

　今日背に乗ったこの騎手は、並の乗り手ではなかった。どれだけ飛び跳ねてみせようと、どれだけ停止と加速を繰くり返そうと、まったく落馬する様子はなく、それどころか悲鳴の一つも上げず、なすがままに走らされている。

　自分が乗りこなされることはオルトスの誇ほこりが許ゆるさなかった。さっきにもまして馬体を暴れさせようと試みる。飛び上がるように加速したかと思えば、つんのめるようにして急停止する。乗り手を跳ね飛ばすように、何度も何度も腰こしをせり上げる。

　しかし、無駄だった。

　信じがたいことにこの新しい乗り手は、相変わらず表情一つ変えることなく、オルトスの精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうを何でもないことのように受け流している。

　ついにはオルトスも認みとめざるを得なかった。負けた──と。

　どうやら人ニン間ゲンというものは、思っていた以上に奥おくが深いものらしい。ついこないだ自分を買ったらしいあの牝めすといい、今背にいるこの牡おすといい、あまりにも掴つかみ所がない。何をやっても敵かないそうにない。それどころか、何か怒おこらせるととんでもない目に遭あわされそうな気がしてならない。

　結果的に、オルトスは抵抗を諦あきらめ、生せい誕たん四年目にして初めて敗北というものを経けい験けんし、そして新たな乗り手を受け入れたのだった。
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　その男は、名をリーエンノールといった。

　人間からすれば珍めずらしい響ひびきを持つ名である。それもそのはず、彼は人間ではなくエルフと呼よばれる種族であった。人間などとは比くらべ物にならぬ長大な寿じゆ命みようを持ち、見み目め麗うるわしく高こう潔けつな誇ほこりを持つ種族である。森の中に住むことを好み、それゆえに風や水といった精せい霊れいの存在を感じ取る力に長たけ、黒くろ魔ま術じゆつ師しとしての才さい能のうを持つ者も多い。

　また、グリア大陸の至いたる所に居きよ住じゆうしている人間やドワーフと違ちがい、彼らエルフは大陸南東部に存そん在ざいする広大な森林地帯にのみ国を作り生活している。特にエルフは閉へい鎖さ的な性せい格かくで知られ、他種族との交流も決して望んではいないと言われているが、中にはあえて故ふる郷さとの森を飛び出し、違う世界の中で永えい遠えんの時を過すごす者もいる。リーエンノールもそんな一人であり、自身の持つ特とく殊しゅな技ぎ能のうと引き換かえに日ひ銭ぜにを得ることで日々を送っていた。その年ねん齢れいは百二十歳さいを超こえているが、見た目は二十代の人間と変わらない。

　それでもエルフという種族ゆえか、やはり故郷の森が懐なつかしくなることもある。それゆえに森の中に小屋を建て、時間があるときなどはそこに籠こもってゆっくりと森の息い吹ぶきを感じとることが彼にとっての最高の休息となっていた。

　だがこの日、リーエンノールはその至し福ふくの時間を奪うばわれることになる。一人の人間の訪ほう問もん者しやによって。

「初めまして、リーエンノールどの」

　木戸を開けて出で迎むかえたリーエンノールが目にしたのは、どこか奇き妙みような若わかい男であった。

　背せは高いが体つきはひょろりと細い。特に印象深いのは、その顔にかけられた眼め鏡がねだろう。話には聞いたことがある。かけるだけで視し力りよくが改かい善ぜんされるというドワーフにしか作ることのできない工芸品だ。しかしどうも寸すん法ぽうが大きいのか合っていない様子で、今にもずり落ちてきそうな眼鏡を幾いく度ども中指でかけ直そうとしている。

「おまえは何者だ？」

　見み慣なれぬ人間を前に、リーエンノールは警けい戒かい感を隠かくさずに尋たずねた。

「僕ぼくの名はジェレイドと申します。できればお見知りおきを」

「……なんだと？」

　驚おどろきを隠せずその若い男を見返す。

「確たしかどこぞの侯こう爵しやくの首を獲とった反はん乱らん軍ぐんの指し導どう者しやの名がジェレイドだと聞いたが」

「ええ、僕のことですよ。一いち応おう」

　その細い男の反はん応のうはどこか素そっ気ないものがあったが、嘘うそをついているようにも見えなかった。言われて見ると、どことなく余よ人じんにはない雰ふん囲い気きをまとっているように感じられなくもない。

「確かに、ジェレイドという男は一軍を率ひきいるにしてはあまりにも貧ひん弱じやくな体をしているとは耳にしたが……」

　リーエンノールはジェレイドの体を眺ながめた。長身ではあるが、その細い腕うででは剣けん一つ満足に振ふれそうにない。

　その視線に気付いたのか、ジェレイドは申し訳わけなさそうに自分の細い腕をさすった。

「すいません。正直、その辺りは僕としてもなんとかしたいと思ってはいるんですが」

「……まあいい。しかし分からんな。仮におまえが話に聞くジェレイドという男だとして、なぜこんなところへ来たのだ？　反乱軍は王国軍と一戦交え、敗北したとも聞いている。その指導者がこんなところで油を売っている余よ裕ゆうはないと思うが」

「さすが傭よう兵へいですね。耳が早い」

　傭兵。ジェレイドと名乗った男は、間違いなくその単語を口にした。リーエンノールが人の世で生きていくために選んだその職しよく業ぎようの名を。

「……私のことも多少は知っているのだな」

「はい、失礼ながらある程てい度どのことは調べさせていただきました。率そつ直ちよくに申し上げます、我われ々われはあなたの力が欲ほしい。そのために僕が直ちよく接せつここへ来たのです。部下を使いに寄よ越こしたのでは、まとまる話もまとまらないでしょうから」

　そういうことかと、わずかながら納なつ得とくする。

　リーエンノール自身、エルフの誇ほこりを捨すてたことはない。少なくとも自分を無む下げに扱あつかうような依い頼らい主ぬしの下で仕事をしたことはないし、弱者を一方的に痛いためつけるような仕事を引き受けたこともない。

　だがこのジェレイドは、指導者という立場にありながら自らこうして足を運んできた。少なくとも、自分を高く買ってくれている証しよう拠こである。反感の持ちようがない。

「なるほど、おまえの用向きは分かった。しかし分からんな。私が傭兵として自じ慢まんできることがあるとすれば、弓の扱いぐらいのものだ。一軍の指導者が、わざわざ貴き重ちような時間を浪ろう費ひしてまで勧誘しに来る必要があるとも思えぬが」

「そんなことはありませんよ。僕たちは今、戦場の切り札として軽けい装そうの騎き兵へい隊たいを編へん制せいしているところです。数は揃そろいました。練度も充じゆう分ぶんで彼らを率いる優ゆう秀しゆうな将しようもいます。ですが今のところ彼らは戦場を駆かけ巡めぐり、ただ遠距きよ離りから矢を放つことしかできません。陽動やかく乱、それに追つい撃げきを主とした騎兵隊としてはそれで充分有ゆう効こうなのですが、我々はあくまでこの騎兵隊を切り札にと考えています。今不足しているのは、遥はるか遠方より敵てきの将を討うち取ることのできる弓使いです。あなたのようなね」

「ほう……」

　反乱軍にはすでに万を超える数の兵が集つどっていると聞く。中には弓の名手と呼べるほどの使い手もいるかもしれない。しかし、こと遠距離の的を射い抜ぬくとなれば人間には限げん界かいがある。風の精霊の扱いに秀ひいでたエルフには勝てない。

　エルフの弓が際きわ立だって優秀なのは、風を読み、あるいは風を操あやつることで矢の軌き道どうさえもある程てい度ど自在に操ることができるからだ。自分ならば確かに、揺ゆれ動く馬上からであってもはるか遠方の敵将を射抜くこともできるだろう。

「しかし……軽装備の騎兵隊など、敵の矢を受ければ簡かん単たんに大きな被ひ害がいを出すことになるだろう。しかも王国軍の中ちゆう核かくを担になうのは矢をも跳はね返す重装備の騎士だ。切り札になるとは思えないのだが」

「ご心配なく。対たい策さくは考えています。なにしろ彼らを率いるのは、〈風の戦いくさ乙おと女め〉ですから」

　その名を失念していたことに、ようやくリーエンノールは気付いた。

〈風の戦乙女〉。反乱軍に力を貸かす黒魔術の使い手。

　その素す性じようは一いつ切さい不明であるが、その名の示しめすとおり戦乙女のごとき美しさと猛たけ々だけしさを持つ少女なのだという。その名声はもはやジェレイドというこの指導者よりも高いとさえ言われている。

「〈風の戦乙女〉か。何度となくその名は聞いたが……一体何者なのだ？」

「それは軍事機き密みつということで勘かん弁べんして欲ほしいですね。もっとも、あなたが我々に力を貸してくれるのであれば、その答えは〈風の戦乙女〉本人から聞くことができるでしょう」

　本来ならばそれは駆け引きとも呼べぬ提てい案あんである。だが、ことリーエンノールというエルフにとっては、魅み力りよく的な取り引きだとさえ思えた。

　ジェレイドが申し訳わけなさそうに口を開いたのはこのときであった。

「ところで……もしよろしければ椅い子すの一つもお借りするわけにはいきませんかね？　先ほどから立ちっ放しで少々足に疲つかれがきまして」

　さすがにリーエンノールの顔がひきつった。

　ジェレイドの顔は冗じよう談だんを言っているようには見えない。それどころか確たしかにどことなく顔色が悪いような印象も受ける。このまま貧ひん血けつを起こして倒たおれたとしても驚おどろけないだろう。

「それは構かまわないが……。しかしいいのか。一軍の統とう率そつ者しやともあろう者が、立っているだけで疲ひ労ろうを訴うつたえるとあっては──」

「ご安心を。戦場では馬に乗ってればいいわけですから」

　いや、そういうことを言っているわけでは──と言いかけたところで考え直す。確かに将たる者は後方からしっかりと指し揮きさえできればいいのだ。乗馬の一つもできれば充分な気はする。

「まあいい。その辺の椅子に勝手に座すわってくれ」

「助かります」

　ジェレイドはテーブルの前にあった木椅子に腰こし掛かけると、腰に下げていた細さい剣けんも外してしまった。

　一軍の指導者とは思えない、無む防ぼう備びな体たい勢せいである。あらためて本当にこの男があのジェレイドなのだろうかと疑ぎ問もんを抱いだいたほどだ。

　一方で、奇き妙みようなことに気付いたのはこのときである。その剣から精せい霊れいの気配が感じられたのだ。

　これは有り得ないことである。精霊は万ばん物ぶつを構こう成せいし、そこへ宿る。だが、鉄とは石を火の精霊の力によってその性せい質しつを変化させたものである。本来ならそのような物質からは精霊は消え去ってしまうのだ。

　その上、剣から感じられた力は、驚くべきことに木の精霊のそれであったのだ。

「ああ、これですか？」

　リーエンノールの視線に気付いたのか、ジェレイドはその細剣を少しだけ抜いて見せた。一見したところそれはただの鉄の剣に見えたが、それにしては随ずい分ぶんと軽々と扱っている。

　間違いなく木もく製せいだった。恐おそらくは木に鍍めつ金きを施ほどこしたのだろう。

「い、いいのか。将たる者がまともな剣も帯びないとあっては──」

「ご心配なく。僕が剣を振るうような状じよう況きようになっては負けでしょうから」

　いや、そういうことを言っているわけでは──と言いかけたところでまた考え直す。確かに将たる者がその身を危き険けんにさらしてまで剣を振るう事態に追い込まれるようなことがあれば、勝利などおぼつかないだろう。

　奇妙な指し導どう者しやだと、あらためて思う。

「さて、では話を戻もどしましょうか。リーエンノールどの、私の用向きは今話した通りです。よろしければ是ぜ非ひあなたのお力をお借りしたいのですが」

「……ああ、そうだったな」

　いささか変人ではあるが、少なくともこのジェレイドという人間は自分に礼を尽つくしている。無下に対応するわけにはいかなかった。

「一つ聞いておきたいことがある」

「なんなりと」

「私も故ふる郷さとを飛び出してもう十年になろうとしている。人の世のことも多少は理り解かいしているつもりだ。特に、この国は決して小国ではない。緑は豊ゆたかで農業は盛さかん、訓練を欠かさぬ騎き士したちも精強だ。貴き族ぞくに国王でさえ干かん渉しようできぬ特とつ権けんを与あたえたことで国力が分散されているのは愚おろかという他ほかないが、それでもこれほど豊かな国はそうはあるまい」

「仰おつしやるとおりです。博はく学がくですね」

「茶化すな。その上で尋たずねたい。なぜこの大国を相手に反はん乱らんを起こし、戦いを挑いどもうなどという気になった？　あまりに無む謀ぼうだと、命を無む駄だに捨すてるようなものだとは思わなかったのか？」

「そうですね。ではこう答えましょう。たとえばあなたが海に投げ出されたとします。辺りには船も掴つかまる物もなく、待っているのは溺でき死しという運命だけです。さて、あなたはどうしますか？　すべてを諦あきらめとっとと海の底へと沈しずみますか？　それとも命尽きるまで泳ぎ続けますか？　たとえそれが苦しみを引き伸のばすことになるとしても」

　リーエンノールは押おし黙だまった。

「……迂う遠えんな答えだな」

「ですが僕の言いたいことはご理解いただけたと思います。僕たちが反乱を起こしたきっかけはご存知ですか？」

「ああ、大体のところは。二年前に起こった大地じ震しんと大飢き饉きん、そして領りよう主しゆの悪あく政せいが原げん因いんだと聞いているが」

「ええ。当時僕らの所有主だった領主のボルネリア侯こうというのが最低の男でしてね。すべての領民に餓が死しせよと言わんばかりの重税を課し、これに抗こう議ぎした僕の父は殺されました。その後ようやくいくばくかの減げん税ぜいを決めてくれたのですが、その代だい償しようとして十三歳さいになった少女に対し、処しよ女じよ権けんを行使するなどと言い出しましてね。これでお分かりでしょう、僕たちは娘むすめや妹や恋こい人びとを生いけ贄にえにしたくはなかったのです。それゆえに僕らはもがき続けるしかなかったのです。たとえその結果、苦しみが増ますことになろうとね」

　自分たちの生存権、家族、あるいは恋人を守るため──。

　それが命を賭として戦うには充じゆう分ぶんな理由なのだということは、エルフであるリーエンノールにも理解できた。

「では次の質問だ」

「なんなりと。なんだか尋じん問もんされているみたいですが」

「そう思ってくれても構かまわん。何しろ事によっては私の命を預あずけることになるのだからな、おまえがどういう人間なのか知っておかねばならん」

「道理ですね。ええ、なんでもお聞きください」

「では聞こう。正直、一番信じ難がたいのはおまえたちの戦いぶりだ。一体なぜ農民の寄せ集めの軍ぐん勢ぜいで、侯こう爵しやくを打だ倒とうできるだけの戦いができたのだ？」

「まずそこに誤ご解かいがあるようですね。誰も彼もが農民の寄せ集めと聞くと顔をしかめますが、実じつ際さいのところ彼らは日々農作業に勤いそしんでいて体は頑がん強きようですよ。そして農作業というのは村単位で行われます。つまり集しゆう団だん行動にもそれなりに適てき性せいはあるんです。多少の訓練さえ積むことができれば、兵士として立りつ派ぱに戦えるんです」

「なるほどな」

　一々頷うなずける話であった。

「だがそれにしたって限げん度どがあるだろう。たとえ兵士がどれだけ集まったところで優ゆう秀しゆうな将がいなければ烏う合ごうの衆しゆうだ、戦いくさには勝てまい。だが、おまえに導みちびかれた反乱軍は勝ち続けた。つまり、どうやらおまえには将としての天てん賦ぷの才があるらしいが……」

「それは恐きよう縮しゆくですね」

「その辺りのことを是ぜ非ひ伺うかがいたいものだな。聞けばおまえもまた一いつ介かいの農民の身分だったと聞く。にもかかわず、なぜそんなことができたのだ？」

「謙けん遜そんが美徳とは限りませんので申し上げますが、僕には一つだけ人より秀ひいでてる部分があるようでしてね。もっとも、自じ慢まんできるようなものじゃないんですが」

「……なんだ？」

「人一倍強い猜さい疑ぎ心しんです」

　それは将たる者の資し格かくとしては、あまりにも不ふ釣つり合あいな響ひびきを持つ単語であった。

「今、なんといった？　私の耳には猜疑心と聞こえたんだが」

「そうです、間ま違ちがってませんよ、猜疑心です。僕は一時期徴ちよう兵へいされてとある砦とりでで雑ぞう兵ひようをさせられていたことがありましてね。地じ獄ごくのようなところでしたが、一つだけ学べました。人間とは欲よく望ぼうに従したがって生きる生物だということをね。兵を率ひきいるに当たって肝かん心じんなのは相手がどういう欲望を持っているかということです。それさえ分かれば、相手の思考を読んで裏うらをかくのはそう難しくはありません。これは敵てきに限りません、味方だって同じです。農民たちがいかなる欲望を持って反乱軍に志し願がんしたかが分かっていれば、彼らを軍として統とう率そつすることも難しくありませんからね」

　堂々と言ってのけるジェレイドを前に、リーエンノールも納なつ得とくせざるを得なかった。

　確たしかにこの男は只ただ者ものではないようだ。一人の兵士としては恐おそらく物の役にも立たないだろうが、少なくとも一軍の指し導どう者しやとしては秀でた才を持っているらしい。

「興きよう味み深い話だな。ところで……おまえの論ろん法ぽうからすると、私にもなんらかの飴あめを用意してくれていると期待していいのか？」

「ところが、それが問題なんです」と、ジェレイドは居い心ごこ地ち悪そうに頭をかいた。「もちろん僕としても、あなたの欲ほつするものを与あたえる代わりに僕たちへの協力をお願いしたいんですが……実のところ、あなたが何を欲してるのか見当がつかないんです。エルフという種族とはこれまで縁えんもありませんでしたし、その中でもあなたは自分からエルフの世界を飛び出てきた変わり者ですからね。僕がここへ来た理由の一つはそれですよ。直ちよく接せつあなたから何が望みなのかを聞きたかったのです」

　ますます面おも白しろい人間だと思った。

　自分のことを変わり者呼ばわりされたわけだが、腹はらも立たない。むしろ本当のことであって反論の余地がない。

「ただ──」とジェレイドは付け加えた。「ただ一つだけ、恐おそらくあなたのご希望に添そうものを贈ぞう呈ていできると思うんです」

「ほう、興味深いな。なんだ、それは？」

「刺し激げき的な日々と、そして〈風の戦いくさ乙おと女め〉の正体です。もし僕と共に戦ってくれるのであれば、少なくともあなたを退たい屈くつさせることだけはない。それだけはお約束します」

「……ふふっ」

　リーエンノールは小さく笑った。

「大した人間だ。私の望みだけは分からないだと？　充分によく分かっているではないか」

「恐きよう縮しゆくです」

　もっとも、大して難しいことではないのかもしれない。エルフが人の世に出てしかも傭よう兵へいとなるなど、腕うで試だめしか、あるいは好こう奇き心しんを満たすためかぐらいの理由しかない。

　リーエンノールは部屋の片かた隅すみにおいてあった弓と矢や筒づつを手に取った。幾いく多たもの戦場を共に駆かけ抜ぬけてきた最高の戦友を。

「いいだろう。確かにおまえの立場ならば、私の望みに応こたえることもできるだろう。この弓、少しばかりおまえたちに預あずけてみるとしよう」
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　リーエンノールはジェレイドに導みちびかれ、彼ら反はん乱らん軍ぐんの本ほん拠きよへと馬を進ませていた。

　だが自分がどこへ向かっているかということに気付くと、リーエンノールは戦せん慄りつすら覚えることとなる。

　反乱軍の本拠といえば、彼らが旗はた揚あげしたボルネリア領りよう以外にありえない。ところが、そこにあったのは城じよう砦さいだった。

「そんな、まさか……！」

　その城砦の名を、傭兵を生なり業わいとしていたリーエンノールはもちろん知っていた。トゥールスレンという、鉄てつ壁ぺきの名で知られる城砦のことを。

　反乱軍がトゥールスレン城砦を攻こう撃げきするため、この地に陣じんを構えているというのならまだ分かる。だが城砦にはベールセール王国の赤い旗ではなく、反乱軍が軍旗としている青緑の旗がひらめいていた。

　つまり、城砦はすでに反乱軍の手にあるということである。

　確かに最近は森の中で身を休めていたがゆえに、世せ情じようには多少疎うとくなっていたところもあるかもしれない。だが、数日に一度は町に顔を出し、多少の情じよう報ほうは仕入れていた。トゥールスレン城砦ほどの重要な拠点が攻撃を受けたとなれば、必ず耳に入ったはずだ。

　しかし、そのような情報が届とどくよりも先にトゥールスレン城砦は反乱軍の手に落ちていた。それが意味することは一つしかない。

「あの堅けん城じようを陥かん落らくさせたというのか！　この数日で!?」

「ええまあ。実じつ際さいには一日もかかりませんでしたが」

　ジェレイドは平然と言ってのけた。

「馬ば鹿かな、一日でだと!?　冗じよう談だんだろう、いくらなんでも信じられん！」

「別に難むずかしいことではないんですよ。いかに堅城といえど王国軍は城壁に頼たよってるだけに過すぎませんでしたからね。その頼りの城壁に少しばかり穴あなを開けてやれば陥落させるのは簡かん単たんでしたよ」

「あの鉄壁に、穴だと……？」

　彼か方なたに見える城壁に目をこらす。

　ジェレイドの言う通りだった。確たしかに北側の城壁の一角が大きく崩くずれており、修しゆう復ふく作業の最中だった。

　リーエンノールは長年この国で傭兵として戦ってきた。過か去こ、トゥールスレン城砦で近辺に出しゆつ没ぼつする妖よう魔ま退たい治じのための傭兵の募ぼ集しゆうが行われたことがあり、リーエンノールはその募集に応じるため城砦の中に足を踏ふみ入れたこともあった。

　それゆえに、その城壁の頑がん丈じようさも多少は知っている。一体どのような攻城兵器を用いればあの城壁を打ち崩すことができるのかなど、想そう像ぞうすらつかない。

　だが、彼らは実際にそれをやってのけたのだ。まさにその証しよう拠こが眼がん前ぜんにある以上、信じないわけにはいかなかった。

「一体どうやればあんなことができるのだ？」

　呻うめくようなリーエンノールの問いに、ジェレイドははぐらかすように肩かたをすくめた。

「興きよう味みを持っていただけたようでなによりです。とはいえ、そのご質しつ問もんには僕が答えるべきではないでしょう、今はご容よう赦しやください。大だい丈じよう夫ぶです、恐おそらく今日中に知ることができますから」

「……そうか」

　はぐらかされる理由が今一つ分からない。だが別に答えないと言っているわけではないし、ジェレイドというこの男が無意味な嘘うそなどつく必要があるとも思えない。やむなくリーエンノールは、これ以上問い詰つめることを諦めた。




　しばし二人は無言のまま馬を歩ませた。

　そして城砦に近づくにつれてリーエンノールの視し界かいに入ってきたのは、広大な平野に広がる無数の天てん幕まくの群むれだった。その数は千や二千どころではない。さらにその天幕の周辺で訓練を行っていると思おぼしき兵士の数は、数えることすら億おつ劫くうだった。

「反乱軍の軍勢は一万を超こえるとは聞いていたが、ここから見る限りでは遥はるかに多いようだな」

「ええ。まあ数だけならここにいるだけでも二万近いですからね。他にももう五千ほどはボルネリア領りように残していますが」

　なんでもないことのように言ってのける。

「……とんでもない数字を平然と口にするな。この地へ向かっているという王国軍でさえその半分と聞いているぞ」

「ええ、ですから数だけならと申し上げたでしょう？　たとえばここにいる兵士たちも、その全員が満足な訓練を受けているわけではありませんし、二万人の中には兵士たちの家族も含ふくまれているぐらいです。ようするに非ひ戦せん闘とう員いんですね。悪あく辣らつな領主の元から家族ぐるみで逃にげてきた人もいるものですから。ですので、実際のところまともに戦えるのは一万五千ぐらいでしょう」

　それでも王国軍をはるかに上回っている。伊だ達てや酔すい狂きようで集められる数字ではない。

　さらに、近づくに連れて明らかになってくる陣地の様子は、リーエンノールの想像していたものとは随ずい分ぶんと異ことなっていた。そこには無む秩ちつ序じよなどという言葉とは程ほど遠とおい、上官に従い訓練に励はげむ規き律りつの取れた兵士たちの姿すがたがあった。

「反乱軍は烏う合ごうの衆しゆうに過ぎないという悪あく評ひようは何度も耳にしたが……。おまえの言った通りだな、ただ農民だからという理由で軽視すると痛いたい目に遭あわされそうだ」

「あなたにそう言って頂いただけると心強いですね。ただ、実際のところあなたが耳にしたというその悪評も間違ってはいません。今でこそ大分マシになりましたが、つい先日まではここも本当にひどいものだったんです。ほとんどただの難なん民みんの集まりも同然で、秩序も何もあったものではありませんでしたから」

「そうなのか？　この光景からすると信じられんが」

　このとき、ジェレイドは言葉を返す代わりに少しだけ考え込む仕草をした。

「……どうかしたのか？」

「いえ。そうですね、あなたには我々の通ってきた道について、知っておいてもらうべきかと思いまして。少しばかり聞いて頂けませんか？」

「ああ。そういうことならこちらから伺うかがいたいぐらいだ」

「分かりました。では──」

　ジェレイドがゆっくりと語りだしたのは、次のような事情であった。




　……どうにかボルネリア領という決して小さくない領地を奪だつ取しゆしたものの、とにかくジェレイドら反乱軍には味方が少なかった。何しろ一国のど真ん中で反旗を翻ひるがえし、その国全体を敵てきに回したのだ。

　それでも兵士だけは集まった。王国北部一帯は二年前の大地じ震しんと飢き饉きん、悪あく辣らつな領主の悪政のせいで反感を抱いだいている農民たちがたくさんいたためである。だが、兵だけで軍隊は成り立たたない。膨ぼう大だいな数の武ぶ器きや兵ひよう糧ろう、金も腐くさるほど必要となる。ボルネリア侯こうを打だ倒とうした際にその財ざい産さんを接せつ収しゆうして多た額がくの軍ぐん資し金きんは得たものの、数万もの軍を養うとなれば心こころ許もとない。

「それで僕たちは大々的に宣せん伝でんしたわけですよ。いかなる形であれ、力を貸してくれるなら誰でも歓かん迎げいしますと。あなたも聞いたことはありませんか？」

「確かに反乱軍が助力を求めているという話なら何度も耳にしたな」

「なら話は早いですね。効こう果かはありました。資金や武器を援えん助じよしてくれるという人も出てきましたしね。ですが、彼らは打算なく奉ほう仕ししてくれるわけではなく、例外なく見返りを求めてくるんですよ。やれ指し揮き権けんを与あたえろだの、やれ次はどこそこを攻こう撃げきしろだの、やれ自分を反乱軍の顔に据すえろだの……。こちらも立場は強くありませんからね、僕は彼らをどうにか説得しなければならず、しばらくは兵の統とう率そつどころではなかったんですよ。ここだけの話、今よりもボルネリア領を制せい圧あつした直後の方が、よほど軍としての体てい裁さいは取れていたでしょうね」

「なるほど。しかし話を聞いてるとますます信じ難がたいな。よくそんな状じよう態たいからここまで統制を取ることができたものだ」

「先日、キホルテ平原で僕ら反乱軍が敗北したことがあったでしょう？　その敗北がいい薬になったんですよ。楽して利をむさぼろうとした人たちはかなりの数去ってしまいましたが、危き機き感を覚えて一念発起してくれた人々も多く、どうにか軍として統率することができたというわけです。ボルネリア領を制圧した頃ころには中ちゆう核かくとなる軍ぐん勢ぜいは一応出来上がってましたしね。その中に新兵を放ほうり込こむだけでも効果はあります」

　その説明に一いつ旦たんは納なつ得とくする。だがすぐに次の疑ぎ問もんが浮うかんでくる。

「そううまくいくものなのか？　キホルテ平原での戦いではかなり派は手でな敗北を喫きつしたと聞いている。そんな話を聞かされれば軍自体が四散してもおかしくはなさそうなものだが」

「ええ。実際のところ、あのときは一万人近く減へったんじゃないでしょうか」

「そ、それほどにか……!?」

　リーエンノールは驚きを隠かくせなかったが、ジェレイドはあくまで平然としていた。

「僕に言わせれば数の大小は関係ありませんよ。僕が本当に欲しいのは、もはや反乱軍に身を投じる他ほかに後がない、帰る場所すらない人々です。そういった兵ならば、自分の生きる場所を手に入れるために一歩も退ひくことなく戦ってくれるでしょうからね。文もん句くのあるような人はむしろ抜ぬけてくれなければ邪じや魔まというものです」

　ジェレイドというこの男の印象を改めねばならなかった。見た目は虫も殺せそうにない顔をしているが、つまりこの男は味方の敗北すらも材料として軍勢を作り上げたというわけである。

　やがて二人が乗る馬は、天てん幕まくの立ち並ならぶ陣じんの中央へと足を踏ふみ入れた。

　訓練中なのか周囲に兵士の姿すがたは見えない。代わりに目に映うつるのは女子こ供どもであった。

　先ほど話に聞いた、反乱軍に身を投じた兵士たちの家族だろう。軍隊としては子供など邪魔な存そん在ざいでしかないのだろうが、反乱軍は民衆のために決起したという建前の下もとで成り立っている。無む下げに放り出すわけにもいかないのだろう。

　彼ら、あるいは彼女らは、ジェレイドの姿を見つけると一様に尊そん敬けいのまなざしと共に頭を下げた。やはりそれなりの信しん頼らいを得ているらしい。

　目的地に着いたのか、ジェレイドが足を止めたのは、周囲にあるものとそう変わらない天幕の一つであった。違ちがうところがあるとすれば、警けい備びの兵士が入り口に立っていることぐらいだろう。

「ここが今の僕の家です。まあ狭せまいところですが、とりあえずお入りください」

　思いもよらぬ言葉に、また問い返さずにはいられなかった。

「待て。おまえたちは城じよう砦さいを一つ陥かん落らくさせたのだろう？　なのになぜこんなところに住んでいる？」

「あの城砦も小さくはありませんが、さすがに一万人も入ると窮きゆう屈くつでしてね。それに兵士だけを外に放り出しておきながら、指し導どう者しやだけが安あん穏のんと壁かべの中にこもっていては示しめしがつかないでしょう？」

　リーエンノールは素す直なおに感かん嘆たんした。

　軍隊とは、有ゆう能のうな指し揮き官かんがいて初めてその真しん価かを発はつ揮きする。ゆえに指揮系けい統とうを維い持じするために軍の指導者がもっとも安全なところにいるというのは当然のことであり、それを臆病と非難することは誰にもできない。

　だがジェレイドはそれをせず、他の兵士たちと同じ場所で寝ね起おきするという。それは一見するとただの人気取りであり、ただの偽ぎ善ぜんのようにも思えるが、たとえ偽善であろうと実際にやってのけるというのは容よう易いなことではない。

　と、リーエンノールが感心の念を隠さないでいたためか、ジェレイドはいささか気き恥はずかしそうに付け加えた。

「……というのは建前で、実のところあの城砦、住み心ごこ地ちが最低なんですよ。風通しは悪くて湿しつ気けはこもるし、昼は暑いのに夜は寒くて」

「…………」

　見るからにひ弱なジェレイドを見ていると、それはそれで納なつ得とくできる理由のような気もしてくるのが恐おそろしくもあった。




「あ。お帰りなさい、ジェレイドさま」

　天幕へ入ると同時にそんな声がかけられ、リーエンノールはわずかながら衝しよう撃げきを受けることになる。というのも、その声は明らかに少女のものであったからだ。

　そこにいたのは軍隊という単語にははなはだ不ふ釣つり合あいな一人の少女だった。歳としの頃ころなら十四歳さい前後といったところだろう。

　反はん乱らん軍ぐんの中で少女と聞けば、真っ先に思いつくのは〈風の戦いくさ乙おと女め〉のことである。もしやこの少女が──とも思ったが、すぐにその考えは否ひ定ていすることになる。

　とてもではないが軍勢を導く戦乙女などには見えなかったためだ。確かに可か愛わいらしいという点で人目を引く容よう姿しをしているようには思えるが、いささかあどけなさが抜ぬけ切れていなさ過ぎる。おまけにその服ふく装そうは神官のそれであった。〈風の戦乙女〉が神官であるという話は聞いたことがない。

「ただいま戻もどりました、ソフィア。ところでクライスを知りませんか？」

「はい、今は多分マシューさまのところかと……。呼よんできましょうか？」

「ええ、すいませんがお願いできますか」

「分かりました」

　そのソフィアと呼ばれた少女は、面めん倒どうな仕事を申し付けられたというのにどこか嬉うれしそうな表情さえして天幕を出て行った。

「今の少女は？　まさかおまえの女とも思えんが」

「当たり前ですよ、笑えない冗じよう談だんですね。彼女はソフィアといいましてね、僕の故ふる郷さとの村に住んでいたんですが、飢き饉きんの影えい響きようで親を亡なくしましてね。それで今は僕の世話をしてもらっているというわけです」

　リーエンノールは思わず苦く笑しようした。

　それは話が逆ぎやくのはずだ。ジェレイドが孤こ児じの世話をしているというなら分かるが、孤児に世話をされる一軍の指導者とは何者か。

　しかしこのジェレイドという男が、どこか世間離ばなれしているような印象を受けるのも確かである。案外本当に世話をしてもらってるのはジェレイドの方なのかもしれない。

「そういえば、神官の格かつ好こうをしていたようだが……」

「ええ、蒼そう神しんラクリナースに仕える神官見習といったところです。多少の白魔術も使えるので助かってますよ」

〈風の戦乙女〉、女子こ供どものいる陣じん地ち、ついでに神官見習の少女。なんとも女っ気の多い軍隊だった。

　あらためてジェレイドの統とう率そつ力りよくに感心する。男女を内包した軍勢を問題なく統とう括かつするなど、上の目がよほど行き渡わたっていなければ不ふ可か能のうなのだ。

　やがて先ほどのソフィアが連れてきたのは、一人の少年であった。

　いや、体つきや表情にいささか子供っぽさが抜けていないだけで、あるいは人間の成人年ねん齢れいである十六を超こえているのかもしれない。その肩かたには弓を、その背せには矢や筒づつを背負っていたことから、自分と同じように弓を扱あつかうのだということだけは分かった。

「何だよジェレイド、急に呼び出しやがって」

　クライスという名前らしいその少年は、どこかぶっきらぼうに言った。しかし子供っぽさが抜け切れていない見た目のせいか、いささか凄すごみには欠けている。

「ええ、あなたにお願いしたいことがありましてね。まずは紹しよう介かいしましょう、新たに僕たちと共に戦ってくれることになったリーエンノールです」

「ああ、あんたが……。色々と話は聞いてるよ」

　エルフを目にしたことがないのだろう、いささか無ぶ遠えん慮りよな視線を送ってくる。だが人の世の生活が長いリーエンノールは、特に気を悪くすることもなく「よろしく頼たのむ」と短く告げた。

「クライス、彼の住まいを用意して出来る限かぎりの便べん宜ぎをはかってあげてください。大事な客かく将しようですから」

「はー!?　なんで俺がそんなことしなきゃなんねーんだよ！」

　クライスという少年は不服そうな声を上げたが、ジェレイドは無視するようにリーエンノールに向き直った。

「というわけで僕はそろそろお暇いとますることをお許ゆるし頂けますか？　さすがに指導者がいつまでも油を売ってては兵士に示しがつきませんからね。後はこのクライスが色々と案内してくれます。いささか失礼なところもあるかもしれませんが、その辺りは目をつぶってやって頂けると助かります」

「ああ、分かった」

「……ちぇっ」

　クライスはやはり不満そうではあったが、それ以上反対しようともしなかった。




　　　　　◆




　ジェレイドと別れ、いかにも面倒臭くさそうな表情のクライスと共に天てん幕まくの外へ出る。

「で、どうしたいんだ？　放ほうり出すわけにもいかないし、俺おれにできることがあればやってやるよ」

　クライスがぶっきらぼうに尋たずねる。それは客分に接せつする態たい度どとしてはいささか礼を失していると言えたが、かといって態度を正すよう注意する気にはなれなかった。

　ふと思い返せば、リーエンノール自身にもこのような時期はあったのだ。大人になりかけの子供というものが何事にも反はん抗こう的だというのは、エルフも人間も変わらないらしい。

　それに、ぶっきらぼうではあるが決してこの少年は自分の仕事を放ほう棄きしようとはしていない。ようするに根は素す直なおなのだろうと推察する。

「そうだな。できれば一人だけお目にかかりたい人物がいる」

「分かった、誰だよ？」

「〈風の戦いくさ乙おと女め〉だ」

「あー、そうか。まあそうだよな」

　クライスは納得したように呟つぶやいた。その反はん応のうから察するに、やはり誰もが真っ先に会いたがる相手であるらしい。

「いいよ、案内してやるよ。でもミーアのやつ、ちょっと体調崩くずしててさ。もう大分良くなったはずだけど」

　ミーア。それが〈風の戦乙女〉の本名なのだろう。当たり前の話ではあるが、普ふ通つうの人間の少女の名だった。

　むしろ意外なのは、その後の言葉だった。

「体調を崩している？　病気でも患わずらっているのか？」

「いや、違ちがう……らしいんだけど。まあ直ちよく接せつ本人に会って聞いてくれ」

「分かった、そうしよう」

　今ひとつ要よう領りようを得ないクライスの言葉であったが、どのみち本人に会えるならすべてが明らかになる。リーエンノールは黙だまってクライスの後に続いた。




　クライスが案内したのは、立ち並ならぶ天幕の一つだった。だが、中を覗のぞいたクライスはすぐに首を傾かしげることとなる。

「あれ、いねえや。もう動いて大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「……どういうことだ？　〈風の戦乙女〉は一体何の病気なのだ？」

「いや、だから病気じゃないらしいんだって。まあ捜さがせばすぐ見つかるだろ」

　やや適てき当とうな答えを口にすると、クライスはまたどこかへと足を向けた。

　リーエンノールにしても無む駄だ足あしを踏ふませられるのはあまりいい気分ではなかったが、今のうちに反乱軍の陣容を見て回っておくのも悪いことではないと、素直に後を追う。

　次にクライスが向かったのは陣地の外れ、兵士たちが訓練している場所の一つであった。奇き妙みようなことに、他の場所に見える兵士たちはすべて徒歩であるにもかかわらず、この場にいた兵士たちは全員が騎き乗じようしていた。

　騎馬はすべて軽けい装そうで、兵士たちが持っているのは弓矢や細い槍やりぐらいのものだ。その数はおよそ二百から三百といったところだろう。トゥールスレン平原を自在に駆かけ巡めぐり、馬上から一斉せいに矢を放つというその統制された動きは、到とう底てい農民の集しゆう団だんには見えない。

　ジェレイドとの会話を思い出す。彼ら反乱軍は、この騎兵隊を軍の切り札として育てているのだという。

　確かに戦場を自在に駆け巡る騎兵隊は、戦場で小さからぬ働きをするだろう。しかし、軽装ゆえに敵てきの矢を浴びれば防ぼう御ぎよ力りよくが低い分簡かん単たんに討うち取られてしまう。

　まして彼らが騎乗している軍馬は高こう価かな品物だ。馬自体はもちろん、馬を養う飼かい葉ばにしても相当な量が必要となり、維い持じ費ひだけでも馬ば鹿かにならない。そんな部隊を編へん制せいする資し金きんがあるのなら、まだ兵ひよう糧ろうや兵士たちの武ぶ器きに回した方がいいのではないか。それがリーエンノールの率そつ直ちよくな感想であった。

「マシュー！」

　クライスが声をかけたのは、その騎兵隊を指導しているらしい一人の大男だった。

　年齢はそれなりに若わかいように見えるが、ジェレイドなどと比くらべれば体格が一回りも二回りも違う。肩にかけている弓も太く大きい。

「なんだ、もう戻もどってきたのか？　さっきジェレイドに呼ばれたばかりだろ？」

　マシューと呼ばれた男が、力強い声で答えた。そして次にクライスの傍そばにいる見み慣なれぬエルフを目にしたせいか、首を傾げる。

「あれ、そいつは？」

「新しい仲間だってさ。ジェレイドが言ってただろ、弓の名手を勧かん誘ゆうしてくるって」

「そういやそんなこと言ってたな。そうか、あんたが……」

　マシューといわれた男はやや無ぶ粋すいな視線を向けた後、にやりと笑ってその野太い腕うでを差し出した。

「俺はマシューってんだ。あんたは？」

「ああ、リーエンノールだ。よろしく頼む」

　手を握にぎり返す。その手は見た目以上にごつごつとしており、特に人差し指と中指が際立って太くなっている。それは長年弓矢を扱あつかってきた証しよう拠こでもあった。

「なるほどな。俺もエルフの手を見るのは初めてだが、とりあえず弓の名手というのは確からしいな」

　マシューの方もリーエンノールの手を見て同じ感想を抱いだいたようだった。その指はマシューと同じように、人差し指と中指が太くなっている。

「そうか。しかし貴き殿でんもその弓にその手の持ち主だ、相当弓には自信があるとお見受けするが」

「ああ、俺は猟りよう師しをやっててな、確かにこの中じゃ一番弓の扱いがうまい自信はある。ただ、近くの的を射い抜ぬく分にはどうとでもなるんだが遠くの的になるとどうにもうまくいかなくてな」

「なるほど猟師か。それは仕方のないことだろう」

　放たれた矢は常つねに弧こを描えがいて飛んでいく。近距きよ離りからならば構かまえと狙ねらいさえしっかりしていれば狙ったところに当てることも難しくはないが、これが遠距離となると矢の描く弧の角度、それに風向きまでも計算して放たねばならない。それも、自分の周囲の風向きだけならともかく、目標の周囲の風を読むことは至し難なんである。人間には難しいだろう。

「それからな、リーエンノール。ここは王国軍じゃねえんだ、貴殿なんて堅かた苦くるしい言い方はよしてくれ。マシューでいいさ」

「そうか。ではそう呼ばせてもらおう」

「そうしてくれ。ところでエルフの弓ってヤツは風を読んで遠くの的だろうが百発百中って聞いたぜ。どうだ、一つその腕前を見せてくれないか？」

「いいだろう」

　このマシューという男は自分の長所と短所をわきまえており、決してリーエンノールを邪じや険けんに扱おうとはしていない。だが、他よ所そからやってきた相手に随ずい一いちの弓の使い手という称しよう号ごうを奪うばわれては決して心中穏おだやかではいられないだろう。後あと腐くされのないよう、ここは腕を見せ付けておく必要があった。

　肩にかけていた弓を構える。様々な木材を組み合わせて作られた複ふく合ごう弓きゆうだ。

「クライス。矢を一本放はなってくれないか」

「え？　ああ、いいけど」

　リーエンノールの言葉に、クライスも肩に背負っていた弓を構え、矢をつがえた。

「普通に射ればいいのか？」

「できるだけ遠くに、大きな弧を描くようにしてくれればいい」

「分かった」

　クライスは誰もいない草原に向けて斜ななめに弓を構えると、無む造ぞう作さに矢を放った。

　直後、リーエンノールもまた矢をつがえる。

「我わが意に応おうじよ──」

　その口から朗ろう々ろうたる精せい霊れいへの語りかけが紡つむがれた。風の精霊の存そん在ざいを感じ取り、意い志しの力によって従したがわせるのだ。

「導け。シルフよ」

　引き絞しぼられた弓から矢が放たれた。

　勢いきおい良く飛び出した矢は、遥はるか遠方で弧を描きながら地に落ちるクライスの矢に吸すい込まれるようにして追いつく。

　そして、見事その中心を貫つらぬいていた。

「こんなものだ。どうかな？」

　振ふり返ると、クライスとマシューの二人は、まるで息の合った兄弟のようにまったく同じ表情をしたまま目を丸くしていた。

「参ったな。ジェレイドが直々にあんたを連れてきた理由がよく分かったぜ」

「し、信じらんねえ。どうやったらあんなことができるんだよ？　あんなの矢の軌き道どうじゃねえよ！」

　マシューとクライスが、代わる代わる興こう奮ふんしたように口にする。

「別に長い時間をかけて修しゆう練れんすれば難しいことではない」

「長い時間って……どれぐらいだよ？」

　クライスの問いに、リーエンノールは顎あごに手を上げて真ま面じ目めに考え込んだ。

「そうだな。風の精霊を操あやつる術じゆつを学ぶのに二十年、弓の扱いに二十年といったところか」

「……そんなに長生きできねえよ」

　クライスはがっくりと肩かたを落とした。

「とにかくあんたの実力は良く分かったぜ」と、マシューが言った。「あんた、馬にも乗れるんだろ？　あんたが加わってくれりゃ鬼おにに金かな棒ぼうってヤツだ」

「ああ、別に馬の上であろうと構わんが──」

　リーエンノールはあらためて眼がん前ぜんで訓練を続けている数百の騎兵を眺ながめた。

「反乱軍は本当にあの騎兵隊を切り札に据すえようとしているのか？」

　しかし、マシューはリーエンノールの懸け念ねんなどお見通しだというように、自信ありげな表情を浮うかべると、舌したを鳴らしながら指を振った。

「ああ分かってる、あんたが何を危き惧ぐしてるかはな。だがまあ待てよ、そもそも騎兵隊なんて無粋な名前で呼ぶのはよしてもらおうか。俺たちにはヘルヴォル隊って立りつ派ぱな名前がついてんだからな」

「……いささか聞き慣れぬ名だな」

　リーエンノールが率直な感想を口にすると、クライスが胸むねを張はった。

「ああ。ジェレイドが付けた名前でさ、どっかのおとぎ話に出てくる〈軍勢の守り手〉って二つ名を持っている精霊の名前らしい。どうだ、かっこいいだろ？」

　この少年と同じ感想を抱いだくのは難しかったが、ハッタリは利きいているように思えた。確かに、騎兵隊などという名前より〈軍ヘ勢のル守ヴりオ手ル〉隊などという大おお仰ぎような名前の方が受けはいいのだろう。

「名前だけじゃねえさ。俺たちを率ひきいるのが〈風の戦いくさ乙おと女め〉である限り、敵はねえ。これだけは断だん言げんできるぜ」

　マシューもまた胸を張る。

〈風の戦乙女〉。このとき出てきたのはまたもその名だった。たかが一人の少女が率いるだけで、無敵の騎兵隊が生まれるという。リーエンノールからすればいささか信じがたい話だったが、少なくともこの二人は信じているらしい。

「……で、その〈風の戦乙女〉というのは一体どこにいるのだ？」

「ああそうだ、すっかり忘わすれてた」クライスが思い出したように手を叩たたいた。「俺たち〈風の戦乙女〉のとこに行く途と中ちゆうだったんだよ。マシュー、ミーアが今どこにいるか知らないか？」

「ああ、あいつならあそこにいるはずだ」

　マシューが指差した先。

　それはトゥールスレン城じよう砦さいの城じよう壁へきの一角にある塔とうだった。




　　　　　◆




　クライスに城壁の内部を案内され、石の階かい段だんを登る。隙すき間まなく石を積み上げて作られたその内部は薄うす暗ぐらい上に肌はだ寒ざむく、かすかなカビの匂においが鼻をつく。ジェレイドがこんなところに住みたくないなどと口にした理由も分からなくはない。

　やがて頂上への出口と思おぼしき扉とびらが見えたとき、二人の前に現あらわれたのは若わかい男だった。

　その右手には一本の短たん槍そうを、その背には大きな盾たてを背負っている。クライスと違ちがい、子供っぽさなど微み塵じんもない。鋭するどい目と隙のない身のこなし。見知らぬエルフが現れたせいだろう、その目にはさらに警けい戒かい感が増ましたようにも見えた。

「……誰だ？」

　リーエンノールは小声でクライスに問いかけた。

「ああ、ミーアの護ご衛えいだよ。大だい丈じよう夫ぶ、堅かた苦くるしいけど悪い奴やつじゃないよ」

「そうか」

　相手は今や英えい雄ゆうとして名が知られ始めている〈風の戦乙女〉である。護衛の一人や二人いるのは当然というべきである。

「やあ、ルーク」

　当然ながら顔見知りなのだろう、クライスが親しげに挨あい拶さつをする。だがそのルークと呼ばれた男の態度に変化はなく、警戒を崩す様子は微塵も揺ゆるがなかった。

「クライス。そのエルフは？」

「ジェレイドが連れてきた客かく将しようだってさ。ミーアに会いたいって言うから連れてきたんだけど」

「ああ、そういえばそんなことを言っていたな」

　ここで初めてルークは警戒を緩ゆるめたようだった。

　リーエンノールに近づくと、マシューと同じように手を差し出す。

「あんたがリーエンノールか。噂うわさは聞いたことがある。ルークだ、よろしく頼たのむ」

「ああ」

　素す直なおにその手を握にぎり返す。相当槍やりを使い込んできたのだろう、ごつごつとした武人特有の手のひらをしていた。自分の噂を聞いたことがあるとも言っていたし、過か去こに傭よう兵へいか、あるいはそれに類するようなことをやっていたのかもしれないと推すい測そくする。

「それで、ミーアは？」と、クライスが訊たずねる。

　ルークは背はい後ごの塔の頂上へと通じる扉を振り返って答えた。

「あいにくミーアは今やることがあってな。そう時間もかからないと思うが、少し待っててもらえるか？」

「それは構わないが……。一体こんなところで何をしているんだ？」

　と、リーエンノールが訊ね返した──そのときであった。

「ルーク、もういいわよ。入れてあげて、あたしも会ってみたいから」

　女の声がした。

　それは文字通り、ただ声が聞こえただけである。しかし、それでもリーエンノールは直感した。

　よく通る澄すみ切った声。それでいて、どこか一本固い芯しんの通った声。

　この声の持ち主こそが、〈風の戦乙女〉なのだろう。

「……だってさ。いいぜ、入ってくれ」

　ルークが扉を開ける。

　薄暗い通路にまぶしい日の光が差し込み、リーエンノールは思わず目を細めた。

　まず感じたのは、風だった。だがすぐ異い変へんに気付く。風向きがおかしいのだ。

　扉の外から風が吹ふき込んできたというなら分かる。しかし扉を開けた途と端たんに感じた風は、明らかに背後から、城壁の中から外へと吹いていたのだ。

　徐々に光に目が慣れてくると、次に視し界かいに入ってきたのは──こちらに背を向け、塔の中央で一人佇たたずむ少女の姿すがただった。

　長い青緑の髪かみが、風にたなびく草木のように漂ただよっている。その周囲で、まるで舞ぶ踏とうでも踊おどっているかのように風の精霊が舞まっているのが感じられた。あらぬ方向から風が吹いているのはそのためだろう。

「風を感じていたのか？」

　リーエンノールは問いかけた。精霊の存在を感じる──それは黒くろ魔ま術じゆつ師しの鍛たん錬れんの一種として知られている。

　直後、辺りを舞っていた風が止まった。

「ええそうよ。最近ずっと寝ね込こんでたから」

　少女が振り返った。

　それは百二十年の人生を生きてきたリーエンノールでさえお目にかかったことのないほどの、見み目め麗うるわしく、そして何よりも凜り々りしさを感じさせる少女であった。

　特に印象的なのはその瞳ひとみだろう。いかなる誘ゆう惑わくをもってしても、決して歪ゆがめることなどできないであろう真まっ直すぐな輝かがやきを持った瞳。

　確かく信しんを抱いだく。この少女こそが〈風の戦いくさ乙おと女め〉なのだ。この少女こそが常に反乱軍の先せん陣じんを切って戦い、勝利へと導みちびいてきた猛たけ々だけしき戦乙女なのだと。

「貴あ方なたが……〈風の戦乙女〉なのだな」

「ええ、そうなってるわね。一いち応おうミーアって名前もあるけど、ちょっとしまらない名前でしょ？　だから〈風の戦乙女〉なんて大仰な名前名乗ってるんだけど、兵士の目がないところではミーアって呼んでくれて構わないわ」

「……は？」

　思わずリーエンノールは面食らった。

　それはあまりにも英雄という印象からは程ほど遠とおい、よくいって腹ふく蔵ぞうのない、悪くいっていささかけちくさい話であった。

「ん？　どうかした？」

「い、いや。そうか、ではミーア。私の名は──」

「リーエンノールでしょう？　何度か名前は耳にしたわ。百発百中の弓を持つエルフの傭よう兵へいってね」

「それは光栄だな」

　ゆっくりと彼女の元へと歩み寄よる。

　背は低い。というよりリーエンノールが高すぎるのだろう。頭一つ分以上の差があった。

　ややあって、リーエンノールは言った。

「一つだけ、聞いておきたいことがある」

「いいわよ、何かしら？」

「奇き妙みような衣い装しようだな」

　それは少女の姿を一目見たときから思わず問いかけずにはいられないことだった。

　風を表現しようとしているのか、青緑を基き調ちようとしたその衣服は〈風の戦乙女〉という二つ名にふさわしい、美しく、凜々しい意い匠しようであった。

　だが、いかんせん露ろ出しゆつが大きいように思える。長めの靴くつ下したは穿はいているが、腕うでや大だい腿たい部ぶはもちろん、肩まで大きく肌はだが露あらわになっている。

　このときミーアの見せた反応は、リーエンノールが予想だにしないものだった。

「……お願いだから冷静な顔してそのことに触ふれるのはやめてくれない？」

　ミーアは気き恥はずかしそうにうつむくと、わずかに頬ほおを紅こう潮ちようさせながらそう呟つぶやいたのだ。
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「なんだ、気にしてたのか？」

「当たり前よ、あたしだって一応は嫁よめ入いり前の乙女なんだから。でもあたしがこの格好をしてるだけで、貫かん禄ろくというか神しん秘ぴ性せいみたいなのが増ますっていうか……。とにかく、こんな格好一つでみんなが力づけられるって言われれば、拒こばむに拒めないでしょう？」

「それはまた……大変だな」

「ええ。まったくよ」

　ただでさえ彼女は〈風の戦乙女〉などという大仰な二つ名で呼ばれている。そして兵士たちもまたその大仰な名に導かれてここまで戦ってきたという側面もあるのだろう。その当人がごく普ふ通つうの娘むすめの格好などしていれば神秘性も何もあったものではない。いささか派は手でであろうと、多少露出が多かろうと、甘あまんじる他ほかないのだろう。しかしそのことをこうも気にしているとは、〈風の戦乙女〉も文字通り乙女であるらしい。

　それにしてもこんな服装を意い匠しようしたのは一体誰なのだろうかと、どうでもいい疑ぎ問もんを抱いだく。しかし話の流れから言って、これ以上その服装のことに触れることは憚はばかられた。

「そういえば体調を崩くずしていたと聞いたが、病気か？」

「違ちがうわ。ちょっと強力な黒くろ魔ま術じゆつを使い過ぎたのよ」

　それで納なつ得とくした。

　黒魔術は、その行使の代だい償しようとして術者の体力と生命力を奪うばい取っていく。強力な黒魔術を行使すれば確実に寿じゆ命みようは縮ちぢまり、数日寝込むようなことがあっても不思議ではない。

「そういえば聞いたことがあるな。キホルテ平原で敗北した反乱軍の兵士たちを〈風の戦乙女〉が黒魔術を用いて救ったとか。そのせいか？」

「違うわよ、そんなのずっと前の話じゃない。あたしが力を使い過ぎたのは、このトゥールスレン城じよう砦さいを攻せめ落としたときのことよ。ちょっとばかり気合入れ過ぎちゃってね」

「なんだと!?　まさか！　あの城じよう壁へきを破は壊かいしたのは貴女の力なのか!?」

「そうよ。別に難むずかしい話じゃないわ、ちょっとばかり強い風の精せい霊れいを城壁にブチ当ててやっただけだから。三発目で崩れたわ」

「……にわかには信じがたいな」

　とはいえ、可か能のう性せいの問題としては頷うなずけない話でもなかった。鉄壁を謳うたわれたあの城壁は、並の攻こう城じよう兵へい器きで打ち崩すことなど不可能だ。しかし強力な黒魔術を用いたのならば、あるいは可能かもしれない。特に人の手によって大地より切り取られ、そのまま長い時が経けい過かした石の壁かべには、本来宿っている土の精霊の力が弱まり、他の精霊による干かん渉しように弱くなる。人の手によって崩すことは難しくても、強い力を持った風の精霊ならばむしろたやすいのかもしれない。

　王国軍にしても、鉄壁を謳われた城壁が黒魔術で簡単に破壊されるのを見せ付けられれば、一いつ瞬しゆんにして士気など潰ついえるだろう。

「だが、シルフ程度では石の壁を崩すことなどできまい。おまえが行使した風の精霊というのは一体なんなのだ？」

「エルフのあなたなら想そう像ぞうつくでしょ？　あたしは女王と契けい約やくを結んでるの」

「……シルフィードか！」

　リーエンノールの端たん正せいな顔が戦せん慄りつに歪ゆがんだ。

　風の女王シルフィード。シルフたちの女王とされる大精霊である。言うまでもなくその力は強大で、嵐あらしを起こし竜たつ巻まきを呼び、地上に存そん在ざいするすべてのものを吹ふき飛ばすという。

　リーエンノール自身も風の黒魔術が使えるとはいえ、どうにかシルフを支し配はい下かにおいて飛んでいく矢を操あやつるぐらいのことしかできない。相手がシルフィードともなれば意志の疎そ通つうを図ることすら不可能だろう。目の前の少女の底知れぬ力量の高さが窺うかがえた。

「こういっては失礼だが……信じられんな。いや、話は分かる。シルフィードの力があったからこそ反乱軍がここまで勝ち続けることもできたのだろう。だが、その若さでシルフィードと契約を交かわすことができるとは……」

「色々あったからよ。とてもじゃないけど一言じゃ言い尽つくせないほど色々とね」

　そう口にするミーアの表情は、見た目の若さからは想像がつかないほどの苦く難なんがにじみ出ているように見えた。

　黒と白とを問わず、魔術の行使には二つの力がいる。

　精霊、あるいは神の存在を感知する力と、そして強い意志の力である。

　特に感知の力は心が純じゆん粋すいな子こ供どもの方が育はぐくみやすいといわれる。幼おさないころよりよほど特とく殊しゆな環かん境きようで育てば、この若さで風の女王と交信することもできるのかもしれない。しかし、交信することはできても、契約を交わすとなればいかなるものにも負けない強い意志の力が必要だ。この少女はそれだけの強さを、一体どうやって身に付けたというのか。リーエンノールの疑問は尽きることがなかった。

「さて──」と、ミーアは仕切りなおすように言った。「自じ己こ紹しよう介かいはこれぐらいでいいでしょ。これからのことを話しましょう。話には聞いてると思うけど、あなたにはあたしの部下になってもらいたいんだけど」

「ああ、ジェレイドから話は聞いた。ご自じ慢まんの騎き兵へい……いや、ヘルヴォル隊だったな。あれもこの目で拝はい見けんした」

「そう、なら話は早いわ。あなたの仕事は敵てきの指し揮き官かんを遠くから射い抜ぬくことよ。あなたの力さえあれば、きっとあたしの部隊はこれまで以上に強さを発はつ揮きできるはずだから」

　リーエンノールは頷いた。

　これでようやく分かった。なぜ反乱軍は、いや、なぜジェレイドは弱点の多い騎兵隊などを編制し、しかもそれを切り札に据すえようとしているのか。

　風シのル女フイ王ードの使い手。それこそが答えなのだ。それこそが彼らにとっての真の切り札なのだ。その力がある限かぎり、まさしく騎兵隊は強力な力を発揮することとなるだろう。

　リーエンノールは初めて自分を登用に来たジェレイドに感かん謝しやした。人の世に飛び出て幾いく年ねん月げつ。これほど興きよう味み深ぶかいことはなかった。




　　　　　◆




　まだ塔とうの屋上で風を感じていたいというミーアと、その護ご衛えいであるらしいルークを残し、リーエンノールはクライスと共に塔を降おりた。

「どうだった、〈風の戦いくさ乙おと女め〉と会った感想は？」

　その道すがら、クライスが訊たずねる。

「ああ。おかげで色々と納得できた。反乱軍の強さの秘ひ密みつもな。おまえたちに力を貸かしに来たかいがあったというものだ」

　シルフィードを操る黒魔術師と共に戦える。これほどリーエンノールの興味をそそるものもなかった。

「そうか……。ならいいんだけどな」

　クライスの返答にはどこかしんみりとした響ひびきがあったため、思わずリーエンノールは訊きき返した。

「どうした？　何か気にかかることでもあるのか？」

「ああ、ちょっとな。なあ、ミーアとジェレイドが、最近仲なか違たがいしてる……って聞いたら、どう思う？」

「なんだって？」

　到とう底てい聞き捨ずてならない言葉だった。

　ジェレイドは一軍の指導者である。そしてミーアはその一軍の切り札にしてすでに英えい雄ゆうとしての名声を高めつつある。そんな軍の要かなめ二人が不仲となれば、どれだけ不都合が生じるか分かったものではない。

「冗じよう談だんで済すませられることではないぞ、何か思い当たる節でもあるのか？」

「ああ。ジェレイドの奴やつ、最近いつもこう言うんだよ。今の自分たちには余よ裕ゆうがない、だから切り詰つめられるところは切り詰めなきゃ駄だ目めだって」

「一軍の指導者としては当然のことだろう」

　ただでさえ今の反乱軍は多数の非ひ戦せん闘とう員いんを抱かかえているという。反乱軍はその地じ盤ばんも限られているし、これ以上無む駄だ飯めし喰ぐらいを養う余裕もないはずだ。

「俺だってそれぐらい分かるよ。でもさあ、こないだ王国軍と反乱軍が一戦交えたって話は聞いたか？」

「キホルテ平原で王国軍が三倍の反乱軍を打ち破やぶったという戦いのことだな？」

「ああ、それだよ。あれ、本当はジェレイドが一部の兵士を扇せん動どうして捨すて石いしにさせたんだ。勝てばそれでいいし、たとえ負けたって無駄飯喰らいが減ってみんなの気を引き締しめられるからって」

「ああ、ジェレイドからそれらしい話を聞かされた」

「へえ。あんまり驚おどろいてないみたいだな？」

「戦争なんてそんなものだろう。軍の指導者の仕事は、効こう率りつよく人を殺すことにあるのだからな」

「ふうん。でもそのとき、ミーアは最後まで反対したんだ。どんな理由があったとしても、兵士を無駄死にさせることはできないって。そのときは結局ジェレイドが押おし切ったんだけど、少しでも犠ぎ牲せいを減へらすためにって結局ミーアも兵を率いて出しゆつ陣じんしたんだ」

「ほう」

　キホルテ平原にて行われた戦い。その戦い自体は王国軍の圧あつ勝しようだったという。さらに王国軍は執しつ拗ように追つい撃げきをしかけ、退たい却きやくする反はん乱らん軍ぐんを完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめそうとしたのだが、そのとき〈風の戦乙女〉が現あらわれ、人が立っていられぬほどの風を起こすことでその追撃を止めて見せたのだという。

　考えてみればこの話には妙みような点がある。〈風の戦乙女〉がその場にいたのなら、なぜ始めから戦いに参加しなかったのか。クライスの話を聞き、ようやく答えの一いつ端たんが見えた。

　つまり、兵士を犠牲にすることで軍の規き律りつを引き締めようとしたジェレイドと、少しでも犠牲を減らしたい〈風の戦乙女〉の、それが妥だ協きよう点てんだったということなのだろう。

　これは思ったより根の深い問題なのかもしれないなと、リーエンノールは思った。

　軍を勝利に導こうとしているジェレイドと、そして少しでも多くの命を救おうとした〈風の戦乙女〉。どちらが正しくてどちらが間ま違ちがっているかなど、誰にも証しよう明めいできはしないだろう。

　とはいえ、リーエンノールが実際に二人に接せつした限りでは、少なくとも二人共に自分の立場をわきまえている。〈風の戦乙女〉など、思わず赤面するほどの服ふく装そうを、自分の立場を考こう慮りよしてあえて身に付けていたほどだ。当然、二人の仲が悪くなれば軍の内部に不協和音が生じることぐらい理解しているだろう。たとえお互たがいに嫌きらう部分があったとしても、これまでのように何らかの妥協点を見み出いだしてうまくやっていくぐらいのことはできるはずである。




　少なくともこのときはリーエンノールはそう考えていた。

　だが、事じ態たいはリーエンノールが思っていた以上に悪化していたのである。

　そのことに気付くまでには、そう時間は必要なかった。




　　　　　２




　夕ゆう刻こく。

　リーエンノールの姿すがたはトゥールスレン城じよう砦さい内部の一室にあった。ジェレイドに招まねかれたためである。いわく、これより反乱軍の今後について協議する──と。

　ようするに作戦会議である。さすがにこればかりは野外で行うわけにもいかないのだろう、トゥールスレン城砦内部にあるこの一室にはすでに二十人ばかりの人々が集まっていた。

　──これが反乱軍の首しゆ脳のう部ぶ、というわけか。

　リーエンノールは部屋の片隅すみから集まった顔ぶれをじっくりと見回していた。

　指し導どう者しやジェレイドが最前列にいる。ジェレイドの侍じ従じゆうという立場にあるらしいクライスがいる。元猟りよう師しだと名乗ったマシュー、〈風の戦いくさ乙おと女め〉ことミーア、その護ご衛えいのルークらの姿も当然のように見受けられる。

　もっとも、それ以外の顔ぶれについては誰が誰だかまったく分からなかった。中にはジェレイドなどよりもよほど一軍の統とう率そつ者しやに相ふさ応わしい厳げん然ぜんとした顔つきの男がいる一方で、とてもではないが兵を率いて戦うことなどできそうにない太り気味の中年の男もいる。また、ミーア以外の女性の姿も何人か見受けられた。

「あの、これ良かったらどうぞ」

　不意に、話しかけてきた者がいた。

　ソフィアだった。ジェレイドの世話をしているというあの少女だ。

　その右手には──極きわめて不思議なことに、なぜか苺いちごの入った籠かご。

「あ、ああ。ありがとう」

　ソフィアがあまりにも嬉うれしそうに差し出すため、無む下げに断ことわることもできず、苺の盛もられた木の容よう器きを受け取る。

　──なぜに苺？

　正直そんな思いは尽つきなかったが、よくよく見れば他の人々も果くだ物ものやらパンやらを口に運んでいるし、中には明らかに酒と思おぼしき飲み物を口にしている者すらいた。

　恐おそらくこれが反乱軍の気風なのだろうと納なつ得とくする。軍としてはいささか気合が抜ぬけていると言うべきなのかもしれないが、何しろ農民によって構こう成せいされている軍ぐん勢ぜいだ。これぐらいの方が人々も従したがいやすいのかもしれない。

　とりあえず一個口に含ふくんでみる。甘あまみを感じるよりも先に、あまりの酸すっぱさに思わず顔をしかめそうになるが、これこそが初夏の風物詩でもある。

「皆みなさん揃そろったようなので始めましょうか」

　ジェレイドが、寸すん法ぽうの合わない眼め鏡がねを指で直しながら会議の口火を切った。しかし苺を口にしながらのせいか、今ひとつ締しまりがない。

「まず、僕たちの陣じん営えいに新たに加わった客かく将しよう、リーエンノールを紹しよう介かいします──」

　傭よう兵へい、しかもこの場にただ一人のエルフということもあってか、注がれる視し線せんには様々なものがあった。とはいえ、それが反乱軍の気風なのか、物珍めずらしそうな視線はあっても嫌けん悪おするような視線は一つも見つからなかった。

「さて、では今日の議題に入りましょう。まず皆さんに申し上げておきます。我々はそれなりに勢力を増まし、今やどうにか一軍として恥はずかしくない体てい裁さいが整いました。そこでトゥールスレン城砦の奪だつ取しゆという新たな戦功を上げたこの機会に、反乱軍という呼こ称しようを変へん更こうしたいと思います」

「そいつはいいな」

　声を上げたのはマシューだった。

「反乱軍なんて名前、良い響ひびきじゃないからな。いかにも悪者っぽいし」

　賛さん同どうするように小さな笑い声が響ひびいた。

「まあそういうことです。さて、肝かん心じんの新しい呼称ですが、こればかりは奇きをてらっても仕方がありませんからね。僕らの新たな呼称はベールセール解かい放ほう軍ぐんとし、そして以前から軍旗として使っていた青や緑の旗を、今後は青緑に統一した上で正式な軍旗として採用します」

　確かに解放軍という響きの方が、王国全土を敵に回すに相ふさ応わしい名である。

　皆同じ考えなのか、あるいはジェレイドの考えに全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いているのか、少なくともこのときは誰からも異い議ぎは出なかった。

「あらためて宣せん言げんしておきます。我々の目標は一つ、貴き族ぞくの特とつ権けんを廃はいし、適てき切せつな税ぜい制せい度どとそして職しよく業ぎよう・移い動どう・婚こん姻いんの自由といった権けん利りを認みとめさせることです。しかし特権に慣なれきった貴族たちがこのような要求に応じてくれることはないでしょう。それゆえに我々は彼らが考えをあらためるそのときまで、戦わねばなりません。たとえ何万もの血が流れようともです。この事を念頭に、みなさんの一いつ層そうの奮ふん起きをお願いします」

　ジェレイドはその部屋に集まった全員の顔を一人一人見るように視線を動かした。

　指導者の決意が伝わったためだろうか、いささか緩ゆるみ気味だった部屋の空気が変わったようだった。

「さて、では本題に入るとしましょう。まずは皆さんに現げん実じつを認にん識しきしていただかなければなりません。我々はボルネリア領とその周辺の地をいくばくか、そして今新たにこの鉄てつ壁ぺきの城砦を手に入れることができました。しかし当然ですがこの程てい度どでは未いまだ一国を相手に戦うのは無む謀ぼうです。これについてはオリビアに説明してもらいましょう。頼たのみます」

「はい」

　ジェレイドの横に控ひかえていた女性が立ち上がった。年ねん齢れいはジェレイドと同じぐらいだろうか。恐おそらくは美人というべきなのだろうが、どうも冷静──というか冷れい淡たんという印象の方が先に来る女だった。

　話の筋すじからして、恐らくは補ほ給きゆうの責せき任にん者しやなのだろうと当たりをつけ、そして実際のところその予想は当たっていた。

「この城砦に蓄たくわえられていた軍ぐん需じゆ物資はそれなりのものでしたが、何万もの軍勢を養えるほどではありません。率そつ直ちよくに申し上げます。試算の結果、わたしたちに残された兵ひよう糧ろうはもってあと二か月分、第七の月までしかもたないでしょう」

　ざわついていた会議室は沈ちん黙もくに包まれた。

　たった二か月分。

　ただ、あまり驚おどろいている者はいない。リーエンノールもその一人である。しかしそれは、驚くよりも先に呆あきれと絶ぜつ望ぼうという言葉が脳のう裏りをよぎったためだった。

「みなさん、そう深しん刻こくにならないでください。二か月耐たえることさえできれば冬小麦の収しゆう穫かくを迎むかえられます。ただ、我々には決して余よ裕ゆうがないということだけをわきまえてください」

　オリビアは元気付けるように言ったが、その表情にも言葉遣づかいにも今ひとつ温かみというものが欠けていたせいか、あまり効果はないようだった。

「オリビアの言う通りです。我々は貴族の支配を脱だつして重い税金から逃のがれることはできましたからね。とはいえ、あちこちから兵士となる人手をかき集めたために今後の収入が減へることは避さけられません。ただ、付け加えますと、我々に兵糧を調達する手しゆ段だんがないわけではありません」

　引き継つぐようにジェレイドが言った。

「我々に略りやく奪だつなどという蛮ばん行こうは許ゆるされていません。しかし幸いというか、あと一月としないうちに王国軍の軍ぐん勢ぜいがこの地へとやってくることが分かっています。まず我々は彼らと一戦交え、そして勝利すればいいのです。そうすれば敵の物資を奪うばうこともできるでしょうし、我々の実力を示しめすことで新たな協力者を得られる公算も大きくなりますからね。ゆえに、今度ばかりは小細工をする余地はありません。我々は正面から王国軍と戦い、そして勝利します」

　場はにわかに騒さわがしくなった。

　指導者の口から、大規き模ぼな戦いに向けての具体的な計画を聞かされたためだろう。

　と、このとき、一人の壮そう年ねんの男がおもむろに立ち上がった。

「ジェレイドどの、よろしいか」

「構かまいません、どうぞ」

「せっかくこの堅けん城じようを手に入れたのだ、ここは籠ろう城じよう戦せんに持ち込むべきではないのか？」

「ええ、僕もそれは考えました。でも無理です。我々には時間が残されていません。兵糧はもってあと二か月。この状じよう態たいで籠城などすれば兵糧攻ぜめにされて一巻の終わりですよ」

「だからといって、王国軍と正面から戦うと仰おつしやるのか？」

「ええ、そうです。我々は王国軍に正面から大規模な決戦を挑いどみ、少なくとも引き分けに持ち込まなければなりません。ただでさえ、先日のキホルテ平原の戦いにおいて我われ々われは手て痛いたい敗北を喫きつしています。ゆえに、我々は王国軍と互ご角かくに戦えるということを見せつけなければならないのです。幸いなことにこのトゥールスレン平原は数万の軍勢を動かせるだけの広さもありますからね」

「しかしジェレイドどの」と、別の男が立ち上がった。「あなたはいつもこう仰っていたではないか。我らは王国軍と比くらべると、兵の練度、装そう備びの質、実戦経験のいずれにおいても劣おとっていると。それでも我らに勝ち目はあると？」

「もちろん簡かん単たんに勝てる相手でないことは確かです。ですが皆さんもこれはわきまえておいてください、我々にもう後はないんです。ここで一戦交えて我々の勝利を喧けん伝でんすることができなければ時間切れとなり、我々の敗北です。賭かけなんですよ、これは。負ければ終わりですが勝てばさらなる機会を得ることができますからね」

　ここでジェレイドは一呼こ吸きゆう置いた。居い並ならぶ人々に覚かく悟ごを決めさせる時間を与あたえるためだろう。

「ただ、もちろん我々が有利になるべくできるだけの手は打ちます。王国軍がやってくるまでまだ時間があります。兵の練度が劣っているというのならこの間に訓練をすればいい。装備もこの城じよう砦さいの軍需物資を手に入れたおかげでだいぶ改かい善ぜんされました。そして何より、我々は兵の数において大きく王国軍に勝っています。勝ち目がないわけではありません」

「それでも、大きな犠牲が出ることは避さけられないのではないですか」

「大だい丈じよう夫ぶです、勝利という名声が得られればまた人は集まります。それに、あまりこういうことは言いたくはないのですが──」ジェレイドは少し間を置き、どこか申し訳なさそうに言った。「兵が減れば、少なくとも兵糧の消費量も減ります」

　リーエンノールは人々の反はん応のうを見た。

　誰もが一様に深しん刻こくな顔をしている。その考え方もやむなしと甘あまんじて受け入れている者もいる一方で、明らかに反感を持った者もいるようだった。その中にはミーアも含ふくまれていた。

「絶ぜつ対たいに勝てる方法なんてものがあればいいんですが、現実はそう甘くもありません。ですが、これが僕の考えた最善です。皆さんにも思うところは色々あると思いますが、どうか今しばらく力を貸してください」

　ジェレイドが会議を締しめくくるように言う。

　再ふたたび場の空気が変わった。とにかく今はジェレイドの言うことに従したがい、全力を尽つくすしかない──誰もがそう思ったようで、その顔には一様に腹はらをくくったかのような決意の痕こん跡せきが見て取れる。

　と、そのときであった。

「あ、あの、一つだけいいでしょうか」

　一人の若わかい男が手を上げたのだった。

　ジェレイドによってうまく締めくくられたこの場の空気を乱みだすことに抵てい抗こうがあるのだろう。ずいぶんと申し訳わけなさそうな様子だった。

「なんですか？」

「す、すいません。話が変わってしまうので申し上げにくいのですが、一つだけ報ほう告こくしておくべきことがありまして」

「ああすいません、むしろ僕が先に聞いておくべきでした。構いません、堂々と言ってください。それがあなたの任にん務むなんですから」

「はい。では……」

　ジェレイドの言葉で多少落ち着いたらしい。背せ筋すじを正して続ける。

「現在、我々の決起に呼こ応おうして共に戦ってくれようとしている農民たちが王国のあちこちにいます。その中に王国軍の勢力下に取り残され、孤こ立りつしている部隊がいることが判はん明めいしました。現在分かってるのはこのトゥールスレン平原の南方──マイエルム、クレーベ、ラメリアの三箇か所しよにいる同どう胞ほうたちです」

　三み度たび、部屋の空気が変わった。

　敵地に取り残された味方。放ほうっておくことに抵抗を感じない者はいないだろう。しかしマイエルム、クレーベ、ラメリアという三つの地は、いずれもトゥールスレン城砦の南方、主要な街かい道どうより離はなれた地である。逆にいえばそのような地だからこそ孤立することになったのだろうが、おいそれと救きゆう援えんのために援軍を出そうものなら、貴重な兵力を無む駄だにする可か能のう性せいもある。

「残念ですがそれについては議ぎ論ろんの余地はありません」

　ジェレイドは眼め鏡がねをかけ直した。

「王国軍主力との決戦を控ひかえている僕たちに、彼らを救出するために力を割さく余裕はありません。これは王国軍とて同じこと、わざわざ兵力を割いて彼らを鎮ちん圧あつしにいくようなことはないでしょう。我々の行動方針を変える必要はないでしょう」

　ジェレイドは同胞を見捨てると宣言したのだ。

　とはいえ、リーエンノールもその判断の是ぜ非ひを問う気にはなれない。ジェレイドの言っていることが間ま違ちがいだとは思えなかったためだ。

　しかし、今度ばかりは全員がその提てい案あんを素す直なおに受け止めることはできないようだった。ついに真っ向から指導者に反対の意を表す者が出たのである。

「ちょっと待ちなさいよ、ジェレイド！」

　誰だれあろう、ミーアこと〈風の戦いくさ乙おと女め〉であった。

「なんですか、〈風の戦乙女〉」

「ねえ。それってつまりまた仲間を見捨てるってこと？」

　ミーアの口調には穏おだやかならぬものがあった。表情にも明らかに怒ど気きが見られ、その場にいた者は誰もが気まずい空気を感じ取って口をつぐんだ。

　リーエンノールもその一人だった。クライスという少年から聞いた、二人の不仲説が思い起こされる。

　ジェレイドは怒気を露あらわにするミーアを真正面から見み据すえて答えた。

「見捨てるとは言っていません。ただ、こちらも戦力を分散することはできないと言っているのです。それに王国軍もすぐさま彼らをどうこうするとは考えにくいですしね」

「同じことじゃない！　この国じゃ貴き族ぞくに逆さからったら即そく死し刑けいなんでしょ。見み逃のがすわけがないわ。あたしが王国軍の指し導どう者しやだったら、まず彼らを皆みな殺ごろしにしてあたしたちの士気をそぎにかかるわよ。今あたしたちが救援に行かないでどうするのよ!?」

「結けつ構こう。王国軍が兵力を割いてくれるならば僕としては願ったり叶かなったりです。時間稼かせぎになりますしね。それに、我われ々われにはどうにか王国軍と戦えるだけの戦力しかないのです。彼らを救助すべく兵を割いて別働隊を派は遣けんした結果、我々本隊が敗北するようなことがあっては何にもならないでしょう？」

「別に千人も二千人も援軍に出せって言ってるわけじゃないわ！　地理に長たけた案内人と、百人長の階級にある人を数人派は遣けんするだけでいいじゃない！　ようは安全な場所まで誘ゆう導どうできればいいんだから！」

　二人の議論は一歩も譲ゆずる様子はなかった。

　やがてジェレイドは、ため息を吐つくように眼め鏡がねを外した。

「……これもあまり言いたくはないんですが、それもできません。はっきり申し上げましょう。実は僕はもう一つ、最さい善ぜんと思われる手を考えています。ですがそれは、あなたのいうように彼らを避ひ難なんさせることではありません。地理に長けた案内人と兵士を統とう率そつできる指揮官を送り、彼らを王国軍の後方に遊ゆう撃げき部隊として送り込むためです。そうすれば王国軍の背はい後ごを突く、あるいは補ほ給きゆう路ろを断たつなどいくらでも使い道はあるでしょうからね」
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　リーエンノールは思わず吹ふき出したくなった。

　ジェレイドの言っていることはいちいち正しい。いっそ憎にくたらしいほどに。

　もっとも、その考えが全員に受け入れられるとは思えないが。

「そ……そんなの！　素しろ人うと同然の農民の集まりなのよ、遊撃なんて無理に決まってるわ！　それこそ本当に敵のただ中に孤こ立りつして皆殺しにされるだけよ！」

「ですが、多少の時間稼ぎにはなるでしょう」

　あくまで冷れい徹てつにジェレイドは言い切った。さすがのミーアも二の句が継つげないでいる。

「誤ご解かいしないでください。僕もそんな残ざん酷こくな手段を使うつもりはありません。ですが王国軍の兵力を分散し、消しよう耗もうさせることは我々にとっては最善の戦せん略りやくです。だからこそ、孤立した彼らに何の手も差し伸のべないというのは僕のぎりぎりの妥だ協きようなんです。王国軍が放置すれば彼らは助かります。逆に王国軍が何らかの手を打てば、彼らが全ぜん滅めつする公算は高い。ですがその分我々が戦うことになる王国軍の数は減ることになるでしょう。何度も言いますが、僕としてはできれば彼らを遊撃部隊として敵の後方へ送り込みたいんです。ですがそれは少々酷というもの。ですから、あとは運を天に任せると言っているのです」

　ミーアはもはや怒ど気きを隠かくそうともしなかった。

「……あなたの言いたいことはよーく分かったわ。結局は決起してくれた仲間を見み捨すてるってことでしょう？　信じられないわね、そんなことしてたら王国軍と戦う以前に誰も味方はいなくなるわよ！」

「さて、それはどうでしょうか。それよりも我々軍の首しゆ脳のう部ぶが意見を統とう一いつできないことの方がよほど兵の士気を奪うばい取ることになると思うんですけどね。まあ、少しばかり兵士に人気があるからといって、むやみやたらと波風を立てる輩やからというのはどこの組そ織しきにも必ずいるようですが」

　部屋の空気が凍こおりついた。

　ジェレイドと〈風の戦乙女〉の視し線せんが交こう錯さくし、目に見えぬ火花を散らす。

「……もういいわ」先に視線を逸そらしたのはミーアの方だった。「キホルテ平原のときもそうだったけど、あたしには仲間を見捨てるなんて絶対に我が慢まんできない」

「ほう。ではどうするというのですか？」

「せめて三つのうち一つだけでも助けにいく。止めても無駄よ」

　ジェレイドは見せ付けるように大きなため息を吐ついた。

「いいでしょう。これ以上あなたがいては、まとまるものもまとまりそうにありませんからね。ヘルヴォル隊も連れて行ってください。彼らは〈風の戦乙女〉がいなければただの的ですしね。それであなたが少しでも王国軍をかく乱らんしてくれるのなら、僕としては異い存ぞんはありません」

「ふん。あっそう」

　もはやこんな冷血漢の顔は見たくないとばかりに、ミーアが立ち上がった。

　そしてジェレイドを一いち瞥べつすると、部屋を出て行く。

　リーエンノールは昼間に自分の案内役を買って出てくれた少年の言葉を思い出した。

　──なるほど。クライスが心配するのも頷うなずける話だ。

　解かい放ほう軍ぐんの英えい雄ゆうにして最大の切り札、〈風の戦乙女〉が本隊から離り脱だつ。それが来きたるべき王国軍との戦いに、どれだけ影えい響きようするかは分からない。

　別に解放軍が敗北することになろうとそれほど興きよう味みはない。ただ、当然ながら負け戦いくさよりは勝ち戦の方が気分もいいし、何より生き残れる確かく率りつが高くなる。それに、たとえ敗北を喫きつするとしても、その理由が内部抗争ではくだらないにもほどがある。できればどうにかして欲ほしいものだが、新参者の自分にできることなどない。

　結局、リーエンノールは傍ぼう観かんという道を選せん択たくする他になかった。















　　間章　女め神がみの玩がん弄ろう









　王国軍の陣じん中ちゆうに、一人の怪け我が人にんがいた。名をレオンという。

　かつては弱じやつ冠かん十六歳さいにして近きん隣りんに敵てきなしと謳うたわれた騎き士しでありながら、その後アレスに完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめされ、自らの腕うでを鍛きたえ直そうと反はん乱らん軍ぐんに身を投じたという変わった経けい歴れきの持ち主である。

　しかしレオンは先に参戦したキホルテ平原の戦いにおいて瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負い、現げん在ざいは王国軍の捕ほ虜りよの身となっていた。

　レオンにしてみれば、我わが事ながら奇妙な人生だと思わずにはいられなかった。アレスという男さえやってこなければ、アレスと剣けんを交えることさえなければ、反乱軍に身を投じようなどと考えさえしなければ、死んだ方がマシだと思えるような重傷を負うこともなく、今いま頃ごろは故ふる郷さとガザーブの地でそれなりに満ち足りた日々を送っていたことだろう。

　だが、それでも人生そう悪いことばかりではないと思うこともできた。これまでの行動の結果として、一人の少女と出会えたためである。

　彼女は名をエレナといった。自らの身を顧かえりみることなく、敵てき味方を問わず親身になって怪我人の治ち療りようにあたった少女である。その献けん身しん的な姿を見た兵士たちの間では、すでに聖せい女じよの二つ名で呼ばれ始めていたほどだった。

「体の具合はどう？」

　その日もまた、粗そ末まつな寝しん台だいで寝ねているレオンにエレナが声をかけてくれる。

　怪我で動けぬレオンにとって、この少女と会話を交かわすことだけが楽しみであった。

「ああ、まあまあだ」

　こればかりは世辞でもない。体中の骨ほねと内ない臓ぞうまでも損そん傷しようしていたレオンであったが、もともと体力の有り余あまっていた若わかい体である。白しろ魔ま術じゆつによって治ち癒ゆ力りよくを高められたその体は、日を追うごとにみるみる回かい復ふくしていった。

「これも君のおかげだ。本当に助かったよ。感かん謝しやしてる」

　レオンにはアレスよりも一つだけ優すぐれている点があった。決して奥おく手てなどという言葉からは程ほど遠とおいということである。自分の感情を無理に抑おさえ込むことなどない。かくしてレオンは、エレナにいささか情熱的に声をかけることになんら躊ちゆう躇ちよすることはなかった。

　だがレオンには誤ご算さんがあった。エレナというその少女は、見た目の清せい楚そな雰ふん囲い気きとは反対に、気が強く、また適てき応おう力りよくがあった。最初は大の兵士ばかりを相手にしていて気き後おくれした部分もあったのかもしれなかったが、この環かん境きように慣なれるのもまた早く、結果的にある技ぎ能のうを身に付けてしまったのである。

　男のあしらい方である。

「それは良かったわ。ついこないだまで殺してくれー、なんて情けなく泣きわめていたのが嘘うそみたいね」

　エレナはにっこりと魅み力りよく的に微ほほ笑えみながら、レオンの古ふる傷きずをえぐった。

　思わずレオンは自分の顔がひきつりかけるのを感じたが、それでもふっと口元を歪ゆがませるように笑うことで「そんなこともあったな」とどうにかごまかそうと試みる。だが人生経験のなさゆえか、今一つわざとらしさが抜ぬけていなかったことには、本人だけが気付いていなかった。

「そ、そんなことより君には世話になりっぱなしだからな。怪我が治ったら是ぜ非ひお礼をさせてくれないか？　何か欲ほしいものでもあれば──」

「お礼が欲しくてこんなことやってるんじゃないわ、別に何もいらないわよ。あ、でもやって欲しいことだったらあるわ」

「そ、それは？」

　勢いきおい込んで聞くレオンに、エレナは聖女と呼ばれるに相ふさ応わしいにっこりとした笑みを浮うかべ、そしてこう言ってのけるのだった。

「早く怪我を治して出て行ってね。邪じや魔まだから」

　そして、もう用はないとばかり、次の怪我人のもとへと行ってしまう。

「……はぁ」

　レオンはがっくりとため息を吐ついた。

　別に彼女には悪意があってあのようなことを言っているわけではないはずなのだ。それはレオンにも分かっていた。というのも、エレナが他の怪我人にも同じようなことを言っているのを何度か聞いたことがあるためだ。それゆえにレオンもそれほど気を落とすことはなかったが、エレナにとっては自分もただの怪我人であり、他の怪我人と同列に置かれているという事実が、少なからず彼を傷つけるのだった。

　このとき、運命を司つかさどるという蒼そう神しんラクリナースが、さらなる運命の転てん換かん期きを用意していたことを、もちろんレオンは知らない。

　この場で怪我人の治療に当たっているエレナには、いつも一人の手伝いが付いていた。それも、なぜかドワーフである。

　なぜ人間の神官の助手にドワーフが付いているのか、それは分からない。ただ、「手が滑すべった」と主しゆ張ちようしてエレナの体に手を伸のばそうとした一人の怪我人が、そのドワーフによってさらに怪我を悪化させられてしまったというのは事実である。それゆえにレオンを始めとした怪我人たちは、エレナに控ひかえめに声をかけることしかできないでいるのだ。

　そのドワーフが、今日に限かぎってエレナに付いていこうとせず、レオンの前に一人残って次のような妙みような言葉を呟つぶやいたのである。

「ふむ。以前から感じておったが、おぬしの声にはやはりどうも聞き覚えがあるような気がしてならぬ。それにその言葉遣づかい、どことなく他の兵とは違ちがうな」

「……は？」

　僕はおまえみたいなドワーフなど見たこともないぞ──レオンはそう口にしようとしたところで押し黙だまることになる。

　ある事実に気付いたのはこのときであった。

　顔中を髭ひげに覆おおわれたドワーフの区別というのは人間にはつきにくい上に、エレナという少女のことしか目に入っていなかったレオンには、今までまったく気付くことができなかったのである。そのドワーフとは、故郷ガザーブの地で一度会っていたということに。

「ま、まさか！　おまえ、アレスと一いつ緒しよにいたあのドワーフ……!?」

「そうか、思い出したぞ。おぬし、アレスに叩たたきのめされたあの若わか造ぞうか。まさかこんなところで再さい会かいするとは思ってもみなかったわい」

「くっ……!?」

　レオンは思わず身み構がまえようと質しつ素そなベッドの上で身をよじった。

　あのときレオンはアレスを殺そうとした。間違いなく、このドワーフにとって自分は敵である。逃にげるか、さもなければ応戦の体たい勢せいを整えなければならない。

　だがそう思っていたのはレオンだけであり、ドワーフの方はその場を動こうともしなかった。

「こらこら、怪け我が人にんがそう身構えることもあるまい。言ってはなんだが我わが主あるじにとっておぬしなんぞ路ろ傍ぼうの小石に過すぎぬ。なにせこのわしでさえ今まで気が付かなかったほどだからな。今いま更さらどうしてやろうなどと思いもせぬわ、とっとと怪我を治して故郷にでも帰るがいい」

「……こ、この野郎！」

　レオンにとってアレスは宿敵だと考えているというのに、アレスにとって自分はその辺の石ころに過ぎない──ガルムスの言葉はレオンを憤ふん慨がいさせるに充じゆう分ぶんだった。

　だが実じつ際さいのところ、アレスは人ひと並なみ外れた戦いぶりでその名を高めているというのに、自分は怪我人としてこうして寝ねていることしかできないのだ。反はん論ろんの一つもできなかった。

　と、ドワーフが思い出したように付け加えたのはこのときであった。

「おおそうだ。おぬしがあのときの若造であるならば、このことは教えてやらねばなるまいな。おぬしもまた随ずい分ぶんとエレナに熱を上げておるようだしの」

「な、なんのことだ？」

　そしてドワーフは呆あつ気けに取られてるレオンの耳に口を近づけ、その人生を一変させる冷れい徹てつな事実を告げることになるのである。

「心して聞くがいい。あのエレナという少女はな、アレスの義いも妹うとだ。下手に手を出そうなどとは考えぬ方が身のためだぞ」

「な……なんだってぇーっ！」
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　あの憎にくきアレスが、聖せい女じよエレナの兄。それは目の前が真っ暗になるほどの衝しよう撃げきをレオンに与あたえた。

　つまり、たとえ事がうまくいってエレナと本ほん懐かいを遂とげられたとしても、よりにもよってあのアレスを義ぎ兄けいと呼よばなければならないということである。

　レオンは天を向いて叫さけんだ。

「蒼神ラクリナースよ！　あなたはなんと厳きびしい運命を課されるのですか！」

「小こ僧ぞう、うるさいぞ」




　……この頃ころ、王国軍の捕ほ虜りよになっていた彼らへの対応は、以下のように定められていた。

　一ひと度たび王国に逆さからったといえど、彼らはただの兵卒であり、そしてそれ以前に王国を構成する国民である。ゆえに決して粗そ末まつに扱あつかってはならず、怪我が治った者から順次解かい放ほうするように──と。これは国王ベルセルム四世直々の指示でもあった。

　彼らを解放すれば再び反乱軍に身を投じ、王国に刃やいばを向けるのではないかという懸け念ねんもあった。しかし千や二千ならともかく、たかが百人や二百人その数が増えたところで問題はないとされたのである。むしろ彼らを帰せば、先のキホルテ平原の戦いにおいて反乱軍は王国軍に手も足も出なかったという事実を流る布ふさせる効果も期待できる。そうなれば戦わずして反乱軍の戦意を奪うばうこともできるだろう──ベルフェルド副将がそう主張すると、特に反論できる者もいなかった。

　結果的に、人生最大の衝撃を受けたレオンは、この日のうちに怪我が治ったと係官に告げ、エレナに別れの挨あい拶さつをすることなくひっそりと王国軍の陣じん地ちを離はなれることとなる。

　それは王都より戻もどってきたアレスが王国軍に合流する、その数日前のことだった。
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　アレスが王国軍近この衛え騎き士し団だん第三軍の本隊へと合流したのは、王都を出発して四日目の暮くれのことであった。

　当然ながら王国軍の位置はキホルテ平原よりそれなりに北上している。にもかかわらずわずか四日で追いつくことができたのは、トゥールスレン城じよう砦さいという橋きよう頭とう堡ほを奪うばわれたことにより、補ほ給きゆう計画をすべて見直す必要に迫せまられ、行軍速度が大きく鈍にぶっていたことが大きい。

　そして何より、クラウディアより与あたえられた馬オルトスのおかげでもあった。

　早はや駆がけの速度は並みの馬と変わりないが、何しろ疲つかれを知らない。しかもこの数日は栄えい養よう価かの高い飼かい葉ばではなく、ただの野草しか食べさせていないにもかかわらずだ。普ふ通つうの軍馬ならとっくに馬力を失っていて当然だが、この馬は違ちがった。あらためてクラウディアに感かん謝しやしたくなる。

　十日近く離はなれていた本隊だが、その間に何か戦いがあったわけでもなく、兵士や騎士たちの間に特に変わりはない。ただ、当然ながら陣じん地ちが移い動どうすれば陣立てもまた変わる。アレスは無数に張はり巡めぐらされた天てん幕まくの中からエレナやガルムスの居い場ば所しよを探さがし回らなければならなかった。もっとも、存そん在ざいが際きわ立だつドワーフを捜さがすのはそう難むずかしいことでもなかった。

「義に兄いさん！　もう戻もどったの!?」

　突とつ然ぜん戻ってきた義兄の姿すがたに、エレナは驚おどろきと嬉うれしさを隠かくせない様子だった。

「国王陛へい下かにご報ほう告こくするだけだったからな。時間がかかる理由もないさ。おまえも変わりないか？」

「うん、こっちは何にもないわ。怪我した人もいなくなっちゃって最近じゃ暇ひまなぐらいよ」

　アレスはかすかに疑ぎ問もんを抱いだいた。たかが十日足らずで全員が完治するほど怪我人の数は少なかっただろうかと。

　まあ大事が無いならそれに越こしたことはない。次に自らの従じゆう者しやに話を振ふる。

「ガルムス、おまえは……いつも通りだな」

「ああ、別に何もありはせん。こんな毎日じゃ斧おのが錆さびてしまうわい。あ……いや待てよ。そういえば、あのレオンとかいう若わか造ぞうを見かけたぞ」

　アレスは目をしばたかせると、真顔のまま首をひねった。

「レオン？　誰だれだそれは？」

「……そういうとは思っとったわ。まあ覚えてなければそれでよい。大したことではないからな」

「そうか？　ならいいんだが」

「そんなことより義兄さん、お腹なか空すいてない？　何か食べる？」

「そうだな、頼たのめるか？　何しろここ数日馬を走らせてばかりだったからな、まともな物を食べてないんだ」

　このとき、「兄妹揃そろって歯し牙がにもかけられんとは、不ふ憫びんな奴やつよの」とガルムスが呟つぶやいたことにはアレスも気付いていない。




　人ひと心ごこ地ちついたアレスが次に向かったのは、ブライアン将しよう軍ぐんの元であった。

　自分を陥おとしいれようとした将軍との再さい会かいである。正直、どのような顔をして会えばいいのか分からなかった。しかし、自分には何も後ろめたいことはなく、気後れする理由があるとすればそれはブライアン将軍の方なのだ。そう思い至いたると、アレスは堂々とした態たい度どで将軍の滞たい在ざいする天幕へと向かったが、意外な理由でその行動は阻そ害がいされることとなる。

　ブライアン将軍の滞在する天幕を警けい備びをしていた兵士が、申し訳わけなさそうにアレスを制せい止ししたのだ。

「申し訳ありませんが、つい先ほどから作戦会かい議ぎが始まったばかりでして。今はご遠えん慮りよ願えないでしょうか」

「……そうか。では出直すか」

　さすがに会議の邪じや魔まをするのは気が引ける。アレスが躊ちゆう躇ちよしたのは当然であった。

　しかし、パンドラが姿を現あらわしたのはこのときである。

《構かまわぬ、強ごう引いんに入ってやるがよい、我わが契けい約やく者しやよ》

「…………」

　兵士の手前、返事をするわけにはいかず、アレスは黙だまってパンドラの次の言葉を待った。

《会議の最中とあればむしろ絶ぜつ好こうの機会ではないか。汝なんじが誰にも勝まさる戦功を立てたことはこの地にいる誰もが知っておる。汝の戦功を隠いん蔽ぺいして王都に報告した彼かの将軍も、他の騎士の手前となれば汝を邪じや険けんに扱あつかうこともできまい》

「……なるほど」

「は？　何か仰おつしやいましたか？」

　反はん射しや的に出てしまった独ひとり言ごとに、兵士がいぶかしむ。

「いや、なんでもない。それより私は将軍閣かつ下かの命を受け、国王陛下への報告の任にんから帰き還かんしたところなのだ。作戦会議ともなれば国王陛下より賜たまわったお言葉を伝えなければなるまい。すまないが通してくれ」

　もちろん賜った言葉など存在しない。我ながら嘘うそを吐つくことがうまくなったな、と内心で自じ嘲ちようする。

「はあ……。そういうことでしたらお通ししないわけにも参りませんが」

　アレスは千人の反はん乱らん軍にたった一人で切り込み、王国軍を勝利に導みちびいた騎士として名が知られ始めている。その名高い騎士の意向とあっては、その兵士もこれ以上阻止する気にはなれないようだった。




　天幕の中ではコの字型に机つくえが並ならべられ、ブライアン将軍を中心に近この衛え騎士や貴き族ぞくの有力者たちが会議を行っていた。

　そこへ突然の乱入者がやってきたのである。当然のように皆みなの視し線せんが集まったが、アレスは動じることなくブライアン将軍に対して敬けい礼れいの姿し勢せいを取った。

「国王陛下への報告の任を終え、ただいま帰還いたしました」

　このとき、ブライアンは少なくとも表向き無表情を装よそおっていた。それでもこうも早く戻ってくるとは思っていなかったのか、どこか驚きを隠せないようにも見える。

「ぶ、無礼だぞ！」

　怒ど声せいが上がった。声の主はアレスの顔見知りだった。

　オニール卿きようだ。ブライアン将軍の甥おいにして、騎士らしからぬ粗そ野やな言動で知られる同どう僚りようの近衛騎士である。つけ加えれば、十日ほど前に躾しつけを教えてやった相手でもある。

「今はいかにして反乱軍と戦うかという重要な会議の真っ最中なのだぞ！　報告の任だか何だか知らぬが、そのようなことは後でもよいだろう、水を差しおって！」

《言い返してやれ、アレスよ》パンドラが耳元に現れる。《こんなところで言い負けておっては、あの王女の期待に応こたえることなどできぬぞ》

　分かっている──と内心で答えながら、アレスはオニールを睨にらみ返した。

「なればこそ、無礼を承しよう知ちで参ったのです。私は先のキホルテ平原での戦いにおいて実じつ際さいに反乱軍と戦い、そして勝利を収おさめております。必ずやお役に立てるかと」

「よ、よくも抜ぬけぬけと！　貴様のようなでしゃばりの騎士の言など聞く価か値ちもないわ！　とっとと失うせるがいい！」

　──でしゃばり？　おまえにだけは言われたくないな。

　アレスは決して気の長い性せい格かくの持ち主ではなく、年ねん齢れい相そう応おうの血気というものを持っている。将軍の甥という立場だけで大きな顔をしているオニールにこうまで言われては、思わず辛しんらつな言葉の一つも口にしたくなる衝しよう動どうに駆かられる。

　だが幸いなことに、このときもまたアレスが無む駄だに人の怒いかりを買うことはなかった。アレスの性格を知っていたベルフェルド副将が口を挟はさんだためである。

「まあそう腹はらを立てることもありますまい。此こ度たびの戦いくさにおいて、アレス卿が最初の戦功を立てたのは明白な事実。その言には聞くべき点もありましょう」

　老練という言葉が似に合あうベルフェルドの前では、若造のオニールに反論などできなかった。他に異い議ぎを申し立てようとする者もおらず、それを受けてブライアン将軍は渋しぶ々しぶといった口調でこう口にすることとなる。

「……よかろう。末席に座すわるがいい、アレス卿」

　アレスの実じつ績せきを認みとめたのか、それとも小細工を弄ろうして信用を失しつ墜ついさせようとした負い目があったのか、あるいは単に自らの度量を示しめしたいだけなのか、考えられる理由はいくつかあったが、とにかくアレスは素す直なおに従したがい隅すみの席に座った。

「さて……では会議を再さい開かいしよう。まず卿らもすでに聞き及およんでいると思うが、反乱軍は新たにベールセール解かい放ほう軍ぐんなどと呼こ称しようしおった」

「我わが王国の名をかたるなど、図々しいにもほどがありますな」

　伯はく爵しやくの一人が口を挟むと、同意するような嘲あざけりの言葉が飛び交かった。

「諸しよ君くんらの言う通りだ。ゆえに我らは今後も彼き奴やつらのことを反乱軍と呼称する」

　一国の内部に解放軍を自じ称しようする勢力が存在しては、自国民にも他国にも示しがつかない。それは当然の判はん断だんだった。

「とはいえ、反乱軍の動向自体は軽けい視しできるものではない。彼奴らはトゥールスレン城じよう砦さいを根こん拠きよ地としてその周辺に陣じんを敷しき、訓練に時を費やしているとのことだ。無駄に時間を与あたえれば、今以上に勢力が拡かく大だいする可か能のう性せいも極きわめて高い上に、何より北の連中に隙すきを見せることにもなりかねん。ゆえに我らはこのまま中央街かい道どうを北上、二日後にはトゥールスレン平原に到とう着ちやくし、その後は状じよう況きよう次し第だいだが迅じん速そくに反乱軍に決戦を挑いどむこととなる。これが我々の基き本ほん方ほう針しんとなろう」

　反乱が長期化すれば、治安は乱みだれ、国力は低下する。そうなれば北国レアニール連合王国の野望を駆り立てることに繋つながりかねない。迅速に決戦を挑み、早々に混こん乱らんを治めるというのは当然の判断だった。

「しかしそうなりますと、あのトゥールスレン城砦が敵の手に落ちたというのはいよいよ厄やつ介かいですな」

　誰かが口にしたその意見は、誰もが共通する思いだった。

　中央街道の守りの要かなめであるトゥールスレン城砦は、本来なら反乱軍に対して強力な抑よく止し力りよくを発揮するはずだった。あの城砦がある限かぎり、反乱軍は南下できない。力ずくで簡かん単たんに落ちるような城砦ではないし、かといって無視して南下すれば城砦から出陣した兵士たちが無む防ぼう備びな後方で暴あばれ回ることになる。逆に王国軍が北上する際には、トゥールスレン城砦を橋きよう頭とう堡ほとし、着実に足場を作って侵しん攻こうすることができる。

　その状況が、すべて逆転してしまったのだ。王国軍としては補給路の確かく保ほという点でも、トゥールスレン城砦を無視して北上することはできない。かといって力ずくの攻こう城じよう戦せんに持ち込めば大きな被ひ害がいを受けるだろう。

「まさに恐おそるべきは〈風の戦いくさ乙おと女め〉などという小こ娘むすめですな。あの鉄てつ壁ぺきの城壁を黒くろ魔ま術じゆつで吹ふき飛ばすとは」

「うむ、軽視はできぬ。だが、それについては決して必要以上に恐れる必要はないという報告もあってな。ギリアム卿、例の話を」

「は」

　一人の騎き士しが皆を見回しながら立ち上がった。

「これは反乱軍に潜せん入にゆうさせた間者からの報ほう告こくです。なんでも〈風の戦乙女〉が使った黒魔術というのは、術者の寿じゆ命みようを削けずるほどの負ふ担たんを強しいるものだったとか。そのためにトゥールスレン城砦陥かん落らく直後は〈風の戦乙女〉も病びよう床しようの身となったとのことです」

「なるほど」と、誰かの声。「つまり〈風の戦乙女〉が使った強力な黒魔術は、連続して使用できるようなものではないということですな。それなら確かにむやみやたらと恐れるものでもありますまい」

「そのようです。百人程てい度どの兵ならば薙なぎ倒たおすこともできるかもしれませんが、万の軍ぐん勢ぜいが相手となれば〈風の戦乙女〉といえど太た刀ち打うちはできないでしょう。それにもう一つ面おも白しろい話があります。彼奴らの首しゆ謀ぼう者しやであるジェレイドという男と、〈風の戦乙女〉の二人なのですが……。どうも両者の関係はうまくいっていないようなのです」

　小さなどよめきが起こった。

　一軍の指し導どう者しやと、もう一人の実力者が不仲。それが事実だとすれば、反乱軍は思わぬ弱点を抱かかえていることになる。

「信しん頼らいできるのですか、その間者の報告は」

「反乱軍は来る者を拒こばむことなく兵を徴ちよう募ぼしており、間者の入り込む余よ地ちなどいくらでもあります。その間者すべてが同じ報告をしてきた以上、恐らくは事実かと」

「それは面白い！」貴き族ぞくの一人が軽い口調で言った。「男女の仲がうまくいっていないということは、理由は一つですな。ジェレイドとやらは玉無しの貧ひん弱じやくな男だと聞いております。大方あちらの方も役立たずで、〈風の戦乙女〉に愛あい想そを尽つかされたのでしょう」

「いやいや。それをいえば〈風の戦乙女〉とやらも今でこそ名が知られているものの、以前はどこで何をやっていたのかさっぱり分かっておりませぬ。ひょっとしたら使い古しはごめんだと、ジェレイドの方が切り捨すてたのかもしれませぬぞ」

　下品な笑い声が天てん幕まくの中を満たす。

　その中で、ただ一人アレスだけがやや憮ぶ然ぜんとした顔をしていた。皆みなが何かを馬ば鹿かにしているというのは分かるが、どの辺りが笑いどころなのかが分からない。そもそも、相手は並外れた統とう率そつ力りよくを持つ指導者と、そして傑けつ出しゆつした力を持つ黒魔術師である。それをよくこうも笑っていられるものだと思わず感心さえしてしまう。

「まあ諸しよ君くんらの予よ測そくが当たっているかは分からぬが、実はそれに関連することでもう一つばかり軽視しえぬ情報がある」

　ブライアンは隣となりの副将に目配せした。それを受けてベルフェルドが立ち上がる。

「では報告いたします。実は間者からの報告で、マイエルム、ラメリア、クレーベという三つの地に反乱軍の別働隊が存そん在ざいすることが分かりました。兵の数はそれぞれ千人ほど。ただこれは別働隊というよりは、新たに反乱軍に加わろうとそれぞれの地で決起したものの孤こ立りつし動けなくなった農民の集しゆう団だんと表現するのが適てき切せつなようです。ゆえに間者の報告によれば、ジェレイドも特に支し援えんも行わず、放置することを決めたようです。しかし〈風の戦乙女〉は同どう胞ほうを見捨てるというこの方ほう針しんに逆さからい、かなり激はげしい論争が起こったとか。結果、〈風の戦乙女〉は反乱軍の本隊を離はなれ、三つの部隊を救出に赴おもむくことを決意したとのことです」

「諸君、聞いての通りだ。〈風の戦乙女〉がいなくなったとあればありがたい話だが、問題はこの三つの部隊だ。もし〈風の戦乙女〉がこれらの部隊を率ひきいて我らの後方で暗あん躍やくすれば厄やつ介かいなこととなろう。そこでだ、我らがどうすべきか卿らの意見を伺うかがいたい」

　どうやらそれが今日の会かい議ぎの主題であるようだった。

　アレスは腕うでを組み、口をつぐんで状況を整理しようとした。

　マイエルム、ラメリアは王国軍の現げん在ざい位置から見ると北西に位置する。クレーベは北東だ。確たしかにこれらの部隊を放置して北上すれば、王国軍は後方から攻こう撃げきを受けることになりかねない。もし間者の報告通りただの農民の集まりであれば王国軍の勢力下を自在に動き回ることは難むずかしいだろうが、〈風の戦乙女〉がこれらを指し揮きすれば、羊の群れも獅し子しの群れと化す可か能のう性せいもある。軽けい視しはできないだろう。

　このとき、勢いきおいよく挙手した騎士がいた。

「閣かつ下か！」

　ブライアン将しよう軍ぐんの甥おい、オニール卿きようであった。

「なんだ、オニール卿」

「申し上げます。兵法の基き本ほんは兵力を集中させることにあるのです。ましてや反乱軍の兵士が我わが王国軍の兵士にかなわぬほど貧弱であることはすでに証明された事実。ゆえに、我らは全軍をもってトゥールスレン城じよう砦さいに拠よる反乱軍の主力を迅じん速そくに叩たたくのです。さすればたとえ三つの別働隊が何らかの意図を持って暗躍しようとも、その存そん在ざい意い義ぎはなくなり自然と瓦が解かいすることになるでしょう」

　アレスはわずかばかりではあるがオニールを見直した。決して間ま違ちがったことは口にしていない。全力をもって解放軍の本隊を撃うつ。確かにそれがかなえば別働隊など何の意味もなくなるだろう。

「閣下。私はむしろ兵力を分散してでもそれら別働隊を討うつべきではないかと具申します」

　また別の近衛騎士が手を上げた。

「ノーラッド卿か。申してみよ」

「は。確かにオニール卿の言には一理あるでしょう。しかしトゥールスレン城砦を有し、数の勝まさる反乱軍と正面から戦えばこちらも少なからぬ損そん害がいを被こうむることとなります。ゆえに、我々はあえて兵力を分散し、別働隊を攻撃すべきではないでしょうか。味方の部隊が次々と撃げき破はされているという報告を耳にすればそれだけで反乱軍の士気は下がり、逆に我らの戦意は高こう揚ようします。さすれば来きたるべき決戦において、我々は戦わずにして勝つことすらできるかもしれません」

　ノーラッド卿は二十代後半のたくましい騎き士しだった。王国北部の出身で、北国レアニール連合王国との国こつ境きようを代々守ってきた一族の出である。その武ぶ名めいは高く、傑けつ出しゆつした槍そう術じゆつと判はん断だん力りよくの持ち主として、近この衛え騎士の鑑かがみと謳うたわれることもある立りつ派ぱな武ぶ人じんだった。

　そのノーラッド卿がオニール卿とはまったく逆のことを主しゆ張ちようしている。腹はらが立ったのか、オニール卿は周囲をはばかることなくノーラッド卿をにらみつけていた。




　それからの議論は完全に並行化してしまった。ノーラッド卿、オニール卿、どちらの意見も一理あり、また一害ある。アレスもまた、容よう易いに判断を下すことはできないでいた。

《汝なんじに助言を与あたえよと、黄たそ昏がれの主あるじの仰おおせだぞ》

　パンドラが眼がん前ぜんに舞まい降おりたのはそのときであった。

　会議の真っ最中である。アレスは無言のままその次の言葉を待ち受けた。

《一つ教えてやろう。汝はノーラッドという騎士の意見に賛さん同どうすべきだ。さすれば王国軍の勝利に大きく貢こう献けんできるだろう》

　それはいつも通りアレスの意表を突つく助言であった。

　堪こらえきれず、小声で訊たずねる。

「……どういうことだ？」

　しかしパンドラの反はん応のうは、いつもと同じであった。

　唇を歪ゆがませ、見下すような笑えみを浮うかべる。

《道は示しめした。あとは汝の好きな道を行くがよい》

　それは半ば想定していた返事でもある。今いま更さら落らく胆たんすることすらも馬ば鹿からしかった。

　パンドラの助言の意味。それが何であるかは見当もつかない。だが、その助言が間違った例ためしがないというのは歴然たる事実であり、そして王国軍の勝利に貢献できるというのであれば、反対する理由もなかった。たとえ多少争いに巻まき込こまれようとだ。

　それにもともとアレスとしては、別働隊を攻撃することで反乱軍の士気を削そぎ、戦わずして勝利を目指すというノーラッド卿の案に賛成したいという気持ちも強かったのだ。

　まるでそんなアレスの決意を感じ取ったように、ベルフェルド副将が話を振ふったのはこのときであった。

「アレス卿、反乱軍と直に刃やいばを交えた卿の意見も伺うかがいたいと思うが」

　不意に、場が静まり返った。誰もが若わかい騎士に目を向ける。

　パンドラがどこか嬉うれしそうに唇の端はしを歪めた。

《さあ、三倍の反はん乱らん軍を相手に正面から戦いを挑いどんで勝利した名高きファノヴァールの騎士の出番だ。汝が剣けん術じゆつと運に長たけただけの若造でないことを証しよう明めいしてやるがいい》

　勝手なことを口にする精せい霊れいを一いち瞥べつし、アレスは立ち上がった。決けつ断だんはすでに済すんでいる。後は父と師しより教わった兵法に従って皆みなを説得するだけだ。

　アレスの口から朗ろう々ろうたる言葉が紡つむぎだされた。

「三十年ほど前、先王ベルセルム三世陛へい下かは第二次シエゴラス戦せん役えきにおいてレアニール連合王国の侵しん略りやくを受けた際さい、自ら軍を二つにお分けになられました。そして数に勝る敵てきの攻撃を受け流しつつ、もう一方の部隊で敵を背はい後ごから挟きよう撃げきすることによって勝利を得たのです。兵力の集中は確かに兵法の基本ですが、兵力を一点に集中し過すぎてはかえって遊兵を作ることとなり、結果として兵力を無む駄だにすることとなります。より重要なことは、兵を分散すべきときに分散し、集中すべきときに集中することにあるのです。効こう率りつ的に軍勢を運用しようとするならば、兵力の分散は欠かすことのできぬ要素であり、また兵法に適かなうことでもあります」

　部屋は静まり返っていた。

　誰もが呆あつ気けに取られたかのように、アレスの饒じよう舌ぜつぶりに目を白黒させている。

「ゆえにここは我が本隊を反乱軍の根こん拠きよ地ちへと進軍させる一方で、我々も機動力のある別働隊を編へん制せいし、三つの敵別働隊を叩たたくが上じよう策さくと存ぞんじます。元より農民の集しゆう団だんである反乱軍のことです、各地で次々と同どう胞ほうが討うち取られていることを知ればその士気はたちまち地に落ち、ノーラッド卿きようの言われる通り犠ぎ牲せいを減へらして勝利を得ることもできましょう。何よりもわきまえておかねばならぬことは、我々が戦おうとしている相手は憎にくき妖よう魔まどもでもなければ悪あく辣らつ非ひ道どうな侵略者でもない、本来なら我ら騎士が守らねばならぬ臣民であるということです。少ない犠牲で勝利を得られる道を選ぶことこそが、国王陛下の御ぎよ意いに添そうことともなりましょう」

　一息にそこまで言い終えると、アレスは一呼こ吸きゆう置いて席に着いた。

　やけに周囲が静かなことが気になったが、言うべきことはすべて言ったのだ。後は他の騎士たちの論争を見守る他なかった。

《見事だったぞ、我が契約者よ。戦いくさについて語るときだけはその口も滑なめらかだな。女を相手にするときとは段だん違ちがいだ》

　うるさい黙だまれと、アレスは心の中で毒づいた。




　論争の流れは明らかに一方へと傾かたむきだしていた。アレスの言には確かに軽視しえぬ点も多い。ここはノーラッド卿が主しゆ張ちようした通り、兵力を分散してでも敵別働隊を殲せん滅めつしておくべきではないのか──と。

　無論、オニール卿を始めとして逆の意見を主張する者も多かった。しかしアレスの主張を打ち崩くずすことはできず、ブライアン将軍もその流れを軽視して甥おいの意見のみを汲くむことはできなかったのである。

「議論の趨すう勢せいは明らかのようだな」厳おごそかにブライアンが告げた。「では我われらは三つの部隊を派は遣けんし、反乱軍を各かつ個こ撃げき破はすることを決定する。となれば次の問題はそれらの部隊を誰が率ひきいるかだが……」

「閣かつ下か」

　と、手を上げる者がいた。ノーラッド卿であった。

「兵力の分散を最初に主張したのは私です。ゆえに一隊は私が率いるのが道理かと」

「そうだな。よかろう、では他には？」

　将軍は問いかけたが、積極的に名乗り出ようとする者はいなかった。

　アレスは不思議に思った。この場にいる人々の多くが、先ほどまでノーラッド卿の意見に賛さん同どうを示しめしていたのだ。まして戦功を立てる絶ぜつ好こうの機会でもあるというのに、なぜ今になって誰も手を上げようとしないのか。

《アレス、一つ教えてやろう》

　不意にパンドラの声がした。

　悪いた戯ずらでも考えているかのような子こ供どもの顔をして、頼たのんでもいないのに語りだす。

《よいか、ノーラッドとやらは兵力分散の策を最初に口にした当人である。それゆえにこの策が成り、王国軍が勝利すればそれだけで名めい誉よに与あずかることもできる。だがそれはノーラッド当人に限かぎった話だ。何しろ二日後には王国軍と反乱軍との決戦が行われようとしているのだからな。今本隊を離はなれれば、来きたたるべき反乱軍との決戦には間に合わぬだろう。他の騎士にとっては、将軍の前で自らの武勇を発はつ揮きし敵を蹴け散ちらすことこそが最高の武ぶ勲くんとなるのだ、観客の少ない僻へき地ちに赴おもむいて戦おうなどと思う者などおらぬ》

　堪こらえきれず、アレスは小声で訊ききかえした。

「……なぜ私にそのような話をする？」

《すぐに分かる》

　パンドラが言い終えるのと、一人の騎士が声を上げるのは同じだった。

「将軍閣下、ここは一つアレス卿きように出しゆつ陣じんして頂いただいてはいかがでしょうか」

「なっ……」

　アレスは思わずその騎士を見た。しかしアレスとて同どう僚りようの近衛騎士の顔すべてを覚えているわけではなく、それが誰であるかは分からなかった。

「アレス卿は先の戦いにおいても、寡か兵へいを率いて三倍の反はん乱らん軍ぐんを打ち破やぶりました。僻地で部隊を率い戦うならば、アレス卿こそが適てき任にんかと思われますが」

　賛同の声がいくつも上がった。確かにアレス卿ならばやってのけるに違いないと。

「確かノーラッド卿の策に積極的に賛同したのもアレス卿であったな」

　ここぞとばかりに、ブライアン将軍が言い添そえる。

　これは断ことわれないな──と悟さとる。とはいえ、別に断る理由もない。他の騎士はいざ知らず、ブライアン将軍の前で武勲を立てたいなどとは微み塵じんも思いはしない。アレスにとって褒ほめて欲ほしいと思う人がいるとすれば、それはたった一人だけなのだ。

「分かりました。謹つつしんでお受けします」

「よし、決まりだな」

　とはいえ、一つだけ気がかりなことがあった。

　普ふ通つうの騎士ならば毛け嫌ぎらいするであろう任にん務む。にもかかわらず、アレスはその任に推すい薦せんされ、しかも他の騎士はこぞって賛意を示しめしたのだ。これはつまり──

　アレスは再ふたたび小声で訊たずねざるを得なかった。

「パンドラ」

《なにかな》

「ひょっとして、私は嫌きらわれているのか？」

《安心せよ、それほどではない。なにしろ汝なんじはすでに充じゆう分ぶんな武勲を立てているからな。他の武人からすれば、これ以上功を立てる機会を奪うばわれたくないと、そう思われているのだ》

　パンドラの言うことは、つくづくもっともな話であった。

「さて、では残る一つだが──」

「閣下！　残る一つはどうか私にお任せ頂けませんか」

　と、ブライアンの声に反はん応のうする者がいた。声の主を見て思わずアレスは驚おどろくことになる。それは唾だ棄きすべき同僚、オニール卿だったのだ。先ほどまで兵力の分散にもっとも強く反対していた当人がなぜ──と、疑ぎ問もんは尽つきない。

「む……」

　ブライアン将軍も躊ちゆう躇ちよを隠かくせない様子だった。大事な甥おいを危き険けんにさらしたくないのか、あるいは甥にはこの任は果たせないと考えているようにも見える。

　しかし他に名乗りを上げる者もおらず、オニール卿の志し願がんに反対する者もおらず、結果としてブライアン将軍も認みとめざるを得なかった。

「いいだろう。では卿ら三人に任せるとしよう。聞けば敵はそれぞれ千人ほどの部隊ということだ。ゆえにそれぞれ二個小隊、六百の兵を与あたえる。足りなければ現地で徴ちよう兵へいせよ。ラメリアの地をアレス卿、マイエルムはノーラッド卿、クレーベはオニール卿に任せるとしよう」




　　　　　◆




　アレスに新たな問題が降ふりかかったのは、会議を終えて、義いも妹うとたちのいる天てん幕まくへ戻もどったときのことであった。

「……では、どうしても私と共に行くというのだな？」

「あたりまえでしょ！　あたしは義兄さんの従じゆう軍ぐん神しん官かんなんだからね！」

　アレスの問いに、エレナは腰こしに手を当て仁に王おう立だちで怒ど鳴なり返した。その迫はく力りよくは、十五歳さいの少女とは思えない。もともと気が強い方だとは思っていたが、これほどだっただろうかと思わず首を傾かしげたくなるほどだった。

　エレナが怒おこったきっかけは些さ細さいなことだった。アレスはこれより六百人からなる別働隊を率ひきいて僻へき地ちへと赴おもむくことになる。従軍神官であるエレナは当然付いて行くべきなのだが、別働隊と王国軍の本隊を比くらべれば、本隊に残っていた方がはるかに安全である。それゆえにアレスはエレナを置いていこうとしたのだが、その結果がこれであった。

「我わが主あるじよ、従軍神官とは文字通り主に付き従うものだろう。いい加か減げん諦あきらめるがよい」

「そうだぜ。いいじゃねえか、俺おれたちの目のつくところにいてくれた方がよっぽど安全さ」

　従者のガルムスと、そしてまたもアレスの副官という地位に居い座すわったローランが、口々にエレナを弁べん護ごする。

　しかしアレスにしてみれば、二人の態たい度どは見え透すいているというべきだった。

　エレナを残していくとなれば、護ご衛えいとしてガルムスも残していかざるを得ない。そうなれば戦いを好むこのドワーフは、またも自じ慢まんの斧おのを振ふるう機会を失うというわけである。

　そしてローランは無類の女好きである。しかも厄やつ介かいなことに、どうやら次の目標をエレナに定めている節がある。ようするにできるだけその傍そばにいたいのだろう。

　とはいえ、目の届とどく範はん囲いにいてくれた方が安全というローランの言には聞くべき点がある。なにより、こうも頑かたくななエレナを説得できる自信は、アレスにはなかった。

「……分かった。確たしかにおまえがいてくれた方が兵士たちのためにもなるだろう。だが、くれぐれもガルムスの傍を離はなれるなよ」

「そうこなくっちゃ！　大だい丈じよう夫ぶよ、あたしも軍ってところがどういうとこなのか分かってきたから」

　こうして一つの問題は解かい決けつした。

　だが、より大きな問題がやってきたのはその直後のことであった。

　アレスの旗下に入るため、三百の兵を率いる小隊長がアレスの元へとやってきたのである。それもなぜか、たった一人だけ。

　ブライアン将しよう軍ぐんは六百人、つまり二個小隊を与えると言った。当然、小隊長は二人いなければならない。単たん純じゆんな割わり算さえ間ま違ちがえなければ。

「おい。なんでおまえ一人しかいないんだ？　二人のはずだろ？」

　当然のようにローランが問い詰つめる。しかしその小隊長は首を傾かしげるだけだった。

「はあ。確かに最初はそう聞いていたのですが……。先ほどブライアン将軍閣かつ下かの命令に変へん更こうがあったということで、オニール卿が連れて行ってしまわれました」

　一いつ瞬しゆんの間、誰だれもが二の句くを継つげられなかった。

　もっとも早く冷静に聞き返したのはローランだった。

「なんだそりゃ？　つまり、オニールの糞くそ野や郎ろうが俺たちに与えられるはずだった兵を横取りしてったってわけか？」

「はあ。あ、いえ、ということはつまり、やはりオニール卿の命令が間違っていたということでしょうか？」

　少なくともこの小隊長をこれ以上問い詰めても意味はなさそうだった。

　ローランは心底嫌いやそうな顔をしてアレスを振り返った。

「どうするよ、これ？」

「……さてな。とりあえず、なぜオニール卿がこの任にん務むに志し願がんしたのかはよく分かった」

　外はすでに夜の帳とばりが降り始めている。本来なら、わざわざこんな時間を選んで出しゆつ陣じんする必要などない。しかし、今動かなければこのような悪事を実行に移うつすことはできなかったのだろう。そう考えると、いっそご苦労なことだとさえ思える。

「失礼、アレス卿。よろしいか？」

　とそのとき、聞き慣なれぬ男の声がして、一人の騎き士しが顔を出した。

　ノーラッド卿だった。先の会かい議ぎでオニール卿とは反対の主しゆ張ちようをした、王国北部出身の勇ゆう壮そうな若わかい騎士だ。

「これはノーラッド卿、どうぞお入りください。こんな夜分に何か御ご用ようですか？」

「いや、先ほどの会議の件けんでお礼をと思いまして。卿が賛さん同どうしてくれたおかげで私も恥はじをかかずに済すみました。謹んでお礼を申し上げます」

「何を仰おつしやるのです、私のような若わか造ぞうの発言力などたかが知れています。たとえ私が何も言わずとも、他の誰だれかが賛同してくれていたでしょう」

「またご謙けん遜そんを、キホルテ平原の戦いであの大勝利を演えんじて見せた卿の発言力が小さいものとは思えませんが。いずれにせよ、今回は卿の意見によって助けられたのは事実です」

　と、そこまで言ったところでノーラッドは天てん幕まくの中に居い並ならぶ深しん刻こくそうな表ひよう情じようを浮うかべる人々を見回した。

「何か……あったのですか？」

　場の空気を察したのだろう、どこか所在なさげにおどおどと尋たずねる。見た目は気き丈じような若武者という印象が強い分、こうもおどおどと気後れしているノーラッドの様子はなんとも奇き妙みようなものがあった。

「いえ、大したことではないのです。どうも連れん絡らくの行き違いがあったようで、私の旗下に加わる予定だった小隊の一つを、オニール卿が連れて行ってしまったようなのです」

「……それはまた、厄介なことに」

　基き本ほん的に口はうまい方ではないのだろう。何と言ったらいいのか分からない様子で口ごもる。

「し……しかし、たった三百の兵ではどうにもならないでしょう。事情が事情です、将軍閣下に事の次し第だいを申し上げれば新たな兵を貸かし与えてくれると思いますが」

「ええ。私もそのつもり──」

《何を馬ば鹿かげたことを言っているのだ、我わが契けい約やく者しやよ》

　唐とう突とつにパンドラの声が響ひびき、アレスは言葉を中ちゆう断だんせざるを得なかった。

《将軍というのはオニールの叔お父じなのであろう？　となれば、与えられた兵の管理もできぬのかと、汝なんじの方が叱しつ責せきを買うのが関の山であろう》

「…………」

　パンドラの言う通りだった。そもそも、過か去この経けい験けんから言えばブライアンとオニールが結けつ託たく済ずみであるという可か能のう性せいも高いのだ。

《悩なやむことなどないではないか。キホルテ平原の戦いの再さい現げんだ、汝が三百もの兵を率いれば、千やそこらの敵てきを蹴け散ちらすことなどたやすかろう。いずれにせよまずは現地へ赴き、それから考えてみればいいではないか》

　アレスはパンドラの企たくらみを察した。

　ようはまた自分に無数の血を流させたいということなのだろう。そのためには配下の兵は少ない方がいいということだ。

　ひょっとして「ノーラッド卿の意見に賛同すべし」というパンドラのあの助言は、この事じ態たいを見み越こしてのものだったのだろうかとさえ思えてくる。

　しかし、ものは考えようだった。あのオニールに指し揮き官かんとしての才があるとは思えないが、九百もの精せい兵へいを連れていれば勝率は間違いなく上がるだろう。

　対して自分の方は、少なくともパンドラの助言があれば負けることはないだろう。無論人を切る機会は増ふえることになるだろうが、それも誰かが行わなくてはならないことだ。

　アレスは数日前加か護ごを受けた右の頬ほおに触ふれた。自分一人が労を負うだけで、全体の犠ぎ牲せいが少なくなるというのなら甘あまんじて受け入れるべきではないか。そう思えてくる。

「あの、どうかしましたか、アレス卿？」

　ノーラッドが言った。いささか無言になり過すぎたらしい。

「あ、いえ。何でもありません。とりあえず我々はこのままラメリアへ向かうこととします。将しよう軍ぐん閣かつ下かにこの事を具申することも考えましたが、その結果本隊の兵力が減へってしまっては、来るべき決戦に悪影えい響きようを及およぼす可か能のう性せいもあるでしょうから」

　このとき、ローランやガルムスは一瞬呆れた顔をしたが、口に出しては何も言おうとはしなかった。

「……確かにそういう見方もありますな」

　一方、ノーラッドは深しん刻こくそうに眉まゆをひそめて腕うでを組むと、考え込む素そ振ぶりを見せた。

　そして、何か重大な決心でもしたかのような真しん剣けんな面おも持もちで口を開く。

「アレス卿。そういうことならば一つだけ卿の手伝いをさせていただきたい。私が向かうマイエルムの地と、卿が向かうラメリアとを交こう換かんしませんか」

「それは構かまいませんが……一体どういうことですか？」

　その意図をはかりかね、尋ね返す。

「簡かん単たんなことですよ。ラメリアからトゥールスレン平原までは距きよ離りにしておよそ七里（約二十八キロメートル）、さらにその間には木々に覆おおわれた山があり、通行は容よう易いではありません。しかしマイエルムからならば話は別です。トゥールスレン平原までは五里程てい度ど、整せい備びされた街かい道どうはないでしょうが、捜さがせば間道ぐらいはあるはずです。マイエルムの反はん乱らん軍ぐんを迅じん速そくに撃げき破はすることさえできれば、二日後の決戦にも間に合うかもしれません。そしてそんなことができるのは恐おそらくアレス卿、卿をおいて他ほかにおりますまい」

　それは意外ではあったが、考こう慮りよに値あたいする提てい案あんだった。

　軍勢の行軍というものは、極きよく端たんなほどに時間がかかる。

　健康な成人男性が平へい坦たんな道をただ歩くならば、一日十里（約四十キロメートル）は踏とう破はすることもできる。しかしこれが万を超こえる軍勢となると話は別だ。極端な話、一万人の軍勢が二列になって行軍すれば、それだけで軍列の長さは一里をゆうに超える。先頭の兵が動き出してから最さい後こう尾びが動くまでに半はん時とき（一時間）以上かかる計算だ。これに武具や兵ひよう糧ろう、軍馬用の飼かい葉ばを運ぶ輸ゆ送そう隊たいが加わればさらにその軍列は長くなり、必然的に行軍にも時間がかかるようになる。

　しかし兵の数が三百程度なら、数頭の荷馬を追つい随ずいさせるだけでも当とう座ざの補ほ給きゆうは保たもてる。その進軍速度は万の軍ぐん勢ぜいなどとは比くらべ物にならない。確かにマイエルムからならば、来るべき決戦に間に合うかもしれない。

「ノーラッド卿。それは確かに助かりますが……よろしいのですか？」

「はははは、もちろんです」

　何がおかしいのかノーラッド卿は声を立てて笑った。

「いや、失礼。しかし私は卿に危き険けんと面めん倒どうとを押おし付けようとしているのですよ？　それなのに断ことわるどころか進んでお引き受けなさるとは……さすがはアレス卿、ファノヴァールの家名は伊だ達てではありませんな」

「……はあ」

　褒ほめられているのかけなされているのかにわかに判断がつかなかったが、とりあえず悪意がないことだけは確かなようだった。

「ではこれで話は決まりましたな。私はラメリアに向かうとします。マイエルムの反乱軍は頼たのみます。卿のご健けん闘とうを祈いのっておりますよ」

「それならばお互たがいに、と言うべきでしょう。ご武運を」

「かたじけない。それでは」

　ノーラッドは見事な敬けい礼れいをして見せると、颯さつ爽そうとその場を去った。

「騎士にもいろんな人がいるのね」エレナが感かん慨がい深ぶかげに言った。「あんなに礼れい儀ぎ正しい騎士なんて、あたし最近お目にかかったことないもの」

　あてこするようにローランを横目に見る。さすがにローランもエレナにそう言われるのは本意ではなかったのか、少しばかり居い心ごこ地ちが悪そうに襟えり元もとを正すのだった。















　第七章　火と風の戦い






　　　　　１




　オニールが九百の兵を率ひきいて向かったクレーべの名で呼よばれる地は、一昔前までは森であったが今は開けた草原となっている。畑を休ませるという概がい念ねんが未だ浸透していなかった時代に連作が繰くり返された結果、もともと痩やせ気味だった大地が完全に地力を失ってしまったためだ。長いときを経へて徐じよ々じよに若木が育ち始めているものの、かつての姿すがたを取り戻もどすには今しばらく時間が必要だろう。

　ただ、軍ぐん勢ぜいが陣じんを構かまえることには適しており、それゆえに反はん乱らん軍ぐんもまたこの地を選んで滞たい在ざいしているのだと思われた。

「ふむ、あれが反乱軍か」

　小高い丘おかの上からその光景を見下ろしたオニールは、汚お物ぶつでも見るかのように目を細めた。

「情じよう報ほうどおり大した数ではありませんな。千人足らずといったところでしょう」

　やや追つい従しようするように答えたのは、彼の副官を務つとめる騎き士しである。

「うむ。これならばたやすかろう」

　キホルテ平原の戦いでは、あの忌いま々いましいアレス率いる三百の王国軍が千の反乱軍を破やぶったのである。アレスにできることが同じ近この衛え騎士である自分にできないわけがない。王国軍の精兵九百を率いているとなればなおさらだ。

　その上、敵てきはほとんど統とう制せいも取れていないように見えた。陣形と呼べるほどのものもなく、ただ一箇か所しよに固まっているだけだ。

　それに対し、オニール率いる九百の王国軍は、三百人を一隊として三つの方陣を形成し、それぞれが連れん携けいして戦える態勢を整えている。この上、練度や装そう備びにおいても勝まさっているとなれば負ける要素など一つもない。

「あのような烏う合ごうの衆しゆう、とっとと蹴け散ちらしてくれよう。全軍前進だ！」

　こうしてクレーベの地における戦いは始まることとなる。




　王国軍は三つの方陣を維持したまま、ゆっくりと横に広がるように、着実に前進を続ける。一方、当初解かい放ほう軍ぐんは動きを見せなかった。ただその場にとどまり、王国軍を待ち構かまえている。

　やがて矢戦が始まる距きよ離りまで双そう方ほうが近づいたそのとき、戦場に最初の変化が起こった。

「オニールさま！　左方向に敵の新手が！」

「なにっ!?」

　このとき、王国軍は南方より攻せめかかっていた。だがその西側より、およそ三百ほどの騎兵が解放軍の象しよう徴ちようたる青緑の旗を掲かかげ、突とつ進しんしてきたのである。

「ほう。兵でも伏ふせていたか」

「そのようです。しかし驚おどろきましたな、反乱軍にあのような騎兵隊が存そん在ざいするとは」

　副官の言葉に、オニールも頷うなずかざるを得なかった。

　三百もの騎兵隊を編制するのは、並なみのことではない。

　騎兵というものは運用するのに巨きよ額がくの費用がかかる。軍馬一頭の値ね段だん自体決して安くはないし、大量の飼かい葉ばも用意せねば馬力が出ない。そうなるとまたその飼葉を用意するために別の輸ゆ送そう路ろを用意せねばならぬという具合である。

「しかしそううろたえることもあるまい。あの体たい格かくを見るがいい、我われら騎士の軍馬と比くらべればなんと貧ひん相そうなことか」

　オニールが鼻で笑ったのも当然だった。その馬体はオニールが乗っているものよりも一回りも二回りも小さい。馬と乗り手の双そう方ほうが甲かつ冑ちゆうで身を固めている王国騎士ならばともかく、あのような騎馬など矢の一本で簡かん単たんに倒たおれ伏すだろう。

　まして伏ふく兵へいというものは、敵の不意を突つき、あるいは他の隊と連携して初めてその効果を発はつ揮きする。だが突とつ如じよとして現れた騎兵の軍勢は、ただ突進してくるのみだった。あれでは恐おそれるにも値あたいしない。

「第二隊、弓兵前へ！　矢の雨を浴びせよ！」

　理に適かなったオニールの命に従い、よく訓練された兵士たちは一いつ斉せいに矢をつがえた。

「放てぇーっ！」

　そして天を覆おおうように矢が放たれた、そのときであった。戦場に二度目の変化が生じたのである。

　このとき解放軍の騎兵隊は、王国軍の西側から接近しつつあった。その西から突如として強風が吹ふき始めたのだ。

　いや、それは風などという言葉で言い表せるような生なま易やさしいものではなかった。突風と呼ぶべきだった。

「ば、馬ば鹿かな！」

　オニールが呻うめいたのは無理からぬことだった。放たれた数百の矢が、残らず吹き飛ばされる光景を見せつけられたためである。

　しかも風は止やむことがなかった。西から東へと、まるで局地的な嵐あらしでも起こったかのように猛もう烈れつな風が吹き付ける。

　三百の敵騎兵隊が弓を構かまえたのはこのときである。

　馬上から矢を放つのは決してたやすい芸当ではない。野を全力で駆かける馬の背は大きく揺ゆれ動き、しかもその間は足だけで馬を操あやつらねばならないからだ。

　しかし眼がん前ぜんの敵は見事にそれをやってのけた。三百の騎兵は一糸乱みだれぬ見事な動きで弓を構え、そして直後、一斉に矢を放った。

　飛来する矢は西から吹き込む風に乗り、その速度と威い力りよくを増まして王国軍の頭上へと降り注いだ。

　肉を切り裂さかれ骨ほねを打ち砕くだかれ、たちまち何十人という兵士たちが怨えん嗟さと激げき痛つうの絶ぜつ叫きようを上げる。

　目の前に広がる阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく。それはオニールが初めて目にする光景だった。

「ひ、怯ひるむな！　撃うち返せ！」

　それは命令というよりは悲鳴のような響ひびきを持っており、兵士たちに冷静さを取り戻させる効こう果かはまったくなかった。しかしただこのまま矢の的にされるのを望む者もおらず、すぐさま兵士たちは弓を構え矢を放った。

　しかし先ほどと同じだった。不自然な強風に遮さえぎられ、矢は打ち払はらわれるようにして力なく地に落ちる。

「くっ、なんなのだこの風は！」

　毒づかずにはいられなかった。ただの風にしてはあまりにも不自然だった。なぜこうも解放軍だけを利するかのような吹き方をするのか。

　だがなおも不自然な風は止むことがなく、その中に雨のごとく矢が混まじり、王国軍は一方的に被ひ害がいを出し続けた。

　突進を続けていた騎兵隊がその進路を変えたのはこのときであった。

　半町（約五十メートル）という至し近きんにまで接せつ近きんしたところで急にその進路を南へ変え、王国軍の南側へと回り込もうとしたのだ。

　北側には不気味に沈ちん黙もくを保たもっている敵の本隊がいる。南北から挟きよう撃げきしようというその意図は明らかであった。とはいえ、オニールにしてみればそれはむしろありがたいとことだとさえ思えた。風は西から吹いている。騎兵隊が南へ移い動どうしてくれれば、こちらの矢も届とどくようになるだろう──。

　だが、オニールの希望は早々に打ち砕くだかれた。おかしなことに、忌いま々いましい風の向きは騎兵隊の位置と共に動き、西風から南西の風へと変化したのだ。相変わらず敵の矢はこちらに届いているというのに、こちらから放った矢はただ打ち払われていく。

「一体どうなっているのだ!?」

　途と絶だえることなく降り注ぐ矢は、容よう赦しやなく兵士たちを傷きずつけていった。兵士たちも盾たてを構え、あるいは戦友の遺い体たいで自らの体をかばい、どうにか逃のがれようとするものの、何百という矢すべてを防ふせぐことはできない。

「オニールさま！　あ、あれをご覧らんください！」

　副官が驚きよう愕がくと共に騎兵隊の先頭を指差した。

　何事かとその先を見る。

「なに……!?　ま、まさか……！」

　そこにいたのは、青緑を基調とした妙みように露ろ出しゆつの激はげしい衣い装しようを着た、一人の少女だった。

　少女は弓を構えていなかった。代わりに目を閉とじて片かた手てを掲かかげるという妙な行動を取っている。

　オニールの脳のう裏りにある言葉が浮うかんだのはそのときだった。

　以前から囁ささやかれていた、解放軍を常勝たらしめてきた、ある一人の少女の存そん在ざい。

　キホルテ平原において王国軍の追撃をたった一人で阻そ止しし、鉄てつ壁ぺきを謳うたわれたトゥールスレン城じよう砦さいを打ち砕いた魔ま女じよ。

「あの女が……〈風の戦いくさ乙おと女め〉なのか!?」

　そのとき、少女が力強い動作で手を掲げた。途と端たん、一ひと際きわ強い風が起こる。

　もう間ま違ちがいなかった。あまりにも不自然なこの風は、黒くろ魔ま術じゆつを使ったものとしか考えられない。

「くっ！　こ、これほどとは……！」

　目を開けていることさえ困こん難なんだった。腕うでで目をかばい、馬上で身を縮ちぢめ、風の当たる面積を減らそうと試みる。甲かつ冑ちゆうの重みがこのときばかりは幸いした。

　しかし、軽けい装そうの兵士たちはそうはいかなかった。身を伏ふせることでかろうじて踏ふみとどまってはいるが、その間に盾や兜かぶとが吹き飛ばされていく。

　幸いその風は文字通りの突風だったようで、すぐに止んだ。しかし兵士たちの軍列は乱みだれに乱れ、さらにそこへ駄だ目め押おしのように矢を放たれては防ぐ術すべはなかった。三度、悲鳴が上がる。

「オニールさま！　き、北の敵が！　敵が動き始め──う、うわああああ！」

　そう叫さけんだ副官の発言は遮られた。このとき、まるで悪魔の采さい配はいのように風がぴたりと止み、南北から同時に矢が降り注ぎ始めたためである。

　もはやその攻こう撃げきを防ぐ術はなかった。撃ち返すこともできず、ただひたすら一方的に討ち取られていく。

「ひいっ！」

　オニールもまた矢の雨から逃れることはできず、その体に矢が命中する。しかし幸い甲冑を貫つらぬくほどの力はなく、怪け我がを負うことはなかった。

　だが、矢が当たったときの衝しよう撃げきは決して弱くなく、いつ甲冑が貫かれるか、あるいはいつ甲冑の継つぎ目に矢が当たるかという恐きよう怖ふが、オニールを間かん断だんなく襲おそうこととなる。生まれて初めて経けい験けんする死の恐怖に身がすくんだ。

「オ、オニールさま！　どうかご指し示じを──」

　そう言い掛かけた副官の口は、永えい遠えんに閉ざされることとなる。

　その首くび筋すじに矢が突つき立ったためである。

　副官の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。己おのれの身に何が起きたのかさえも把は握あくする時間はなかっただろう。傷きず口ぐちからどくどくと真っ赤な血があふれだし、そして全身から力が抜ぬけたかのようにゆっくりと馬から落ち──まるで人形のように動かなくなる。

「う、うわあああああああああああ！」

　オニールの精せい神しんの拮きつ抗こうが崩くずれたのはこのときであった。

　オニールとて実戦の経験はあった。だがそれはすべて最初から勝ちが約束された戦いくさであり、目の前で親しい部下が死んでいく戦など経験したことはなかった。

　その間にも旗下の部隊は前後から挟撃され、ほぼ一方的に殺されていく。

　オニールが肩かたに強い衝撃を受けたのはこのときだった。

　ついに甲冑の継ぎ目を貫かれ、肩に矢が突き刺ささっていた。

　幸いなことに傷は浅く、大した痛いたみはなかったものの、オニールに生命の危機を実感させるには充じゆう分ぶんだった。

　このままでは確かく実じつに殺される。そのことを悟さとったオニールの行動は、生き物としてはごく当然のものであった。生き延びるためのもっとも適切な方法──すなわち、敵前逃とう亡ぼうである。

「ど、どけ！　どけというに！　邪じや魔まだ！」

　部下の兵士たちを馬で跳はね飛ばしながら東へと駆け抜ける。強きよう靱じんな軍馬を遮れるものはなく、オニールはただ一人馬を走らせ襲い来る矢の雨から逃にげようとした。

　邪魔な兵士の群むれを抜け、草原をひたすら駆ける。もう一町（約百メートル）も進めば森の中へ駆け込める。そうなれば自分一人逃げ出すことなどたやすいだろう。

　だが、結果としてその行動がオニールの寿じゆ命みようを縮めることとなった。紅あかい甲冑を着込んで草原をただ一人走るその騎士の姿すがたは、あまりにも目立ちすぎたのだ。

　一本の矢が飛来したのはこのときである。

　遮るものもなく、矢は馬の右目に命中していた。そこだけは甲冑も意味をなさず、甲かん高だかい悲鳴をあげて馬が地面に倒たおれこむ。当然のようにオニールもまた投げ出されていた。

「ぐっ！　がはっ!?」

　全力で疾しつ走そう中の馬から落馬したのである。矢から身を守ってくれる重い甲冑もこのときばかりは仇あだとなり、凄すさまじい衝撃がオニールを襲った。息が詰つまり、体中が痛みに悲鳴を上げる。

　この場にいてはいつか解放軍に殺される。しかし、まるで自分の体ではなくなってしまったかのように下半身が動かない。

　一頭の馬が駆けてくる音を聞いたのはこのときであった。

　オニールは痛みに耐たえながら首を上げ、そして思わず絶ぜつ望ぼうした。

　馬に乗った大男がやってくる。兵士というより猟りよう師しとでも表現した方が適てき切せつと思えるいでたちをしていたその男は、間違いなく味方の救きゆう援えんではない。

「やれやれ。何度も見てきたが、落馬した騎士ってのは本当にだらしないな」

　男はオニールの傍そばまで来ると、飛び降おりるようにして素す早ばやく馬を下り、そして腰こしに付けている何かを取り出した。

　不気味に湾わん曲きよくした大きな山刀であった。

「ひいっ！　ま、待て、どうする気だ！」

　唯ゆい一いつ自由になる舌したを動かし、オニールは悲鳴を上げた。

　構わず男は近づいていくる。少なくとも、捕虜にするならば山刀など必要ない。男が何を目的としているかは明白であった。

「よせ！　頼たのむ、助けてくれ！　俺は近この衛え騎き士しだ、身みの代しろ金きんならいくらでも──」

「悪い、命いのち乞ごいを聞いてる暇ひまはねえんだ。早いとここの戦いを終わらせたいんでな」

　男は一いつ切さい躊ちゆう躇ちよのない、それでいて慣なれた動作で山刀を構え──そして振ふり下ろした。

　それが、オニールが目にした最後の光景だった。




　　　　　◆




「大したものだ。ほぼ同数の敵を相手にしながら、こうも一方的に終わるとはな」

　エルフの傭よう兵へいにして今は解放軍の客かく将しようという立場にあるリーエンノールは、一人呟つぶやくとマシューの元へと馬を寄よせた。

　マシューは切れ味が決していいとは思えない山刀で、その騎士の首を見事に両りよう断だんしていた。

「見事な手て際ぎわだな」

「ま、昔猟師で今軍人だからな。獲え物ものを切り分けるのは慣れてるのさ」

　自じ慢まんげに言ってのける。そして首を片かた手てに馬に飛び乗ると、馬首を巡めぐらせる。

「あんたも見事な弓だったぜ。疾走中の馬の目を射い抜ぬくなんざ、あんたにしかできねえ芸当だろうな」

「お役に立てたのなら幸いだ」

　敵てき将しようの首は獲とったといえど、戦せん闘とうは未いまだ続いている。二人は急ぎ〈風の戦いくさ乙おと女め〉の元へと戻もどった。

　そして、二人が戻ったそのときが、この戦闘の終わりでもあった。

　ミーアはマシューに首を掲かかげさせながら王国軍に告げた。

「〈風の戦いくさ乙おと女め〉が命じるわ、今すぐ武器を捨てれば命だけは助けてあげる！　この騎士みたいになりたいんだったら好きにしなさい！」

　その声は戦場全ぜん域いきに響ひびき渡わたった。恐おそらく風の精せい霊れいに命じて声をより広範はん囲いに飛ばしたのだろうとリーエンノールは推すい測そくした。風の女王すらも操あやつるミーアならばたやすい芸当だ。

　効果は充じゆう分ぶんにあった。

　もともと一方的な戦いで、王国軍の兵士たちの士気は崩くずれかけていた。これ以上戦い続けても勝利など有り得ないだろうと、末まつ端たんの兵士までもが考えていた。

　その上、隊長が部下を捨てて逃げ出したのだ。となれば、これ以上自分の貴き重ちような命を危き険けんにさらす義ぎ理りもない。武器を捨てるだけで命が助かるならば、こんなに簡単なこともない。

　こうして王国軍は武装を解かい除じよし、残らず降こう伏ふくすることとなったのである。




　それにしても──とリーエンノールは思った。

　解放軍の犠ぎ牲せい者しやはほぼ皆かい無むだった。

　二千人規き模ぼの戦いが繰くり広げられたのである。にもかかわらず犠牲者が皆無など、傭兵仲間が聞けば冗じよう談だんとして笑い飛ばしたことだろう。

「見事な采さい配はいだった、〈風の戦乙女〉」

　リーエンノールは事後の処しよ理りを見守っていた勝利の立役者に声をかけた。

「ま、王国軍もあたしの力を知らなかったんでしょうしね。それにこの草原は風の精霊の力が強かったし。でもこんなに楽な戦いなんて、そうないわよ」

　ミーアはすました口調で答える。

　謙けん遜そんとしか聞こえなかった。三百の騎兵隊。通つう称しよう〈軍勢の守り手〉ヘルヴォル隊。〈風の戦乙女〉が率いたこの部隊は、まさしく無敵であった。

　機動力を生かして一気に距きよ離りをつめ、そして矢を放つ。矢は〈風の戦乙女〉が吹ふかせた追い風にのってどこまでも遠くの敵に届とどき、逆に撃うち返される矢はすべて払はらいのけられてしまう。

　その結果、展てん開かいされるのは一方的な虐ぎやく殺さつだ。敵にすればたまったものではない。大おお盾だてを掲かかげて身を守ろうしても無む駄だなことだ。そのときは立っていることさえ辛つらくなるほどの突とつ風ぷうに煽あおられ、盾ごと吹き飛ばされるのがオチだ。

　しかもたった三百の騎兵隊は、驚おどろくべき速度で戦場を駆かけ巡めぐることができる。その馬は隣りん国ごく〝騎馬と草原の国〟エディンバラ皇こう国こくで産出されたものであり、騎士の乗る軍馬と比べれば一回りも二回りも小さく見み劣おとりするものの、我が慢まん強づよく持じ久きゆう力りよくもある。

　ヘルヴォル隊が敵てきの側面や後方へと回りこみ、嫌いやというほどの矢の雨を降らせ、そして敵を混こん乱らんさせたところで別方向から主力部隊が攻こう撃げきをしかける──それこそが解放軍の強さの秘ひ密みつ。かつて反はん乱らん軍ぐんと名乗っていた彼らが一侯こう爵しやくを相手に勝利できた一いち因いんだったのだろう。

　もっとも、なによりも驚きよう嘆たんすべきは、そんな戦いを可能にしたミーアの力だ。

　軍勢に降り注ぐ矢をすべて風で逸そらせるなど、並なみの黒くろ魔ま術じゆつ師しが百人集まったところで可能とは思えない。しかしこのミーアという少女は、たった一人でそれをやってのけたのだ。確かにこの少女さえいれば、農民の集しゆう団だんに過すぎぬ解放軍といえど、王国軍を相手に互ご角かく以上の戦いもできるだろう。

　それにしても、と思う。黒魔術とは意い志しの力によって精せい霊れいを使し役えきし、奇き蹟せきを起こす。あれほどの強い風の精霊を行使するとなれば、よほどの強い意志の力がなければ不可能だ。

　たった二十年も生きていないこの少女に、一体何があればそれほどの意志の力が宿るのだろうか。リーエンノールの興きよう味みは尽つきなかった。

「さて、のんびりしてる時間はないわ。マシュー、王国軍の兵士を一人連れてきて。できるだけ偉えらそうなのがいいわ」

「分かった」

　ミーアに命じられ、マシューがその大きな腕うでで一人の王国兵を引っ張ってくる。

　怯おびえきったその兵士を前に、ミーアは安心させるように言った。

「そう怯えることはないわ。あんた、馬には乗れる？」

「あ……ああ」

「じゃあいいわ。あんたを解放したげる。馬も食糧もあげるから、急いで近くの砦とりでなり町なりに行って、あんたたちの将しよう軍ぐんに〈風の報しらせ〉を出しなさい。オニールって近衛騎士の首は〈風の戦乙女〉がもらったわ。あんたもこうなりたくなかったら、地べたに這はいずってあたしの靴くつを舐なめなさい。そうすれば下げ僕ぼくとして命は保ほ証しようしてあげる──ってね」

　なるほど、うまい手だ──とリーエンノールは思った。

〈風の報せ〉。風の精霊を使役することにより、遠距離に文を飛ばす黒魔術の一種である。

　こうして敵に自分たちの居い場ば所しよを意図的に教えることで、次への戦いの布ふ石せきにしようというのだ。解放軍の勝利のために。

　やがてすべての処しよ理りが終わると、ミーアは部下たちを振り返った。

「さてと。みんなも疲つかれてるでしょうけど、もう少しがんばってもらうわよ」




　　　　　２




　アレスの副官という地位に居い座すわっていた近衛騎士ローランは、近ごろ強い不満を抱いだいていた。

　その原げん因いんは、エレナという名の従じゆう軍ぐん神しん官かんにある。

　初めて会ったときは、それはもう見た目通りのおしとやかな少女で、少しばかり口説き文もん句くを口にしようものなら、すぐに戸と惑まどったように顔を伏ふせたものだ。それは清せい楚そな可か愛わいらしい仕草で。

　ところがだ。何十、何百という荒あらくれ者の怪け我がの治ち療りように当たった頃ころから、エレナは変わってしまった。

　たとえばである。昨晩のことだ。夏は近いといえど、夜はそれなりに冷える。ローランはエレナが寒そうに手に息を吹きかけているところを見つけ、すかさず言ったのだ。

「どうしたんだ、エレナ？　寒いのか？」

「え？　ええ、ちょっとね。あたし、手とか冷えやすい体たい質しつだから」

「そうか。女じよ性せいが体を冷やしてはいけないな」

　すかさずローランは騎き士しらしからぬ長い髪かみをかきあげ、空を照らす満月に歯をきらめかせてこう言ったのだ。

「実はな、エレナ。俺おれの手はわりといつも暖あたたかい方なんだ。なぜだか分かるかい？」

「……なんで？」

「それはな、君のような美しい女性の手を温あたためてあげるためさ！」

　そのときのエレナの顔は、一生忘わすれられないだろう。

　エレナはさも不可解といわんばかりに小首を傾げ、そしてこう言ったのだ。




「よく分かんないけど、それって血の気が多いってだけの話じゃない？」




　ひょっとしてこの戦乱が始まってからもっとも成長しているのは、実はエレナではないかという気がしてならない。

　そんなわけで、ローランは不満であった。それは当とう座ざの目的地であるマイエルムへと到とう着ちやくしてからも続くこととなる。

「どうやら俺たちは外れを引いちまったみたいだな」

　苦虫をかみ締しめるように言う。

「ふむ、確かにこいつを攻せめ落とすのは少し骨が折れそうだな」

　剛ごう毅きなドワーフであるガルムスでさえもそう口にすることを憚はばからない。

　反乱軍は、崖がけを背せにして陣じんを構こう築ちくしていたのだ。

　北側にそびえるその崖は高く、傾けい斜しやも急で、少なくとも背後から攻めることなどできそうにない。

　しかし陣の南側には先せん端たんを尖とがらせた丸太を何百本と地面に刺さすことで構築された防ぼう壁へきが取り囲み、尖った丸太の隙すき間まからは反乱軍の兵士たちが弓を構えているのが見える。さらに、防壁の外側には深い堀ほりまで作られていた。

　陣地を作るために切り倒たおされたのだろう、その周辺には切り株かぶが残るだけで身を隠かくせるような物は何も残っていない。

「ちょっとした砦とりでだな。これは」

　アレスの口調もまた自然苦々しいものとなっていた。

　あの陣を攻め落とすとなれば南側から、つまり陣地の正面から接せつ近きんする以外に道はない。だが敵も黙だまって近づくのを待ってくれる道理はない。雨のごとく矢を放たれれば、砦に取り付くまでにどれだけの犠ぎ牲せいが生じるか分かったものではない。

　よしんば取り付くことができたとしても、今度は堀と防壁が行く手を阻はばむ。破は城じよう鎚つい、あるいはまとまった数の梯はし子ごでもあれば突とつ破ぱは可能だろうが、それには敵を上回る兵力が必要となる。

　しかし、何しろ手持ちの兵力は三百しかいないのだ。陣地の規き模ぼや事前の情報からしても、反乱軍は千人以上はいるように思える。これでは攻こう城じよう戦せんどころではない。

「アレス、おまえの強さも城じよう砦さい相手じゃどうにもならんだろう」と、ローランは言った。

「どうする、この手勢じゃ城攻めなんて無理だ。試ためしに敵の後ろの山に別働隊でも派は遣けんしてみるか？　崖の上から火矢でも撃うち込んでやれば混乱ぐらいしてくれるかもしれん」

「……そうだな。確かにそれぐらいしかないか」

　しかしどうしたことか、不意にアレスは黙だまり込むと、すぐに自分の意見を訂てい正せいした。

「いや待て、ローラン。あの崖を見てみろ。ああいった斜面には強い風が吹ふいてるものだ。上から矢など打ち込んでも効果は期待できないだろう」

「へえ。なるほど、言われてみればそうかもしれんな。でもどうするよ？　矢が駄だ目めなら岩でも転がすか？」

「だが見たところ山さん頂ちようは森だ。落とせそうな岩など見当たらないぞ」

「む……」

　ローランはふと疑ぎ問もんを抱いだいた。先ほどは「確かにそれぐらいしかないか」などと同意を示しめしていたというのに、この突然の変わりようは一体どういうことか。つくづく、変な奴やつだと思う。

「なら木でも切り倒たおして転がせばいんじゃないの？　よく転がりそうじゃない、あの崖」

　エレナも何気ない口調で口を挟はさむ。

「それも難しいだろうな。準じゆん備びに時間もかかるし、木を落とした程てい度どでは陣地そのものに大した打撃は与あたえられまい」

「ふうん。そんなに簡かん単たんなものでもないのね、やっぱり」

　そもそも、兵を崖の上に派は遣けんするにしても敵に見つからぬようかなりの遠回りをしなければならない。それにはかなりの時間と労力が必要となるだろう。

　おまけにこちらの手て勢ぜいは三百。あくまで目的は敵の陣地を制せい圧あつすることにあるのだから、多くの兵を割さくことはできない。たかが数十人の兵士で木を落としてどれだけのことができるかは、確かに疑問である。

　と、そのときである。

　アレスの表情に変化があった。

　黙って何か考えているように見えたが、やがて何かを思いついたらしく、その顔が険けわしくなる。

「おいアレス？　どうかしたのか？」

「……ああ、いい策さくを思いついたぞ」

　アレスは振ふり返ると、懐ふところに付けている皮かわ袋ぶくろを投げて寄よ越こす。

「うわっと、なんだよ急に。って、財さい布ふかこれ？」

「そうだ。いいかローラン、近きん隣りんの村に使いを出し、紅あかい布ぬのをたくさん買い集めて来い。それを王国旗のように見せかけ、敵の見えるところに立て回ってくれ」

　ローランはすぐにその意図を察した。

「なるほど、つまり俺たちの兵力を過か大だいに見せかけようってわけか」

「そうだ。我われらが三百人しかいないことを知られれば敵を勢いきおいづかせるだけだからな」

「そいつはいいと思うが……その後はどうする気だ？　はったりを利きかすのもいいが、結局は敵に攻撃を仕し掛かけなきゃどうにもならねえだろ？」

「問題ない、そのための策も定まっている」

　不意にアレスは山頂を見上げた。

「ローラン。今夜だけおまえに指し揮き権けんを預あずける。もし敵陣に火の手が上がるのが見えれば、旗を並ならべ立てて大軍を装よそおい正面から攻め立てろ」

「……は？」

　突然何事か考えていたかと思えば、これである。やはりこの男はどこかおかしい。

　だが、これまでもそのどうかしてるとしか思えない行動に追つい随ずいすることによって、ローランもまた功こう績せきにありついてきたのである。少なくとも反対する理由だけはなかった。

「分かった。よく分からんが分かった。後は任まかせろ、どうとでも好きにやってこい」




　　　　　◆




　その日の夜半。

　アレスの姿すがたは、解かい放ほう軍ぐんの陣じん地ちのはるか上方、崖がけの上にあった。

　その供ともは馬オルトスと、そしてアレスにしか見えぬ精せい霊れいだけである。

「……パンドラ。やはりこれはいささか無む謀ぼうではないのか？」

　アレスは一いつ旦たん馬を下りると、崖の縁ふちまで近づいて眼がん下かに広がる光景を眺ながめた。

　日の光があればさぞかし緑溢あふれた美しい光景が見えるのだろう。しかしわずかな月明かりしかないこの時間帯では、はるか下方に敵陣のかがり火が見えるだけである。そのかがり火までの空間は、ほとんど何も見えないに等しい。

《それほど不安ならば、またいつものように花占うらないでもやってみればよいではないか》

　と、冗じよう談だん交まじりに言ったパンドラは、たちまち前言を翻ひるがえすこととなる。アレスが本気で花を探さがし始めたためだ。

《ま、待て。冗談だ。恐おそらく汝なんじは夜の闇やみに本ほん能のう的な恐きよう怖ふを抱いているだけだ。実じつ際さいにやってみればどうということはないはずだ》

　するとアレスはどうにか花を探すことを止やめた。

「しかし、いくらオルトスといえどそんなことができるとは思えんが……」

《そうか？　ならば直ちよく接せつ聞いてみるがいい》

　それはあまりにも馬ば鹿かげた提てい案あんであった。馬が人の問いに答えてくれるわけなどない。

　あえてアレスが素す直なおに従したがったのは、ほとんど冗談のつもりだった。

「おいオルトス。おまえ、この崖を駆かけ下りられる自信はあるか？」

　しかしこのときもまた、パンドラの助言に間ま違ちがいはないということが証しよう明めいされるだけとなる。

　オルトスはまるで不服だとでも言いたげに強く嘶いななくと、激はげしく足を地面に叩たたきつけ、そして首を前後させたのだ。

《ほらみろ。早く乗れと言っているようにしか見えぬぞ》

　さも愉ゆ快かいそうな少女の笑い声が響ひびく。

　思わずアレスは自分の目が狂くるってしまったのだろうかと目頭を指で押おさえた。

「……まさかこの馬、人の言葉が分かるのか？」

《さあな。そのような馬が古こ今こん人の世に存そん在ざいしたという話は聞かぬが》

「そうか。まあいい」

　馬鹿馬鹿しくはあったが、とにかく馬にまで出来ると言われたとあればもう腹はらを据すえるべきである。再ふたたびオルトスの背せに飛び乗る。そしてゆっくりと両の剣けんに両の手をかけた。

　月明かりの下もと、二つの剣を手に携たずさえた赤い騎き士しが現出する。

　やはり右手に持った剣の先はわずかに震ふるえた。自分にまたこの剣が振ふれるのだろうかと、恐怖さえ抱く。

　アレスは剣を持った右手を、右の頬ほおに触ふれさせた。王女より賜たまわった加か護ごを、右手にも与あたえるかのように。

　そして呟つぶやく。自分の士気を高めるため、そして自分の戦う理由を思い出すため。

「……我わが血肉は主君のために。我が誇ほこりは持たざる者のために」

　少しだけだが震えは収おさまったような気がした。

「さあ。行くぞ、オルトス！」

　両足で馬の腹を蹴ける。

　同時にオルトスは強い嘶きと共に駆け出し、そして──

　暗くら闇やみの崖へと身を躍おどらせた。




　　　　　◆




　反はん乱らん軍ぐんの陣を前にして攻せめあぐんでいたアレスに対し、パンドラはこう助言したのだ。

《正面から攻められぬとあれば後ろから攻め立てるより他ほかあるまい。一つ助言をくれてやろう、敵は背はい後ごから攻められることはまったく想定しておらぬ。崖の上から岩の一つも落とせば確かく実じつに敵を混こん乱らんに追い込むことができよう》

　だがアレスは小さな声で反はん論ろんした。頂ちよう上じようにどれだけ転がせるだけの岩があるかも分からないし、敵の陣地を制せい圧あつせねばならない以上、三百の兵をこれ以上割さくわけにもいかないと。

　だが、パンドラはそれがどうしたと言いたげに言い放ったのだ。

《なぜそんなことを悩なやむ必要があるというのだ？　よく聞け、アレスよ。岩にできることが汝にできぬ道理があると思うか？　そのような惰だ弱じやく者を契けい約やく者しやとして選んだ覚えはないぞ。まして今の汝には王女より授さずかった見事な名馬もいるではないか》

　何をわけのわからないことを──と問いかけたところで、アレスはパンドラの言わんとしていることを悟さとった。

　岩にできることがなぜ自分にできないのか。それはあまりにも馬鹿馬鹿しい戦法である。だがうまくいけば、いや、たとえ失敗したとしても、犠牲を極きよく端たんなまでに抑おさえることはできるだろう。すなわち、死ぬのは自分だけ。

　犠牲を減へらす。それはアレスがもっとも望む戦い方でもある。そう考えると、悩む必要などどこにもなかったのだ。




　　　　　◆




　ほんのわずかな月明かりなど何の足しにもならない。

　それは本当に闇の中を駆かけ巡めぐっているようだった。崖がけ下したに見える松たい明まつの明かりがなければ、自分がどの辺りにいるのかさえ分からなくなっていただろう。

　そんな暗闇の道を、ほとんど落ちているのではないかと思える速度で馬オルトスは駆け下りていた。
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　並なみの馬ならばとうの昔に足の骨ほねを折ってそのまま滑かつ落らくしていただろう。だがオルトスというその馬は、頑がん強きようということだけが長所であり、そして乗り手もまた平へい凡ぼんではなかった。崖下から強く吹ふき上げる気流の中、激はげしく揺ゆれる馬をいとも無ぶ難なんに乗りこなす。

《少し進路を左にずらせ。出っ張りにぶち当たるぞ》

「もっと早く言え！」

　剣を持ったまま手た綱づなを操あやつる。間かん一いつ髪ぱつのところですぐ傍そばを岩が通り抜ぬけた。

　みるみる陣地が眼がん前ぜんに迫せまってくる。その中には見み張はりと思おぼしき敵兵の姿すがたもちらほらと見受けられる。しかしまったくこちらに気付いている様子はない。

　当然だろうと思う。こんな崖を夜間に駆け下りる馬鹿がいるなどと、誰にも想そう像ぞうできまい。

「よし、行くぞ！」

　アレスは両手の剣を構かまえ直した。そのまま凄すさまじい速度で陣地の中に突とつ入にゆうする。




　二人の見張りが視界に飛び込んできた。さすがに荒あら々あらしい蹄ひづめの音に気付いたのか、何事かとこちらに視線を向けている。しかし暗さのせいか、自分たちの目の前で何が起こっているか理り解かいできていない様子だった。

　自分の存在を知らせるのは遅おそい方がいい。その方が、結果的に敵の犠牲も少なくなるだろう。

　アレスはもはや躊ちゆう躇ちよしなかった。

「うわ──」

　闇の中より飛び出した赤い騎士は、二人の兵士が口を開けようとするのと同時にその間をすり抜けていた。二振ふりの白はく刃じんを閃ひらめかせながら。

　右から赤い血が飛び散り、左からくぐもった悲鳴が聞こえた。

「なんだ、何かあったのか？」

　小さな悲鳴を聞きとがめたのだろう、天てん幕まくの陰かげから数人の兵士が姿を見せる。

　アレスの動きは迅じん速そくだった。足で馬オルトスの腹はらを叩たたき、すぐさま敵兵の元へと馬を走らせると、悲鳴を上げる間もなく叩たたき伏ふせる。一人は肩かた口ぐちを大きく切り裂さかれ、一人は頭を殴なぐりつけられ、もう一人は馬の前足に蹴けられて吹き飛んだ。

　だがこのときは馬上であることが災わざわいした。疾しつ走そうする馬上から徒歩の兵を切りつけるのは、反撃を受ける隙すきを見せることなく圧あつ倒とう的に有利に戦うことができる。しかしその反面、とどめを刺さすことは困こん難なんであった。

「て、敵だ！　敵てき襲しゆうだ、敵がまぎれこんでるぞ！」

　その兵士にはよほどの根こん性じようがあったのだろう。肩口からだくだくと血を流しながらも声を張り上げたのだ。

　たちまち辺り一帯の天幕の中から人の動き出す気配がし始める。

　舌打ちしつつ、アレスは馬を駆けさせた。こうもあっさり見つかるとは敵を侮あなどりすぎていたと言うべきだろう。だが、すでに侵しん入にゆうには成功している。寝ねぼけ眼まなこの兵士たちがばらばらと出てきたところで敵ではない。

　それはアレスがもっとも得意とする戦いであった。一撃離り脱だつを旨むねとし、常つねに先手を取り続け、敵に態たい勢せいを立て直す時間を与あたえることなく各個に撃げき破はする。無数の天幕が張られ、あちこちに軍ぐん需じゆ物ぶつ資しが積まれた陣地の中では兵士たちが徒と党とうを組むのも難むずかしい。その中をアレスは縦じゆう横おう無む尽じんに風のごとく駆け巡り、剣を振り下ろして犠牲者を量産し続けた。

　やがてアレスは目的のものを発見した。

　蔵くらだ。中に入っているのは兵ひよう糧ろうか武ぶ器きだろう。何よりも肝かん心じんなことは、その建物が木もく造ぞうだということである。

　剣を持ったままの右手を鞍くらの後ろに伸のばすと、そこにあった皮かわ袋ぶくろを手に取る。

　大人の頭ほどもあるであろうその皮袋は液えき体たいで満たされており、決して軽くはない。だがアレスは指先に渾こん身しんの力を込めると、小さな気合の声と共にその皮袋を蔵の上へと投げつけた。衝しよう撃げきに耐たえ切れず、皮袋から中身がぶちまけられる。どろりとしたその液体は、油だった。

　すかさず近くのかがり火から松たい明まつを掴つかみ取ると、投げつける。

　油に燃もえ移うつった火は、瞬しゆん時じに強く燃え上がった。




　　　　　◆




「ローランさま！　敵てき陣じんに火の手が上がりました！」

「ああ、見りゃ分かるさ」

　その光景を見て、ローランは感かん嘆たんの口笛を吹いた。

「ま、あいつなら……とは思ってたが本当にやっちまうんだからな」

　アレスの指し示じを思い出す。

『おまえに指し揮き権けんを預あずける。もし敵陣に火の手が上がるのが見えれば、旗を並ならべ立てて大軍を装よそおい正面から攻せめ立てろ』と。

　一体どうやって敵陣に火をつけたというのか──それは大きな疑ぎ問もんであったが、大方、正面から忍しのび込こむか、背はい後ごの崖がけを駆け下りたかのどちらかだろう。あの唐とう変へん木ぼくは、こと戦いにおいてはどんな難事でもやってのける。

「のう、ローラン」

　アレスの従じゆう者しやにしてドワーフのガルムスが声をかけてきたのはそんなときだった。

「今こ宵よいの戦いくさ、わしも参加してよいかの？　陣地を攻めるとなれば我われらドワーフの出番というものだ」

　ローランとしては、願ったり叶かなったりであった。ガルムスなら最前線で戦い兵を導みちびくことも容よう易いだろう。とにかく手間は省ける方がいい。

「分かった、行ってこいよ。安心しろ、エレナは俺おれの傍そばから離はなさねえからよ」

「助かる」

　言って、ガルムスは主に劣おとらぬ驚おどろくべき行動に出た。

　敵の門を打ち破やぶるために用意しておいた破は城じよう鎚つい代わりの丸太を、いとも軽々とその肩に担かついだのだ。たった一人で。

　そして、地に響ひびくような声で叫さけぶ。

「我らが主あるじが今日も新たな伝説を作りおったぞ！　さあ、続け者ども！　勝利の美酒を独ひとり占じめさせてはつまらぬぞ！」

　主も主なら従者も従者。初めてローランは、敵に同情した。




　　　　　◆




　アレスは千の敵兵がうごめく陣地の中を縦横無尽に駆け巡っていた。

　かがり火を見つければ剣けんを叩たたきつけ、燃え盛る松明を手近な天幕へと投げつける。

　火に驚いて兵士が飛び起きてくれば、状じよう況きようを認にん識しきする間すら与えずに剣の一撃を見み舞まった。もはや右の剣を振るう必要もなかった。

　戦いの音に飛び起きた兵士たちにしてみれば、たまったものではない。

　大規き模ぼな敵襲があり、周囲が完全に混乱状態にあるということはすぐに悟さとる。しかし指示を出してくれる上官さえどこにいるか分からず、敵の規模も分からない。結果的に、彼らはいつどこからやってくるか分からない敵の影かげに怯おびえることしかできずにいた。

　陣地の外から喚かん声せいが上がったのはこのときである。

《ローランが動いたぞ。これでこの戦いも終わりだな》

「そうか。相変わらず他人の勝ち馬に乗るのだけは得意だな」

　パンドラの言う通り、戦いは終局へと近づいていた。もはやその赤い騎き士しを目にしてなおも戦おうとする者は誰一人としていなかったのである。

　その右手には刀身まで血に染そまった赤い刃やいば。

　その左手には闇やみの中にあっても強き光を失わない銀の刃。

　唇くちびるを真一文字に引き締しめ、睨にらまれるだけで思わず身がすくむほどの強い眼がん光こうを伴ともなった瞳ひとみは、油ゆ断だんなく周囲を見み下おろす。

　赤く燃え上がる天幕を背に、赤い甲かつ冑ちゆうと赤いマントを返り血でさらに赤く紅あかく染め上げたその姿は、いかなる伝でん承しように残る悪あつ鬼き妖よう魔までさえも取るに足らぬ小物に思えるほどに恐おそろしく映うつった。

　その姿は、解放軍の兵士たちにある騎士のことを思い起こさせるに充じゆう分ぶんだった。

「まさか、あいつが……！」

「あ、〈赤の悪魔憑つき〉だ！」

　動どう揺ようは一いつ瞬しゆんにして広まった。

　そしてこのとき、無数の赤い旗を押おし立ててガルムスたちが防ぼう壁へきへと殺さつ到とうした。

　暗い夜のことである。解放軍の側からすれば、無数の赤い旗がぼんやりと見えるだけでどれだけ多くの敵が攻め立ててきているのかも分からない。しかも陣地は内側から火攻めにされ、指し揮き官かんの指示も行き渡わたらず、迎げい撃げきの態勢を取ることすらできない。

　門を打ち破るべく丸太を打ち付ける轟ごう音おんが響き始めると、彼らの動揺はもはや修しゆう復ふく不ふ可か能のうな域いきにまで達した。

　決着をつけるのは今をおいて他ほかにない。アレスは陣地に響ひびき渡る声で告げた。

「国王陛へい下かの名において告げる！　王国の治安を乱みだす者どもよ！　今すぐ武ぶ器きを捨すて、降こう伏ふくせよ！　大人しく従したがうなら命は助けよう。しかし抵てい抗こうを続けるというのであれば一いつ切さい容よう赦しやはせぬぞ！」

　それが、この戦いの終しゆう焉えんであった。




　　　　　◆




　たった三百の兵で、千の敵てきのこもる堅けん固ごな陣じん地ちをたった一ひと晩ばんで制せい圧あつしたのである。兵士たちのアレスを見る目は、もはや信しん仰こうに近いものがあった。

　しかしアレスには勝利の余よ韻いんに浸ひたっている暇ひまはなかった。戦いが終わっても、指揮官としての仕事はいくらでもあるのだ。

　降伏した敵兵の武装を解かい除じよして一箇か所しよに集め、くすぶっていた火を消し、怪け我が人にんの治ち癒ゆに当たらせる。このようなとき、従軍神官であるエレナの存そん在ざいは非ひ常じようにありがたかった。

「……ふむ。やはり妙みようだの」

　ガルムスが制圧した陣地の中を見回しながら呟つぶやいたのは、そんなときであった。

「妙って、何がだ？」

　聞きとがめたローランが尋たずねる。

「この陣地の出来だ。外見からしておかしいとは思っていたが、内部を見て確かく信しんしたぞ。千人おれば十日ほどで作れる砦だが、それでもある程度の築城技術が必要だ。農民に作れるようなものではあるまい」

「へえ。まあ言われて見れば確かにしっかりしてるな。でもそれが何だって言うんだ？」

「さあな、そこまでは知らぬ」

　その何気ない会話が、アレスにあることを気付かせることとなる。

「……もっと早くに気付くべきだったな」

　確かにガルムスの言葉には一理ある。この地の反乱軍は、ただ孤こ立りつしているだけの農民の集団ということだったはずだ。築城技術など持っているはずがない。

「パンドラ」

《何かな》

　名を呼ぶと、地の底からいつも通り音もなくパンドラが顔を出した。

「ひょっとしてこの反乱軍は、何か確固たる目的があってここに砦とりでを築いたのではないのか？」

　パンドラの反はん応のうは意外なものだった。なぜか嬉うれしそうに笑ったのである。

《いいぞ、汝なんじがそのことに気付かなければ失望していたところだ。我わが黄たそ昏がれの主の言葉を授さずけよう。反乱軍の目的は、この地に王国軍を釘くぎ付づけにすることにある。以上だ》

「む……！」

　一つの事実が思い起こされたのはこのときである。

　王国軍の兵力を分散させ、その足止めを目もく論ろんでいたというこの地の反乱軍。

　そして、反乱軍の切り札、〈風の戦いくさ乙おと女め〉。

　ブライアン将しよう軍ぐんの話によれば、彼女は反乱軍の指し導どう者しやジェレイドと内輪もめをし、本隊から離はなれることになったという。

　もしそれが、敵と味方双そう方ほうを偽いつわるための単なる芝しば居いだったとしたらどうか。〈風の戦乙女〉は、何らかの目的を持ってあえて本隊を離れたのだとしたら？

　報ほう告こくによれば、〈風の戦乙女〉は万の軍ぐん勢ぜいを相手にできるほどの力があるわけではないという。だが、数百人程てい度どならば簡かん単たんに打ちのめすこともできるという。

　そして古いにしえより、劣れつ勢せいの軍勢が勝利を得るにもっとも有ゆう効こうな手しゆ段だんは一つ──。

「……そういうことか」

　反乱軍の首しゆ領りようジェレイドの目論見を察する。

「ローラン、兵をまとめろ！　急いでトゥールスレン平原へ向かうぞ！」

「なに？　おい、突とつ然ぜんどういうことだ？　捕ほ虜りよはどうすんだよ、怪我人だっているしよ」

「放ほうっておけ。後の事はエレナとガルムスに任まかせる！　とにかく事は一いつ刻こくを争う可か能のう性せいがある、急ぐんだ！」









　第八章　トゥールスレン攻こう防ぼう戦せん






　　　　　０




　その日、解放軍の指導者ジェレイドは、ソフィアやクライスも追い出し、一人天てん幕まくに籠こもっていた。

　それは戦いを迎むかえる日のジェレイドの習しゆう慣かんでもあった。一人で静かに軍ぐん略りやくを練ねりたいというのが表向きの理由であったが、実じつ態たいは違ちがう。

　人知れず、咳せきをするためである。

「……やっぱり、今日はちょっと多いですね」

　口を覆おおっていた手のひらを見る。

　赤く染そまっていた。血である。決して大した量ではないが、それでもこの一年で確実に量が増ましてきている。
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　原因は色々ありすぎて分からない。

　もともと体は強い方ではなかったし、兵へい役えきに取られて過か酷こくな生活を強しいられたこともあった。

　何より、今は常つねに精神的な圧あつ力りよくがかかっている。

　普ふ段だんからジェレイドは冷れい徹てつという仮か面めんをかぶり、必要とあれば同どう胞ほうであろうと切り捨てる非ひ情じような指し導どう者しやとして振ふる舞まってきた。先のキホルテ平原の戦いにおいても、千の同胞を無む駄だ死じにさせようとさえした。いや、正確には無駄死にではない。理由はあった。

　送り込んだ千人の兵士たちは、反乱軍の中でも暴あばれ者もので扱あつかいに困こまるような連れん中ちゆうばかりだったのだ。自分たちの欲望のためなら、女子供であろうと暴ぼう力りよくを振るうことに躊ちゆう躇ちよしない。ようするに──不必要な連中だったのだ。だから切り捨て、彼らの死を利用した。一人の有ゆう能のうな将しようの命いのちさえ犠ぎ牲せいにして。

　けれど、ジェレイドの本ほん心しんは違う。人の命に上下はない。救すくえるものなら救いたい──心しん底そこそう思う。自分にもう少しばかりの統とう率そつ力りよく、あるいは知ち恵えがあれば、彼らを犠牲にすることはなかったのではないかといつも思う。

　だが、ないものねだりをしても仕方がない。完かん璧ぺきな人間などいないのだ。戦争においてすべてを救うことなど不可能なのだ。一を切り捨てることで百が、いや、十が救えるというのであれば、喜んで一を捨てなければならない。

　そういう考え方ができなかったがゆえに、七年前の戦いでは初はつ恋こいの相手を失うしなった。

　そしてそういう考え方ができたがゆえに、侯こう爵しやくを相手に勝利を収おさめることもできたのだ。

　これまでの経験が教えてくれる。一軍の指導者が夢を見ることが許ゆるされるのは、寝ねているときだけなのだと。起きているときは、常に現実を見続けなければならない。そのためには平へい素そから冷徹という仮面を被かぶり、どんなに無理をしてでも虚きよ勢せいを張り続けなければならないのだ。

　だが、大きな戦いが間ま近ぢかに迫せまってくると、そのツケがすべて回ってくるのだ。

　間もなく王国軍との大きな戦いが始まる。負ければすべてが終わりだが、たとえ勝利したとしても、また多くの死者と未み亡ぼう人じんと孤こ児じとを量りよう産さんすることになるだろう。

　そういう作戦を立てたからだ。そういう作戦でなければ、今の解放軍の戦力では勝利の見込みがなかったからだ。

　犠牲を覚かく悟ごしなければこの戦いくさには勝てない。だが一方で犠牲になる人々のことを思うと、体の奥おくが焼け付くような、我が慢まんできないほどの痛みを覚おぼえ、咳をする度たびに血が混じるのだ。その痛みは解放軍の規き模ぼが拡かく大だいするにつれ、戦いの時が近づくにつれてひどくなってきた。

　それでも、自分はまだマシな方なのだ──そう思い込む。前線で死を強きよう制せいされる兵士たちのことを思えば、この程度の苦しみは甘あまんじて受けなければならないのだ。

「ジェレイド！」

　そのとき、天幕の外から元気な少年の声がした。クライスだ。

「ついに来たぜ！　王国軍の本隊だ！」

　ジェレイドは口くち元もとをぬぐった。休きゆう憩けいはもう終わりだ。これからはまた冷徹な仮面を顔に貼はり付け、兵の前で虚勢を張らねばならない。見た目が貧ひん弱じやくな自分にできることはそれぐらいしかないのだから。

「……クレア。どうか見ていてくれ、この役者不足の愚おろか者の行く末すえを」

　顔を上げる。前を向く。胸むねを張る。

　そしてずり落ちていた眼め鏡がねをかけ直したときには、すっかりいつもの表情を取り戻もどしていた。
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　王国暦れき八十三年第五の月二十二日。

　後に第一次トゥールスレン攻こう防ぼう戦せんと呼よばれることとなるその戦いは、王国軍にとって意外な形で始まることとなる。

「反乱軍は兵法のなんたるかも知らぬのか」

　ベルフェルド副ふく将しようの眼がん前ぜんで、ブライアン将軍は嘲あざけりを隠かくそうともせずそう言い捨てた。

　もっとも、そう言いたくなる気持ちはベルフェルドもよく分かった。

　反乱軍は鉄てつ壁ぺきを謳うたわれたトゥールスレン城じよう砦さいを手に入れたのである。当然のことながら彼らの戦せん略りやくはその城砦を中心に据すえてのものと思われていた。だが反乱軍は、城砦ではなくその外、南の草原に兵を展てん開かいしていたのだ。

　遊ゆう撃げきを目的として一部の兵力を城砦外部に配置するというのならまだ分かる。だがその数は多く、一万をはるかに超こえているように見える。反乱軍のほぼ全軍にあたる数だ。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい話だが、まさか彼き奴やつらは野戦にて我われらと雌し雄ゆうを決しようというのか」

「案外、そのつもりなのかもしれませぬな」ベルフェルドは淡たん々たんと答えた。「トゥールスレン城砦といえどあれほどの軍勢は収しゆう容ようしきれませぬ。かといって一部の兵だけを収容し、残りを外部に置くようなことをすれば味方を見み捨すてたと謗そしりを受けることになりかねませぬ。それに反乱軍も、ただ籠ろう城じようしているだけでは戦せん況きようが改かい善ぜんされぬことは承しよう知ちしているのでしょう。まずは野戦にて一戦交え、その後戦況不利とあらば城砦へと退たい却きやくするつもりではないかと」

「そんなところだろうな。いずれにせよ、野戦ならばこちらも望むところだ。ここは我らも応おうじてみるか」

「しかしボルネリア領りようやトゥールスレン城砦をああも簡かん単たんに陥かん落らくさせた反乱軍のことです、軽々しく仕し掛かけるのはいかがなものかと。連日の行軍で兵士たちも疲つかれておりますし、ひとまず我らも陣じんを構こう築ちくし、兵に休養を与あたえ防ぼう備びを固めてはいかがでしょう。何も反乱軍に付き合う必要などありませぬ」

「慎しん重ちようも度が過すぎれば勝機を逸いつするぞ、ベルフェルド。このだだっ広い平原だ、罠わなを仕掛ける余よ地ちなどあるものか。ましてその間に反乱軍が考えを変えてトゥールスレン城砦に引き籠こもるようなことがあればどうする？　この機を逃のがす必要はなかろう」

「は……。確かに」

　あのトゥールスレン城砦を力押おしで陥落させるとなれば、どれだけの犠牲を強しいられるか分かったものではない。それならば幾いくばくかの不安要素を抱かかえているとはいえ、機会のある内に野戦に持ち込む方が有利というべきなのかもしれない。そもそも、王国軍の主力たる重じゆう装そう騎き士し隊たいの力は、野戦でなければ発はつ揮きすることができない。

　とはいえ、だからこそベルフェルドは二の足を踏ふまざるを得なかった。

　明らかにこの状況は王国軍に有利過ぎる。その上で、解放軍の動きはこちらの攻撃を誘さそっているようにしか思えない。何か裏うらがあるのではないか──ベルフェルドがそう勘かんぐるのは無理からぬことだった。

　いかなる天の采さい配はいか、一人の伝令がやってきたのはそのときであった。

「閣かつ下か、よろしいでしょうか」

「ん？　私にか？」

　その伝令は、ブライアンにではなく副将のベルフェルドの元へとやってきたのだ。

　しかし別段不思議なことでもない。ようは将軍の手を煩わずらわすほどの報告ではないということなのだろうと、そう解かい釈しやくする。

「なんだ、言ってみろ」

「は。実は──」

　だが、その伝令からの報告を聞いた直後、ベルフェルドの表情は硬こう直ちよくした。

「……確たしかなのだな？」

「残念ながら」

　伝令がブライアンではなく自分にだけ伝えようとした理由を察する。

　黙だまっているわけにもいかず、ベルフェルドは小さく息を吐はいてからブライアンに近づいた。

「閣下」

「どうした、ベルフェルド。妙みように渋しぶい顔をしておるな。何か悪い報しらせでもあったのか」

「は。昨日、オニール卿きようがクレーベにて反乱軍と交戦……敗北し、戦死したそうです」

「…………」

　ブライアンは、少なくとも表向き微み塵じんも動どう揺ようを見せることはなかった。

「どういうことだ。オニールにはあれだけの兵を与えたのだぞ、農民風ふ情ぜいに負けることなどないはずだ」

「は。それが報告によりますとオニール卿が相対した反乱軍には〈風の戦いくさ乙おと女め〉がいたとのことで、不可思議な風の黒くろ魔ま術じゆつによりあえなく敗北したとのこと」

「……そうか」

　ブライアンは黙もく祷とうするように目を閉とじた。その心中を慮おもんぱかり、ベルフェルドは無言のまま次の言葉を待つ。

　やがて、述じゆつ懐かいするようにブライアンは口を開いた。

「オニールはな、おまえのお気に入りのアレスなどと違い、到とう底てい騎士の器うつわではなかった」

「…………は」

「あれは私の威いを借りねば何もできぬ男だった。近この衛え騎士になれたのも、頼たのんでもおらぬのに試験官どもが私に変に気を遣つかった結果だ。だが腕うでっ節ぷしだけは強いし、人の前に立つ度ど胸きようもある。それゆえ農民の集団ぐらいならば蹴け散ちらせると思っていたのだが……。しかしそれも私のひいき目に過すぎたようだな。だが、それは大したことではない。ようは役者不足の騎士が一人戦死した、ただそれだけのことだ」

　ここでブライアンはベルフェルドを振ふり返った。

「それゆえに、これだけは言っておく。もし甥おいの戦死のことでおまえが私に気を遣うようなことがあれば、すぐさま王都に送り返すからな」

「……承知しました」

　ベルフェルドが頷うなずくと、ブライアンは再び彼か方なたの反乱軍へと目を向ける。

「だが──」

　と、背せを向けたままブライアンは声の調子を落として続けた。

「オニールはまだ若わかかった。齢としを重ねればまだ成長する余よ地ちもあっただろう。これほど早く死を強制される必要もなかったはずだ」

「……お察しいたします」

「いや、すまぬ。結局気を遣わせてしまっているな。ともかくだ。少なくとも今の報告でこの地に〈風の戦乙女〉がおらぬことははっきりした。この機を逃す理由はあるまい、今すぐにでも反乱軍と一戦交えるべきであろう」

「は」

　もはやベルフェルドもこれ以上反対することはできなかった。

　反乱軍の動向に不可思議な点があるのは事実である。

　しかし警けい戒かいすべき強きよう敵てき〈風の戦乙女〉は昨日の時点でクレーベにいたことが分かっている。クレーベからこの地までは直線距きよ離りで七里（約二十八キロメートル）から八里ほど。しかも整せい備びされた街かい道どうがあるわけでもなく、そこを軍勢を率いて踏とう破はするとなれば、たとえ馬があろうと丸一日はかかる。ましてすでに一戦を終えている〈風の戦乙女〉は、軍勢の再編へん制せいと休養の時間も必要なはずだ。

　くわえて〈風の戦乙女〉と解放軍の指導者ジェレイドとの間には、何らかの軋あつ轢れきがあったという。今ここで解放軍と戦せん端たんを開けば、〈風の戦乙女〉が戦場に間に合う可か能のう性せいは低い。それがベルフェルドの出した結論であった。
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　ジェレイドが動いたのは、次のような報告を聞いたときのことである。

「王国軍、動きました！　攻こう勢せいの構えを見せております！」

「それは幸いですね」

　馬上でその報告を受け取ったジェレイドは、中指で眼め鏡がねをかけ直した。

　これだけ王国軍優ゆう位いの状じよう況きようを整えたのだ。これで動いてくれなければむしろこちらの方が動きが取れなくなるところだった。

　ジェレイドは一度だけ後ろを振り返り、そこにいた少年と少女に声をかけた。

「では行ってきます。クライス、ソフィアを頼みますよ」

「ああ、分かってる」

「ジェレイドさま。お気をつけて」

　二人に見送られ、軍勢の中央へと馬を走らせ、そして命令を待ち構えていた兵士たちに声をかける。

「さあ、我々も応戦します。全軍に命令を」

「はっ！」

　こういうとき、この場に〈風の戦いくさ乙おと女め〉がいないことを惜おしいと思う。

　あの少女の扱あつかう風の精せい霊れいは、戦場では際きわ立だって力を発はつ揮きする。敵に直ちよく接せつ大きな打だ撃げきを与えられるわけではないが、たとえば風の精霊に声を運ばせることで遠くの指し揮き官かんに直接命令を下すこともできる。軍勢を指揮する身としては、喉のどから手が出るほど欲ほしい能力だ。

　だが、ない袖そでを振っても仕方がない。ジェレイドは気分を切り替かえるように、悠ゆう然ぜんとした動作で眼鏡を外した。

　遠くの戦場を見み渡わたすときならば、この眼鏡は必要なかった。それゆえか解放軍の間ではジェレイドが眼鏡を外すことが開戦の合図となり、再び眼鏡をかけるときが勝利の合図であるとされているほどである。

「さあ、始めましょうか。記念すべき我らが新生解放軍最初の戦いをね」




　こうしてトゥールスレン平原における戦いの火ひ蓋ぶたは切って落とされることとなる。

　この戦いに参加した兵力は、王国軍一万に対し、解放軍は一万四千を数えた。数の上では解放軍に大きな分があったが、装備や練度は王国軍に一歩も二歩も劣おとる。

　数に勝まさる解放軍と、兵の質しつに勝る王国軍。決戦の行ゆく方えは予よ断だんを許ゆるさないというべきであったが、双そう方ほうの指揮官だけは自分たちの勝利を信じていた。もっとも片方の指揮官については、『勝利を信じざるを得なかった』という方が適切だったが。
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　ブライアン将しよう軍ぐんの指揮の下もと、王国軍は広大なトゥールスレン平原をゆっくりと進み、反はん乱らん軍ぐんとの距きよ離りを縮ちぢめていった。それに対し、反乱軍は動くことなく、じっと王国軍を待ち構かまえている。

「あまり陣じん形けいを広げぬようだな」

　ブライアンがやや意外そうに口にした感想は、ベルフェルドも同感だった。

　反乱軍は数に勝る。その優ゆう位いを利用するなら、陣形を横に広く展開し、半包囲の態たい勢せいをとるべきなのだ。

　ベルフェルドは副将の義ぎ務むとして口を開いた。

「陣形を広げればその分前線が薄うすくなります。兵の質しつに劣る反乱軍としては、むしろ陣を深く保たもつことで我わが軍に長期戦を強しい、疲ひ労ろうを誘さそうことを狙ねらっているのでしょう」

「まあそんなところだろうな」

　ブライアンもその程度のことは理解しているのだろう、特に感かん慨がいを受けた様子はなかった。

　その間にも両軍は前進を続け──そしてついに、矢戦が始まった。




「弓隊前へ！　構え！」

　両軍の弓兵が横一列に並ぶ。そして指揮官の命に従したがい弓を構え、矢をつがえた。

「放てぇ────！」

　一いつ斉せいに放たれた何千もの矢は大地に不気味な影かげを作り、雨となって双方の軍ぐん勢ぜいに降ふり注いだ。

　襲おそい来くる矢はその速度を落とすこともなく、凄すさまじい衝しよう撃げきを伴ともなって兵士たちの体を刺さし貫つらぬいた。絶ぜつ叫きようが平原一帯に轟とどろき、長い人生をたった一本の矢で中断させられることを余よ儀ぎなくされていく。

　しかしこの程度の損そん害がいは予想されていたことである。両軍の先せん鋒ぽうは少なからぬ損害を出しつつも、余力を残したまま接せつ近きんを続けた。

　やがて、戦場のそこかしこで激げき突とつが起こる。

　戦場においてもっとも多くの損害が生じる一いつ瞬しゆんである。双方が充じゆう分ぶんな力を保持したまま正面からぶつかり合うためだ。

　斬きり殺され、叩たたき殺され、刺し殺され、人々の絶叫が響ひびき渡わたった。緑の大地は赤い血で染そめられ不気味に黒ずみ、兵士たちの体から零こぼれ落ちた臓ぞう物もつがさらに大地を不気味に装そう飾しよくする。

　それは人間ならば誰でも吐はき気を催もよおすような光景だったが、前線の兵士たちのほとんどは決して怯ひるむことなく戦い続けた。

　その動機は様々だ。

　戦線を維い持じしなければならないという義ぎ務む感に駆かられたため。

　傷きずついた仲間が下がる時間を稼かせぐため。

　戦わなければ次に犠ぎ牲せいとなるのが自分であることを知っていたため。

　ここで逃にげ出すのは重大な軍規違い反はんであり、目の前の敵を叩たたき潰つぶす以外に生き残る術すべがなかったため。

　中には血の匂においに酔よい、人の肉を切り裂さいて命を奪うばい取ることに快かい感かんを抱いだき始めた者さえいた。

　かくして最前線での戦いは一瞬ごとに凄せい惨さんさを増ましていったが、少なくとも両軍の戦線が早期に崩ほう壊かいすることはなく、戦いは早くも膠こう着ちやく状じよう態たいに陥おちいった。
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　ベルフェルドはこの戦せん況きようを苦々しく思っていた。

　こう着状態。互たがいの戦力がじりじりと削けずり取られていくもっとも嫌いやな状況だ。

　口に出すことは決してないが、アレスという名の近この衛え騎き士しがこの場にいないことが心底悔くやまれた。キホルテ平原の戦いにおいて、千人の敵の中へただ一人で飛び込み、寡か少しようの王国軍を勝利へと導みちびいたあの騎士がこの場にいれば、恐おそらく早々に敵戦線への突とつ破ぱ口こうを開いてくれただろう。

　──いや、それも買いかぶりすぎというものか。

　頭をかいて考え直す。キホルテ平原においてアレスが千の敵を相手にできたのは、敵の将しようを一いつ騎き討うちで討ち取った直後のことであり、敵兵に動どう揺ようがあったことが大きいのだろう。この戦いのように、矢の雨を降ふらせ槍やりの壁かべを並ならべるといった規き律りつある集しゆう団だん戦の中では、アレスといえど手は出せないかもしれない。

　それにしても、と思う。これは王国軍と反乱軍の決戦とも言うべき戦いであるというのに、アレスはおろか〈風の戦いくさ乙おと女め〉という敵の切り札までもがこの場にいないとは一体いかなる運命の悪いた戯ずらか。

「思ったよりも良い動きをするではないか、反乱軍め」

　ブライアン将軍が舌した打うちをし、ベルフェルドは意い識しきを眼がん前ぜんの戦いに戻もどした。

「見事な軍勢の動きです、ボルネリア侯こうを打ち破やぶったのも伊だ達てではないようですな」

　その言葉は、どちらかといえばブライアンに警けい戒かいを促うながすための追つい従しようであった。

　組そ織しき的な軍事力に対たい抗こうできるのは組織的な軍事力のみである。ここまで王国軍と互ご角かくに戦っている以上、反乱軍の持つ実力には一定の評ひよう価かを下さざるを得ない。少なくともただの農のう奴どの集団という認にん識しきは誤あやまりだと認みとめる時期に来ていた。

「このままずるずると戦せん闘とうが続けば、数に劣おとる我われ々われは不利……とまでは申しませんが、いささか面おも白しろくありませぬ」

　言葉を選びつつなおも注意を喚かん起きしようとする。だが、ブライアンは大げさだと言いたげに肩かたをすくめた。

「慎しん重ちようも度が過すぎれば臆おく病びようと謗そしられると言ったであろう？　そう心配することもない、反乱軍の戦線は間もなく崩くずれるであろう。あれを見るがいい」

　ブライアンの指差した先。

　そこでは、赤い王国旗を掲かかげる見事なまでに統とう率そつの取れた一隊が、青緑の旗を掲げる反乱軍の戦線へと押おし入ろうとしていた。




　グロースター伯はくは二十代後半の勇ゆう壮そうな貴き族ぞくであった。

　暗あん愚ぐや臆病といった言葉とは程遠く、また国王への忠ちゆう誠せい心も篤あつかった。それゆえこの戦いくさにおいては四百の手勢を率いて王国軍に加わり、戦場においてもっとも危き険けんな開戦直後の前線に、自ら好き好んで出しゆつ陣じんしていた。

「我らの名を王国に知らしめるときが来た！　全軍、力の限かぎりを振ふり絞しぼれぃ！」

　グロースター伯は興こう奮ふんに息を荒あらげながら、戦場全ぜん域いきに響ひびき渡わたるのではないかと思えるほどの大きな声で叫さけんだ。

　大きな声は戦場では武ぶ器きとなる。四百からなる配下の兵士たちは、主あるじの心意気に同調するかのように、あるいは自や棄けになったかのように主に負けぬ大声で応おうじ、眼前の敵を萎い縮しゆくさせることに成功した。

　グロースター領りようの豊ゆたかな財ざい源げんによって支ささえられた彼らは、重装歩兵と表現すべきほどの装備に身を固めていた。まず一列目の兵士たちが持つのは大きな盾たてと槍やりである。彼らは盾を構え、襲おそい来くる矢から後列を守りながら反乱軍との距きよ離りを縮ちぢめていった。よく統率された兵士たちは、この血みどろの戦場にあって美しいとさえ思える軍列を維い持じしたまま反乱軍と衝しよう突とつする。

　一列目の兵士たちが敵に打撃を与え、そして反撃を受け止めているその間に、二列目の兵士たちが軍列の隙すき間まから一丈半（約四・五メートル）もある長槍を叩たたきつける。長い槍の先せん端たんは文字通り殺人的な速度で反乱軍の頭上に襲おそい掛かかった。槍の柄えに叩き潰つぶされ、あるいは槍の刃は先さきに切り裂さかれ、新たな断だん末まつ魔まの悲鳴が響き渡る。

　中には武器を掲げてその長槍を受け止めようとした者もいた。しかし、すかさずそこへ三列目の兵士たちが長槍を突つき出す。両手を塞ふさがれていた兵士たちにその一撃を防ふせぐ術すべはなく、無防備だった腹はらや胸むねを貫つらぬかれて絶ぜつ叫きようと共に地面をのたうち回る。

「今だ！　蹴け散ちらせぃ！」

　景気のいいグロースター伯の声が響き渡り、隙間なく並べ立てられた長槍の列は解放軍に反撃の余地を与えず次々と討ち取っていった。それは遠目から見れば、まるで針はりねずみが突き進むかのような光景に見えただろう。

　こうしてグロースター伯率いる部隊は、戦線に最初の乱れを生じさせることに成功した。




　　　　　◆




　戦線に乱れが生じたことを、ジェレイドは敏びん感かんに察知していた。

　腹の辺りがキリキリと痛いたみ出すのを感じる。だが表向きはあくまで平静を装よそおいながら、即そく座ざに命を下す。

「第十六大隊に伝令を。第八大隊の援えん護ごに回るようにと」

「はっ！」

　伝令の兵士は勢いよく馬を駆って飛び出した。

　数に勝る解放軍である。あの程度の小さな亀き裂れつを塞ふさぐことは簡かん単たんなはずだった。

　しかし、ほとんどの兵士たちにとってこれが初うい陣じんであったということが災わざわいした。

　ジェレイドの命令が行き渡るまでに、若じやつ干かんのずれが生じたのだ。

　それが致ち命めい的だった。戦線に生じた亀裂は、王国軍の迅じん速そくかつ果か敢かんな動きにより、塞ぐよりも先に広げられていったのである。




　　　　　◆




　まるで杭くいのごとく敵前線の中へと入り込んだグロースター伯は、押おし返そうとする正面からの敵を受け止めつつ、四百の兵を総そう動員し、前線に生じた穴あなを維い持じし続けることに成功していた。

「此こ度たびの戦、一番手て柄がらは我らのものよ！　押せ押せ押せぇ、押し通れぃ！」

　グロースター伯に唯ゆい一いつ小さな欠点があるとすれば、それはやたらと興奮しやすい性せい格かくをしているということが上げられるだろう。

　このときのグロースター伯は目を血走らせんばかりの勢いきおいで兵士たちをはやしたて、我わが物顔で前線にその姿をさらし続けた。兵士たちもまた、主の気き迫はくに感化されたかのように大声を上げて戦い続ける。

　そこへ王国軍の後続が到とう着ちやくした。彼らはグロースター伯が前線に押し込んだ杭の隙間に割わって入り、見事その穴を左右へ押し広げることに成功した。

　こうなると杭の除じよ去きよに失敗した解放軍は、さらに被ひ害がいを拡かく大だいさせることになる。

　前線に存在するほとんどの部隊は、前方からの攻こう撃げきを受け止めるだけで精せい一いつ杯ぱいの状じよう況きようにあった。そこへ真横からの攻撃を受けたのである。防ふせぐことなどできず、たちまちのうちに損そん耗もうを増ふやし、後こう退たいしていく。




　　　　　◆




　ジェレイドは厳きびしい表情をしながら、目頭を手で押さえた。眼め鏡がねをかけていないときは、どうも目が疲つかれやすくなる。

「予想はしてましたが……。厳しいですね」

　味方の動きが敵てきより鈍にぶい。指し揮きが間に合わず、味方の相そう互ご支し援えんができていない。

　組そ織しき力りよくの優ゆう劣れつが、戦場全ぜん域いきにおける優劣をも決し始めていた。これでは大軍を率いている意味がない。ボルネリア侯こう爵しやくを討ち果たしたときに率いていた軍勢の方が、よほどいい動きをしていただろう。

　王国軍に弱点があるとすれば、それは軍の編へん制せいにある──これはジェレイドだけではなく、多くの軍人がよく口にする説であった。

　王国軍には序じよ列れつがないのだ。最高司令官は国王で、その下に三人の将軍がいるが、問題はその下の近この衛え騎き士したちである。彼らには階級というものが一いつ切さい存在しない。無む論ろん、年ねん齢れいや実じつ績せきによって暗あん黙もくの序列は存在するが、建前としてはあくまで同列だ。

　国王に忠ちゆう誠せいを誓ちかい、祖そ国こくにすべてを捧ささげる近衛騎士はすべて同列に扱あつかわれるべきであり、差別することがあってはならない──それがその理由だ。それに誰もが同列ということは、誰にも出世の機会があるということでもあり、騎士たちの戦意を高める効こう果かもある。

　だが、彼らを率いる将軍に統率力がある限かぎりは問題ないが、一ひと度たび上じよう層そう部ぶに乱みだれが生じれば、序列のない王国軍はたちまち混こん乱らんすることになるだろう。

　その点、ジェレイドは隣りん国ごくエディンバラ皇こう国こくの軍組織を参考にして解放軍を編制した。大きな特とく徴ちようは、十人長、百人長、千人長という中級指揮官を置くことにある。彼らは文字通りそれぞれ十人、百人、千人前後の部隊を率いる。つまり一つの大隊には一人の千人長と十人の百人長、百人の十人長が存在し、末端の小隊を十人という少数で運用することによって、戦況に細かく対たい応おうできる体たい制せいを整えようとしたのだ。

　少なくともボルネリア侯を相手にしていたときはそれで十二分に戦えた。しかしそれは兵の数が少なかったがゆえに、ジェレイドの指令が行き渡りやすかったということが理由なのかもしれない。

　しかしそれでは意味がないのだ。たとえば前線で生じた亀裂など、本来はジェレイドが後方から指し示じするよりも先に、千人長が独どく自じに判断をくだして動かなければならない。

　だがそのためには戦いの経けい験けんと、そして訓練のための時間が不足していた。

　もどかしさを覚えずにはいられなかったが、この戦いさえ切り抜ぬけることができれば千人長ら中級指揮官は大きな経験を積むこともできる。今は耐たえるしかなかった。




　　　　　◆




　王国軍が優ゆう位いに戦いを進めていくその光景を見て、ベルフェルドは小さく安あん堵どのため息を吐ついた。

　損そん耗もうした反乱軍の部隊が退たい却きやくしようとする。だがそうはさせじと王国軍が急追、背はい後ごから一方的に討うち取っていく。

「開戦当初の動きはそれなりに見るべきものもあったが、やはり結局は農民の寄よせ集めというべきだな。一ひと度たび戦線に乱みだれが生じれば事態を収しゆう拾しゆうできるだけの力もないらしい」

　ブライアン将軍が満足げに顎あごを撫なでる。

「仰おつしやる通りですな。しかし、反乱軍は未いまだ数の上では我が軍を上回っております。このまま戦いが続けば、前線の兵士たちにもやがて疲れが見え始めましょう」

「ふむ。一理あるな」

　ベルフェルドの懸け念ねんは的を射いていた。

　このとき数に勝る反乱軍は、少なからぬ犠ぎ牲せいを出しつつも新たな戦線の構こう築ちくに成功しており、王国軍の前進速度が鈍りだしていたのだ。

　だがそれでも一度崩れかけた戦線を再構築するのには多少の無理があったのだろう。新たな戦線のあちこちで、すぐに小さな綻ほころびが生じ始める。

　もう一押し。もう一押しさえあれば、解かい放ほう軍の前線は崩壊し、立て直す暇ひまなく全面潰かい走そうへと至いたるだろう。

「そろそろ良かろう。ベルワルド卿きように出しゆつ陣じんの命を下せ。国王陛へい下かに楯たて突つきし罪ざい人にんどもをその軍ぐん靴かにて踏ふみ躙にじって参れとな」

「は」

　ブライアン将軍の決けつ断だんは妥だ当とうであった。今こそベールセール王国軍がグリア大陸にその名を轟とどろかす最強の部隊を動かすときであった。




　　　　　◆




「ようやく出番か、まちくたびれたぞ」

　ベルワルド卿は、その勇ゆう猛もうさで名の知られた近衛騎士である。三十代半ばのその体たい躯くは男おとこ盛ざかりという言葉が良く似に合あい、またその大きな体とは裏うら腹はらに勉学にも通じ、冷静沈ちん着ちやくとの評ひようも受けている。

　ただ一つ、いささか不器用なところがあり、剣けんや馬上槍を持っての戦いは極きよく端たんに苦手という騎士らしからぬ弱点があった。

　しかし、もっと単たん純じゆんな武ぶ器き──馬上からも振ふり下ろすことのできる巨きよ大だいな鎚つちをその手に持ったときのみ、ベルワルド卿は無類の力を発はつ揮きすることができた。

　そんなベルワルド卿が率いるのは、兵卒の類たぐいではない。赤い甲かつ冑ちゆうを着き込こんだ紅くれないの近衛騎士を中心に、王国全土より集まった騎士と、その従じゆう者しやたちである。

　それこそがベールセール王国の武の結けつ晶しよう、総そう勢ぜい八百からなる重装備の騎士隊であった。

　王国軍の中ちゆう核かくをなすのは国内より集められた志し願がん兵へいたちであるが、中ちゆう枢すうを担になうのは騎士とその従者たちである。騎手はもちろん軍馬までもが甲冑によって守られた鋼はがねの騎馬が徒党を組んで突とつ進しんするとき、行く手を阻はばむことのできる者は存在しない。

　とはいえ、その本ほん領りようが発揮される機会は極きわめて少ない。ベールセール王国全土には何千という騎士がいるが、彼らはそれぞれ個別の領主に忠ちゆう誠せいを誓ちかっており、国王といえど好き勝手に動員できるわけではないためだ。

　だが、大きな動乱が起こったときは別である。このときばかりはすべての領主に軍事力の供きよう出しゆつが求められ、そして無敵の騎士隊が編へん制せいされるのだ。

　反乱軍との勝敗を決する文字通りの決戦。今こそがその真価を見せ付ける絶好の好機であった。

「同どう胞ほうよ！　ようやく我らの出番が参ったぞ！」

　ベルワルド卿は巨大な鎚をその手に掲かかげて叫さけんだ。

　このときを今か今かと待ち受けていた騎士たちが、気合の声を上げて応じる。

「赤せき神しんオディウスの名にかけて！　我らの武勇と忠ちゆう義ぎを示しめすときが来たのだ！　全軍前へ！　全軍突撃だ！」

　こうして八百騎からなる無敵の騎士隊は、大地に轟ごう音おんを轟とどろかせた。




　　　　　◆




「まずいですねえ、まったくもう」

　ジェレイドは半ば愚ぐ痴ちるように呟つぶやいた。胃が痛いたくて仕方がない。

　土つち煙けむりを上げて突進してくる勇ゆう壮そうな騎士の一団。その迫はく力りよくは、かつて戦ったボルネリア侯配下の騎士などとは比くらべ物にならない。

　対処の方法はすべての千人長に伝えてはいるが、簡かん単たんに勝てるような都合のいい手しゆ段だんがあるわけもない。確かく実じつにまた多くの犠牲が生まれるだろう。

　軽い頭ず痛つうを覚え、ジェレイドは目ま蓋ぶたを押さえて顔を伏ふせた。もう一度顔を上げたときには、何か奇き跡せきでも起こってあの騎士隊が消えてたりしないかなどという無む謀ぼうな願いを抱いだきつつ。

　もちろんそのような願いを叶かなえてくれるほど、五ご彩さい神しんは寛かん容ようではなかった。

「……ミーア。このままではそう長く持ちそうにありませんよ」




　　　　　◆




　ベルワルド卿率いる騎士隊に、何十本もの矢が降ふり注ぐ。

　だが決して驚きよう異いに感じるほどの数ではない。

　彼らは、自身の体はもちろん馬までも厚あつい甲かつ冑ちゆうに身を固めていた。多少の矢など恐おそれる必要もなかった。

　とはいえ、無む傷きずというわけにはいかない。矢が命中した衝しよう撃げきに耐たえられず、落馬した騎士は少なくなかった。甲冑の継つぎ目に矢が当たり、均きん衡こうを崩くずした馬もいた。彼らは即そく座ざに後ろからやってくる味方の馬ば蹄ていに踏み潰つぶされ、肉にく塊かいと化していく。

　だが、その程てい度どの犠牲は想定の上である。彼らの足が止まることはなかった。

　やがてついに──無敵の騎士隊が、反乱軍と接せつ触しよくした。




　人の体が吹ふき飛び、あるいはちぎれ飛んだ。




　馬の前足に跳はね飛ばされた兵士が綿わた毛げのように吹き飛ばされる。

　ベルワルドの振り下ろす巨きよ大だいな鎚が兵士の頭を爆はぜさせる。

　騎士たちの持つ馬上槍が、二人三人とまとめて串くし刺ざしにしていく。

　兵士たちは跳ね飛ばされ、踏みにじられ、刺し殺され、本人の意思を無視して今こん生じようとの別れを強きよう制せいされ、ただの残ざん骸がいへと成り下がっていった。

　それはあまりにも一方的な戦いであり、虐ぎやく殺さつも同然であった。肉にく片へんと血と骨ほねが雨となって大地に降り注ぎ、赤黒く染そめられた草原の面積をさらに広げていく。

　反乱軍にその突進を止める術すべはもはやないように思えた。

　彼らはただ肉にく食しよく獣じゆうに追い立てられる獣けもののように、武器を投げ捨て兜かぶとを捨て去り、命からがら逃にげ散っていく。

　だが、決してただ一方的に追い立てられるだけではなかった。

　騎士隊が兵士たちを追い散らす。だがその向こう側では弓兵が隊列を作って待ち構えており、騎士たちに矢を浴びせた。その矢のほとんどは甲冑に当たって落ちたが、それでも確実に被ひ害がいを与あたえていく。

　とはいえ、機動力に勝まさる騎士隊が一方的な弓の攻撃を甘かん受じゆすることはない。すぐさま体勢を立て直して突進を再さい開かいし、弓兵たちを追い散らす。

　だがさらにそこへ別の部隊が矢を放ち、その眼がん前ぜんへ槍やりぶすまを作り上げた部隊が立ち塞ふさがったのだ。




　　　　　◆




「反はん乱らん軍ぐんめ、侮あなどれんわ……！　こうなることを予測しておったな！」

　ブライアンが呻うめく。

　反乱軍は数だけは多い。その利点を活いかし、長く深い陣じん形けいを作り上げ、そこへ誘さそい込こんで確実にこちらの戦力を削けずり取るのが狙ねらいなのだろう。事実、虎とらの子の騎士隊は損害を増ふやしつつある。

「閣かつ下か、騎士隊を一時撤てつ退たいさせましょう」

　ベルフェルドは即そく座ざに言った。

「反乱軍は総力戦を覚かく悟ごしているようです。我わが軍の優ゆう位いは揺ゆるぎありません、今は堅けん実じつに兵を運用し、反乱軍を追い詰つめていくべきです」

「やむを得んな。ベルワルド卿きように撤退の合図を」

「はっ」




　　　　　◆




「やれやれ、とりあえずはどうにかなりましたか」

　ジェレイドは安あん堵どのため息を吐ついた。

　千人長ら中級指し揮き官かんは、ジェレイドの指し示じをどうにか遂すい行こうし、味方の犠ぎ牲せいと引き換かえに敵てきの出血を強しいることに成功したのだ。もっとも、それはジェレイドの指示を覚えていたというより、恐きよう怖ふに駆かられて自やけ棄くそになっていたというべきかもしれない。だが、当とう座ざの危機を脱だつしたのは事実なのだ。

　しかしそれでも騎士隊に前線を蹂じゆう躙りんされた影えい響きようは大きく戦場に残っていた。

　王国軍の側へと傾かたむきつつあった戦局はもはや挽ばん回かいできぬと思えるほどで、解放軍は前線の至るところで後退に後退を重ねている。

　だが、ジェレイドはこの戦局すらも予測していた。そのために幾いく重えもの防ぼう衛えい線せんをあらかじめ用意しておき、突出してきた王国軍に少なからぬ犠牲を強い続けたのである。

　さらにここへ至いたって、王国軍の兵士たちの動きにも鈍にぶりが見え始めた。疲ひ労ろうが頂ちよう点てんに達しつつあったのだ。




　　　　　◆




　ブライアン将しよう軍ぐんは決して凡ぼん庸ような将ではない。その戦歴はジェレイドなどという青二才の人生よりもさらに長く、このときも戦場の微び妙みような変化を敏びん感かんに悟さとっていたのである。

　前線の兵士たちの動きに鈍どん化かが見られるのと同時に、彼は即座に命令をくだした。

「ローレンス卿の予よ備び隊たいを前線に投入せよ」

　それは、三百人の小隊六つ、計千八百人からなる部隊であった。

　彼らは予備戦力として本陣の近くで待機し、状じよう況きように応じて将軍の指示に従い臨りん機き応おう変へんに戦局に対応するのがその役やく割わりである。

　予備といえどその存そん在ざい意い義ぎは重要極きわまりない。前線が崩れそうになれば救きゆう援えんに赴おもむき、敵の別働隊が接近すればこれを迎むかえ撃うち、味方が撤退するときには殿しんがりを引き受けて時間を稼かせぐ。

　そして敵が劣れつ勢せいとなり、最後の一押しが必要となれば、とどめとばかりに無傷の兵力を敵に叩たたきつけるのだ。

　もはや解放軍の戦線はいたるところで崩ほう壊かいしている。一方で王国軍の動きにもやや鈍どん重じゆうさが見て取れるが、そこへ無傷で精せい強きような千八百もの部隊を叩きつければ、今度こそ雌し雄ゆうを決する決定的な打撃を与えることができるだろう。
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「……なるほど。さすが万の軍勢を率いる将だけのことはある」

　ジェレイドは思わず息を呑のんだ。

　兵士たちの戦う前線の向こう側で、敵の新たな部隊が動き出したのが見えたのだ。

　的確な判断である。解放軍の劣勢ぶりを冷静に見み抜ぬき、とどめの一撃を加えようというのだ。

　事実、解放軍にその一撃を受け止めるだけの余よ力りよくはない。解放軍とて予備兵力はあるが、とうの昔に前線を維い持じするために投入している。あの新たな兵力が前線に加われば、今度こそ全域に亘わたって解放軍の戦線は崩壊し、全面崩壊に至りかねない。

　また胃がきりきりと痛み出した。少しでも気を抜くと吐はきそうだ。

「まだですか、ミーア。もはや限げん界かいです、そろそろなんとかして頂かないと……！」

　ふと思う。

　五彩神が願いを聞き届とどけてくれないのは、代だい償しようが不足しているからではないかと。

　前線では何千という兵士が命がけで戦い、そして時間と共に傷きずついている。にもかかわらず、自分はこうして血の一いつ滴てきも流すことなくここにいる。

　ジェレイドもナイフの一本ぐらいは持ち歩いていた。いっそその刃はで自分の手首を切り裂さいてみてはどうかと考える。

　つまり、願を掛かけるのだ。

　もしミーアが──〈風の戦いくさ乙おと女め〉が間に合えば、そのときは治ち癒ゆを受けて出血を止める。しかし、もし間に合わなければ、そのまま血にまみれて前線の兵士たちと共に死ぬのだ。それぐらいの覚かく悟ごがあれば、五彩神も慈じ悲ひの一つも与えてくれるかもしれない。

　だが、実際にナイフを手に取っても、その考えを実行に移すことはできなかった。

　こんなことで指し導どう者しやが死んでしまっては、他の者たちに大きな迷めい惑わくがかかる。もしこの戦いくさに敗北したときには、ジェレイドにしかできない最後の仕事が残っているのだ。

　すなわち、王国に混こん乱らんをもたらした悪の首しゆ謀ぼう者しやとして、もっとも残ざん虐ぎやくな方法で処しよ刑けいされることである。もしそのとき自分がいなければ、他の幹かん部ぶが犠牲となるだろう。

　ジェレイドはナイフを収おさめた。

　そして腹はらを据すえて待ち続ける。戦局に新たな変化が生じるその瞬しゆん間かんを。
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　それは、一兵卒のややひきつった叫さけび声から始まった。

「しょ、将軍閣かつ下か！　南東方向に敵てきが現あらわれました！」

「何だと!?」

　ベルフェルドとブライアンの二将は、瞠どう目もくして南東を見やった。

　この状じよう況きようで敵の援軍が現れるなどとは思ってもいなかった。しかし確かに報ほう告こくどおり、トゥールスレン平原の南東にある森から、数百の騎兵が姿を現していた。

　彼らは解放軍の象しよう徴ちようたる青緑の旗を掲かかげていた。

　しかも、彼らの先頭に立つのは──一人の少女であった。















　第九章　風ふう焔えん相そう撃げき
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「どうにか間に合ったようね」

　ミーアは戦場を見回しながら呟つぶやいた。

　はるか北で行われている戦い。少なくとも解かい放ほう軍ぐんが劣れつ勢せいに陥おちいっていることだけは分かる。王国軍はここぞとばかりに全兵力を投入し、解放軍を圧あつ倒とうしている。このままでは全面潰かい走そうへと至いたるのも時間の問題だろう。トゥールスレン城じよう砦さいが後方に控ひかえている限かぎり全ぜん滅めつだけは免まぬかれるだろうが、敗北は免れない。

　だが、この危き機き的な状じよう況きようを作り出すことこそが、指し導どう者しやジェレイドの立てた遠大な戦せん略りやくだったのだ。

　今の解放軍が王国軍と正面から戦えば、まず勝ち目はない。ジェレイドは公言こそしなかったがずっとそう考えていた。そして古来より、劣勢の軍勢が戦局を覆くつがえすもっとも単たん純じゆんにして有ゆう効こうな策さくは一つしかない。敵てきの本ほん陣じんを制せい圧あつすることである。すなわち、敵の指導者の首を獲とり、軍ぐん需じゆ物ぶつ資しを奪うばい取るのだ。指揮官を失い矢尽つき刃折れ、さらに食糧まで失った軍勢に勝ち目などあるわけがないのだから。

　だがそれが簡かん単たんにできるのならば誰だれも苦労はしない。そのために、ミーアはいくつもの芝しば居いを打った。まずジェレイドと仲なか違たがいしているかのように味方に見せ付けた。解放軍内部に紛まぎれ込こんでいるであろう王国軍の間者を欺あざむくためである。そしてミーアは味方を救きゆう援えんに行くという建前で本隊を離り脱だつ、クレーベの地へと向かい、さらにそのことを王国軍に報しらせた。

　クレーベからこのトゥールスレン平原までは一日以上かかる行こう程ていである。そうすることによって、〈風の戦いくさ乙おと女め〉がこの決戦に間に合うことは不ふ可か能のうだと思い込ませたのだ。

　だが、風シのル女フイ王ードの力があれば、険けわしい森の中であろうと進軍するのはたやすい。

　精せい霊れいと精霊とは、互たがいに反発しあうことがある。ミーアは風の女王の力を借りることで木や植物の精霊を退しりぞけ、森の中に一時的な道を切り開いたのである。

　もともとミーア率ひきいるヘルヴォル隊は全員が騎き乗じようしている。道さえあればあとは駆かけ抜ぬけるだけだ。七里程度の距きよ離りなど半日で踏とう破はできる。

　だが、ただ戦場を迂う回かいして後方から襲おそい掛かかるだけではまだ勝ち目はない。王国軍の本陣周辺に多数の兵がいることは容よう易いに予想できる。たかが三百騎では制圧は難むずかしいだろう。

　ゆえに、ジェレイドは王国軍の兵力をその中心から引き離はなすべく、とんでもない策略を立てたのだ。

　それは、トゥールスレン城砦に籠ろう城じようすることなく王国軍と正面から戦いを挑いどむ素そ振ぶりを見せることである。そうなればトゥールスレン平原に到とう着ちやくした王国軍は、目の前の好機を逃のがすことなく戦いを仕掛けてくるだろう。陣地を構こう築ちくする間もなくだ。

　強力な騎き士しを擁ようする王国軍と野戦を行えば、今の解放軍に勝ち目はない。しかしその結果、劣勢に陥れば王国軍は必ずや予備兵力を含ふくむ全兵力で解放軍を攻せめ立てることになるだろう。すなわち──本陣は空になる。

　そもそも、ジェレイドという男は、思わず空恐おそろしく感じられるほどのもう一つの手を打っていた。

　それは驚おどろくべきことに、先のキホルテ平原の戦いくさにおいて、王国軍に大敗北を喫きつしたときから置かれていた布ふ石せきである。

　あの戦いによって、王国軍と戦っても勝ち目はないと、反乱軍からは多数の離脱者が出た。だが、それ自体が罠わなだったと誰が気付けようか。

　離脱者の中には本当に怖おそれをなして逃にげ出した者たちもいたが、その内三千については違ちがう。彼らはジェレイドから指し示じを受け、他の逃とう亡ぼう者しやに紛れる形で王国の各地に散っていったのだ。マイエルム、ラメリア、クレーベの三つの地に集結し、時を置いて決起するために。

　表向き、彼らは王国軍の支し配はい領りよう域いきで孤こ立りつした同どう胞ほうということになっていたが、それは違う。彼らは最初からこの目的のためにわざと解放軍を離脱したのだ。

　その目的は一つ。王国軍の兵力を多少なりとも分散させあるいはその後方を扼やくすためである。

　かくしていくつもの計略、いくつもの犠ぎ牲せいによって、今の状況が作られたのだ。王国軍の本陣が丸まる裸はだかとなったこの状況が。

　そこへ解放軍最強の〈風の戦乙女〉率いるヘルヴォル隊を叩たたきつける。それこそがジェレイドが見み出いだした唯ゆい一いつの勝機なのだ。

　ミーアは背はい後ごを振り返った。信しん頼らいしうる仲間と、そして鍛きたえ上げられた三百騎の部下たちが自分の命令を待ち構えている。

「全軍あたしに続きなさい！　敵将の首を獲りに行くわよ！」

　トゥールスレン平原の一角に、大きな喚かん声せいが上がった。
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「敵てき、およそ三百騎！　こちらへ真まっ直すぐに向かってきます！」

「閣かつ下か、敵の先頭にいるのは女のようです！　も、もしや〈風の戦乙女〉では──」

「ええい、うろたえるな馬ば鹿か者ものどもが！」

　兵士たちが動どう揺ようするのを、ブライアン将軍は叱しかり飛ばした。

「敵の数は多くない、我わが軍の勝利も決定的だ、あんなものは自じ暴ぼう自じ棄きの末の特とつ攻こうに過すぎん！　落ち着いて迎げい撃げきの準じゆん備びを整えろ！」

「しかし閣下──」ベルフェルドは他の兵に聞こえぬよう小声で言った。「今まで姿を見せなかった〈風の戦乙女〉がこの状況で姿を現した以上、敵の狙ねらいが我らの本ほん陣じんを潰つぶすことにあることは明白、まして今の我々には守りの備そなえも充じゆう分ぶんな数の味方もおりません。万が一に備えてここは一時退たい却きやくし、味方と合流をはかるべきかと。もしここでまた奇き妙みような黒くろ魔ま術じゆつを使われるようなことがあれば──」

「たかが一人の女が姿を見せただけで何を世よ迷まい言ごとを言っているのだ！　我が軍は全面攻勢に出ておるのだ、今ここで将たる私が本陣を離れればどのような混こん乱らんを来きたすやら分かったものではないわ！　黒魔術だと？　たとえそんなものがあったとしても、使う暇ひまさえ与あたえなければよいのだ！」

　ブライアンは彼なりの持じ論ろんによって、その提てい案あんを一いつ蹴しゆうした。

　ほとんどの味方は前線へ向かっているといえど、本陣には怪け我が人にんの手当てなど、様々な任にん務むに従じゆう事じしている兵士がまだ何百といる。そしてブライアン自身、勇ゆう猛もうで知られた歴戦の騎士である。今までは将軍という立場上、前線で剣けんを振るうことができず、むしろもどかしいとさえ感じていたほどだったのだ。戦いの機会をくれそうな敵の奇き襲しゆう部隊出現には、いっそ感かん謝しやの念さえ覚えるほどであった。ましてそれが、大事な甥おいを殺した憎にくき〈風の戦乙女〉であればなおさらである。

「ベルフェルド、ここは任まかせるぞ。私は討うって出る。兵どもに戦いの何たるかを思い出させてやらねばならぬからな！」

「お待ちください、閣下自ら剣を振るうなど危き険けんです。ここは後方より指揮に専せん念ねんして頂くのが──」

「指揮ならおまえが執とればよいだろうが！」

　ブライアンは一いつ顧こだにすることなく、従者に自らの武ぶ器きを持ってくるよう命じた。

　だがこのとき。

　戦場に再ふたたび変化が生じたことを伝える一人の兵士の声が響ひびき渡わたったのである。

「な、南西に新たな敵が現れました──！」

「なんだとっ!?」

　このとき、トゥールスレン平原の南西の森から現れたのは、数百の歩兵であった。このままでは南東と南西、双そう方ほうから同時に攻撃されることになりかねない。反乱軍はどれほどの奇襲部隊を用意していたのか。これにはさすがのブライアンですら一いつ瞬しゆん戦せん慄りつを覚えた。

　だが彼らはすぐに自分たちの見立てが誤あやまりであるということに気付いた。

「違ちがいます、あの赤い旗は我が王国軍のもの！　あれは味方です！」

　歓かん声せいが起こった。

　そして彼らは見た。軍勢の先頭に姿を現した騎き士しを。

　その騎士は、なぜか馬には乗っていなかった。だが、近この衛え騎士の証あかしたる赤い甲かつ冑ちゆうと、そして王国貴き族ぞくの証たる紅あかいマントとを身に付けていた。

　そんないでたちをしている騎士など、今の王国にはたった一人しかいない。兵士たちはその事実に思い当たり、歓声を上げた。

「アレス卿きようだ！　ファノヴァールの騎士が救きゆう援えんに来てくれたぞ！」




　　　　　◆




「どうにか間に合ったようだな」

　アレスは戦場を見回しながらそう呟つぶやいた。

　マイエルムで解かい放ほう軍ぐんの陣地に夜や襲しゆうをかけ、制圧したのが昨日の夜も開けきらぬ早朝のことである。その際さいにアレスは解放軍の目もく論ろ見みを看かん破ぱした。

　すなわち、〈風の戦いくさ乙おと女め〉による奇襲を。

　ゆえにマイエルムを制圧したアレスは、即そく座ざに全軍をトゥールスレン平原へと進める決断を下した。

　このときアレスは兵士たちに鉄の胸むね当あてや兜かぶと、そして槍やりなどの武具をすべて外させ、それらをありったけの馬に乗せて輸送させていた。日ひ頃ごろから訓練を受けている屈くつ強きような兵士たちである。重い装備を外しての行軍ならば、七里（約二十八キロ）に満たぬ行程など一昼夜とかからない。さらに、パンドラの助言があったがゆえに道に迷うこともなかった。

「な、なんだよありゃ……！」

　アレスの隣となりで、ローランが息を呑のむ音が聞こえた。アレスと違い、甲冑を外してここまで来たため、他の兵士と見分けがつかない。

　戦場を見渡せば王国軍優位に事が運んでいるのはすぐに分かる。だがそんな光景よりも先に目に映うつったのは、王国軍の本陣を目指して風のような速さで疾しつ走そうする青緑の旗を掲かかげた騎馬の一団であった。

　その先頭を行く者に、見覚えがあった。

「やはり来ていたか。敵ながら見事な動きだ、〈風の戦乙女〉め」

　先に行われたキホルテ平原での一戦。アレス率ひきいる王国軍が反はん乱らん軍ぐんを追い詰つめたそのとき、現あらわれたのが彼女だった。彼女は強力な風の黒くろ魔ま術じゆつを行使し、王国軍をその場に釘くぎ付づけにすることで多くの味方を救い出したのだ。

　アレスは後ろに控ひかえる部下たちを振ふり返った。

「ローラン！　おまえは兵を率ひきいてブライアン将しよう軍ぐんの元へいけ！　本ほん陣じんを守るんだ！」

「分かった！　おまえはどうするんだ!?」

「決まってる、敵を食い止めるんだ！」

　言うが早いか、アレスは馬オルトスの背せに載のせていた兵士たちの武具を下ろすと、その背に飛び乗った。

「はっ！」

　腹はらに蹴けりを入れる。弓から放たれる矢のように、オルトスは駆け出した。

「待てアレス！　敵を食い止めるだと？　一人でか!?」

　ローランが問い返したが、答える余よ裕ゆうはなかった。




「やっぱりあいつ人間じゃないのかもな」

　ローランは呆あきれ気味に呟きながらアレスを見送った。

　アレスは本気で敵を食い止める気なのだ。たった一人で。

　マイエルムからこの地へ向かう際、アレスは兵士たちの装備を輸ゆ送そうする馬を調達するために、騎士であるローランにも下馬を命じたのである。誇ほこり高き騎士にまで他の兵士と同じように徒歩で歩けなどと命じるのはアレスぐらいのものであろう。当然、アレス自身も下馬し、馬の背には兵士たちの装備を載せた。

　アレスが本当に化け物じみて見えたのはその後だ。アレスだけはただ一人、身にまとった武具を外すことなく行軍したのだ。重い甲冑と、二振りの剣を腰こしに帯びたまま、一昼夜ずっと。

　馬ば鹿かげた話である。だがこうなると、いよいよアレスから目を離はなすことなどもったいなくて出来はしない。そのためにも、ここで多少なりとも功こうを上げ、自分の居い場ば所しよを確かく保ほしなければならなかった。

　ローランは声を張はり上げた。

「よし、全員武器を取れ！　将軍閣かつ下かの目の前で功を上げる絶ぜつ好こうの機会だぞ、アレス卿に続け！　あ、でもその前に俺の甲冑着けるの手伝ってくれないか？」
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　ミーアたちもまた、西より現れた王国軍の存そん在ざいに気付いていた。

　そしてその中から一人の騎き士しが真まっ直すぐこちらへ向かってくるのが見えたとき、ミーアはもちろん配下の兵士たちにも戦せん慄りつが走ることとなる。

　赤い甲かつ冑ちゆうに紅あかいマントをたなびかせ、二本の剣けんを手に馬を操あやつる一人の騎士。

　その両目には、この距きよ離りからでも分かる強い光が宿っている。

「あ……あの騎士は！」

「〈赤の悪あく魔ま憑つき〉だ！」

　動どう揺ように満ちた部下の叫さけび声がミーアの耳を突ついた。

　先に行われたキホルテ平原での戦いにおいて、彼らはミーアと共にあの馬鹿げた戦いぶりを目にしている。動揺するのも無理からぬことだった。

「反はん則そくよ。こんなところで出てくるなんてね、〈赤の悪魔憑き〉」

　ミーアは唇くちびるをかみしめた。

　ああいった厄やつ介かいな輩やからを本陣から引き離すために、ジェレイドは味方を犠牲にしつつ今の状じよう況きようを作り上げたはずなのだ。

　それがなぜ今になって戦場のはるか後方から出てくるのか。

「……案外、あいつも貧びん乏ぼうくじ引かされてたのかもね」

　しかも驚おどろくべきことに、〈赤の悪魔憑き〉は配下の兵をそのままに、ただ一人馬を駆かけて一直線にこちらへ向かってくる。

　その意図は明白だった。自分たちを、この三百の騎兵を、止めるつもりなのだ。たった一人で。たった二振りの剣で。

　だがそれを愚ぐ行こう、無む謀ぼう、蛮ばん勇ゆうと蔑さげすむことはできなかった。

　あの男だけは絶ぜつ対たいに軽けい視しできない。あれは人と呼ぶことすらおこがましい存在、赤い悪魔の取り憑いた悪あつ鬼き妖よう魔まの類たぐいだ。

　いくらアレスとはいえ、風のごとく地を駆ける三百の騎兵全員を殺し尽つくすことは無理だろう。しかしこちらも無む傷きずで済すまないことは間違いない。下手をすれば何十人と討うち取られる可か能のう性せいだってあるし、その中にマシューやルーク、リーエンノールたちが含ふくまれない保ほ証しようはどこにもない。

　その上、こちらには時間がない。ただでさえ少数の兵で奇襲を仕掛け、敵の本陣を落とさねばならないのだ。態勢を整える猶ゆう予よを与あたえることだけは絶対に避さけねばならず、それゆえに向かってくるアレスを回かい避ひして遠回りする余よ裕ゆうなどない。

　ゆえに──このとき、ミーアもまた一つの決けつ断だんを下さねばならなかった。

「全軍、このまま突とつ撃げき！　何としてでも敵てき将しようの首を獲とってきなさい！」

「何だって!?　おまえはどうするんだ！」

　すぐさまルークが問い返す。ミーアは馬首をひるがえしながら答えた。

「あたしは〈赤の悪あく魔ま憑つき〉を食い止める！」

「なんだと!?　待て、一人じゃ危き険けんだ、俺おれも──」

「時間がないの！　これは命令よ、従したがいなさい！」

　ミーアは返事も聞かずにその場を駆け出した。




　　　　　◆




「そう動くか！」

　アレスは少々の驚きよう嘆たんと共にその光景を見つめた。

〈風の戦乙女〉はただ一人馬首を巡めぐらせると、こちらへと向かってきたのだ。残りの部下を残らず王国軍の本ほん陣じんへと向かわせたまま。

　その意図は明白。自分を止めるつもりなのだ。

「望むところだ」

　トゥールスレン城じよう砦さいの城じよう壁へきをたった一人で打ち砕くだき、今や解かい放ほう軍ぐんの英えい雄ゆうとしてその名を知らしめている〈風の戦いくさ乙おと女め〉。

　もし彼女を捕とらえることができれば、解放軍に与える打だ撃げきは計り知れない。犠牲を減へらして勝利するには最高の獲え物ものだ。

　アレスは馬オルトスの手綱を操ると、〈風の戦乙女〉に向かって馬首を巡らせた。




　こうしてトゥールスレン平原南方の戦況は奇き妙みような様相を呈ていし始めた。

　王国軍の本陣を叩たたかんと南東から殺さつ到とうする解放軍と、それを阻そ止しすべく南西からやってくる王国軍の援軍。

　そしてその中間地点において、ベールセール王国史にその名を残す二人の英雄が命を懸かけた邂かい逅こうを果たそうとしていたのである。




　　　　　◆




「嫌いやな天気ね」

　ミーアは空を見た。雲一つない快かい晴せいである。しかし照りつける日の光は風の精せい霊れいにわずかながら悪影えい響きようを及およぼす。その上、この日は平原を吹ふき抜ぬける風も弱い。トゥールスレン城砦を陥かん落らくさせたときとは違ちがい、風の精霊を行使するには不都合な状じよう況きようだった。それに長い時が経けい過かしていた石の壁かべと違い、意い志しを持つ人間が相手となれば精霊の力は弱まる。

　ましてトゥールスレン城砦を攻撃したときの疲労は、まだ完全に回復しているわけではない。満足に休息も取らずまた強力な黒魔術を使えば、良くて意識を失い、悪ければ命を落とすだろう。解放軍の戦いはまだ続くのだ、今ここで死ぬわけにはいかない。

　だがそれでも、一人の人間など石を積み上げた城壁より遥はるかに脆もろいのだ。百の力に対し、十や二十の防ぼう御ぎよ力りよくがあったところで無意味である。多少力を抑よく制せいしたとしても、人一人程度、完全に肉の塊かたまりとすることができるはずなのだ。

　ミーアは激はげしく揺ゆれる馬上で、風を感じているようにゆっくりと両手を広げ、目を閉とじた。

「現世の理ことわりを超こえ、我われ、ここに招しよう請せいす──」

　瞬間、周囲の世界がおののいた。

「蒼そう神しんラクリナースよ、星せい辰しんと運命を統すべし蒼あおき女め神がみよ。契けい約やくの下もと、御おん身みの偉い大だいなる臣を召しよう喚かんせし我に慈じ悲ひを」

　それは神々への合図であり、切望であった。

　人には過すぎた力を行使するために、偉大なる神にその使徒を行使する許きよ可かをこいねがうのだ。もしミーアにその資し格かくなしと認みとめられれば、強力な精霊の力はすべて自分へと向けられると言い伝えられている。

　周囲に風が吹いた。

　それはまるで少女に風が集まっていくようでもあった。長い髪かみが風に弄もてあそばれるようになびく。




　　　　　◆




《まずいな》

　アレスの横にパンドラが姿すがたを現あらわしたのはこのときである。

《助言せねばなるまい。あやつは強力無比な風の女王の力を汝なんじにぶつけようとしておる。まともに喰くらえば汝といえどひとたまりもないぞ》

「風の黒魔術か！」

　眼がん前ぜんの〈風の戦乙女〉のただならぬ様子は、アレスも気配で察していた。しかもこのパンドラをしてひとたまりもないと言わしめるとは、よほどの威い力りよくなのだろう。

「まさか私にここで死ねとは言うまい、どうすればいい？」

《……やむを得んな。黄たそ昏がれの主あるじの許しが出た、ここは手を貸かしてやろう》

　パンドラはアレスがそれまでに見たこともないような行動に出た。

　盾たてになるかのように、アレスの前にその体を浮うかべたのだ。

《よいか、アレスよ。我にできることはこれだけだ。精霊と精霊とは互たがいに反発しあう性せい質しつを持っておる。ゆえに、我が風の女王の力を逸そらしてやろう。それで多少威力が減げん衰すいするはずだ。あとは汝次し第だいだ、何者にも負けぬという意い志しを強く持て。黒魔術とは意志の力で精霊を従わせ、奇き跡せきを起こす術じゆつ。汝があの少女を上回る強い意志を持つことができれば、いかなる精霊をもってしても汝を害がいすることはできぬ。あれほどの精霊を操あやつる相手だ、決して臆おくするでないぞ。汝といえど一瞬の迷まよいが死を呼よぶことになる》

「分かった」

　アレスは全力で馬を走らせながら大きく息を吐はいた。

　王都を出立するときに加か護ごを受けた右の頬ほおに触ふれてみる。あの王女との約束を守るためにも、このようなところで死ぬわけにはいかない。その思いが、アレスの生来持つ強い意志をさらに強めていった。




　　　　　◆




〈赤の悪あく魔ま憑つき〉の瞳ひとみに、強い意志が宿り始めていることをミーアは感じ取った。

　こちらの黒魔術に備そなえようとしているのだ。だが城壁さえも吹き飛ばすこの力に耐たえることなどできはしない。できるわけがない。

「力を貸かして！　シルフを統すべし偉大なる風の女王！」

　ミーアは声こわ高だかに叫さけぶと、右手を高く掲げた。

「我が意に応じよ！　我が拳こぶしは全すべてを圧あつ殺さつする狂きよう風ふうの大おお鎚づち！」

　そして、正面の赤い騎士を見み据すえ、手を振ふり下ろすと同時に叫ぶ。

「汝！　名をシルフィード！」




　　　　　◆




　アレスにはパンドラ以外の精霊の存在を感じ取る力はない。

　それでもこのときばかりは、長年の実戦から生しようじた勘かんともいうべき力で、眼前に生じた目に見えぬ強大な力を察さつしていた。

　それは轟ごう音おんと共ともに大地を削けずり取りながらまっすぐに向かってくる。

「くっ！」

　アレスは目を閉じた。目を閉じてなお、向かってくる強大な力が感じられる。

《来るぞアレス！　覚かく悟ごはよいな！》

「ああ、分かってる！」

　怯ひるんではならない。意志を強く、なお強く持つ。

　──クラウディアさまの名にかけて！

　直後、巨きよ大だいな力が自分を押おしつぶそうとするのを感じた。

　アレスはカッと目を見開くと同時に、腹はらの底そこから声を張り上げた。




「退しりぞけっ！　風の女王!!」
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　壁かべを押し付けるかのような強い風が、アレスに襲おそい掛かかる。

　ただの人間であれば、この時点で意い識しきを失い、体の前半分を潰つぶされそのまま絶ぜつ命めいしていただろう。

「ぐっ！」

　右側頭部を殴なぐられたような衝しよう撃げきに襲われた。それでも怯むことなく必死に堪える。

　しかし、巻き添ぞえを食らった馬オルトスには耐えられなかった。

　均きん衡こうを崩くずし、鞍あん上じようのアレスもろとも風に吹き飛ばされる。

　だが、それだけだった。




　　　　　◆




　風が草原に飛び散る。〈赤の悪あく魔ま憑つき〉を押しつぶすことができなかった女王の無む念ねんを表すかのように、甲かん高だかい風切り音が草原に鳴り響ひびいた。

「嘘うそ、でしょ……？」

　強力な黒魔術を使ったためか、ミーアは意識が遠くなるのを感じていた。

　最初はそれゆえの見み間ま違ちがいかとも思った。

　それほどに信じられない光景だった。鉄てつ壁ぺきを謳うたわれたトゥールスレン城じよう砦さいの城壁をも打ち砕くだいた最強の黒魔術。その一いち撃げきを受けたにもかかわらず、あの赤の騎き士しは吹き飛ばされただけで人としての原げん型けいを留とどめていたのだ。

　頭部から出血でもしたのか、顔の右側が赤く染まっている。

　だが、生きている。あの赤の騎士は、しのいで見せたのだ。ミーアが全ぜん霊れいを振り絞しぼって放はなった最強の黒魔術を。

「もう。神さまったらなんて化ばけ物ものを産み落としたのよ……！」

　やや体がふらつくのを感じる。馬の背にしがみつくのがやっとだった。これ以上強力な黒魔術の行こう使しはできそうにない。

　そのときである。〈赤の悪魔憑き〉が立ち上がったのだ。

　顔を上げ、こちらに視し線せんを向ける。

　よろよろとした動きではあったが、その目の輝かがやきは微み塵じんも衰おとろえていない。

　まさに信じられない光景だった。できることならとどめを刺さしたい。あの男を生かしておけば、今後解放軍にとってどれだけ大きな障しよう害がいになるか分かったものではない。

　しかし、もはや武器といえば腰こしの細さい剣けんだけである。〈赤の悪魔憑き〉の鬼き神しんのごとき戦いぶりは、キホルテ平原での戦せん闘とうで目にしている。たとえ怪け我がを負おっていても、剣の勝負では勝ち目は見み出いだせなかった。

　結果、ミーアが取ることのできる手段は一つだった。




　　　　　◆




「くっ……！」

　アレスは頭を手で押さえた。流りゆう血けつが止まらない。

《風の女王を相手にそれだけの怪我で済すんだなら僥ぎよう倖こうというべきだな。さすがは我が契けい約やく者しやだ、ほめてやろう》

　パンドラが笑った。

《だが戦いはまだ終わっておらぬぞ。気き合あいを入れ直せ》

「分かってる！」

　吐はき捨てるように言うと、アレスは意識を眼がん前ぜんに、〈風の戦乙女〉へと向けた。

　彼女もかなり消しよう耗もうしているらしく、すぐさま次の攻こう撃げきに移る様子はなかった。

　このとき、アレスは初めて〈風の戦乙女〉の素す顔がおを間ま近ぢかに見ることとなる。

　その真っ直ぐな瞳ひとみは、ある少女のことを連れん想そうさせた。わがままで口うるさい、だが誰よりも大きなものを背負い、そして誰よりも自分のことを信しん頼らいしてくれている小さな少女のことを。

　不意に、〈風の戦乙女〉が馬ば首しゆを巡めぐらせた。

　そしてもはやこの場に用はないとばかり、王国軍の本陣へと向かっていく。

「くっ……！　ま、待て！」

　ふらつく頭を振りながら、アレスは馬オルトスの姿を探した。

　だが、オルトスもまたあれほどの黒魔術に巻き込まれたのである。無ぶ事じであるわけがなく、地面に横たわっていた。幸さいわいなことに死んではいない様子だったが、走ることが不可能なのは明めい白はくである。

　仕方なくアレスは地を蹴けった。怪我を負っているとは思えない風のような走りであったが、それでも人の足では馬にはかなわない。〈風の戦乙女〉との距きよ離りはみるみる離はなされていった。

　王国軍の本陣から次のような声が響き渡わたったのはこのときである。




「敵将、討うち取ったり───！」




　　　　　２




　そのころ、リーエンノールらヘルヴォル隊の兵士たちは、王国軍を相手に攻せめあぐんでいた。

　リーエンノールの長い戦せん歴れきから見ても、ブライアンという名のその将軍は強敵と呼ぶに相ふさ応わしい相手だったのだ。

「さすが、万の軍ぐん勢ぜいを率ひきいる将だけのことはある」

　鉾ほこ鎚つちという先せん端たんに槍やりと斧おのが合わさったような長い棒ぼう状じようの武ぶ器きを振り回し、次々と襲い掛かるヘルヴォル隊の兵士たちを馬ごと薙なぎ払はらっていく。その戦いぶりはまさしく猛もう将しようという名が相応しい。

　そして王国軍の兵士たちもまた、将軍の勇戦ぶりに勇気付けられたかのように善ぜん戦せんし始めている。まずい状じよう況きようだった。こちらには虎とらの子の三百の騎兵しかおらず、切り札の〈風の戦いくさ乙おと女め〉もまだ戻もどってくる様子がない。

「くそっ、ただでさえ時間がないというのに！」

　このとき突とつ飛ぴとも、あるいは無む謀ぼうとも思える行動に出たのは、〈風の戦乙女〉の護ご衛えいということになっているらしいあのルークという若わかい男だった。ミーアをただ一人残していることによほどの焦あせりを感じているらしい。

「ヘルヴォル隊！　敵の雑ぞう兵ひようを近づけるな！　リーエンノール、マシュー！　あいつは俺おれが抑おさえる、あとはなんとかしてくれ！」

　なんとかと言われても──と、リーエンノールが返事をする間もなかった。

　ルークはブライアンが鉾鎚を振ふりかぶったわずかな隙すきをついて馬を寄せると、その背に向かって飛び掛かかったのだ。

「くっ、離はなさぬか！」

　鉾鎚はもともと至し近きん距きよ離りでの戦いには向かない。さすがのブライアンも、一ひと度たび懐ふところに入られれば、ルークを引き離すのは困こん難なんな様子だった。

「今だ、やれ二人とも！　俺に当たっても構わん、矢を放て！」

「あの野や郎ろう、よくやるぜ！」

　マシューは感心したとも呆あきれたともつかぬ言葉を吐はき捨てると、リーエンノールを振り返った。

「しょうがねえ、やるぞリーエンノール！　たとえルークが巻まき添ぞえになろうと構うな！」

「承しよう知ちした」

　思い切りのいい男だと苦く笑しようしながら、リーエンノールは弓を構えた。

　ここはやるしかないのだ。時間とともに解かい放ほう軍ぐんの勝機は薄うすれていく。〈風の戦乙女〉やルークの行動を無む駄だにしないためにも、そしてなにより自分が勝って生き延のびるためにも、あの将軍を仕し留とめなければならなかった。

　二人はブライアンの傍そばまで馬を近づけると、相次いで矢を射かけた。

「甘あまいわ！」

　しかし背後からルークに羽は交がい絞じめにされているにもかかわらず、ブライアンは鉾鎚を振りかざし、襲おそい来る矢を難なんなく打ち払って見せた。それは何本放とうと、左右から同時に射いかけようと同じことだった。

「くそっ、なんて奴やつだ！」

「何をやってる!?　早くしろ、もう──もう持たないぞ！」

　マシューが吐き捨て、ルークの声に焦りが混じる。

「……止やむを得んな」

　あのブライアンは並みの武ぶ将しようではない。矢の一本や二本、射掛けたところでどうなるものではないだろう。

　──もっと不意を打たねばなるまい。

　不意に、リーエンノールは馬の足を止めた。

「リーエンノール、どうした!?」

　すぐさまマシューが問いかけるが答えている暇ひまはなかった。目を閉じて意い識しきを集中し、精せい霊れいに語りかける。

「泰たい然ぜんにして強きよう壮そうなる大地の精霊よ。我わが名において命じる」

　風の精霊を使し役えきするときなら、これほど長い語りかけは不要だ。だが相手が大地の精霊となると話は違ちがう。自分の意志を精霊に正確に伝えねばならない。

「我が意に応おうじよ。我が一撃をその御み手てに束そく縛ばくし、一ひと筋すじの流星となせ！」

　目をかっと見開き、弓を構える。はるか天てん頂ちように向けて。

「汝なんじ、名をノーム！」

　矢を放つ。飛び上がった矢はみるみる高度を増まし、陽光の中に消え去った。

　だがすぐに大地の束縛を受け、その速度は落ち──地に向かって落ちてくる。

　大地の精霊に導みちびかれ、ブライアンの頭上に向かって一直線に。

　さすがに真上から落ちてくる矢には、ブライアンといえど気付くのが大きく遅おくれた。

「何っ!?」

　矢の風切り音に気付いて、意識を真上に向けたときにはすべてが遅おそかった。

　落ちてきた矢は、音もなく無む造ぞう作さにブライアンの眉み間けんを貫つらぬいていた。

　その巨きよ体たいが崩くずれ落ちるように倒たおれ伏ふす。猛将の名で知られた武人としては、あまりにもあっけない最期であった。

「やった……のか？」

　ルークでさえ、拍ひよう子し抜ぬけしたように目の前の事実を受け入れられないでいる。

「そうだ、何をしている!?　敵てき将しようの首を獲とれ！　それこそが我らの目的だろう！」

　リーエンノールの叫び声に、はっとしたようにルークは動いた。

　先ほどまでブライアンが使っていた鉾鎚を手に取る。斧おのの部分を使ってその首を切り落とし、先端に突つき刺さす。

　首印を高く掲かかげ、ルークは腹はらの底から声を張り上げた。

「敵将、討ち取ったり───！」
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　ミーアは王国軍の本ほん陣じんに向かって一目散に馬を駆かけさせていた。シルフの加か護ごを受けたその風のような動きは、まさしく〈風の戦いくさ乙おと女め〉という二つ名にふさわしい。

　そのとき敵本陣に動きがあった。歓かん声せいと悲鳴が同時に上がったのだ。

　すぐにその原げん因いんに気付く。ルークが敵将の首を掲げていたためだ。

「さすが、頼たよりになるわね」

　ようやく少しだけ安あん堵どする。これで目的の一つは達せられたのだ。

　彼らの元へ馬を近づける。彼らもまた〈風の戦乙女〉が無事帰き還かんしたことに気付き、その歓声をさらに強めた。

「ミーア、無事だったんだな！」

「当たり前のことをいちいち確かく認にんしないで！　それより状じよう況きようは!?」

「悪い、手間どった！」答えたのはマシューだった。「敵の将軍は討うち取ったが副将はまだだ！　それに抵てい抗こうが激はげしくてとてもじゃないが火を放つ余よ裕ゆうもなかった！」

「それはまずいわね」

　ブライアン将軍とベルフェルド副将、そして本陣の武器と兵ひよう糧ろう。それらを王国軍から奪うばうことが目的だったのだ。将軍の首一つではいささか不足だった。

　とはいえ、完全な失敗というわけではない。現に自分たちの将を討たれ、王国兵の間に動どう揺ようが走っているのが見て取れる。

　だが、副将の姿が見えない。恐おそらくどこか後方からの指し揮きに専せん念ねんしているのだろう。臆おく病びようと唾だ棄きすべきか、あるいは自分の立場をわきまえた冷静な将と評ひようするべきかは分からないが、いずれにせよ都合が悪い。

「な、南西より敵の援えん軍ぐんが近づいております！」

　部下の声に視し界かいを南西へ向ける。

　近づいてくるのは〈赤の悪あく魔ま憑つき〉が率ひきいてきたあの軍勢だ。その数は決して多くないようだが、今は頃ころ合あいが悪い。たとえ少数であろうと援軍が到とう着ちやくすれば、敵は勢いきおいづき、逆に味方は惧おそれを抱いだくことになる。

「ミーア！　後ろに奴やつだ！　〈赤の悪魔憑き〉だ！」

「もう、どうなってるの!?」

　ルークの声に慌あわてて振り向く。重い甲かつ冑ちゆうを身に付けたまま、大地を疾しつ風ぷうのごとく駆ける赤い騎士の姿が見える。

「どこまで人間離ばなれしてんのよ……！」

　反はん乱らん軍ぐんを名乗っていたときから、厳きびしい戦いくさはいくらでもあった。強敵もいたし、自分たちの何倍もの軍勢を相手にしたこともあった。

　だがこれまでのどんな敵よりも、どれほど多くの軍勢よりも、今はあの紅くれないの騎士一人が恐おそろしい。

　ミーアは悔くやしげに唇くちびるをかんだ。

　これ以上この場にとどまることはできない。今の状じよう態たいでは残る目的を完かん遂すいできる保ほ証しようはないし、それどころかヘルヴォル隊を全ぜん滅めつの危機にさらすことになりかねない。

　あの〈赤の悪魔憑き〉さえ出てこなければ、事はもっと簡かん単たんに運べたのだ。〈赤の悪魔憑き〉さえ出てこなければ、ミーア自身が真っ先にこの本陣へと駆けつけ、風の黒くろ魔ま術じゆつで敵将をもっと早く討ち取ることもできた。〈赤の悪魔憑き〉が援軍を連れてこなければ、軍ぐん需じゆ物ぶつ資しを焼き払はらう余よ裕ゆうもあっただろう。あの〈赤の悪魔憑き〉さえいなければ！

　しかし今は悔やんでる時間すらなかった。ミーアは迅じん速そくに決断をくだした。敵将の首は獲ったのである。そして、今自分たちは敵の喉のど元もとに食い込むことに成功している。これで少なくとも劣れつ勢せいにある解放軍を救うことだけはできる。

「これ以上の長なが居いは無用よ、撤てつ退たいするわ！　ヘルヴォル隊、あたしに続きなさい！」
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　ローレンス卿きようが異い変へんを感じたのは、予よ備び兵力を率いて最前線へ赴おもむく途と上じようのことであった。

　急に伝令の早馬が絶たえたのだ。

　これほどの大きな戦である。刻こつ々こくと変化する戦況に対たい応おうするため、各部隊の指揮官とブライアン将軍の間を行き来する伝令が絶えるようなことはあるわけがない。

「はて。戦況は我が軍が押おしているというのに、なぜゆえ──」

　と、ローレンスは何気なく後方へと視線を向けた。

　そして目の前に入ってきた光景に、かっと目を見開く。

「ば、馬ば鹿かな！」

　本陣からこちらへと駆けてくる数百の騎兵が見える。味方ではない。彼らが掲かかげているのは反乱軍の象しよう徴ちようたる青緑の旗だったのだ。

「う、後ろから敵てきだ！　迎むかえ撃うて！」

　だが、その命令が伝わるよりも、敵の動きは迅速だった。まるで風のような素す早ばやさであっという間に距きよ離りを詰つめ、そして矢を放った。数百という矢が、隊列も満足に整えていない無む防ぼう備びな兵士たちの頭上に降ふり注いだ。

　突とつ如じよとして現あらわれた後方からの敵というだけでも脅きよう威いだというのに、そこへ横っ面つらを叩たたかれるような強きよう烈れつな一いち撃げきを喰くらったのである。ローレンス旗下の兵士たちは完全に混こん乱らん状態に陥おちいった。

　そこへ二の矢三の矢を放ちながら騎馬の群むれが殺到する。まるで破やぶれ目の出来た紙を引き裂さくように、簡単にその中央が突とつ破ぱされていく。

　ただ、ローレンスたちに気付く余よ裕ゆうはなかったが、このとき生じた犠ぎ牲せいは極きわめて少なかった。

　矢で集中的に狙ねらわれていたのは、赤い王国旗を掲げていた兵士のみだったためである。

「くそ、一体どうなっているのだ！」

　どうにか襲しゆう撃げきをやり過すごすと、ローレンスは吐はき捨すてた。

　彼が驚きよう愕がくの事実に気付いたのはこのときである。反乱軍の先頭を行く騎兵の一人が、長い槍やりを掲げていたことに。




　その先せん端たんに、ブライアン将軍の首が刺さっていた。




　何が起こっているのかを悟さとるにはいくばくかの時間が必要だった。

　だが、すぐに悟る。というより、理由は一つしか考えられなかった。

　反乱軍は戦場を迂う回かいして王国軍の本ほん陣じんを攻せめ、そしてブライアン将軍を討ち、そのまま王国軍の背はい後ごへと襲いかかったのだ。

　これがどれほど危き険けんな状況なのかを悟る。勢いに乗った騎兵隊に背後より襲われては、いかなる兵であろうと防ふせぎようがない。さらに、あのような形でブライアン将軍の首を見せつけられては、軍全体が動揺を来きたしかねない。事実、ローレンス自身でさえ心中穏おだやかではいられなかったのだ。

　ブライアン将軍はいささか頑がん固こなところはあるが、その武勇は誰もが認めるところであるし、その統率力の高さについては疑うたがいの余地もない。

　ローレンスは復ふく讐しゆう心しんを込めて命を下した。

「逃にがすな、追え！　彼き奴やつらは将軍閣かつ下かの仇かたきだ、何としても叩きのめせ！」

　しかし、その命令が未いまだ混乱状態にある兵士たちに下された結果、王国軍を更さらなる混乱へ追い込むことになる。
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　ローレンスの懸け念ねん通り、眼がん前ぜんの反はん乱らん軍ぐんへの攻こう撃げきに手て一いつ杯ぱいだった王国軍に、背後より突進してくる騎き馬ばの攻撃を防ぐ余裕などなかった。なすすべもなく正体不明の騎兵隊に蹂躙されていく。

「くっ、どうなっている!?」

「敵だ！　後方から反乱軍が現れたぞ！」

　誰かの注意を喚かん起きする声が響ひびき渡わたる。だがそれは、味方を動揺させる効こう果かしか生まなかった。

　なぜ後方から敵が来るのか。我らの本陣は一体どうしたというのか。

　しかもこのとき、反乱軍の背後からは識しき別べつ不明の別の軍勢が迫せまっていた。

　味方であれば、赤い王国旗を掲げているはずである。だがこのとき、その軍勢は何も旗を掲げていなかった。

　王国軍から見れば、背後からとてつもない数の敵が襲ってきているようにしか見えなかった。

「敵は背後から攻せめて来るぞ！」

「本陣はすでに奪うばわれた、俺たちの負けだ！」

「ブライアン将軍もすでに討たれたぞ！　味方は総そう崩くずれだ！」

　不安をさらに煽あおるように、驚おどろくべき情じよう報ほうが次々と飛び交かう。彼らが知る由もなかったが、それには〈風の戦いくさ乙おと女め〉率いるヘルヴォル隊の兵士たちの叫び声も含ふくまれていた。

　本陣が奪われ、指し揮き官かんが討たれた──もしそれが真実であれば、もはや戦せん闘とうを継けい続ぞくしている場合ではない。しかも将軍不在を証しよう明めいするかのように、彼らの元にはいかなる伝令もやってこなかった。

　戦場全ぜん域いきに高らかに角笛が響き渡ったのはこのときである。

　王国軍の混乱を見み抜ぬいたのか、反乱軍が最後の力を振ふり絞しぼって全面攻勢に出たのである。

　それがとどめとなった。王国軍にしてみれば前後を挟きよう撃げきされた形となる。こうなってはもはやまともに戦いを継続することは不ふ可か能のうだった。

　こうしてついに、王国軍は反乱軍を相手に終始有利な戦いを展てん開かいしてきたにもかかわらず、退たい却きやくを余よ儀ぎなくされたのである。

　それが、後に第一次トゥールスレン攻防戦と呼ばれることになる戦いの終しゆう焉えんであった。
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　怪け我がを負おった兵士たちが、次々と後方へ去っていく。

　その光景を、アレスは苦にが々にがしく見つめていた。

「……おまえは満足しているのだろうな、パンドラ」

　独ひとり言ごとのように呟つぶやくと、直後、地の底より少女の形をした精せい霊れいが浮うかび上がってくる。

《その通りだ、我わが契けい約やく者しやよ。だがこの程度では満足などできぬ、我が黄たそ昏がれの主あるじはもっと多くの血が流れることをお望みだからな》

「これだけの犠ぎ牲せい者しやを出してなお流血を欲ほつするのか！　一体何を考えているのだ、貴き様さまらは！」

《そう邪じや険けんにするものでもあるまい。分かっているはずだ、我が助じよ言げんがなければ汝なんじは剣けんを振るう機会さえ与あたえられず未いまだ王都でくすぶっていたであろう。我が助言がなければ〈風の戦乙女〉は将軍の首だけではなく、王国軍の兵ひよう糧ろうをも焼き払っていただろう。我が助言があったがゆえに、王国軍は大きな犠牲を出さずに済すんだのだぞ？》

「くっ……！」

　王国軍は戦いの終しゆう盤ばんになって退たい却きやくを余よ儀ぎなくされただけであり、決して立ち直れぬほどの敗北を喫きつしたわけではない。だが、結局のところこの戦いは王国軍と解放軍双そう方ほうに大きな犠牲を強しいただけで終わってしまったのである。それはアレスにとって、最悪から二番目に悪い決着のつき方だった。

　さらに王国軍は一人の猛もう将しようを失うしなった。副将が健けん在ざいである以上、直ただちに軍が崩ほう壊かいするようなことはないだろうが、再び攻こう勢せいに出るにはまず新あらたな将の任にん命めいを待たなければならない。そのためにはまた少なからぬ時間が必要となり、その間にも犠牲が生まれるだろう。

　王国暦八十三年に始まったこの争そう乱らんは、未だ終しゆう焉えんの兆きざしを見せなかった。アレスにとって、それが何よりも許せないことだった。
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　解放軍の兵士たちは口々に〈風の戦乙女〉の名を称たたえていた。

　劣れつ勢せいの戦場に風のごとく駆かけつけ、敵将を討ち取りさらに背後を襲う──この戦いの勝利が〈風の戦乙女〉によってもたらされたことは、万ばん人にんが認みとめるところだった。

　とはいえ、解放軍が受けた損そん害がいも決して小さくはなかった。正確な数は分からないが、数千人の死傷者が生じたことは間ま違ちがいない。

　その上、最終的に勝利らしきものを得たものの、王国軍に致ち命めい的な打撃を与えられたわけでもない。退却する王国軍に充じゆう分ぶんな追つい撃げきを仕し掛かけられるほど、解放軍には組そ織しき力りよくも余力もなかったのだ。死傷者の数だけ言えば、勝利したはずの解放軍の方が多いだろう。

「──って結果になったわけだけど、あんたはどう思ってるわけ？」

　勝利に沸わき立つ兵士たちに手を上げて応こたえながら、ミーアはジェレイドに尋たずねた。

　すでにジェレイドの目には、解放軍にとっての終戦の証あかしたる眼め鏡がねがかけられている。

「何を言ってるんですか、これは文もん句くのつけようのない勝利ですよ。僕たちが王国軍と堂々と戦うことができたと喧けん伝でんするには充分な戦果です。大きな被ひ害がいを受けたのは確かですが、まだ挽ばん回かいの余よ地ちはありますしね」

「そう。ま、あんたのことだからどうとでもするんでしょうけどね」

「僕に言わせれば、むしろあなたさえいてくれればどうとでもなりそうな気がするんですけどね。それより、直じかに戦ってみてどうでしたか、王国軍は」

　問われてミーアは押し黙だまった。

「……ま、弱いとは言わないけど勝てない相手じゃないわ。ボルネリア侯こうの私し兵へいに毛が生はえた程度よ。ただし──今回の戦いで悟さとったわ。あいつだけは例外。あいつが一人王国軍にいる限り、あたしたちはいつ負けてもおかしくないと思う」

「天下の〈風の戦乙女〉にそこまで言わせるとは──」ジェレイドがいつになく真しん剣けんに言った。「例の、〈赤の悪あく魔ま憑つき〉ですか？　アレス・ファノヴァールとかいう近この衛え騎き士しの」

「ええ、そうよ」

〈赤の悪魔憑き〉。本名をアレス・ファノヴァール。あれはまさしく悪魔か何かが憑いているとしか考えられなかった。あるいは悪魔そのものというべきだ。少なくとも自分たちと同じ人間だとは思えない。

　キホルテ平原の戦いで見せた恐おそるべき二振りの剣の冴さえ。何百もの軍ぐん勢せいをたった一人で迎むかえ撃うとうとした度ど胸きよう。ミーアの持つ最強の黒魔術さえもしのいでみせた意志の強さ。あのアレスがたった一人立ち塞ふさがったがために、ミーアはいくつもの目的を達する機会を失ったのだ。

　もしあの男が王国軍の誇ほこる騎士隊を率ひきいていれば、解放軍は〈風の戦乙女〉の奇き襲しゆうを待つ時間もなく、ジェレイドの首を獲とられていたかもしれない。

「ジェレイド。こればかりは冗じよう談だん抜ぬきでお願いするわ。あのアレスって騎士を、どんな手段を使ってでもあたしたちの前に現れないようにして」

「……分かりました。〈風の戦乙女〉にそこまで言わせるとあっては、僕も動かなければなりません。まあ、出る杭くいは打たれると言います、それほどの強さと武ぶ勲くんを誇ほこっているとなれば、恐らく他の騎士から大なり小なりねたみを買ってるはずです。後は彼らの背中をほんの少し押してあげれば、戦場から遠ざけることは難しくないはずですが」

　事も無げに言ってのける。この見るからに頼たよりない男の存在が空そら恐おそろしく感じられるのはこういうときであった。

「相変わらず悪わる知ぢ恵えだけは働くのね。剣も振れないくせに」

「褒ほめ言葉として受け取っておきましょう」

「でも、戦場から遠ざけるだけじゃ駄だ目めよ。馬ば鹿かげた話だけど、あの騎士は一人でも千の敵を相手にできるだけの力を持ってる。生なま半はん可かなやり方じゃ、いつかたった一人であなたの首を獲りに来るわよ」

「そうですか。それはいささか僕としても都合が悪いですね。しかし遠ざけるだけでは駄目ということは、つまり──」

　ジェレイドは中指で眼鏡をかけ直した。夕焼けを反はん射しやして、その硝ガラ子スが光る。

「暗殺しろ、と？」

「そうだって言ったらやってくれるの？」

「それが多分、僕の仕事ですからね。でも正直に申しますと、あなたにそれほど評価されている相手なら、一度大たい義ぎを語ってみたいとも思ってます」

「……任まかせるわ。あんたの好きなようにやって」

　この男なら、解放軍にとってもっとも都合のいい形で事態に対たい処しよしてくれるだろう。任せる他ほかなかった。

「そんなことよりミーア。あなたはもう今日は休んでください。聞きましたよ、また例の狂風の大おお槌づちの黒魔術を使ったそうですね。僕に言う資格もありませんが、くれぐれも体を大事にしてください」

「ええ、本当にあんたにそんなこと言う資格はないわよね。じゃ、休ませてもらうわ。さすがに今日は疲つかれたから」

「はい。どうぞごゆっくり」

　ミーアは苦く笑しようしながら一度だけ肩かたをすくめると、ジェレイドに背を向けてその場を去ろうとした。

　だが、すぐさまその足は止まることとなる。

「ぐっ……！」

　ジェレイドのくぐもった声が聞こえたためである。そして、それに続く何かが地面にぶちまけられるような音。

「……え？」

　このとき、反はん射しや的てきに振ふり返ったミーアが見たものは──。

　膝ひざを突ついて口から赤い液えき体たいを垂たれ流すジェレイドの姿すがただった。





つづく













　あとがき







　秋ごろのことでございます。

　色いろ々いろ思うところありまして引越しをしようと思い立ちまして。

　年末進しん行こうの殺さつ人じん的てきなスケジュールの合間を縫ぬって不ふ動どう産さん屋やを巡めぐりまくり、そして某ぼう駅えきでいい物ぶつ件けんも見つかりまして、無ぶ事じ一ひと通とおりの申もうし込みも終おわりました。

　幸さいわいなことに筆ひつ者しやの父はまだまだ現げん役えきなものですから保ほ証しよう人にんも問もん題だいなし、さあて次はそろそろ引越しの見み積つもりを頼たのもうかなという段だん階かいになったそのとき。

　突とつ然ぜん、不動産会社から電でん話わですよ。




『いやー、申し訳ないんですけどね。オーナーの○○○社がですね。保ほ証しよう会社さんを通してくれないと駄だ目めって言うんですよ』

「へ？　なんですか、その保証会社って」

『ようするにですね。万が一、家や賃ちんの支し払はらいが滞とどこおった場合なんかに、借かり主ぬしに代わって一時的に立て替かえてくれるようなところなんですよ。こういうのに入ってもらえれば、オーナーさんも安心できるということでして』

「はあ、なるほど。便べん利りなものがあるんですねえ。そりゃ入るのはいいんですけど……。ひょっとしてお金かかるんですかね？」

『ええ、まあ』

「ど、どれぐらいですかね？」

『一月分の家賃の半分と、年一万円の更こう新しん料りようです』




　高ぇよ！　ただでさえ引越しで物入りなのに！




「ちょ、ちょっと今これ以上の出しゆつ費ぴは厳きびしいんですけど。な、なんとかなりませんかね？　こっちの保証人はしっかりしてるはずですし……」

『すいませんねえ。私もそう言ったんですけど、○○○社さんってそういうところ厳しいらしくて。収しゆう入にゆうが不安定な方については、保証会社を通してもらわないとダメだと言われまして』




　……この仕事で年収が安定することなど考えられません。

　絶ぜつ望ぼうしました。クレジットカードの審しん査さも通らない作家業ぎように絶望しました！







　前まえ置おきが長くなりました。

　というわけで『火の国、風の国物語』略して火風物語第二巻『風ふう焔えん相そう撃げき』、予定通り無ぶ事じみなさまのお手て元もとにお届とどけすることができました。

　この場で再び読者のみなさまにお会いできたことを、もう心の底の底から喜んでおります。長い時間をかけて準じゆん備びした本が売れ、そして続ぞつ刊かんが出せるということほど嬉うれしいことはありません。

　というのもですね。

　今だから言える話なんですが、このシリーズを始めるに当たりましては、ドラゴンマガジンの方で連れん載さい枠わくを頂いただいたり、ラジオで宣せん伝でんの機き会かいを頂けたりと、それはもう富士見書房編集部さまには並なみ々なみならぬご恩おんを頂いておりまして。

　これだけやって頂いて、もし売れなかったら洒しや落れにもなりません。冗じよう談だん抜ぬきで腹はらを切る覚かく悟ごでございました。おかげで第一巻が出る直前の昨年十月ごろはもう「これ売れなかったら師走トオル廃はい名めいしますから！」が筆者の口くち癖ぐせとなっておりました。

　しかし幸さいわいなことに一巻はわりと増ぞう刷さつがかかり、そしてドラゴンマガジンでの連載の方も、とりあえず今月発売される号で話は一ひと区く切りつきますが、無事来月からも連載が続けられることとなりました。

　まさしくすべては読者の皆みな様さまの応おう援えんあってのことでございます。このご期待に応こたえられるよう、今度もどうにかやっていく予定でございますので、引き続きお付き合い頂けると幸いでございます。




　ちなみに、ちょろっと話に出ましたがラジオというのは「富士見ティーンエイジファンクラブ」という番組でございます。昨年の十一月ごろに、ゲストとして出して頂きました。なお、富士見書房のホームページから聴きけるようにもなっておりますが、残念ですが聴いてくださいとは口が裂さけても言えません。




　緊きん張ちようしてて自分でも何しゃべったか覚えてねえ！

　ましてや自分の声が流ながれる番ばん組ぐみなんて怖こわくて聴けやしねえ！




　……ただ、少しだけラジオのことで覚えていることがありまして。

　パーソナリティの方にですね。ジェレイドのイラストを見て頂いた上で、あだ名を付けてもらったんですよ。

　それがあまりに印いん象しよう強くて忘わすれられません。




　いわく──えろめがね。




　えろめがねですよえろめがね。

　まずいです。もうこれ以上ジェレイドを的てき確かくに表しているあだ名は思い浮うかびません。

　さすがに世せ界かい観かんの関かん係けいで本文中では使えませんが、もし今後あとがきなんかで『えろめがね』という記き述じゆつがありましたら、それはジェレイド君のことだとご解かい釈しやくいただけますと幸いです。




　さて。

　それでは例によってこの辺あたりで第三巻のお話をば。

　第一巻発売以い降こう、読者の皆様から度たび々たび次のようなお問い合わせを頂いております。

「ドラゴンマガジンで連載中のジェレイドが主人公のお話はいつ文庫に収しゆう録ろくされますか？」

　お待たせしました。次でございます。

　この第二巻ではアレスと〈風の戦いくさ乙おと女め〉の邂かい逅こうが描かれました。そして第三巻では、アレスとジェレイドの邂逅が描かれます。

　そして、アレスは反乱軍の戦いの軌き跡せきを知る──みたいな？




　というわけで『火の国、風の国物語』第三巻は四月発売の予定です。

　サブタイトルはもうこれしか考えられません。いわく、『星せい火か燎りよう原げん』でございます。




　ちなみにですね。

　第三巻は面白いはずです。いえ客きやつ観かん的てきに。

　というのもですね。ようするに第三巻で収録されるお話は、「アンケート結果が悪ければ即打ち切りだったけど、無事最後まで書くことが許された作品」だからでございます。（それも本当は全六話の予定だったんですが七話まで！）

　ですので、まあ多分、面白くないこともないんじゃないかなー、と言っておいても大だい丈じよう夫ぶじゃないかなーと思う次し第だいでございます。ご期待ください。




　それと、これも前ぜん述じゆつしましたが、今月発売のドラゴンマガジン三月号で、ジェレイドが主しゆ役やくの物語はとりあえず完かん結けついたします。

　でも、幸いなことに「もうちょっと続けてもいいよ」というお許しを頂きましたので、次はアレスの過去話なんかを書いてみようかなと画かく策さく中でございます。もしよろしければ、来月発売のドラゴンマガジンもちらっと覗のぞいてみてやってくだせえまし。で、例によってアンケートで一票頂けちゃったりすると泣ないて喜びます。




　こんなところでしょうか。

　それでは、また三巻のあとがきでお会いできることを祈いのりつつ。





師走トオル

　http://december-hp.sakura.ne.jp/









追つい伸しん：

　イラストを担当して頂いている光こう崎さき様には、恐きよう怖ふの年末進行もあって前巻以上に多た大だいなるご協力を頂きました。この本が今月出せたのは光崎様のおかげと言っても過か言ごんではありません。

　今年もまたよろしくお願いします。どうか見捨てないでやってください。







追伸２（という名の豆まめ知ち識しき）：

　引越しを安く済ませるポイント。

　大安は高い。

　月末は高い。

　土日は高い。

　午前は高い。




　つまり、「月初はじめの仏ぶつ滅めつの平日の午後」希き望ぼうと言えば一番安くなるらしいです、はい。

















火ひの国くに、風かぜの国くに物もの語がたり２




風焔相撃








師し走わすトとオおルる
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